
一 茨城県土浦市 一

龍 善 寺 追 跡

―― 宅地造成分譲事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 ――

2006

株式会社 クラフ ト

土浦市教育委員会

龍善寺遺跡調査会



― 茨城県土浦市 ―

嚇龍 遺 跡
】単手百

―― 宅地造成分譲事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 ――

2006

株式会社 クラフ ト

土浦市教育委員会

龍善寺遺跡調査会



土浦市は霞ヶ浦や桜川の水に恵まれ、太古から人々が生活するのに適したところであり、

貝塚、古墳、集落跡等数多くの遺跡が存在しております。

遺跡は当時の様子を知る手掛かりとなることは勿論、現代の私達が豊かに生活すること

のできる先人の偉業の一つでもあります。

このような貴重な文化遺産を保護し、後世に伝えることは私達の大切な責務であり、郷

土土浦発展のためにも重要なことと思います。

この度の龍善寺遺跡の発掘調査は、市内中高津地区での株式会社クラフトによる宅地造

成分譲事業に伴い実施されたものです。

この遺跡からは、縄文時代の多数の貯蔵穴を伴う拠点的な集落跡が確認されると同時に、

古墳時代の集落跡も確認されました。そして、出土品には多数の縄文土器が見られ、龍善

寺遺跡に暮らした人々の繁栄ぶりを示しております。また、特筆すべき出土品として古墳

時代の竪穴住居跡から銅製の鏃が出土し注目されます。

本調査によって、市内中高津地区の古代文化の究明にいささかなりとも役立つことがで

きますならば幸甚であります。

最後になりましたが、調査から報告書の刊行にあたり、関係各位の皆様のご協力とご支

援に対し、心から厚く御ネL申 し上げます。

平成18年 7月

土浦市教育委員会

教育長 冨永 善文



例 言

1、 本書は龍善寺遺跡調査会が実施した、土浦市中高津二丁目1122‐ 1番地他に所在する龍善寺遺跡の発掘調査

報告書である。

2、 発掘調査は事業者である株式会社クラフトが計画する、宅地造成分譲事業に伴う事前調査として実施した

ものである。

3、 遺跡の試掘確認調査は平成15年 6月 3日 から6月 6日 、 7月 23日 から7月 25日 、 7月 29日 から8月 1日 の

3回にわたり実施し、石川 功・関口 満 (上高津貝塚ふるさと歴史の広場学芸員)が担当した。
4、 遺跡の発掘調査は平成15年 10月 21日 から平成16年 2月 24日 まで実施し、大渕淳志・小川和博 (〔有〕日考

研茨城)が担当した。調査区域は外周道路及び内周道路等の工事区域を任意に 1か ら5工区に区切り、工事
と併行して調査を実施した。 1工区は事業地南端の搬入道路部分、 2工区は事業地中央の外周道路部分、 3
工区は事業地中央の内周道路とフットパス及び防火水槽部分、4工区は事業地東側の外周道路部分、 5工区
は事業地北側の外周道路部分である。

5、 出土品の整理及び報告書の作成は小川が担当し、平成16年 3月 1日 より平成16年 12月 24日 まで実施した。

6、 本書の原稿執筆は小川、大渕、関口が行い、窪田恵一氏にご協力頂いた。それぞれの担当については、各

原稿の末に担当者名を明記した。また本書の編集は小川・関口が行なった。
7、 龍善寺遺跡調査会組織

会 長      須田直之 (土浦市文化財保護審議会長)
副会長      石毛一美 (土浦市教育委員会教育次長)
理 事      大塚 博 (土浦市文化財保護審議会委員)
理 事      来栖忠雄 (土浦市役所建築指導課長)
理 事      広瀬昌則 (土浦市教育委員会文化課長)
理 事      堀越昭二 (土浦市博物館協議会委員)
監 事      岩沢 茂 (土浦市教育委員会青少年センター所長)
事務局長     宇津野利雄 (上高津貝塚ふるさと歴史の広場館長)
事務局次長    三須洋一 (上高津貝塚ふるさと歴史の広場館長補佐)
事務局員     加藤寛治 (上高津貝塚ふるさと歴史の広場主査)

堀部 猛 (土浦市教育委員会文化課主幹)
石川 功 (上高津貝塚ふるさと歴史の広場係長)

事務局員兼出納貝 関日 満 (上高津貝塚ふるさと歴史の広場主幹)

○発掘作業

調査担当     大測淳志
調査員      遠藤啓子
現地調査作業員  飯村二美 石黒 勇 泉 章子 海老原龍生 大久保淑治 小野 豊 大久保教子

皆藤久子 金塚 映 佐賀 岡1 佐賀 実 酒井悦子 竹内政江 土田幸子
露久保三郎 寺嶋靖子 友部政夫 中島秀雄 中島とみ子 中野富美子 長谷部裕子
舟串教夫 谷中 昌 吉田みち 渡辺由美子

事務貝      菊池幾代

○整理作業

調査主任     小川和博 大測淳志
調査員      遠藤啓子
整理調査作業員  大久保敦子 大野美佳 大測由紀子 中野富美子

8、 龍善寺遺跡の発掘調査は大渕淳志・小川和博 (〔有〕日考研茨城)が担当した。出土遺物の整理及び報告
書の作成は小川が中心となり大測が補佐した。
9、 遺構写真は現地調査担当者が撮影し、遺物写真撮影は小川が行った。
10、 付編「茨城県土浦市龍善寺遺跡における縄文時代黒耀石遺物の産地推定」については、明治大学文化財研

究施設中部測地研究所にご協力頂いた。
11、 本書に関わる出土品及び記録図面 。写真などは一括して上高津貝塚ふるさと歴史の広場に保管してある。
なお、記録や遺物の整理・保管に際しては、31Rの略称を付している。
12、 銅鏃の保存処理は株式会社京都科学に依頼し行つた。
13、 発掘調査及び出土品の整理に関わり、次の諸氏又は諸機関のご協力・ご教示を賜った。記して謝意を表し

たい。 (五十音順 敬称略)
茨城県教育委員会 茨城県県南教育事務所 株式会社クラフト 武智測量設計株式会社
明治大学文化財研究施設中部測地研究所 杉原重夫 鈴木尚史 藤森靖枝 福田礼子 舟串教夫



1、 龍善寺遺跡の地区設定は、事業地内の外周道路及び内周道路等の工事区域を任意に 1か ら5工区に区切り

調査を実施した。これらの 5工区内には、日本平面直角座標第Ⅸ系座標を基準とした20m四 方の基準杭を設

定して測量等を実施したが、これらの方限に名称は付していない。

2、 調査で確認された遺構の番号は、各工区通しの香号となっているが、遺構外出土遺物の表記については各

工区一括の取り上げとなっている。

3、 遺構・土層に使用した記号は次のとおりである。

遺構図 竪穴住居跡・・・SI、 土坑・・・SK、 柱穴・ピット・・・P、 溝・・・SD、 推定遺構範囲・・・

破線、撹乱範囲・・ 。一点鎖線

土層図 I層 ・・・表土及び樹木抜根による撹乱土、Ⅱ層・・・遺物包含層など、K・ ・・撹乱
4、 遺構・遺物実測図中の表示は以下のとおりである。

炉跡 ||| カマド砂質粘土 ||1 焼土 けに/ 繊維 蔭∈¶ 黒色処理 にに規 赤彩 匠三コ
この他の実測図中の表示は、その図面中に指示してある。

5、 土層観察と遺物における色調の同定は、F新版標準土色帖』 (小山正忠、竹原秀雄編著 日本色研事業株式
会社)を使用した。

6、 本書中の遺構、遺物の表示は次のとおりである。

(1)水糸レベルは海抜高度を示す。

(2)遺構の縮尺は基本的に 1/60で、カマ ドなどについては 1/30である。これ以外の縮尺の図面もあり、

それらについてはスケールを変えてある。

(3)遺構の文章中 ( )付の計測値は推定値を示す。

(4)遺物の縮尺は原則として土器が 1/4、 土製品は 1/3、 石器等は 1/2で示した。器種や大きさによ

り異なる場合もあり、それらについては個々にスケールを変えてある。

(5)古墳時代の竪穴住居跡の「主軸方向」は、炉やカマドなどの位置から主軸を決め、どの方向にどれだけ

振れているかを角度で表示した。例 (N-23° ―E)。

(6)遺物観察表中の計測値は日径、底径は現存径又は回転復元径を示す。また器高は現存高を表す。また表

中の (― )は計測不可の表現である。土製品の観察における ( )は復元径を示す。

(7)遺物観察表中の胎土の項目における表記は、観察者の主観的なものであり、明確な基準によるものでは

ない。

(8)遺物観察表中の備考欄には、特記事項を記した。
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第 I章 調査の経緯と環境
第 1節 調査に至る経緯 (Fを ,1・ 2)

龍善寺遺跡は、株式会社クラフトの行なう宅地造成分譲事業に伴つて発掘調査に至ることとなった。以下は

その調査に至る経緯について述べる。

そもそも、市内中高津二丁目地内の龍善寺遺跡の所在する土地の現状は、そのほとんどが山林となっており

周知の遺跡とはされていなかった。2003(平成15)年 5月 に株式会社クラフト (以下事業者)に よる宅地造成

分譲計画の事前協議申請書が提出された。市教委では過去のこの中高津二丁目地内の土地における埋蔵文化財

踏査状況を勘案し、事業者に対し埋蔵文化財の有無を確認するための試掘調査への協力依頼を行った。この上

地における試掘調査は、市教委立会いのもと重機により6月 3日 から6日 にわたり実施した。この試掘調査は、

事業予定地内の山林にトレンチ (騨g.2①～④)を設定して実施した。この試掘調査の結果、各トレンチから

縄文時代から古墳時代にかけての遺構・遺物が確認され、この土地における遺跡の存在が明らかになった。遺

跡の名前は小字名から龍善寺遺跡と銘々し、 6月 20日 付け茨城県教育委員会教育長宛に遺跡発見の通知を提出

した。
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先の試掘調査の後、市教委では事業者に対し発見された埋蔵文化財の状況説明を行い、その取り扱いについ

て数度の協議が持たれた。この協議の中、市教委では事業地内の道路などの恒久建造物以外の部分について計

画変更を行い、埋蔵文化財の現状保存を図る方策がとれないか提案し、事業者にご検討頂いた。この結果、遺

跡の取り扱いについては、事業地内の道路や防火水槽部分について記録保存を目的とした発掘調査を実施し、

宅地部分や公園については計画変更を行って埋蔵文化財の盛土保存 (Fig。 1)を行うことで合意した。

このことにより、記録保存エリアの遺跡の内容把握及び、調査に要する期間・費用の積算のための確認調査

を実施することになった。確認調査は2回に分けて実施し、 1回 目は搬入道路部分 (Fig 2 ⑤)を 7月 23日 か

ら25日 にわたり行い、 2回目は7月 29日 から8月 1日 にわたり宅地予定地内の内周・外周道路部分 (Fig。 2⑥

～③)の調査を行なった。これらの確認調査でも多数の縄文時代から古墳時代の遺構・遺物が確認されたが、

事業地内の周縁部では埋蔵文化財が確認されない部分が見られ、この部分は調査対象エリアから除外した。

この結果、開発事業面積約21,500だのうち、龍善寺遺跡の本調査対象面積は約3,500だ、盛土録存面積は約

14,800♂ となり、このようなデータをもとに調査費用や調査期間について積算し、その内容について事業者に

検討頂き了承を得た。これまでの遺跡の取り扱い協議の中で市教委と事業者との間で合意が諮られた事項につ

いては、10月 3日付け協定書として締結した。

このような中、文化財保護法関連の届出等については、 7月 8日付けで龍善寺遺跡に関わる埋蔵文化財発掘

の届出を、9月 19日 付けで埋蔵文化財発掘調査の届出を県教育長宛進達した。

発掘調査の実施に当たつては、龍善寺遺跡調査会を組織し、事業者と同調査会の間で契約書を締結し、2003

(平成15)年 10月 21日 から2004(平成16)年 2月 24日 まで現地調査を実施することとなった。

(関口 満 )

第 2節 調査 区の設定 lF竜。3)

発掘調査区域は、開発事業地内の外周道路及び内周道路等の工事区域を任意に 1か ら5工区に区切り調査を

実施した。 1工区は事業地南端の搬入道路部分に設定し、国道 6号バイパス側は試掘確認調査で遺構遺物が確

認されなかったため調査対象外とした。 2工区は事業地中央の外周道路部分に設定した。 1工区と2工区の接

続部分は、試掘確認調査で遺構遺物が確認されなかったため調査対象外とした。 3工区は事業地中央の内周道

路とフットパス及び防火水槽部分とした。 4工区は事業地東側の外周道路部分に設定した。 5工区は事業地北

側の外周道路部分である。

なお、外周道路部分の北西付近については、傾斜地となり試掘確認調査でも遺構遺物が確認されなかったた

め調査対象外とした。

これらの発掘調査区は 1工区から5工区へ調査を進め、調査を終了した工区から工事が実施された。

なお、今回の発掘調査で確認された遺構の番号については、各工区通しの遺構呑号となっている。

出土遺物については、遺構ごとに取り上げ、遺構外出遺物については、各工区一括の表記となっている。

(関日 満)
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Flg.3 龍善寺遺跡発掘区

第 3節 調査日誌

2003(平成15)年
10.17 1工区の重機による表土除去及び抜根作業を行う。
1021 本調査を開始する。 1工区の遺構精査、遺構検出作業を行う。
1030 1工区の現地作業を終了する。
11.04 2工区の重機による表土除去作業を開始。
1105 2工区の遺構精査作業を行う。
1106 2工区の遺構検出作業開始。
1114 旧石器時代の試掘調査を行う。
11.18 3工区の重機による表土除去作業を開始する。 3工区の遺構精査、遺構検出作業を始める。
12.20 2工区の現地作業を終了する。
12.26 3工区の現地作業を終了する。
12.27 4工区の重機による表土除去作業を始める。

2004(平成16)年
01.06 5工区の重機による表土除去作業を始める。
01.07 4工区の遺構精査作業を開始するc
01.08 5工区の遺構精査作業を行う。 4工区の遺構検出作業を始める。
02.01 5工区の遺構検出作業を始める。
02.03 4工区の現地作業終了。
0205 5工 区北側を重機により拡張し、表土除去作業を行う。
0217 5工 区の創33よ り銅鏃出土。
0221 4工 区・5工区の清掃作業、現地説明会の準備を行う。同区の現地作業を終了する。
02.22 現地説明会を午前10時より開き、多数の市民が来られる。
0224 現地の器材を搬出し、龍善寺遺跡の現地作業を終了する。

-5-
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第 4節 遺跡 の位置 と環境

1.地理的環境 (Fig.4)

土浦市は茨城県南地域のほぼ中央部に位置し、人口約14万3000人を数え、その面積は約113.82kぽ である。周

辺市町村として、市域の北から東方にかすみがうら市、北から西方に石岡市、西方につくば市、南方に牛久

市・稲敷郡阿見町と接している。市域の地理的特徴として、北部には筑波山塊から南東に伸びる新治台地、中

央部を古鬼怒川によって形成され現在は桜川が流れる桜川低地、東部は霞ケ浦 (土浦入り)、 南部には筑波・

稲敷台地から成り立つ。

龍善寺遺跡は市内中高津二丁目1122-1他 に所在し、桜川南岸の標高25m前後を測る筑波・稲敷台地上に立

地する。また遺跡の立地する同台地の特徴は、桜川低地と花室川による低地に挟まれ、半島状を呈して台地が

大きな塊で分割されている。この半島状の台地の中央部分は東西方向に分水嶺が形成され、台地縁辺付近は先

の二つの低地から入り込む谷により、樹枝状の谷地形を示す。遺跡の現況はそのほとんどが山林となっており、

その北側 。東側は桜川低地から入り込む谷により開析され、そこでは水田耕作がなされている。

遺跡の西側は国道 6号バイパス建設により大きく台地が切り土され、遺跡と国道 6号バイパスの間には市営

団地などが存在する。

龍善寺遺跡の立地する筑波 。新治台地の地質は、手野層を基盤とし、その上層には下層から成田層下部、成

田層上部、竜ヶ崎砂礫層、常総粘土層、関東ローム層と続く。

最後に、遺跡隣接地における大規模な土地の改変行為について述べる。まず、国道 6号バイパス自体がそう

であるが、同国道が桜川低地へ差し掛かる両側の台地については、本来つながった細長い台地であり現状は大

きく切り土がなされている。

(関口 満)

2.歴史的環境 (Fig.4)
以下は、龍善寺遺跡 (○)の周辺に確認されている遺跡について、発掘調査などが実施されているものを中

心に取り上げ、周辺地域の歴史的な環境を時代順に概観してみたいと思う。

まず旧石器時代について、同時代の関東ローム層中の石器集中区などが確認された遺跡はないが、寄居遺跡

(6)、 うぐいす平遺跡 (7)、 十三塚A遺跡 (11)、 六十原A遺跡 (20)、 永国遺跡 (22)等でナイフ形石器や石刃

などが出土している。

縄文時代については、まず草創期の神子柴型石斧や槍先形尖頭器が念代遺跡 (34)で出土しており注目され

る。そして、早期から前期の遺物が寄居遺跡で確認されているが、あまり目立った存在ではない。市内では中

期になると規模の大きな遺跡が見られるようになる。この時期の遺跡として、今回調査を行つた龍善寺遺跡を

はじめ、その南東約1.5km付近には六十原遺跡 (21)や六十原A遺跡 (20)が存在し、特に群在する土坑を伴う

集落遺跡が目立つ。また、同様な遺跡内容が考えられるものとして栗崎遺跡 (3)があり、調査が小規模の割

には多くの土器片が出土している。また、この時期の陥し穴が列をなして確認された遺跡として、永国遺跡な

ど (22)があり興味深い。この他、市内における同時期の貝塚の形成については低調な感がある。後・晩期の

遺跡としては、明治時代から知られる上高津貝塚 (2)や小松貝塚 (19)が存在する。上高津貝塚は、台地斜

面部の貝層の遺存状況が良好で台地上も含め国指定史跡となり、現在は上高津貝塚ふるさと歴史の広場として

史跡整備されている。また、小松貝塚は常磐線の敷設で大きく壊されているとされるが、台地上の土坑群内か

ら只殻が多数確認されている。

弥生時代の遺構・遺物が検出された遺跡として、うぐいす平遺跡 (7)があり、弥生時代後期の竪穴住居跡

が 3軒確認され、この内の 1軒から銅鏃が出土している。宍塚古墳群 (1)では古墳の墳丘下から弥生時代後

期の竪穴住居跡が10軒ほど確認されている。この他、永国遺跡 (22)や和台遺跡 (16)で も竪穴住居跡が確認

されている。

古墳時代の遺跡のあり方として、台地縁辺の谷の出日付近を中心に古墳群や古墳が存在する。古墳群として

-6-
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宍塚古墳群 (1)、 天王山古墳群 (17※現在は湮滅)、 高津天神山古墳群 (18)な どがあり、古墳として幕下女

騎古墳 (4)、 三芳古墳 (32)な どがある。市内では前期から中期の古墳は少なく後期から終末期の古墳が目立

つようである。発掘調査が実施された寺家ノ後B遺跡 (14)、 十三塚B遺跡 (12)では 7世紀代の方墳のみが確

認されている。古墳時代の集落跡は多く確認されており、寄居遺跡 (6)、 うぐいす平遺跡 (7)、 寺家ノ後A遺

跡 (15)、 寺家ノ後B遺跡 (14)、 十三塚B遺跡 (12)、 東谷遺跡 (33)、 永国遺跡 (22)、 神出遺跡 (28)、 阿ら

地遺跡 (24)、 いさろ遺跡 (25)な どがある。寄居遺跡やうぐいす平遺跡では前期の竪穴住居跡がまとまって

確認されている。神出遺跡や阿ら地遺跡、そして永国遺跡などでは中期から後期の竪穴住居跡が確認されてい

る。

奈良・平安時代については、寄居遺跡 (6)、 うぐいす平遺跡 (7)、 谷畑遺跡 (26)、 永国遺跡 (22)な どが

ある。うぐいす平遺跡では、奈良時代の竪穴住居跡がまとまって調査された。

中世の遺構 。遺物が確認された遺跡については、宮脇B遺跡 (8)、 寄居遺跡 (6)、 霞ケ丘遺跡 (30)、 神出遺

跡 (28)、 中居遺跡 (29)な どがある。そして、中世城郭と考えられる高井城跡 (5)も存在する。また近世の

遺跡として、出し山所在塚 (9)、 宮脇庚申塚 (10)な どがある。

最後に、龍善寺遺跡の名の由来となった小字龍善寺であるが、今回の発掘調査エリア内における寺に関する

遺構・遺物は未確認であった。しかしながら、過去の記録では隣接地域の上高津地内に龍善院 儘りと呼ばれる

寺が存在していたらしく興味深い。

《参考文献》

1971 国学院大学宍塚調査団『常陸宍塚』

1974 土浦市教育委員会『土浦市史別巻 土浦市歴史地図』
1981 常陸書房『新編常陸國史』再版

1983 日本窯業史研究所『茨城県土浦市 永国遺跡」
1990 (財 )茨城県教育財団 F寺家ノ後A遺跡・寺家ノ後B遺跡 。十三塚A遺跡・十三塚B遺跡・永国十三塚遺跡・旧鎌

倉街道』茨城県教育財団文化財調査報告書第60号

1991 茨城県教育委員会『茨城県 遺跡・古墳発掘調査報告書Ⅵ (昭和62～平成元年度)』
1994 (財 )茨城県教育財団『寄居遺跡・うぐいす平遺跡』茨城県教育財団文化財調査報告書第84号

1994 土浦市教育委員会『国指定史跡 上高津貝塚A地点』
1995 コロナ社『茨城県 地学のガイド赳地学のガイドシリーズ 3
1996 (財 )茨城県教育財団『右籾貝塚東遺跡・内路地台遺跡・念代遺跡・平坪遺跡』茨城県教育財団文化財調査報告

書第111号

1996 土浦市教育委員会『六十原A遺跡』

1997 上高津貝塚ふるさと歴史の広場『土浦市 上高津貝塚ふるさと歴史の広場年報 第 3号』
1998 土浦市教育委員会『三芳古墳 東谷遺跡 (2次 )』
1999 土浦市教育委員会『東出・神出・中居遺跡』

2001 茨城県教育委員会『茨城県遺跡地図』

2001 土浦市教育委員会『いさろ遺跡』

2002 茨城県教育委員会『茨城県 遺跡発掘調査報告書第11集 (平成10～ 12年度)』
2002 (財)茨城県教育財団『谷畑遺跡』茨城県教育財団文化財調査報告書第194号

2002 土浦市教育委員会『永国遺跡 (第 2次調査)」

2002 土浦市教育委員会『阿ら地遺跡』

2003 土浦市教育委員会『六十原遺跡』

註釈

1)『土浦市史別巻 土浦市歴史地図』P121の 三高津村絵図中に龍善院の文字が読み取れる。
(関口 満 )
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第Ⅱ章 検出された遺構と遺物

第 1節 遺跡 の概 要 lF迫,0

龍善寺遺跡の調査は、開発予定地内のうち道路施設部分および防火水槽設置部分の3,465ぽが調査対象区域と

なった。したがって本調査は幅広いトレンチ調査で、しかも調査区の台地周縁部と中央部を確認するこことな

り、結果的には全面調査できなかったものの、ほぼ遺跡の全貌を推測することが可能となった。なお、調査区

は便宜的に区分けした 1か ら5工区の区割りごとに実施した。

確認された遺跡の構成は、旧石器時代、縄文時代、古墳時代、近世以降の複合遺跡で、竪穴住居跡46軒、土

坑303基、柱穴状遺構90基、溝状遺構 8条、道路状遺構 1条が検出された。なお、旧石器時代としては剥片の

出土があるものの石器集中域としての明確な石器ブロックは確認できず、また近世以降は溝を中心に、銭貨な

らびに陶磁器の出土をみるだけであった。したがってここでは大きく縄文時代と古墳時代の 2期 に分けること

ができる。

まず縄文時代は前期と中期の遺構・遺物が検出されている。前期は前半・黒浜式期の竪穴住居跡 (S105)1

軒のみ確認された。中期集落から離れた南西側に位置し、径3.5mの 円形住居跡である。また竪穴住居跡25軒 と

土坑302基は中期で、調査区の中央部から北東側にかけて密集して展開している。時期は中期のうち阿玉台式

期から加曽利E2式期であるが、中心は加曽利El式期であり、遺構の大半は当該期で構成される縄文中期大集

落の典型である。なお検出された竪穴住居跡の多くは土坑によって破壊され、辛うじて炉跡や床面の一部およ

び柱穴を確認できるだけで、全貌を把握できるものはほとんどなかった。また炉跡は確認された竪穴住居跡で

いずれも地床炉が中心となっている。土坑は集中して検出された。形状は円形を呈し、断面形はいわゆる袋状

タイプが主体を占める。坑底にはセンターピットをはじめとする、サイドピット、貯蔵穴状ピット、底面の浅

いポケットピット等の付帯施設を伴う。また遺物の出土量 (個体数)に大きな差異が認められ、完形土器を多

量に遺棄する土坑も数基確認されているが、大半は破片のみの出土である。遺物は土器以外、土器片錘が多量

に出土している。その出土総数は545点である。そのほか石器としては石鏃・打製石斧・磨製石斧・磨石・石

皿等があるが、全体として少量である。

古墳時代は4世紀から6世紀の竪穴住居跡21軒が確認され、とくに4世紀代は検出数の半分以上の10軒を占

めている。調査区の南西側に集中地点がみられるものの、ほぼ全体的に万遍なく分布している。しかし、竪穴

住居跡に伴出する遺物は少ない。その中で調査区北側において検出された住居跡S133は特筆される。南側約半

分が未調査区域に広がっているものの、確認された北壁辺は5.lmを測り方形を呈する住居跡で、壁溝は確認面

で全周し、北西側に柱穴 1本が検出されている。また出土遺物として、住居北コーナー付近の壁際貼床下面か

ら遺存状況が良好でほぼ完存する銅鏃 1点が出土した。また覆土中には高杯と小型甕の破片および土玉、土製

槙造品の共伴があり、4世紀末頃に相当するものと推定される。次の 5世紀代は出土遺物から判断すると2軒

である。また、カマド施設を有する 6世紀代の住居跡が 7軒確認された。遺物量が少ない住居跡もカマドの設

置有無で判断が容易である。当該期の集落構成は調査区南側に偏っている。その他、出土遺物がなく、時期不

明なものが 2軒ある。

(/JヽチII不日摂語)
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第 2節 旧石器時代の状況 ω進.5・ 0

今回の調査では後世の遺構覆土中から旧石器時代の剥片が出土したことから、 2工区内に旧石器時代の遺

構・遺物検出用の試掘坑を設定して調査を行つた。その結果、石器集中域としての明確な石器ブロックなどは

確認できなかった。しかしながら、遺跡内からは一括遺物として旧石器時代の剥片4点 (黒色安山岩 2点、流

紋岩 1点、圭質頁岩 1点 )が検出されている。

以下は、遺跡内の基本層序把握のため、旧石器時代試掘坑のローム層壁面の観察結果を示す。

( )内 の数値は含有物の最大径を示す。

1.黄褐色 (10YR5/8)軟質ローム層 黒色スコリヤ (l mln)を 多量に含む。最深部では6層 に達する。
2.黄褐色 (10YR5/8)硬質ローム層 赤色スコリヤ (0 5mm)と 黒色スコリヤ (0 5nul)を 共に多く、白色粒子 (l mln)

を僅かに含む。立川ローム層第Ⅵ層に相当すると考えられる。

3.褐色 (10YR4/6)硬質ローム層 青灰色粒子 (0.5mlll)を 多量に、赤褐色スコリヤ (0 5mln)を僅かに含む。立川ロー

ム第Ⅶ層に相当する。

4.褐色 (10YR4/4)硬質ローム層 赤色スコリヤ (0.5mn)と 黒色スコリヤ (0.5mm)を 共に多く含む。立川ローム第Ⅸ

層に相当する。

5.黄褐色 (10YR5/8)硬質ローム層 青灰色スコリヤ (0 5Hlln)を 多く、黄白色粒子 (5111n)を僅かに含む。黄白色粒

子は層位の上部に多く認められ、赤城鹿沼軽石 (Ag‐KP)の細粒と考えられる。

6.黄褐色 (10YR5/8)硬質ローム層 青灰色スコリヤ (0.5mln)と 白色粒子 (0 5null)を きわめて多く、明褐色粒子 (l mln)
を僅かに含む。かなり緻密質で、鎌で削ると抵抗感が非常に強く、写真撮影では

白く光沢を放つほどである。青灰色スコリヤは、BCh/A相当層と考えられる。

7.褐色 (10YR4/6)軟質ローム層 青灰色スコリヤ (0,5mln)を多く含むが、土中に細かい隙間が多く、 1層 と同等く
らい軟質。

8.褐色 (10YR4/6)硬質ローム層 青灰色スコリヤ (l ln14)を 多量に、赤色スコリヤ (l lnln)と 灰白色粒子 (0.5111al)
を共に僅かに含む。隙間が多いが7層 よりは硬質。

9。 明黄褐色 (10YR6/8)硬質ローム層 青灰色粒子 (l lllm)を多く、赤色スコリヤ(l Hul)と 白色粒子 (l nnl)を 僅かに含む。

本遺跡で観察したローム層中で最も硬質な地層①分析用サンプルを採取した。

10.黄褐色 (lC145/8)軟質ローム層 黒色粒子 (5 mlll)を 多量に、白色粒子 (l mln)を僅かに含む。かなりな軟質ローム。
11.黄褐色 (lllYR5/6)硬 質還元ローム層 黒色粒子 (05m14)を 極めて多量に、橙色粒子 (l mm)を僅かに含む。地下

水の影響で還元状態となったようだ。7層 と同等くらい硬質である。

12.黄褐色 (10YR5/6)ロ ーム質粘土層 箱根東京軽石 (黄橙色・10YR7/8)ブ ロック (15111111)を 多量に、褐鉄鉱粒子
(10mln)を 僅かに含む。比較的硬質である。

13.にぶい黄褐色～にぶい黄橙色 (10YR5/4～ 6/4)粘土層 箱根東京軽石粒子 (10Hul)を多く含む。以下常総粘土層である。
lTr北壁

(窪田恵一)

ヽ
ハ鮒酬肉
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第 3節 縄文時代の竪穴住居跡

縄文時代の竪穴住居跡は全部で25軒確認されたが、その多くは土坑との重複が著しく遺存状況は良くない。

住居跡S105 (Fig,7)

位置 調査区西側 2工区、標高24.29～ 24.33mに 位置する。
規模 検出された規模は東西軸3.40m、 南北軸3.42mを 測り、円形を呈する。
壁 確認面からの深さは29.5cm。 緩傾斜して立ち上がる。
床 ほぼ平坦である。住居中央はよく踏み固められて堅緻で、さらに東側へ硬化面が広がる。
ピット 柱穴は2本検出された。
番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ  番号 形状  規模 (長径X短径)cm 深さ
Pl  円形      23× 19     22   P2 円形      21× 19    29
炉 検出できなかった。
覆± 5層 からなり、レンズ状を呈する自然堆積層と推定される。

遺物 覆土中から縄文土器 (前期・黒浜式)の小片が出土している。
所見 本跡の時期は、出土遺物から縄文時代前期前半 (黒浜式期)の所産と考えられる。

住居跡S107 (Fig.8)

位置 調査区西側 2工区、標高23.98mに 位置する。
規模 西側の大半が未調査区域に広がつている。検出された規模は東西軸148m、 南北軸5.32mを 測 り、円形
(も しくは楕円形)を呈するものと推定される。

主軸方向 北側に炉跡が設置されているものと推定すると、主軸方向はN-32° 一Wを示す。
壁 確認面からの深さは7.5cm。 緩傾斜して立ち上がる。
床 ほぼ平坦である。住居中央周辺はよく踏み固められて堅緻である。
ビット 柱穴は 2本検出された。
番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ  番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ
Pl  円形     39× 39    61   P2楕 円形     45× 38    58
炉 検出できなかった。

覆± 4層からなり、レンズ状を呈する自然堆積層と推定される。
遺物 覆土中から土器片 (阿玉台式・加曽利El式)と土器片錘 1点、土製円盤 1点が出土している。
所見 本跡の時期は、出土遺物から縄文時代中期後半 (加曽利El式期)の所産と考えられる。

住居跡S108 (Fig。 9)

位置 調査区西側 2工区、標高24.06～ 24.1lmに 位置する。
規模 東側の一部が未調査区域に広がっている。炉跡とその周囲で検出された柱穴により住居跡と判断された
もので、明瞭な掘 り込みは確認できなかった。柱穴の配列規模から東西軸3.33m、 南北軸5.13mを 測り、楕円形

を呈するものと推定される。

壁 確認できなかった。
床 炉跡周辺以外明瞭な硬化面は確認できなかった。
ビット 柱穴は6本検出された。
呑号 形状  規模 (長径X短径)cm 深さ  番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ
Pl  円形      37× 32     43   P2 円形      29× 27     40
P3 楕円形     30× 21    18   P4楕 円形     37× 32    25
P5 楕円形     41× 30    46   P6 円形     34× 31    27
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少量のローム粒を含む

少量のローム粒を含む

掲色±   10YR4/4微量のローム粒を含む
掲色±   10YR4/6 多量のローム粒を含む
暗掲色±  10YR3/4 少量の日―ム粒を含む

)             2m

(1/60)

日g.8 住居跡sЮ7実測図

＼

Ｂ

-14下



ｍ
隠ド
Ｌ
Ъ
ョ

―
―
―
ｌ

ｍ
「

土
土
色
色
掲
掲

跡炉

１
２

Ｉ
ｌ
２
Ｄ０５
①
②

2450m

SD05
灰黄褐色± 10YR4/2 表土層
暗褐色±  10YR3/4 少量のローム粒を含む
掲色±   10YR4/6 少量のローム粒・焼土粒を含む

掲色± 10YR4/6 少量の日―ム粒 。日―ムブロックを含む
掲色± 10YR4/4 少量のローム粒・ロームブロックを含む

B2440m

c24.40m

D24.40m

日g.9 住居跡S108実測図

炉 住居中央やや東寄りに設置された地床炉である。楕円形を呈し、
測る。底面は皿状で、覆土は焼土粒、炭化粒を僅かに含む赤褐色土。

F2420m

10YR4/6 少量のローム粒・多量の焼土粒を含む
10YR4/4 少量のローム粒・焼土粒を合む
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炉床は火熱を受け赤変硬化している。
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覆± 2層 からなり、レンズ状を呈する自然堆積層と推定される。

遺物 炉跡および覆土中から土器片 (加曽利El式)が出土している。
所見 本跡の時期は、出土遺物から縄文時代中期後半 (加曽利El式期)の所産と考えられる。

住居跡S111(Fig.10)

位置 調査区西側 2工区、標高2410～ 24.13mに 位置する。
規模 西側の大半が未調査区域に広がっている。炉跡とその周囲で検出された柱穴により住居跡と判断された
もので、明瞭な掘り込みは確認できなかった。柱穴の配列規模から東西軸2.70m、 南北軸4.21mを 測り、円形も

しくは楕円形を呈するものと推定される。

壁 検出できなかった。
床 炉跡周辺以外、硬化面は確認できなかった。
ビット 柱穴は 5本検出された。なお北側の円形ピット (P2)は規模が大きく土坑との重複が考えられる。
番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ  番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ
Pl 円形      29× 23    14  P2 円形      84X73    49
P3 楕円形     51× 44    46   P4 円形     28X27   21.5
P5  円形        31× 30     345
炉 住居中央に位置する地床炉であるが、西側が未調査区域に広がっている。検出された形状は楕円形を呈し、
規模は長径140cm、 短径83cm、 深さ7 cmを測る。底面は皿状で、覆土は焼土粒、炭化粒を僅かに含む赤褐色土。

炉床は火熱を受け赤変硬化している。なお、未調査区域に接して、炉内埋設土器が検出された。回縁部と底部

を打ち欠いた最大径17cmの深鉢土器を埋設したものであるが、土器内部にも火を受けた痕跡が明瞭であり、掘

り込みの地床炉と埋設土器炉の併設炉跡である。

覆± 2層 からなるものの、薄層のため明確ではない。
遺物 炉内埋設土器と覆土中から僅かに土器片が出土している。
所見 本跡の時期は、出土遺物から縄文時代中期後半 (加曽利El式期)の所産と考えられる。

住居跡S113(Fig。 11)

位置 調査区中央 3工区、標高24.10～ 2421mに位置する。
規模 南側半分近くが未調査区域に広がっている。検出された住居跡は東西軸5.27m、 南北軸3.04mを 測り、全
体は不明であるが円形を呈するものと推定される。

壁 確認面からの深さは1.8～ 8.5cm。 緩傾斜して立ち上がる。
床 わずかに東側が低 く傾斜するもののほぼ平坦である。炉跡周辺はよく踏み固められて堅緻で、さらに北側
へ硬化面が広がる。

ビット 柱穴は 5本検出された。西側の柱穴 2本 (Plと P2)は重複し、東側 (P5)は二段掘 りになっており、
新旧は明瞭ではないが、建替えもしくは拡張住居跡と考えられる。

番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ  番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ
Pl 楕円形     44× 32    120  P2楕 円形     63× 62    70
P3 楕円形     40× 34    57   M 円形     68× 62    75
P5 楕円形     53× 39    62
炉 住居中央に位置する地床炉である。楕円形を呈し、規模は長径102cm、 短径74cm、 深さ14cmを測る。底面
は皿状で、覆土は焼土粒、炭化粒を僅かに含む赤褐色土。炉床は火熟を受け赤変硬化している。

覆± 2層 からなり、レンズ状を呈する自然堆積層と推定される。
遺物 炉跡および覆土中から土器片 (加曽利E2式)と 土器片錘 5点が出土している。
所見 本跡の時期は、出土遺物から縄文時代中期後半 (加曽利E2式期)の所産と考えられる。
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住居跡S114 (Fig.12・ 13)

位置 調査区中央 3工区、標高2401～ 24.25mに 位置する。
規模 北東側と南西側が未調査区域に広がっており、南東側でS115と 重複している。なお、炉跡とその周囲で
検出された柱穴により住居跡と判断されたもので、明瞭な掘り込みは確認できなかった。柱穴の配列規模から

東西軸8.56m、 南北軸4.29mを 測り、円形もしくは楕円形を呈するものと推定される。

壁 確認できなかった。
床 炉跡周辺以外硬化面は確認できなかった。
ビット 柱穴は 7本検出された。
番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ  番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ
Pl  円形      40× 35     71   P2 円形      56× 53     88
P3  円形     35× 23    81   P4 楕円形     45× 38    75
P5 楕円形     63× 57    109  P6楕 円形     33× 24    37
P7 楕円形     50× 39    59
炉 住居中央やや南寄りに位置する地床炉である。南側の未調査区域に広がり、盟 0に よって切られているた
め、形状は明瞭ではないが、楕円形を呈しているものと推定される。検出された規模は長径52cm、 短径20cm、

深さ5 cmを 測る。底面は皿状で、覆土は焼土粒、炭化粒を僅かに含む赤褐色土。炉床は火熱を受け赤変硬化し

ている。

覆土 確認できなかった。
遺物 炉跡および位穴内から土器片 (加曽利E2式)が出土している。
所見 本跡はS115を切つて構築されている。時期は、出土遺物から縄文時代中期後半 (加曽利E2式期)の所産
と考えられる。

住居跡Sl1 5 (Fig。 12・ 13)

位置 調査区中央 3工区、標高24.06～ 24.17mに位置する。
規模 北東側と南西側が未調査区域に広がっており、南東側でS114と 重複している。なお、炉跡とその周囲で
検出された柱穴により住居跡と判断されたもので、明瞭な掘り込みは確認できなかった。柱穴の配列規模から

東西軸9.00m、 南北軸505mを測り、円形もしくは精円形を呈するものと推定される。

壁 確認できなかった。
床 ほぼ平坦である。炉跡周辺は硬化面が広がる。
ビット 柱穴は15本検出された。柱穴としては明瞭ではないものも存在する。
番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ  番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ
Pl 楕円形     51× 39    52   P2 楕円形     47× 38    42
P3 楕円形     51× 47    116  P4 楕円形     50× 40    74
P5 楕円形     55× 41    27   P6 楕円形     40× 26    72
P7 楕円形     54× 45    66   P8 楕円形     42× 38    61
P9 楕円形     55× 40    53   P10楕 円形     48× 43    44
Pll 円形     33× 32   54  P12円 形     29× 27   53
P13楕円形     26× 15    31.5  P14精 円形     43× 23    48
P15楕円形     39× 34    39
炉 住居中央に位置する地床炉である。南側が未調査区域に広がっており、形状は不明であるが、楕円形を呈
するものと推定される。検出された規模は長径129cm、 短径55cm、 深さHcmを 測る。底面は皿状で、覆土は焼

土粒、炭化粒を僅かに含む赤褐色土。炉床は火熱を受け赤変硬化している。S114の P7と重複している。

覆土 明瞭ではない。
遺物 炉跡および柱穴内から縄文土器片 (加曽利El・ E2式)と土器片錘 1点が出上している。
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所見 本跡はS114に切られている。時期は、出土遺物から縄文時代中期後半 (加曽利E2式期)の所産と考えら
/bる 。

住居跡Si1 8 (Fig。 14・ 15)

位置 調査区中央 3工区、標高2384～ 23.92mに 位置する。
規模 南側の一部が未調査区域に広がつており、また北側でS119と 重複している。なお、炉跡とその周囲で検
出された柱穴により住居跡と判断されたもので、明瞭な掘り込みは確認できなかった。柱穴の配列規模から東

西軸5.67m、 南北軸5,40mを 測り、楕円形を呈するものと推定される。また炉跡が 2基重複していることから建

替えもしくは拡張住居と推定される。

壁 確認できなかった。
床 ほぼ平坦である。炉跡周辺はよく踏み固められて堅緻で、さらに西側へ硬化面が広がるが、東側は明瞭で
はない。

ビット 柱穴は11本検出された。柱穴として明瞭ではないものも存在する。
番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ  番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ
Pl  円形     44× 43    66   P2 楕円形     57× 45    93
P3 楕円形     65× 59    29   P4 楕円形     43× 35    51
P5 楕円形     75× 65    82   P6 楕円形     36× 32    47
P7 円形      38× 37    34  P8 円形      38× 38    63
P9  円形      28× 23     34   P10楕 円形     41× 31     35
Pll楕円形     47× 41    47
炉 住居中央寄りに設置された地床炉である。瓢箪形状を呈し、2基の炉跡が重複しているものと推定される。
2基ともに楕円形を呈し、規模は長径181cm、 短径88cm、 深さ15cmを測る。底面は皿状で、覆土は焼土粒、炭

化粒を僅かに含む赤褐色土。炉床は火熟を受け赤変硬化している。炉床下にピットが確認された。

覆土 明瞭ではない。
遺物 炉跡および柱穴内から縄文土器片 (加曽利El式)が出土している。
所見 本跡はS119に 切られている。時期は、出土遺物から縄文時代中期後半 (加曽利El式期)の所産と考えら
れる。なお、炉跡の形状および柱穴の配列から判断して、建替えもしくは拡張住居と推定される。

住居跡Sl1 9 (Fig.14・ 15)

位置 調査区中央 3工区、標高23.75～ 23.86mに 位置する。
規模 西側が未調査区域に広がつており、さらにSK30・ 34・ 37・ 39。 48・ 53と 重複している。また南側でS118
と重複している。なお炉跡とその周囲で検出された柱穴により住居跡と判断されたもので、明瞭な掘 り込みは

確認できなかった。柱穴の配列規模から東西軸6.92m、 南北軸4.33mを 測り、精円形を呈するものと推定される。

壁 確認できなかった。
床 ほぼ平坦である。炉跡周辺はよく踏み回められて堅緻である。
ビット 柱穴は 7本検出された。柱穴としては明瞭ではないものも含まれる。
番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ  番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ
Pl 楕円形     55× 46    27   P2 円形     29× 28    35
門  円形     35× 23    30   P4 楕円形     21× 21    20
P5 楕円形     45× 38    98   P6楕 円形     44× 40    95
P7  円形ケ        41× 40      96

炉 住居中央に位置する地床炉である。楕円形を呈し、規模は長径110cm、 短径80cm、 深さ9 cmを測る。底面
は皿状で、覆土は焼土粒、炭化粒を僅かに含む赤褐色土。炉床は火熱を受け赤変硬化している。

覆土 明瞭ではない。
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遺物 遺物は出土していない。
所見 本跡はS118を 切つている。時期は、出土遺物が検出できなかったが、炉跡の形状等から判断して縄文時
代中期の所産と考えられる。

住居跡S120 (Fig.16)

位置 調査区中央 3工区、標高23.84～ 23.87mに 位置する。
規模 北東側と南西側が未調査区域に広がつている。炉跡とその周囲で検出された柱穴により住居跡と判断さ
れたもので、明瞭な掘り込みは確認できなかった。柱穴の配列規模から東西軸4.91m、 南北軸5.48mを 測り、楕

円形を呈するものと推定される。

壁 確認できなかった。
床 ほぼ平坦である。炉跡周辺はよく踏み固められて堅緻である。
ビット 柱穴は 7本検出された。柱穴として明瞭ではないものも存在する。
番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ  番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ
Pl 精円形     64× 55    40   P2 円形     43× 40    57
P3 精円形     50× 45    48   P4 楕円形     40× 35    70
P5  円形     30× 29    27   P6楕 円形     37× 32    121
P7 楕円形     73× 45    103
炉 住居中央やや南東寄りに位置する地床炉である。西側半分以上をSK83によって切られている。現存の形状
は楕円形を呈し、規模は長径50cm、 短径30cm、 深さ20cmを測る。底面は皿状で、覆土は焼土粒、炭化粒を僅か

に含む赤褐色土。炉床は火熱を受け赤変硬化している。

覆土 明瞭ではない。
遺物 炉跡および位穴内から縄文土器片 (加曽利El・ E2式)と土器片錘 1点が出土している。
所見 本跡の時期は、出土遺物から縄文時代中期後半 (加曽利E2式期)の所産と考えられる。

住居跡S122 (Fig.17)

位置 調査区中央 3工区、標高24.00mに位置する。
規模 北側が未調査区域に広がつており、南側でS123・ 24と 重複している。なお、炉跡のみの検出で、規模お
よび形状は不明である。

壁 確認できなかった。
床 炉跡周辺のみ検出され、全体的に不明である。炉跡周辺も軟弱である。
炉 地床炉である。北側が未調査区域に広がつているため形状は明瞭ではないが、楕円形を呈するものと推定
される。検出された規模は長径83cm、 短径33cm、 深さ9 cmを 測る。底面は皿状で、覆土は焼土粒、炭化粒を僅

かに含む赤褐色土。炉床は火熱を受け赤変硬化している。

覆土 確認できなかった。
遺物 炉跡内から縄文土器片 (加曽利El・ E2式)と土器片錘 3点が出土している。
所見 本跡の時期は、出土遺物から縄文時代中期後半 (加曽利E2式期)の所産と考えられる。

住居跡S123 (Fig 17)

位置 調査区中央 3工区、標高24.00mに 位置する。
規模 北側と南東側が未調査区域に広がっており、北側でS122・ 24と 重複している。炉跡とその周囲で検出さ
れた柱穴により住居跡と判断されたもので、明瞭な掘り込みは確認できなかった。柱穴の配列規模から東西軸

7.85m、 南北軸5,52mを測り、精円形を呈するものと推定される。

壁 確認できなかった。
床 ほぼ平坦である。炉跡周辺はよく踏み固められて堅級で、さらに西側へ硬化面が広がる。
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F咆.16 住居跡S120実測図
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柱穴として明瞭ではないものも存在する。

cm 深さ  番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ
50   P2 楕円形     40× 35    96
105   P4 円形      41× 41     50
36    P6  円,移        60× 58      28
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P7 楕円形     70× 46    55   P8 楕円形     77× 62    45
P9 円形      48× 46    71  P10 円形      34× 32    50
Pll 楕円形     72× 62    44   P12楕 円形     72× 53    37
P13 円形      57× 52     80
炉 住居中央やや東寄りに位置する地床炉である。北側がSKl17に よって切られ、形状は不明であるが、楕円
形を呈するものと推定される。検出された規模は長径70cm、 短径33cm、 深さ15cmを測る。底面は皿状で、覆土

は焼土粒、炭化紙を僅かに含む赤褐色土。炉床は火熱を受け赤変硬化している。

覆土 確認できなかった。
遺物 炉跡および柱穴内から縄文土器片 (加曽利El式)お よび土器片錘 7点 と石器 (打製石斧・磨石・敲石)
が出土している。

所見 本跡の時期は、出土遺物から縄文時代中期後半 (加曽利E2式期)の所産と考えられる。

住居跡S124 (Fig。 17)

位置 調査区中央 3工区、標高24.20～ 2425mに位置する。
規模 北側と南東側が未調査区域に広がっており、北側でS122と 南側でS123と 重複しており、炉跡のみ検出さ
れている。したがって、全体の形状および規模は不明である。

壁 確認できなかった。
床 明瞭ではない。
炉 地床炉である。東側でSKH7に よって切られており、検出された形状は楕円形を呈し、規模は長径70cm、
短径52cm、 深さ9 cmを測る。底面は皿状で、覆土は焼土粒、炭化粒を僅かに含む赤褐色土。炉床は火熱を受け

赤変硬化している。

覆土 検出できなかった。
遺物 炉跡内から縄文土器の小片が出土している。
所見 本跡の時期は、出土遺物から縄文時代中期後半 (加曽利E式期)の所産と考えられる。

住居跡Si34 (Fig 18)

位置 調査区南東側 4工区、標高23.55～ 23.91mに 位置する。
規模 西側の一部が未調査区域に広がっている。検出された柱穴群の配列により住居跡と判断されたもので、
明瞭な掘 り込みや炉跡は確認できなかった。柱穴の配列規模から東西軸6 1lm、 南北軸4.69mを 測り、楕円形を

呈するものと推定される。

壁 確認できなかった。
床 ほぼ平坦である。部分的によく踏み固められた硬化面が広がるものの、明瞭ではない。
ピット 柱穴は11本検出された。柱穴として明瞭ではないものも含まれている。
番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ  番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ
Pl 楕円形     64× 61    70   P2 円形     42× 39    59
P3 楕円形     35× 28    84   M 楕円形     47× 30    54
P5 楕円形     52× 43    106  P6 楕円形     42X30    127
P7 楕円形     37× 32    59   P8 円形      39× 37    89
P9 楕円形     54× 43    122  P10楕 円形     70× 51    30
Pll楕円形     43× 40    12
炉  検出できなかった。
覆土 確認できなかった。
遺物 柱穴中から僅かな縄文土器片が出土している。
所見 本跡の時期は、出土遺物から縄文時代中期後半 (加曽利E式期)の所産と考えられる。
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住居跡S135 (Fig。 19)

位置 調査区南東側 4工区、標高23,99～ 24.16mに 位置する。
規模 東側約半分が未調査区域に広がっており、炉跡とその周囲で検出された柱穴により住居跡と判断された
もので、明瞭な掘り込みは確認できなかった。柱穴の配列規模から東西軸1.91m、 南北軸4.68mを 測り、円形を

呈するものと推定される。

壁 確認できなかった。
床 ほぼ平坦である。炉跡周辺はよく踏み固められて堅緻で、さらに住居中央から西側にかけて硬化面が広が
る。

ピット 柱穴として 3本検出された。
番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ  番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ
Pl 精円形     42× 29    99   P2楕 円形     45× 41    92
P3 楕円形     43× 36    66
炉 住居中央に位置する地床炉である。東側が未調査区域に広がっている。形状は不明であるが、円形を呈す
るものと推定される。検出された規模は長径92cm、 短径37cm、 深さ13cmを 測る。底面は皿状で、覆土は焼土粒、

炭化粒を僅かに含む赤褐色土。炉床は火熱を受け赤変硬化している。

覆土 炉跡の覆土以外に2層検出されたが、撹乱が大きく明瞭ではない。
遺物 炉跡および柱穴内から縄文土器片 (加曽利El式)が出土している。
所見 本跡の時期は、出土遺物から縄文時代中期後半 (加曽利El式期)の所産と考えられる。

住居跡S136(Fig。 20)

位置 調査区南東側 4工区、標高23.30～ 23.95mに 位置する。
規模 周囲が縄文土坑群により切られ、明瞭な掘 り込みや炉跡は確認できなかったものの、検出された柱穴群
の配列により住居跡と判断した。柱穴の配列規模から東西軸5.20m、 南北軸5.61mを 測り、円形もしくは精円形

を呈するものと推定される。

壁 確認できなった。
床 住居中央は部分的によく踏み固められて硬化面が広がるものの、明瞭ではない。
ビット 柱穴は14本検出された。中には柱穴として明瞭ではないものも含まれている。
番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ  番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ
Pl 楕円形     55× 47    61   P2 円形     50× 48    50
P3 楕円形     43× 38    70   P4 楕円形     66× 5    72
P5 楕円形     72× 55    108  P6 楕円形     47× 34    65
P7 楕円形     75× 55    28   P8 楕円形     87× 59    40
P9  円形      82× 82     65   P10楕 円形      80× 67     66
Pll 楕円形     57× 31    44   P12楕 円形     56× 37    87
P13 円形      33× 31     54   P14楕円形     43× 21     36
覆土 明瞭ではない。
遺物 遺物は復元可能な深鉢土器 (加曽利El式期)(Fig。 33-1)が床面上より出土し、また炉跡内からも縄文土
器片および土器片錘 2点が出土している。

所見 本跡の時期は、出土遺物から縄文時代中期後半 (加曽利El式期)の所産と考えられる。

住居跡Si37 (Fig 21)

位置 調査区北東側 5工区、標高23.72～ 24.12mに位置する。
規模 南側の一部が古墳時代のS131に より切られている。炉跡とその周囲で検出された柱穴により住居跡と判
断されたもので、明瞭な掘り込みは確認できなかった。柱穴の配列規模から東西軸5.42m、 南北軸4.55mを 測り、
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0

Fig.19 住居跡Si35。 39実測図
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Fig.20 住居跡Si36実測図

精円形を呈するものと推定される。

壁 確認できなかつた。

床 ほぼ平坦である。炉跡周辺はよく踏み固められて堅緻で、さらに南俣Iへ硬化面が広がる。
ピウ ト 柱穴は 6本検出された。南側柱穴は古墳時代の住居跡によって切られ不明である。
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Fig.21 住居跡Si37実測図

番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ  番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ
Pl 楕円形     32× 26    76   P2楕 円形     53× 48    36
P3 楕円形     47× 37    45   馳  円形     39× 36    47
P5  円形     34× 32    33   P6楕 円形     64× 55    95
炉 住居中央北寄りに位置する地床炉である。楕円形を呈し、規模は長径74cm、 短径58cm、 深さ17cmを 測る。

2m

一一 A了
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底面は皿状で、覆土は焼土粒、炭化粒を僅かに含む赤褐色土。炉床は火熱を受け赤変硬化している。

覆土 明瞭ではない。
遺物 炉跡および柱穴内から縄文土器片 (加曽利E2式)と土器片錘 1点が出土している。
所見 本跡の時期は、出土遺物から縄文時代中期後半 (加曽利E2式期)の所産と考えられる。

住居跡S138 (Fig.22)

位置 調査区北東側 5工区、標高2347～23,76mに 位置する。
規模 周囲が縄文土坑群により切られ、明瞭な掘り込みや炉跡は確認できなかったものの、検出された柱穴群
の配列により住居跡と判断した。柱穴の配列規模から東西軸5,88m、 南北軸4.70mを 測り、楕円形を呈するもの

と推定される。

壁 検出できなかった。

床 ほぼ平坦である。住居中央周辺はよく踏み固められて堅緻で、さらに南側へ硬化面が広がる。
ビット 柱穴は21本検出された。中には柱穴として明瞭ではないものも含まれる。
番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ  番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ
Pl  円形      28× 25     14   P2 楕円形     44× 37    114
P3 楕円形     52× 40    19   馳 楕円形     41× 38    37
P5  円形     52× 50    40   P6 楕円形     49× 39    37
P7 楕円形     48× 34    36   P8 楕円形     45× 38    100
P9 楕円形      59× 44     85   P10 円形      45× 41     88
Pll 楕円形     47X39    85   P12 円形     32× 30    54
P13楕円形     60× 48    89   P14 円形     38× 36    102
P15精円形     50× 45    119  P16楕 円形     43× 34    31
P17楕円形     33× 27    22   P18楕 円形     75× 64    21
P19楕円形     37× 30    50   P20楕 円形     37× 30    46
P21 楕円形     36× 30    103
炉 検出できなかった。

覆土 検出できなかった。
遺物 柱穴内から縄文土器片 (加曽利El式)と 土器片錘 2点、チヤート製石鏃 1点が出土している。
所見 本跡の時期は、出土遺物から縄文時代中期後半 (加曽利E2式期)の所産と考えられる。

住居跡Si39 (Fig 19)

位置 調査区南東側 4工区、標高24.10mに 位置する。
規模 西側が未調査区域に広がり、北側でSK140(力日曽利El式期)と 重複し、SK140の上面に構築している。
掘り込みのみで、炉跡あるいは柱穴等は確認できなかった。検出された掘り込みは東西軸1.19m、 南北軸158m

を測り、方形を呈するものと推定される。

主軸方向 主軸方向はN-20° 一Wを示す。
壁 確認面からの深さは35cm。 緩傾斜して立ち上がる。
床 ほぼ平坦である。確認面全体的によく踏み固められて堅緻である。
炉 検出できなかった。

覆± 5層 からなるレンズ状の自然堆積層である。

遺物 図示していないが、縄文土器 (加曽利E式)の小片が僅かに出土している。
所見 縄文土坑であるSK140の上面に構築されている。竪穴住居跡として調査しているが、土坑の可能性も高
ヤ` 。
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住居跡S140 (Fig.23)

位置 調査区北東側 5工区、標高23.66～ 23.92mに位置する。
規模 北側の大半が未調査区域に広がっている。南西側に壁面の立ち上がりが検出され、炉跡は確認できなか
ったものの、周囲に柱穴が配置し住居跡と判断されたものである。柱穴の配列規模および南西壁の検出から東

西軸4.93m、 南北軸183mを測り、楕円形を呈するものと推定される。

壁 確認面からの深さは21cm。 緩傾斜して立ち上がる。
床 わずかに南側が低く傾斜するもののほぼ平坦である。住居中央周辺はよく踏み固められて堅緻で、さらに
南側へ硬化面が広がる。

ビット 柱穴は 6本検出された。
番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ
Pl  円形      24× 24     33
P3 楕円形     62× 52    57
P5 楕円形     37× 32    92
炉 検出されなかった。
覆± 1層検出された。自然堆積層と推定される。

遺物 覆土中から縄文土器片 (加曽利E2式)と土器片錘 5点などが出上している。
所見 本跡の時期は、出土遺物から縄文時代中期後半 (加曽利E2式期)の所産と考えられる。

住居跡S141(Fig。 24・ 25)

位置 調査区北東側 5工区、標高23,72～ 2400mに位置する。
規模 北東コーナー付近が未調査区域に延びている。検出された規模は東西軸5.80m、 南北軸6.12mを 測り、不
正円形を呈する。

壁 確認面からの深さは1.5～ 23.5cm。 緩傾斜して立ち上がる。
床 わずかに南側が低 く傾斜するもののほぼ平坦である。炉跡周辺はよく踏み固められて堅緻で、さらに北側
へ硬化面が広がる。

ビット 柱穴は22本検出された。
番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ  番号 形状 規模 (長径×短径)cm 深さ

41× 38     96

番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ
P2 円死夕       58× 52     42

P4 楕円形     34× 26    46

P6楕 円形     37× 30    45

Pl 楕円形
P3 楕円形
P5  円形
P7  円形
P9 楕円形
Pll 円形
P13楕円形
P15 円形
P17 円形

P19楕円形
P21 円形

47× 42

35× 27

46× 43

39× 36

40× 35

21× 17

38× 33

15× 13

33× 33

38× 30

31× 30

90   P2 円形
24   P4 楕円形
125  P6 円形
87   P8 楕円形
97   P10 円形
14   P12 円形
73   P14 円形
32     P16  円形

81   P18 円形
26   P20楕 円形
25     P22  円形

69× 54 121

36× 35      73

44× 34 91

23× 23      67

15× 14 1ユ

45× 44      72

45× 45      32

27× 25      38

38× 30      25

31× 30      48

炉 住居中央やや南寄りに位置する地床炉である。楕円形を呈し、規模は長径83cm、 短径43cm、 深さ21cmを 測

る。底面は皿状で、覆土は焼土粒、炭化泣を僅かに含む赤褐色土。炉床は火熱を受け赤変硬化している。

覆± 2層 からなり、自然堆積層と推定される。

遺物 覆土中から多量の縄文土器片 (加曽利El式)と土器片錘13点、石鏃 2点 (石英製・黒曜石製)が出土し
ている。

所見 本跡の時期は、出土遺物から縄文時代中期後半 (加曽利El式期)の所産と考えられる。
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日g.23 住居跡S140実測図   `

住ELjS142(F感 24・ 25)

位置 調査区北東側 5工区、標高23.94～ 23,97mに位置する。
規模 西側が未調査区域に広がつており、東側でS141と 重複している。なお、掘り込みとその周囲で検出され
た柱穴により住居跡と判断されたもので、東西軸7.50m、 南北軸140mを測り、精円形を呈するものと推定され

る。

壁 確認面からの深さは15～ 24cm。 緩傾斜 して立ち上がる。
床 わずかに南側が低く傾斜するもののほぼ平坦である。全体的によく踏み固められて堅緻であるp
ピット 柱穴は11本検出された。柱穴として明瞭ではないものも含まれる。

SK241
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番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ  番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ
Pl  円形     34× 32    47   P2 精円形     27× 21    21
P3  円形      22× 20     19   P4 楕円形     48× 37    76
P5  円形      32× 30     35   P6 楕円形      52× 45     81
P7 円形      45× 45    101  P8 円形      87× 85    18
P9 楕円形     68× 60    49   P10 円形      30× 29    31
Pll 楕円形     58× 37    23
炉 検出できなかった。

覆± 2層 からなる自然堆積層と推定される。

遺物 覆土中から縄文土器片 (加曽利El式)と土器片錘 3点が出土している。
所見 本跡の時期は、出土遺物から縄文時代中期後半 (加曽利El式期)の所産と考えられる。

住居跡S143(Fig,26)

位置 調査区北東側 5工区、標高23.49～ 24.01mに 位置する。
規模 北東側と南西側が未調査区域に広がっており、住居中央で10基の縄文土坑が重複している。明瞭な掘り
込みは確認できなかったが、周囲で検出された柱穴により住居跡と判断されたもので、柱穴の配列規模から東

西軸7.33m、 南北軸5,95mを測り、楕円形を呈するものと推定される。

壁 検出できなかった。
床 わずかに北側が低く傾斜するもののほぼ平坦である。北側はよく踏み固められて堅緻である。
ピット 柱穴は22本検出された。柱穴として明瞭ではないものも含まれる。
番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ  番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ
Pl 楕円形     36× 30    36   P2 円形     40× 37    39
P3  円形     35× 32    19   P4 楕円形     35× 25    20
P5 円形      15× 14    38  P6 円形      35× 33    49
P7 楕円形     58× 51    107  P8 楕円形     42× 34    79
P9 円形      30× 28    49  P10 円形      32× 32    29
Pll 楕円形     47× 34    70   P12楕 円形     47× 37    82
P13楕円形     46× 40    57   P14楕 円形     37× 30    80
P15 楕円形     47× 36    87   P16楕 円形     67× 37    73
P17 円形      45× 45    84  P18 円形      36× 33   118
P19 円形     28× 27    28   P20精 円形     70× 48    72
P21 楕円形     46× 33    100  P22 円形     60× 60    80
炉 検出できなかった。

覆土 検出できなかった。
遺物 柱穴および床面上より縄文土器片 (加曽利El式)と土器片錘 5点が出土している。
所見 本跡の時期は、出土遺物から縄文時代中期後半 (加曽利El式古期)の所産と考えられる。

住居跡S144 (Fig。 27)

位置 調査区北東側 5工区、標高23.85～ 2392mに位置する。
規模 北側と南側が未調査区域に広がっており、住居跡の大半で縄文土坑 6基が重複している。なお、僅かな
床面と周囲で検出された柱穴により住居跡と判断されたもので、明瞭な掘り込みは確認できなかった。柱穴の

配列規模から東西軸5.27m、 南北軸5.58mを測り、楕円形を呈するものと推定される。

壁 検出できなかった。

床 わずかに南側が低く傾斜するもののほぼ平坦である。住居中央周辺はよく踏み固められて堅緻である。
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ピット 柱穴は15本検出された。柱穴として明瞭ではないものも含まれる。

番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ  番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ
Pl 円形      38× 34    25  P2 円形      38× 37    28
P3 楕円形     32× 28    10   P4 楕円形     51× 43    35

P5 楕円形      72× 52     58   P6 円形      66× 64     78
P7 楕円形     50× 33    25   P8楕 円形     43× 35    97

Ｐ‐２⑤

一― Ci

B24.30m
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P9 楕円形     32× 25    23   P10楕 円形     59× 31    42
Pll 楕円形     47× 41    95   P12楕 円形     42× 38    74
P13 円形      41× 37     18   P14 円形      44× 39     51
P15楕円形     45× 29    57
覆土 検出できなかった。
遺物 柱穴内から縄文土器片 (加曽利El式)と土器片錘 1点が出土している。
所見 本跡の時期は、出土遺物から縄文時代中期後半 (加曽利El式期)の所産と考えられる。

住居跡S146(Fig。 28)

位置 調査区北東側 5工区、標高23.81～ 23.99mに 位置する。
規模 北西側が未調査区域に広がっており、住居中央を中心に8基の縄文土坑と重複している。なお、炉跡は

検出されなかったものの、周囲で検出された柱穴により住居跡と判断されたもので、明瞭な掘り込みは確認で

きなかった。柱穴の配列規模から東西軸6.31m、 南北軸6.08mを 測り、楕円形もしくは円形を呈するものと推定

される。

壁 検出できなかった。

床 ほぼ平坦である。住居中央周辺はよく踏み固められて堅緻である。
ビット 柱穴は24本検出された。柱穴として明瞭ではないものも含まれている。
呑号 形状  規模 (長径×短径)cln 深さ  番号 形状  規模 (長径×短径)cln
Pl  円形
P3 楕円形
P5 楕円形
P7  円形
P9 楕円形
PH 楕円形
P13楕円形
P15 円形

P17 円形

P19 円形

P21 円形
P23 楕円形

61   P2 楕円形
90   M 楕円形
51   P6 楕円形
23   P8 円形
66   P10楕 円形
65   P12楕 円形
26   P14 円形
15   P16楕 円形
27   P18 円形
63  P20楕 円形
76   P22精 円形
57   P24楕 円形

41× 37

56× 39

49× 38

39× 28

42× 37

44× 32

42× 32

41× 40

33× 33

37× 37

48× 43

48× 35

83× 44

55× 49

47× 35

53× 51

46× 41

45× 39

41× 40

65× 54

41× 40

80× 42

76× 55

63× 52

深 さ

78

47

99

52

73

30

17

54

53

85

74

51

覆土 検出できなかった。
遺物 柱穴内から縄文土器片 (加曽利El式)と土器片錘 1点が出上している。
所見 本跡の時期は、出土遺物から縄文時代中期後半 (加曽利El式期)の所産と考えられる。
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第 4節 縄文時代の竪穴住居跡出土遺物

住居跡S105(Fig.29-1～ 8)

1～ 8は縄文時代前期前半・黒浜式土器である。いずれも小片で、縄文が施されている。 1のみ口縁部破片

である。日縁直下から無節R縄文を横位施文している。 2～ 8は胴部破片。 2は無節R縄文を横位施文。 3は

単節LR糸電文を横位施文。4は小破片であるが、単軸絡条体の回転施文。5は沈線区画文に刺突文を充填させる。

6。 7は 同一徊体と推定される。半散竹管による押し引き有節線文を横走させる。 8は無文地である。いずれ

も胎土に多量の繊維を含むが、 6・ 7は比較的大粒の石英粒を多く合有している。

住居跡S107(Fig.29-1～ 9)

1は深鉢の口縁部破片。口縁部に沿つて 1列の角押文が施された阿玉台式。 2～ 6はキャリパー形の深鉢の

胴部破片である。2は縄文を地文に貼付隆帯による区画文。4は縄文を地文に沈線による懸垂文を垂下させる。

6は単節LR率亀文を地文に懸垂文間を磨消す。 7は深鉢の底部破片。 8は土器片錘で、阿玉台式土器の深鉢の胴

部破片を利用している。長軸方向に一対の切れ目を入れている。 9は加曽利E式土器の胴部破片を利用した土

製円盤である。略円形に成形しているが、打割り成形のみで周縁の研磨は施されていない。

住居跡S108(Fig.29-1～ 5)

1～ 4はキャリパー形の深鉢の胴部破片。 1・ 2は同一個体。縄文を地文に2お よび3本一組の沈線による

懸垂文を垂下させる。3も 縄文を施文した上に沈線による懸垂文を垂下させる。4は単節RL縄文を地文とする。

5は深鉢の底部破片。加曽利El式土器。

住居跡S111(Fig。 29-1～ 3)

1・ 2は同一個体で炉内埋設土器である。日縁部と底部を打ち欠いた最大径17cmの深鉢土器で、単節LR縄文

を施文している。 3は縄文を地文に2本一単位の蛇行懸垂文を垂下させる。加曽利El式土器。

住居跡Sl1 3(Fig.29-1～ 6・ Fig.30-7～ 19)

1,2・ 4・ 5は キャリパー形の深鉢で、日縁部文様に隆帯貼付による渦巻文が施され、 3は口縁部に沿っ

て交互刺突文が巡る。 6は口縁部が外反し、無文帯となるもので、頸部に交互刺突文による区画文を巡らし、

胴部は撚糸Lを地文に2本一単位の沈線による曲線文を施文する。 7～ 10・ 12は深鉢の胴部破片。縄文を地文

に2も しくは3本一組単位の懸垂文を垂下させる。10は沈線間を磨消す。11は連弧文土器で、撚糸Lを地文に

磨消連弧文を施す。15～ 19は土器片錘である。17・ 19は久損品であるが、いずれも長方形を呈し、長軸方向に

1対の切れ目を入れる。加曽利E2式上器。

住居跡S114(Fig。 30-1～ 6)

1はキヤリパー形の深鉢の口縁部破片。日縁部に沿つて角押文が巡り、角押文による楕円形区画文が施され

る。阿玉台式。 2は連弧文土器で、撚糸Lを地文に3本一組の磨消沈線による連弧文を施文する。 3は縄文を

地文に2本一組の蛇行懸垂文が垂下する。 4～ 6は深鉢の胴部破片。 6の地文は撚糸Lである。 2・ 3は加曽

不UE2ゴ i。

住居跡S115(Fig。 30-1～ 10)

1は回縁部が僅かに外反し、無文帯となる深鉢。 2は連弧文土器で、日縁部に沿つて交互刺突文が巡り、地

文は撚糸Lを施文する。 3・ 4は隆帯区画文を施し、 3の区画内は刺突文で充填する。 5は隆帝区画文。 6は

単節RL縄文を地文に磨消懸垂文を垂下させる。 7は撚糸Rを地文とする。 8は口縁部が肥厚し、短く外反する

浅鉢。表裏面とも赤彩の痕跡が認められる。 9は深鉢の底部破片。網代痕が残されている。10は土器片錘。深
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鉢の頸部破片を利用しており、縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。 2～ 4は加曽利E2式土器と考え

られる。

住居跡S118(Fig,30‐ 1～ 7)

1はキヤリパー形深鉢の口縁部破片。縄文を地文に隆帯貼付による渦巻文を施している。 2は隆帯区画文内

に縦列沈線を充填する。 3は縄文を地文に3本一組の磨消懸垂文を垂下させる。 4～ 7は深鉢の胴部破片。縄

文を地文とする。加曽利E2式土器と考えられる。

住居跡S120(Fig.30-1～ 7)

1はキヤリパー形の深鉢。縄文を地文に沈線が沿う隆帝区画文。 2は縄文を地文に沈線による懸垂文を垂下

させる。 3は条線を地文に刻みが施された隆帝を垂下させる。曽利系土器である。4も 条線を地文。 5は角押

文が施文される阿玉台式。 6は深鉢の底部付近の土器である。 7は土器片錘の欠損品である。 1～ 3は加曽利

E2式土器と考えられる。

住居跡Si22(Fig.31-1～ 25)

1は深鉢の口縁部破片。山形状の小突起を有し、口縁端が僅かに外反し、無文帯となる。頸部に交互刺突文

を区画文に胴部は単節醐 文を地文とする。 2も 回縁部破片。沈線による区画文を施す。 3・ 4はキャリパー

形の深鉢の口縁部破片。沈線による楕円形区画文と渦巻文を配する。 5は頸部付近の破片で、交互刺突文を区

画文に、胴部は撚糸Lを地文に貼付隆帯を垂下させる。 6は単口縁の深鉢。口縁部上端には狭小な無文帯を持

つ。 7も 単口縁の深鉢。口唇下部から縦位の条線文を全面に施文する。 8は深鉢の顎部破片。隆帝区画。 9も

沈線が沿う隆帯区画。頸部無文帯をなす。10は深鉢の胴部破片。縄文を地文に3本一組の懸垂文を垂下する。

11～ 16も 胴部破片。縄文を地文に2も しくは 3本一組の沈線間を磨消した磨消懸垂文を垂下させる。17・ 18は

縄文を施文。19は撚糸Lを地文とする。20。 21は浅鉢で、21の 口唇部は肥厚する。23～ 25は土器片錘。いずれ

も縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。 1は加曽利El式。 2～ 5は加曽利E2式土器と考えられる。

住居跡S123(Fig.31‐ 1～ 19・ Fig。 32-20～ 61)

1～ 9はキャリパー形の深鉢の日縁部破片。 1は背割り隆帯による楕円形区画文内に撚糸Lを 地文とする。

3は隆帯貼付による長方形区画文。 2・ 4・ 5。 7・ 9は沈線が沿う隆帯による区画文と渦巻文を配する。

6・ 8は太沈線区画文で、 8は口縁部から3本一組の磨消懸垂文が垂下する。10は 口唇部に沿つて交互刺突文

を巡らし、単節RL糸電文を地文に3本一組の沈線懸垂文が垂下する。11は 口縁部上端に刻みを有し、縄文を地文

に横位の平行沈線文を施す。12～ 18は単口縁の深鉢。13・ 15～ 18は 口唇部下から縄文を施文。12・ 14は撚糸文

で、12は撚糸R、 14は撚糸L施文の深鉢。19は胴部破片で、背割 り隆帯による渦巻文。地文は複節LRL縄文。

20。 21は隆帯による区画文。201よ磨消懸垂文、21は懸垂文を垂下させる。22～ 24は沈線による区画文。22・ 24

は懸垂文を垂下させる。25は連弧文土器で、 2段の円形刺突文を区画文に2本一組の連弧文を施す。地文は単

節RL糸電文。26は胴部破片。縄文を地文に意匠文の曲線間を磨消す。27～ 431ま懸垂文施文の胴部破片。27は蛇行

懸垂文。28・ 29。 33・ 36～ 431よ縄文を地文に2も しくは3本一組の懸垂文。30～ 321ま磨消懸垂文。34・ 35は撚

糸Lを地文に磨消懸垂文を垂下させる。50・ 51は深鉢の底部破片。52～ 58は土器片錘。全体的に小形である。

いずれも縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。59～61は石器である。59は安山岩製の打製石斧で、約

ま分を欠損している。分銅形で、表裏面とも未加工面を多く残し、刃部のみ調整剥離を施している。60は砂岩

製の磨石の破片。円礫を素材とし、研磨痕のみ観察できる。61は安山岩製の敲石である。両端部に敲打痕が認

められる。加曽利El式土器が主体と考えられる。
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住居跡S124(Fig.32‐ 1～ 3)

1は深鉢の胴部破片。無節L縄文を地文。 2は隆帯による蛇行懸垂文が垂下する阿玉台式。 3は縄文を施文

した深鉢。 1・ 3は加曽利E式上器と考えられる。

住居跡S134 (Fig.32-1,2)

1は深鉢の胴部下半の破片。単節RL縄文を地文 とする。 2は深鉢の底部破片。加曽利E式土器と考えられ

る。

住居跡S135(Fig。 33‐ 1～ 5)

1はキヤリパー形深鉢の口縁部破片。縄文を地文に沈線が沿う隆帯による区画文。 2は深鉢の回縁部破片。

隆帯区画内に縦列沈線を充填する。 3～ 5は深鉢の胴部破片。 3は沈線による懸垂文が垂下する。 5は貼付隆

帯による区画文。加曽利El式と考えられる。

住居跡Si36(Fig。 33-1～ 19)

1は胴下半部を欠損するキャリパー形の深鉢。口唇部は凸帯が巡り、日縁部文様帯は縄文を地文に平行沈線

による単位文渦巻文を18個配する。日縁下部の区画文は背割り隆帯によって構成され、この区画文に繋がる 4

単位の突起上に渦巻文を施文する。地文は日縁胴部ともに単節RL縄文。 2は日縁部に平行する交互刺突文に沿

って押圧隆帝が区画文として巡る。 3は波状口縁の深鉢。縄文を地文に2本一単位の沈線による渦巻文。 4は

口唇部が肥厚する深鉢。縄文を地文に沈線文が巡る。 5は波状回縁の波頂部破片。隆帯による渦巻文。 6は縄

文を地文に波状となる貼付隆帝。 7～ 11は深鉢の胴部破片。縄文を地文に意匠文が描出される。 8・ 10は弧線

文、 9は区画文、10は蛇行懸垂文。12は蒲鉾状隆帯に沿つて角押文が施文され、条線を充填する。14は 6本一

単位の櫛歯状工具による条線文。15。 16は浅鉢の口縁部破片。15は回縁部が短く外反し、内面に稜を有する。

16は日唇部が肥厚する。17は深鉢の底部破片。18・ 19は土器片錘である。いずれも縦長破片の長軸方向に 1対

の切れ目を有する。出土土器のうち、 1～ Hは加曽利El式、12は阿玉台式と考えられる。

住居跡Si37(Fig。 33-1～ 12)

1・ 3は縄文が地文の単口縁の深鉢。 1は 2本一単位の沈線文が胴部に巡る。 2は沈線が沿う隆帯が巡る。

4は大形深鉢の胴部破片。単節RL縄文を地文に2お よび3本一組の懸垂文が垂下する。 5は縄文を地文に隆帯

区画。 6・ 9,10は縄文を地文に沈線による意匠文。 7は深鉢の頸部破片。隆帯区画に斜行沈線を充填し、頸

部は無文帯となる。8は大形の連弧文土器。縄文を地文に3本一組の連弧文が施文される。11は縦位の条線文。

12は土器片錘である。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。加曽利E2式と考えられる。

住居跡Si38(Fig,34-1～ 10)

1は波状口縁の深鉢。縦位の瘤状突起が付 く。 2も 波状口縁の深鉢。波頂部に沈線による渦巻文が施文され

る。 3～ 5は磨消懸垂文が垂下する。 3は撚糸Rを地文とする。 6は撚糸Lを地文とする。 8・ 9は土器片錘で

ある。いずれも縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。10はチャート製の石鏃。表裏面とも丁寧な調整

剥離が施されている。加曽利E2式と考えられる。

住居跡S140(Fig.34‐ 1～28)

1・ 2・ 7・ 8はキャリパー形の深鉢の日縁部破片。1の口縁部は背割り隆帯による渦巻文と区画文を施し、

胴部は3本一組の懸垂文を垂下させる。地文は無節L縄文。 2は沈線が沿う隆帯による渦巻文と区画文。単節

阻縄文地文。 7は頸部破片。 3本一組の懸垂文が垂下する。 8は口縁部上端を欠損する。沈線が沿う隆帝によ

る渦巻文と粋状区画文で、地文は単節醐 文。 3は口唇部が肥厚し、僅かに外反する。沈線による区画文。4

は単口縁の深鉢。撚糸Rを地文に、日縁部無文帝は狭小で、沈線による方形区画文を持つ。 5は肥厚する口縁
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部無文帯下部は櫛歯状工具による条線を垂下させる。 6は単口縁の深鉢。地文に撚糸Rを施文する。 9～ 13・

15'16は 3本一組の懸垂文を垂下させる。いずれも縄文が地文で、 9～ 12は磨消懸垂文である。14は縄文を地

文に押圧隆帯を垂下させる。18は背割り隆帯を垂下させる。17は連弧文土器である。撚糸Rを地文とする。19

は沈線区画文に撚糸Rを 地文とする。21・ 22は底部破片。23～ 27は土器片錘である。23・ 25・ 26・ 271ま縦長破

片の長軸方向に、24は短軸方向に 1対の切れ目を有する。28は土製円盤である。加曽利E2式 と考えられる。

住居跡S141(Fig 35‐ 1～45)

1・ 3～ 10・ 15は キヤリパー形の深鉢。 1の口縁部文様帯は沈線が沿う隆帯による渦巻文と枠状区画文が配

され、頸部は無文帯となり、胴部は単節RL縄文を地文に2本一組の直行懸垂文と蛇行懸垂文を垂下させる。 2

は連弧文土器で、単節RL糸亀文を地文に平行沈線による連弧文と懸垂文を垂下させる。3,4・ 6は背割り隆帯、

7は貼付隆帯による区画文。 5は隆帝区画内に斜行沈線を充填する。10は波状口縁で、波頂部に渦巻文を施文

する。Hは口縁部無文帯をもち、胴部は縦位の条線を施文する。12・ 13は単口縁の深鉢①12は口縁部を無文帝

とし、13は羽状縄文を施す。14は 日唇部が肥厚する単口縁の深鉢。縄文を地文に沈線による蛇行懸垂を垂下さ

せる。16～ 21は深鉢の頸部破片。隆帯による区画文に、17は蛇行懸垂文が垂下する。22は縄文を地文に沈線に

よる意匠文を施す。23～28は沈線による懸垂文を垂下させる。いずれも縄文が地文で、24・ 26～ 28は磨消懸垂

文を垂下させる。301ま口縁部が内傾する浅鉢。表裏面とも赤彩が施されている。31～43は土器片錘である。い

ずれも縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。44・ 45は石鏃である。44は石英製で、完存品。ttI縁部は

丁寧な調整剥離。45は黒曜石製で、表裏面とも丁寧な調整が施されている。加曽利El式と考えられる。

住居跡S,42(Fig。 36-1～26)

1～ 6・ 8は キャリパー形深鉢。 lは沈線が沿う隆帝による渦巻文と枠状区画文。 2も 貼付隆帯による区画

文。 3～ 5は背割り隆帯による枠状区画文。 6は隆帯に沿って刺突文が施文され、縦列沈線を充填する。 7・

10は 同一個体。口唇部が内削状を呈し、内湾気味に立ち上がる。口縁部は無文帯となり、頸部は隆帯により区

画される。 9も 国縁部は無文帯となる。11～ 15は沈線による懸垂文が垂下する。11は蛇行懸垂文。12～ 15は 2

もしくは 3本一組の懸垂文が垂下する。21は縄文を地文を縦位状に磨消している。23は口唇部が肥厚する浅鉢

の口縁部破片。24～ 26は土器片錘である。いずれも縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。加曽利El式

と考えられる。

住居跡Si43(Fig.36-1～ 15)

1は波状口縁の深鉢で、刻目のある隆帯が 1本 に繁がりながら蛇行垂下し、隆帯に囲まれた波頂部には円孔

が穿たれている。隆帝内側には角押文が施され、日縁部は沈線による重畳する区画文内に爪形文と縦位条線を

充填する。 2は単口縁の深鉢。口縁部上部に沈線による区画文が施される。 3は口唇部が尖頭状となり、 2ア1

の爪形文が巡る。 4は深鉢の頸部破片。波状沈線が横走し、隆帯区画文に沿つて 2列の角押文が施文される。

5は胴部破片。懸垂隆帯に沿って 2列の角押文と蛇行懸垂文が垂下する。 6は櫛歯状工具による蛇行条線が垂

下する。 9は 日唇部に凹部がみられる浅鉢。表裏面とも赤彩が認められる。10は 口縁部が小さく外反する無文

土器。11～ 15は土器片錘である。いずれも縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。阿玉台式と考えられ

る。

住居跡S144(Fig。 37-1～ 10)

1はキャリパー形の深鉢の口縁部破片。背害Jり 隆帯による区画文で、地文は無節L縄文を施文する。 2はキ

ャリパー形の深鉢の胴部破片。背割り隆帯による渦巻文を施す。 3は頸部破片。沈線が沿う隆帯による区画文

に、頸部は無文帯とする。 6も 頸部無文帯を有し、 3条の沈線による区画文に、 2本一組の沈線懸垂文が垂下

する。 4・ 5'7・ 8も 胴部破片で、縄文を地文に沈線による懸垂文が垂下する。10は土器片錘である。縦長

破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。加曽利El式 と考えられる。
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F咆.37 住居跡S144・ 46出土遺物

住居跡S146(Fig.37-1～ 5)

1・ 2は深鉢の胴部破片。単節RL糸亀文を地文に沈線による懸垂文を垂下させる。 2はキャリパー形の深鉢の

回縁部破片。縦位の沈線文。 3・ 4は縄文を施文した深鉢。 5は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ

目を有する。加曽利El式と考えられる。
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第 5節 古墳時代の竪穴住居跡

古墳時代の竪穴住居跡は全部で21軒確認され、古墳時代前期から後期に及ぶものが検出された。

住居跡S101(Fig.38)

位置 調査区南西側 1工区、標高24.37～ 24.39mに 位置する。
規模 北東側の大半が未調査区域に広がっている。検出された規模は東西軸2.57m、 南北軸1,09mを測り、方形
を呈するものと推定される。

主軸方向 炉跡の位置は確認できないが、炉が北側にあるものと推定すると主軸方向はN-44° 一Eを示す。
壁 確認面からの深さは17～ 21cm。 緩傾斜して立ち上がる。
壁溝 確認面の南側コーナーを除き全周している。幅17～ 21cm、 深さ2～ 2 5cmの断面U字形を呈する。
床 ほぼ平坦である。検出面では顕著な硬化面は確認できなかった。
ピット 南コーナー付近で 2本柱穴が検出された。
番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ  番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ
Pl  円形      25× 24    52   P2 円形      27× 27    26

貯蔵穴 南コーナーにlヶ 所設置されている (P3)。 平面形は隅九長方形を呈し、長径80cm、 短径59cm、 深さ
23cmを測り、底面は平坦で、壁は緩やかに傾斜して立ち上がる。

炉 検出できなかった。
覆± 5層 からなるレンズ状堆積を呈し、自然堆積と推定される。

遺物 覆土中から土師器と土製品である土玉 1点が出土している。
所見 本跡の時期は、出土遺物から古墳時代前期に比定される。

住居跡S102 (Fig.39)

位置 調査区南西側 1工区、標高24.50～ 24.59mに 位置する。
規模 北東壁側が未調査区域に広がつている。検出された規模は東西軸5。 13m、 南北軸4.33mを 測り、方形を呈

するものと推定される。

主軸方向 主軸方向はN-133° 一Eを示す。
壁 確認面からの深さは 9～ 16.5cm。 緩傾斜して立ち上がる。
壁溝 確認面の南側コーナーを除き全周している。幅11～ 25cm、 深さ4.5～ 8 cmの断面U字形を呈する。
床 わずかに南側が低く傾斜するもののほぼ平坦である。炉跡周辺はよく踏み固められて堅緻である。炉跡の

北側および西側に焼上の広がりがみられる。北側の床下には土坑らしきものが断面で確認されている。

ビット 南側に柱穴が 1本検出されている。
呑号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ
Pl   P3形         24× 24      18.5

炉 住居中央やや東寄りに地床炉が検出された。楕円形を呈し、規模は長径58cm、 短径32cm、 深さ2.5cmを測る。

底面は皿状で、覆土は焼土粒、炭化粒を僅かに含む赤褐色土。炉床は火熱を受け赤変硬化している。

覆± 2層からなるレンズ状堆積で、自然堆積と推定される。

遺物 覆土中から土師器が出土している。婉・壷・甕の 3点を図示した。
所見 本跡の時期は、出土遺物から古墳時代前期に比定される。
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I にぶい黄褐色± 10YR4/3 表土層
I 掲色±     loYR4/6
1 暗掲色±    loYR3/3 少量のローム粒を合む
2 黒掲色±    10YR3/2 少量の日―ム粒を含む
3 掲色±     10YR3/3 多量のローム粒を含む

4 掲色±  10YR4/6
5 責褐色± 10YR5/6
SK07
① 黄掲色± 10YR5/8

多量の日―ム粒を斑状に合む

多量のローム粒を斑状に合む

多量のローム粒を含む

日g.38 住居跡S101実測図
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Fig.39 住居跡 S102実測図
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住居跡SЮ3(Fig.40)

位置 調査区南西側 1工区、標高24.31mに位置する。
規模 北側が大きく撹乱を受けているが、検出された規模は東西軸4.82m、 南北軸4.87mを 測り、西壁辺がやや
長い台形に近い方形を呈する。

主軸方向 主軸方向はN-47° 一Wを示す。
壁 確認面からの深さは10cm。 緩傾斜して立ち上がる。
壁溝 南壁および西壁辺では確認できなかったが、北壁 。東壁辺に掘 り窪められている。幅13～ 22cm、 深さ3.5
clnの断面U字形を呈する。

床 わずかに南側が低く傾斜するもののほぼ平坦である。炉跡周辺はよく踏み固められて堅緻で、さらに南側
へ硬化面が広がる。

ビット 柱穴は検出できなかった。
貯蔵穴 貯蔵穴 (Pl)1ケ所のみである。隅九方形を呈し、長径47cm、 短径45cm、 深さ20cmを 測る。底面は平
坦で、壁面は垂直気味に立ち上がる。

炉 住居中央から北西側にかけて瓢箪形で検出された。北側の炉跡を炉跡 1と し、長径57cm・ 短径34cm・ 深さ
8 cm、 南側を炉跡 2と し、長径41cm。 短径27cm・ 深さ4 cmを測る。いずれも底面は皿状を呈し、覆土は焼土・

炭化粒を含む黒褐色土である。

B24.70m

Ａ

Ｉ

1 黒掲色土
2 暗掲色土
3 暗掲色土

4 黒褐色土

微量の日―ム粒を合む
少量の回―ム粒を含む
少量のローム粒・焼土
粒を含む

少量のローム粒・微量
の焼土粒を含む
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Ｙ
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①

黒掲色± 10YR3/2 少量の日―ム粒を含む

暗褐色± 10YR3/4 少量の日―ム粒を含む

Fig.40 住居跡S103実測 [コ

＼

―-59-―

(1/60)



ｏ
時
ド
氏
ｏ
ョ

A ttOm~~~~~~二 ― ― 一 ―
~―
― =I                 
―
A'

表土層
多量のローム粒を含む

少量のローム粒・焼土粒・微量の

炭化粒を含む

少量のローム粒・微量の焼土粒・

炭化粒を合む

多量の日―ム粒・微量の焼土粒・

炭1ヒ粒を含む

I にぶい責掲色土
1 黄掲色土
2 掲色土

3 暗掲色土

4 掲色土

捐
　
詔
躍
　
％
解

Ｙ

　

Ｙ

Ｙ

　

Ｙ

Ｙ

網

И

靱

路

靱

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

5 褐色土

6 皓褐色土
7 黒褐色土

8 黄掲色土
9 掲色土

少量の回―ム粒 。多量の焼土粒・炭化粒
を含む

多量のローム粒を斑状に合む

少量の回―ム粒・多量の炭化粒 。少量の

焼土粒を含む

多量のローム粒を含む
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B24.70m

2m

(1/60)

Fig.4刊  住居跡S104実測図

覆土 大きく撹乱をうけているものの、 5層からなる自然堆積と推定される。
遺物 覆土中から土師器、石製品、土製品が出土している。土師器は高郭・婉・甕類。石製品は砥石である。
土製品は欠損した土玉 1点。

所見 本跡の時期は、出土遺物から古墳時代前期に比定される。

住居跡S104(Fig。 41)

位置 調査区南西側 1工区、標高24.32～ 24.46mに位置する。
規模 北東壁が未調査区域に広がつている。検出された規模は東西軸4.23m、 南北軸520mを測り、方形を呈す
るものと推定される。
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主軸方向 主軸方向はN-53° ―Wを示す。
壁 確認面からの深さは27.5～ 43cm。 緩傾斜して立ち上がる。
壁溝 東壁南側、南壁東側では掘削されていないが、検出された大半の壁際に構築されている。幅13～ 28cm、

深さ5.5～ 10cmの断面U字形を呈する。

床 東側が低く傾斜するもののほぼ平坦である。炉跡周辺から南側にかけてはよく踏み固められて堅緻で、硬
化面が広がつている。また北側には屋根材と思われる炭化材が集中し、さらに焼土の広がりがみられることか

ら焼失家屋と推定される。

ビット 2本柱穴が検出された。

番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ  番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ
22× 22       37.5

短径35cm、 深さ 3 cmを測 り、壁面は緩

Pl  円形 42× 42 63   P2 円形

炉 住居中央北側に設置されている。楕円形を呈し、規模は長径48cm、

く外傾して立ち上がる。底面は皿状で、火熱による赤変硬化している。

覆± 9層 からなり、レンズ状を呈する自然堆積層と推定される。

遺物 覆土中から土師器の対・甕の破片が出土している。
所見 本跡の時期は、出土遺物から古墳時代前期に比定される。

住居跡S106 (Fig.42)

位置 調査区西側 2工区、標高23.82～ 24.10mに 位置する。
規模 西側の約半分と東側コーナーが未調査区域に広がつている。検出された規模は東西軸5。72m、 南北軸
5.77mを測り、方形を呈するものと推定される。

主軸方向 主軸方向はN-55° 一Wを示す。
壁 確認面からの深さは8～ 16.7cm。 緩傾斜して立ち上がる
壁溝 北側壁際に掘削されている。幅12～ 13cm、 深さ69～ 15 7cmの断面U字形を呈する。
床 ほぼ平坦で、軟弱なロームで、炉跡周辺のみ硬化面が広がる。
ビット 柱穴は2本検出された。柱穴は北側の円形ピット (Pl)と 対峙する南コーナー (P2)に 1本あるが、
柱穴としては明瞭ではない。

番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ  番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ
Pl  円形     43× 37    78   P2楕 円形     65× 50    65

貯蔵穴 東コーナーに長軸115cm、 短軸83cm、 深さ26cmの長方形を呈する (P3)。 底面は平坦で、壁面は外傾し
て立ち上がる。

炉 半分以上は未調査区域に広がっているが、検出された規模は長径59cm、 短径17cm、 深さ3 omの楕円形を呈
する。焼土粒・炭化粒を含む赤褐色土が堆積している。底面は皿状で、火熟による赤変硬化が顕著である。

覆± 3層確認でき、自然堆積層である。

遺物 覆土中から土師器、石製品が出土している。土師器は高杯・lH・ 郭・鉢・婉・奏であり、石製品は石製
模造品である双孔円板である。

所見 本跡の時期は、出土遺物から古墳時代中期に比定される。

住居跡S109 (Fig.43)

位置 調査区西側 2工区、標高24.10mに 位置する。
規模 床面の一部と柱穴のみ検出され、規模および形状は不明であるが、床面の広がりから推定すると東西軸
0。95m、 南北軸272mを測る。

主軸方向 炉跡が北側に位置するものと推定すると主軸方向はN-13° 一Wを示す。
壁 確認できない。
床 ほぼ平坦で、硬化面は部分的である。
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Fig.42 住居跡S106実測図
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ピット 柱穴として2本検出されたものの、住居内における柱位置は不明である。
番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ  番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ
Pl  円形      39× 37    8   P2 円形      35× 31    29
炉 確認できなかった。
覆± 4層確認できた。

遺物 図示できないが、覆土中から土師器の小破片が出土している。
所見 時期の判断できる遺物の出土はなく時期は不明であるが、小破片から古墳時代に所属するものと推定で
きる。

住居跡SHO (Fig.44)

位置 調査区西側 2工区、標高24.15mに 位置する。
規模 北東コーナーの約1/4が未調査区域に広がっている。検出された規模は東西軸5,46m、 南北軸5.18mを 測
り、やや南北軸が長い長方形を呈する。

主軸方向 主軸方向はN-56° 一Wを示す。
壁 確認面からの深さは48.5～ 58.7cm。 緩傾斜して立ち上がる。
壁溝 確認面では全周している。幅25～ 44cm、 深さ8～ 15.6cmの断面U字形を呈する。
床 わずかに南側が低く傾斜するもののほぼ平坦である。炉跡周辺はよく踏み固められて堅緻で、さらに東側
へ硬化面が広がる。また南東側の柱穴に接続して間仕切溝が掘削されている。この問仕切溝の長さは150cm、

幅15cm、 深さ7cmを測る。

ピット 柱穴として 3本が検出されている。
番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ  番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ
Pl  円形     44× 41    27   P2楕 円形     40× 25    30
P3 楕円形     46× 30    36
貯蔵穴 南東コーナー付近に設置されている。P4と したもので、規模は長径87cm、 短径66cm、 深さ42cmの 不正

方形を呈する。底面は方形で平坦である。壁面は大きく外傾して立ち上がる。

炉 住居中央北側に位置し、長径103cm、 短径64cm、 深さ2 cmの楕円形。壁面は緩やかに外傾して立ち上がり、
底面は火熟による赤変硬化が顕者で、焼土粒・炭化粒を多量に含む赤trB色土が堆積していた。

覆± 8層 に分層可能である。レンズ状堆積の自然堆積層と推定される。

遺物 覆土中から土師器の器台・壷・奏が出土している。
所見 本跡の時期は、出土遺物から古墳時代前期に比定される。

住居跡S112(Fig,45)

位置 調査区西側 2工区、標高24.15～ 24.20mに位置する。
規模 住居の大半が後世の撹乱を受け、さらに西側が未調査区域に広がっているため確認部分はわずかであっ
たが、検出された規模は東西軸3.45m、 南北軸4mを 測り、方形を呈するものと推定される。

主軸方向 長軸が東西方向のため、主軸方向はN-25° 一Wを示す。
壁 確認面からの深さは36.5～ 44.3cm。 緩傾斜して立ち上がる。
床 東壁付近のみで、ローム面は軟弱である。
炉 確認できなかった。
覆± 3層検出されたが、部分的であり自然堆積かどうか不明である。

遺物 覆土中から土師器の杯と土製品である土玉 2点、石製模造品の双孔円板 6点 とその未製品 4点が出土し
ている。

所見 本跡の時期は、出土遺物から古墳時代後期に比定される。なお、滑石製の石製模造品である双孔円板と
その未製品が出土していることから工房弥と推定される。
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Fig.43 住居跡S109実測図

2440m

D2440m

表土層
多量の日―ム粒を合む

多量のローム粒を合む
少量の回―ム粒・ロー
ムプロックを含む

少量のローム粒・多量
の焼土粒を含む

暗掲色±  10YR3/3 多量の日―ム粒・少量の焼土粒を含む
掲色±   10YR4/4 多量のローム粒・ロームブロックを含む
暗掲色±  10YR3/3 多量のローム粒を含む
責褐色±  loYR5/6 多量のローム粒を斑状に合む (貼床)

I 灰責褐色± 10YR4/2
Ⅱ 黒掲色±  10YR3/2
1 黒掲色±  10YR2/3
2 黒掲色±  10YR3/2
3 黒褐色±  10YR3/2
4 褐色±   10YR4/6

表土層
微量の日―ム粒を含む

少量の国―ム粒を合む

少量の回―ム粒を含む

少量の日―ム粒・焼土粒を含む

多量の回―ム粒を斑状に合む (貼床下)

__Df

灰責掲色± 10YR4/2
掲色±   10YR4/6
褐色±   loYR4/4
晴掲色±  loYR3/4

0             2m

(1/60)

Fig.44 住居跡S110実測図
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10YR2/3 微量のローム粒を含む
10YA3/4 少量のローム粒を含む
10YR3/3 少量の日―ム社を含む

黒褐色土

暗褐色土

暗褐色土
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Fig.46 住居跡S116・ カマ ド実測図

10YR4/4 少量のローム粒・焼土粒を含む
10YR4/4 少量のローム粒 。多量の焼土粒を含む

lm

(1//30)
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住居跡S116 (Fig.46)

位置 調査区中央 3工区、標高23.66～ 23.74mに位置する。
規模 住居跡北側のカマド付近を除き大半が未調査区域に広がっている。規模や形状は不明であるが、検出さ
れた規模は東西軸3.40m、 南北軸1.60mを測り、方形を呈するものと推定される。

主軸方向 主軸方向はN-31° ―Wを示す。
壁 確認面からの深さは27.1～ 34.6cm。 緩傾斜して立ち上がる。
壁溝 検出された部分は、カマ ド部分を除き全周している。幅21～ 32cm、 深さ6.5～ 12.7cmの 断面U字形を呈す
る。

床 ほぼ平坦で、カマド周辺は踏み固められ堅緻である。
ビット 北西側に柱穴 1本が検出された。
番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ
Pl 楕円形     34× 29    39
カマド 北壁中央に設置されている。灰白色粘土を構築材としているものの、粘土のみで構成されるのは袖部
下底の基礎部分だけで、黒色上、ロームを混入した粘土を袖部本体としている。残存する袖部幅108cm、 長さ

65cmを測り、焚口部幅59clnで、ここから燃焼部が掘 り込まれ、幅25cm、 奥行60cm、 深さ6cmの楕円形を呈する。

煙道部は壁面を間口60cm、 奥行45clnに掘 り込み、緩傾斜させながら燃焼部の窪みに続く。

遺物 覆土中から土師器の杯・甕・甑のほか、土製品である土玉、土製支脚が出土している。
所見 本跡の時期は、出土遺物から古墳時代後期に比定される。

住居跡S117 (Fig.47)

位置 調査区中央 3工区、標高23.67～ 23.79mに位置する。
規模 西側コーナー付近の壁以外検出されず、規模や形状は不明である。しかし、現存するコーナー付近の形
状から判断して方形を呈するものと推定され、検出された規模は東西軸5.3Clm、 南北軸2.41mを 測る。

主軸方向 北側に炉が設置されているものと推定すると主軸方向はN-41° 一Eを示す。
壁 確認面からの深さは7.5cm。 緩傾斜して立ち上がる。
床 わずかに検出された床面はほぼ平坦である。確認部分で硬化面が検出された。
ビット 柱穴は縄文土坑内で検出されたPlの 1本のみである。
番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ
Pl 楕円形      48× 38     60
貯蔵穴 西側コーナーに設置されている (P2)。 規模は長径72cm、 短径71cm、 深さ48cmの円形を呈する。底面
は平坦で、壁面はタト傾して立ち上がる。

炉 確認できなかった。
覆± 5層 からなるレンズ状堆積を呈する自然堆積層と推定される。
遺物 覆土中から土師器の高杯 。Jt・ 甕が出土している。
所見 本跡の時期は、出土遺物から古墳時代前期に比定される。

住居跡S121(Fig.48)

位置 調査区中央 3工区、標高23.85～ 24011mに 位置する。
規模 南コーナーが未調査区域に広がっている。検出された規模は東西軸540m、 南北軸5.29mを 測り、方形を
呈する。

主軸方向 主軸方向はN-129° 一Wを示す。
壁 確認面からの深さは 5～ 26.5cm。 緩傾斜して立ち上がる。
壁溝 北西壁辺および南東壁辺は掘削されておらず、北東壁辺や南西壁辺の一部にも壁溝の未掘削部がみられ
る。検出された壁溝は幅16～ 25cm、 深さ45～ 12 5cmの断面U字形を呈する。
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日g.47 住居跡S117実測図

床 わずかに北側が低く傾斜するもののほぼ平坦である。炉跡周辺はよく踏み固められて堅緻で、さらに西側
から住居中央にかけて硬化面が広がる。

ビット 住居対角線上に4本の柱穴が検出された。
番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ  番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ
Pl 楕円形     28× 19    43   P2 円形     26× 22    50
P3 楕円形     41× 28    61   馳 楕円形     35× 26    41
貯蔵穴 東コーナーに接して設置されている (P5)。 長軸89cm、 短軸77cm、 深さ65cmの不正方形を呈し、底面
は平坦で、壁面は外傾して立ち上がる。

炉 南東壁に接 して設置されている。規模は長径133cm、 短径75c14、 深さ19cmを測り、楕円形を呈し、壁面は
緩やかに外傾して立ち上がり、底面は火熱による赤変硬化が顕著で、焼土粒・災化粒を多量に含む赤掲色土が

堆積していた。

覆± 6層 に分層可能であるが、全体的に後世の撹乱が著しく明瞭ではない。自然堆積であろう。

遺物 覆土中から土師器の高杯・lH・ 甕、土玉、石製模造品が出上している。
所見 本跡の時期は、出土遺物から古墳時代中期に比定される。
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Fig.49 住居跡S125実測図
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Fig.50 住居跡S125カ マド実測図
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少量のローム粒・焼土粒を含む

少量のローム社・焼上粒を含む

lm

c24.50m

I にぶい黄褐色± 10YR4/3
1 黒掲色上    10YR2/2
2 黒掲色±    10YR3/2
3 黒褐色±    10YR2/3
4 暗掲色±    10YR3/3
5 黄褐色■    10YR5/6

表上層

微量の日―ム粒を含む

後量のローム粒を合む

少量の日―ム粒を含む

少量の日―ム粒を含む

多量のローム粒・ ロームブ
ロックを含む (貼床)
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暗褐色上 7 5YR3/4
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住居跡S125 (Fig。 49・ 50)

位置 調査区南東側 4工区、標高24.12～ 2424mに位置する。
規模 北側半分が未調査区域に広がっている。検出された規模は東西軸3.20m、 南北軸3mを 測り、方形を呈す
るものと推定される。

主軸方向 主軸方向はN-61° 一Wを示す。
壁 確認面からの深さは42.7～ 64.3cm。 緩傾斜して立ち上がる。
壁溝 検出部のカマド東部分を除き掘削されている。幅30～ 59cm、 深さ2～ 35cmの 断面U字形を呈する。
床 ほぼ平坦である。カマド周辺はよく踏み固められて堅緻で、さらに東側から住居中央にかけて硬化面が広
がる。

ビット 住居対角線上の柱穴 3本 (Pl～ P3)に加え、P2と P3間 に2本 (M・ P5)が穿たれている。
番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ  番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ
Pl 楕円形     35× 27    40   P2楕 円形     36× 36    36
P3  円形      24× 16     23   P4 円形      30× 24     57
P5  円形      31× 28     29
カマド 北壁中央に設置されている。灰白色粘土を構築材とし、粘土のみで構成されるのは袖部下底の基礎部
分だけで、黒色土、ロームを混入した粘土を袖部本体としている。残存する袖部幅96cm、 長さ80cmを測り、焚

口部幅46cmで、ここから燃焼部が掘 り込まれ、幅38cm、 奥行87cm、 深さ4cmの楕円形を呈する。煙道部は壁面

を間口44 cln、 奥行47cmに掘り込み、緩傾斜させながら燃焼部の窪みに続く。

覆± 5層 からなる自然堆積層である。

遺物 覆土中から土師器の杯・奏や、土製品である土玉が出土している。
所見 本跡の時期は、出土遺物から古墳時代後期に比定される。

住居跡S126 (Fig.51・ 52)

位置 調査区南東側 4工区、標高24.13～ 24.23mに 位置する。
規模 南側約1/3が未調査区域に広がっている。検出された規模は東西軸5.23m、 南北軸4.57mを測り、方形を
呈するものと推定される。

主軸方向 主軸方向はN-33° 一Wを示す。
壁 確認面からの深さは40～ 50cm。 緩傾斜して立ち上がる。
床 わずかに北側が低く傾斜するもののほぼ平坦である。カマド周辺はよく踏み固められて堅緻で、さらに南
側から住居中央にかけて硬化面が広がる。

ピット 住居対角線上の柱穴 4本 (Pl～ M)に加え、住居中央間にP5と P6の 2本 (P4。 P5)が穿たれている。
番号 形状  規模 (長径X短径)cm 深さ  番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ
Pl  円形     71× 57    57   P2楕 円形     85× 64    51
P3 楕円形     92× 81    54   P4 円形     66× 60    44
P5 楕円形      67× 59     48   P6 円形      25× 24     34
カマド 北壁中央に設置されている。灰白色粘上を構築材とし、粘土のみで構成されるのは袖部下底の基礎部
分だけで、黒色土、ロームを混入した粘土を袖部本体としている。残存する袖部幅108cm、 長さ65cmを 測り、

焚口部幅59cmで、ここから燃焼部が掘り込まれ、幅25cm、 奥行60cm、 深さ6cmの楕円形を呈する。煙道部は壁

面を間口60cm、 奥行45cmに掘り込み、緩傾斜させながら燃焼部の窪みに続く。

覆± 4層からなる自然堆積層である。
遺物 覆土中から土師器の邦・菱・甑や、土製品である土玉などが出土している。
所見 本跡の時期は、出土遺物から古墳時代後期に比定される。
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I にぶい黄掲色土
I 掲色土
1 黒掲色土
2 暗掲色土
3 掲色土
4 黄褐色土
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10YR4/3 表土層
10YR4/4 少量の日―ム粒を含む
10YR3/2 少量のローム粒を含む
10YR3/3 多量の日―ム粒を含む
10YR守4 多量の日―ム粒を含む
10YR5/6 多量のローム粒・

ロームブロックを合む (貼床)
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Fig.52 住居跡S126カ マ ド実測図
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住居跡S127 (Fig.53・ 54)

位置 調査区南東側 4工区、標高23.9～ 24.12mに 位置する。
規模 南壁辺が未調査区域に広がっている。検出された規模は東西軸572m、 南北軸4.97mを 測 り、方形を呈す
るものと推定される。

主軸方向 主軸方向はN-14° 一Wを示す。
壁 確認面からの深さは16～ 39cm。 緩傾斜 して立ち上がる。
壁溝 検出された三壁際ではカマ ド部分を除き全周 している。幅18～ 27cm、 深さ8～20cmの断面U字形を呈す
る。

床 ほぼ平坦である。カマ ド周辺はよく踏み固められて堅緻で、さらに南側から住居中央にかけて硬化面が広
がる。

ビット 住居対角線上の柱穴 4本 (Pl～P4)に加え、Plと P2の 間で、カマ ド前のP5と Mの北側に接 してP6が

穿たれている。

呑号 形状  規模 (長径×短径)cm
Pl 楕円形
P3 楕円形
P5 楕円形

88× 78

81× 70

78× 55

深さ  呑号 形状
64   P2楕 円形
54   P4 楕円形
9   P6 円形

規模 (長径×短径)cm 深さ
43× 35 74

82× 72      64

55× 53      70

10YR4/6 少量の回―ム粒・多量の灰色粘土粒・
少量の焼土粒を含む

5YR4/6 少量の日―ム粒・焼土粒を含む
5YR4/8 少量のローム粒・多量の焼土粒を含む

0               1m

(1/30)

ド実測図

カマド 北壁中央に設置されている。灰白色粘上を構築材とし、粘土のみで構成されるのは袖部下底の基礎部
分だけで、黒色土、ロームを混入した粘土を袖部本体としている。残存する袖部幅H5cm、 長さ70cmを 測り、

焚口部幅60cmで、ここから燃焼部が掘 り込まれ、幅50cm、 奥行77cm、 深さ4cmの楕円形を呈する。煙道部は壁

面を間口40cm、 奥行31cmに掘り込み、緩傾斜させながら燃焼部の窪みに続く。

覆± 3層 からなる自然堆積層である。
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にぶい責掲色± 10YR4/3
黒掲色±    10YR2/2
黒掲色±    10YR3/2
褐色±     10YR4/6

表土層
微量の日―ム粒を含む

少量のローム粒を含む

多量の回―ム粒 。ロームブロックを含む

D24.30m

0              2m
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Fig.54 住居跡 S127実 測図
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I にぶい黄掲色± 10YR4/3 表土層
1 黒褐色±    10YR3/2 微量のローム粒を含む
2 暗掲色±    10YR3/4 多量のローム粒を含む
3 暗褐色±    10YR3/3 多量のローム粒を含む
4 掲色±     loYR4/4 多量のローム粒を合む

一― EI

Fig.56 住居跡S128カ マ ド実測図

掲色±  10YR4/4
黒掲色± 10YR2/2

―― CI

(1/60)

少量の日―ム粒・灰色粘土粒を含む
少量のローム粒・灰色粘土粒・微量
の粘土粒を合む

B24.30m ― 一 B'

c2430m

Fig.55 住居跡S123実測図
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遺物 覆土中から土師器の杯・甕が出土している。
所見 本跡の時期は、出土遺物から古墳時代後期に比定される。

住居跡S128(Fig.55・ 56)

位置 調査区南東側 4工区、標高24.01～ 24.14mに 位置する。
規模 東壁面と南壁面が未調査区域に広がっている。検出された規模は東西軸4.46m、 南北軸4.17mを 測り、方
形を呈するものと推定される。

主軸方向 主軸方向はN-30° 一Wを示す。
壁 確認面からの深さは20.3～ 28.8cm。 緩傾斜して立ち上がる。
床 ほぼ平坦である。カマド周辺はよく踏み固められて堅緻で、さらに南側から住居中央にかけて硬化面が広
がる。

ビット 住居対角線上の柱穴 3本 (Pl～ P3)が検出されている。
番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ  番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ
Pl 楕円形     55× 32    67   P2楕 円形     34× 27    51
P3 楕円形     27× 23    67
カマド 北西壁中央に設置されている。灰白色粘土を構築材とし、粘土のみで構成されるのは袖部下底の基礎
部分だけで、黒色土、ロームを混入した粘土を袖部本体としている。残存する袖部幅105cm、 長さ66cmを測り、

焚口部幅60cm。 燃焼部の掘 り込みはなく、煙道部は壁面を聞口38cln、 奥行29clnに掘 り込み、緩傾斜させてい

る。

覆± 4層 からなる自然堆積層である。

遺物 覆土中から土師器の杯・甕や、土製品である土玉が出土している。
所見 本跡の時期は、出土遺物から古墳時代後期に比定される。

住居跡S129(Fig.57)

位置 調査区南東側 4工区、標高24.00～ 24.06mに 位置する。
規模 東壁および南壁面は未調査区域に広がつている。検出された規模は東西軸3.90m、 南北軸2.27mを 測り、
東西に長い長方形を呈するものと推定される。

主軸方向 主軸方向はN-37° 一Wを示す。
壁 確認面からの深さは22.7～ 36.2cm。 緩傾斜して立ち上がる。
床 ほぼ平坦である。カマド跡周辺はよく踏み固められて堅緻で、さらに南側から住居中央にかけて硬化面が
広がる。

カマド 煙道部の掘 り込みのみ検出され、カマド本体はすでに除去され、形状は不明である。因みに煙道部は
幅70cm、 壁面掘り込み120cm、 深さ29.8cmの長楕円形状を呈する。

覆土 撹乱が大きく明瞭ではないが、 5層からなる自然堆積層である。
遺物 覆土中から土師器の婉・秦・甑が出土している。
所見 本跡の時期は、出土遺物から古墳時代後期に比定される。

住居跡Si30 (Fig.58)

位置 調査区南東側 4工区、標高23.92～ 24.00mに 位置する。
規模 西壁が未調査区域に広がっている。検出された規模は東西軸3.45m、 南北軸4.90mを 測り、方形を呈する
ものと推定される。

主軸方向 炉跡の設置位置から主軸方向はN-148° 一Wを示す。
壁 確認面からの深さは3.2～ 8.8cm。 緩傾斜して立ち上がる。
床 ほぼ平坦である。炉跡周辺はよく踏み固められて堅緻で、さらに北側から住居中央にかけて硬化面が広が
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I にぶい責褐色± 10YR4/3 表土層
1 黒掲色± 10YR3/2 少量の日―ム粒・微量の焼土粒・

炭化粒を含む
2 掲色±  10YR4/4 多量の回―ム粒・微量の焼土粒・

炭化粒を含む
3 黄掲色± 10YR5/6 多量のローム粒・ロームブロック

を含む
4 黒褐色± 10YR2/3 少量の日―ム粒・微量の焼土粒・

炭化粒を含む
5 掲色±  10YR4/4 多量の回―ム粒・ロームブロック

・少量の焼土粒を含む

c24.30m

Fig.57 住居跡 S129実測図

Fig 58 住居跡Si30実測図
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る。また中央から北側にかけて屋根材と思われる炭化材が集中しており、焼失家屋と推定される。

炉 住居中央南寄りに設置されている。東西方向に長い楕円形を呈し、規模は長径58cm、 短径50cm、 深さ6 cm
を測る。壁面は緩やかに外傾して立ち上がり、底面は火熱による赤変硬化が顕者で、焼土粒・炭化粒を多量に

含む赤褐色土が堆積している。

遺物 覆土中から遺物は出土していない。
所見 本跡の時期は、住居跡の特徴から古墳時代前期～中期に比定される。

住居跡S131 (Fig.59)

位置 調査区北東側 5工区、標高24.00～ 24.10mに 位置する。
規模 南東壁面が未調査区域に広がつている。検出された規模は東西軸5,94m、 南北軸6.27mを 測り、南北に長
い長方形を呈するものと推定される。

主軸方向 主軸方向はN-35° 一Eを示す。
壁 確認面からの深さは16.9～ 30.lcm。 緩傾斜して立ち上がる。
床 わずかに西側が低 く傾斜するもののほぼ平坦である。炉跡周辺はよく踏み固められて堅緻で、さらに住居
中央から南側にかけて硬化面が広がる。

ビット 住居対角線上の柱穴 4本 (Pl～ P4)に加え、住居中央炉跡に接してP5と P6の 2本が穿たれている。
番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ  番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ
Pl 楕円形     74× 69    79   P2楕 円形    111× 72    88
P3 楕円形     98× 64    85   P4 精円形     78× 69    90
P5 円形      43× 42    75   P6 円形      43× 40    74
炉 住居中央北側寄りに設置されている。規模は 長径88cm、 短径72cm、 深さ15cmを測 り、精円形を呈し、壁
面は緩やかに外傾して立ち上がり、底面は火熱による赤変硬化が顕著で、焼土粒・炭化粒を多量に含む赤褐色

上が堆積していた。

覆± 5層からなる自然堆積層である。
遺物 覆土中から土師器の高杯・奏や、土製品である土玉が出土している。
所見 本跡の時期は、出土遺物から古墳時代前期に比定される。

住居跡S132(Fig.60)

位置 調査区北東側 5工区、標高23.78～ 23.97mに 位置する。
規模 南西コーナー付近のみ検出され、現存規模は東西軸2.82m、 南北軸6.07mを 測り、方形を呈するものと推
定される。

主軸方向 炉跡が北狽1に設置しているものと推定して主軸方向はN-32° 一Eを示す。
壁 確認面からの深さは8.8～ 27.2cm。 緩傾斜して立ち上がる。
壁溝 検出された南西コーナー付近のみ掘削されている。幅21～ 35cm、 深さ12.9～ 13.8cmの 断面U字形を呈す
る。

床 ほぼ平坦である。検出された南西部分はロームが軟弱であるが、柱穴付近はよく踏み固められて堅緻であ
る。

ビット 検出された柱穴は住居対角線上の柱穴 2本 (Pl・ P2)と推定される。
番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ  番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ
Pl 楕円形     57× 50    69   P2 円形     25× 2    60
炉 確認できなかった。
覆上 6層 からなる自然堆積層である。

遺物 覆土中から土師器の壼と器台、土製品である土玉が出土している。
所見 本跡の時期は、出土遺物から古墳時代前期に比定される。
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Fig.59 住居跡Si31実測図
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にぶい黄掲色± 10YR4/3 表土層
暗褐色±    10YR3/3 多量のローム粒を含む
暗掲色±    10YR3/3 少量のローム粒・多量の焼土粒を含む
暗掲色±    10YR3/3 少量のローム粒・焼土粒・炭化粒を含む
黒掲色±    10YR3/ヽ  多量の日―ム粒・少量の焼土粒・炭化粒を含む
黒褐色±    10YR3/1 多量の日―ム粒・焼土粒を合む
掲色±     10YR4/4 多量のローム粒 。日―ムブロックを含む (貼床)

c23.20m Ci

2m

(1/60)

Fig.60 住居跡Si32実測図

住居跡Si33(F導 61)

位置 調査区北東側 5工区、標高23.90～ 23.94mに 位置する。
規模 西側半分以上は未調査区域に広がっている。検出された規模は東西軸5,75m、 南北軸2.93mを 沢1り 、不正

方形を呈する。

主軸方向 主軸方向はN-49° 一Eを示す。
壁 確認面からの深さは21.3～ 23.5cm。 緩傾斜 して立ち上がる。
壁溝 検出面では北コーナー部分を除き全周 している。幅24～ 30cm、 深さ0.5～ 2.9cmの断面U字形を呈する。
床 南側が僅かに低 くなり傾斜 しているが、ほぼ平坦である。住居中央付近はよく踏み固められて堅緻であ
る。

ビット 北側に柱穴Plが穿たれている。

番号 形状  規模 (長径×短径)cm 深さ
Pl   円形        78× 73      88
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灰黄褐色± 10YR4/2 表土層
黒掲色± loYR3/1 微量のローム粒を含む
暗褐色± 10YR3/3 少量のローム粒を含む
黒掲色± 10YR3/2 少量の日―ム粒を合む

褐色±  10YR4/4 多量のローム粒を合む (貼床)
黒掲色± 10YR2/2 微量のローム粒を含む
暗掲色± 10YR3/4 多量の日―ム粒・ロームブロックを合む

Fig.62 住居跡S145実測図

2m

―-80-―

(1/60)



炉 確認できなかった。
遺物 覆土中から土師器の高杯・養や、土製品として土玉・棒状土製品が出上している。また、金属製品とし
て銅鏃が住居北隅の床面下より出土している。

所見 本跡の時期は、出土遺物から古墳時代前期末葉に比定される。

住居跡S145 (Fig.62)

位置 調査区北東側 5工区、標高23.87～ 23.98mに位置する。
規模 西側の大半が未調査区域に広がつている。検出された東西軸1.65m、 南北軸6,73mを 測り、方形もしくは

隅九方形を呈するものと推定される。

主軸方向 炉跡が北側に設置されたと推定すると主軸方向はN-28° 一Wを示す。
壁 確認面からの深さは21.4～ 27.6cm。 緩傾斜して立ち上がる。
壁溝 検出部では全周している。幅16～ 27cm、 深さ6.7～ 8.2cmの断面U字形を呈する。
床 北側が僅かに低 く傾斜するものの、ほぼ平坦である。住居中央はよく踏み固められて堅緻である。
ビット 確認できなかった。
炉 確認できなかった。
覆± 6層 からなる自然堆積層である。

遺物 覆土中から土師器の甕が出土し、 2点図示できた。
所見 本跡の時期は、出土遺物から古墳時代前期に比定される。
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第 6節 古墳 時代 の竪穴住 居跡 出上遺物

住居跡S101(Fig.63‐ 1～ 5)

覆土中から土師器の器台・甕・壷と土製品である土玉 1点が出土している。 1の器台は脚部を3/4程欠損し

ている。受け部は杯状を呈し、脚部は中空で、中段に4個の透孔がある。赤彩が施されている。 2は小形奏で

ある。胴部は内湾気味に立ち上がり、口縁部はくの字状に外反する。 3は 口縁部を欠損する壼である。胴部中

位で強く張り出し、上下におしつぶしたような球形を呈する。外面はハケロ調整後、ヘラミガキ。中位下部ま

で赤彩が施されている。 4は甕である。最大径が胴部中位よりやや高い位置にあり、以下徐々につぼまってい

く。口縁部はくの字状に外反する。日縁下部から胴部はハケロ調整が施されている。 5は完存する土玉である。

上下に長い断面楕円形を呈する。古墳時代前期に比定される。

住居跡S102(Fig.63‐ 1～ 3)

覆土中から土師器の婉・重・甕が出土している。 1は小形の婉である。平底の底部から外部は内湾気味に立

ち上がる。 2は壼口縁部破片。口縁部は直線的に外傾して開く。内面はハケロ調整。 3は甕で胴部が球形を呈

し、口縁部は短くくの字状に外反する。内外面ともハケロ調整。古墳時代前期に比定される。

住居跡S103(Fig.63-1～ 12)

覆土中から土師器の高杯・婉 。対・奏と石製品、土製品が出土している。 1は高杯の脚柱状部破片。中ぶく

らみの筒状を呈する。上端近くまで中空である。外面は赤彩が施されている。 2・ 3は婉である。 2は平底の

底部から体部は内湾気味に開く。 3は九みをもって立ち上がる。 4～ 6。 9,10は甕である。 4の最大径が口

縁部と胴部肩部近くにあり、日縁部は緩いくの字状に外反する。 5は球形の胴部とくの字状に外反する国縁部

からなる。 7・ 8は ltの底部破片。11は凝灰岩製の砥石である。表裏面および側面に使用痕がみられる。12は

欠損した土玉。古墳時代前期に比定される。

住居跡S104 (Fig 63-1・ 2)

覆土中から土師器の対、甕の破片が出土している。

ち上がる。外面と内面口縁部に赤彩が施されている。

時代前期に比定される。

1は対で球形の体部から口縁部は内湾気味にタト傾して立

2は奏の胴部小破片。ハケロ調整が残されている。古墳

住居跡S106(Rg.64_1～ 16)

覆土中から土師器の高郭・靖・杯・婉・奏と石製品が出土している。 1～ 8は高杯である。 1は脚柱部から

杯部にかけての破片。脚部はハの字状に開き、内面に粘土帯の積上げ痕が残されている。 2は郭部の破片。杯

部は内湾気味に開き、不部外面下位に稜をもつ。3～ 5も 杯部外面下位に稜を有する。6～ 8は脚柱部の破片。

6・ 7の脚柱部はエンタシス状を呈する。 8はラッパ状に開く。いずれも外面および杯部内面に赤彩が施され

ている。 9,10は対である。 9は小さな平底で体部は扁平な球形を呈し、日縁部は外傾して立ち上がる。10は

口縁部破片。内湾気味にタト傾して立ち上がる。11は郭である。底部は小さな平底で、体部は内湾して立ち上が

り、口縁部は外反する。口縁部外面に弱い稜をもつ。12・ 13は婉である。12は平底の底部から体部は内湾気味

に立ち上がり、回縁部は短く外反する。13も 体部は内湾気味に立ち上がり、日縁部は短く外反し、内面の体部

と口縁部の境に稜をもつ。14・ 15は甕である。14は口縁部破片。口縁部はくの字状に外反する。15は底部破片。

やや上げ底気味を呈する。16は滑石製の石製模造品である双孔円板で、約半分を欠損している。古墳時代中期

に比定される。
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住居跡Sl1 0(Fig.64-1～ 6)

覆土中から土師器の器台・壺・甕が出土している。 1は器台で、受部が接合部から内湾して開き、端部はヨ

コナデによって生じた稜をもち、短く垂直に立ち上がる。脚部は中空で中段に4個の透孔がある。 2は重の口

縁部破片。球形の体部から口縁部は直線的にくの字状に外反する。 3・ 4・ 6は甕である。 3は球形の体部か

ら口縁部は直線的にくの字状に外反する。外面および口縁部内面はハケロ調整がそのまま残る。 4は体部が球

形を呈し、頸部で屈曲してわずかに内傾して立ち上がり、日縁端部で短く外反する。外面頸部から体部にかけ

てハケロ調整が残る。 6は底部破片。底部の器厚が厚い。 5は重の底部破片と思われる。下方へ突出して肥厚

する平底である。古墳時代前期に比定される。

住居跡S112(Fig 64‐ 1～ 16)

覆土中から土師器の郭と土製品である土玉 2点、石製模造品の双孔円板 6点 とその未製品 4点が出土してい

る。 1～ 4は杯である。 1は体部が内湾して立ち上がり、日縁部との境に突出した稜をもつ。日縁部は短く直

立する。 2～ 4は九底で、体部は内湾して立ち上がり、端部はヨコナデによって生じた稜をもち、短く垂直に

立ち上がる。 2・ 4は内外面とも黒色処理を施している。 5。 6は土玉である。 5は ほぼ球形を呈し、 6は欠

損品である。 7～ 12は滑石製の双孔円板である。 7～ 9は完存品。径が2cm前後を測る。10～ 12は欠損品。13

から16は滑石の剥片であるが、13は側面に研磨痕があり、14も 成形痕があることから円板の未製品と思われる。

古墳時代後期に比定される。

住居跡Si1 6(Fig.65-1～ 13)

覆土中から土師器の杯・甕・甑や、土製品である土玉・土製支脚が出土している。 1～ 7は杯である。 1は

九底で、体部は内湾して立ち上がり、口縁部はほぼ直立する。 2～ 4も 丸底で、体部は内湾して立ち上がり、

日縁部は短く直立する。 5は内湾して立ち上がる体部、口縁部はわずかに外反する。 6は内湾する体部、口縁

部は短く内傾する。 1～ 6は 口縁部と体部の境に稜をもつ。 7は九底で、体部は内湾して立ち上がり、端部は

ヨヨナデによって生じた稜をもち、短く垂直に立ち上がる。 8・ 10・ 11は甕である。 8は口縁部から肩部にか

けての破片。肩部の張らない長胴の体部から口縁部は外反する。端部はヨコナデによつて生じた稜をもち、短

く垂直に立ち上がる。10。 11は平底の底部破片。9は単孔式の甑である。体部は直線的に外傾して立ち上がり、

日縁部で大きく外反する。12は下部を欠損する土製支脚である。手捏ね整形され、我頭円錐形を呈し、頂部は

ほぼ平坦で、下方へ向かって徐々に太くなっている。13は ほぼ球形を呈する土玉である。古墳時代後期に比定

される。

住居跡S117(Fig。 65‐ 1～ 5)

覆土中から土師器の高郭・ltr・ 甕が出土している。 1・ 2は高不である。 1は杯部の破片。杯部は内湾気味

に開き、杯部外面下位に稜をもつ。 2は脚柱部の破片。脚柱部はラッパ状に開く。いずれも外面および杯部内

面に赤彩が施されている。3・ 4は対である。3はほぼ球形の体部から口縁部は直線的に外傾して立ち上がる。

4は平底の底部から球形の体部へ移行する。 5は奏の口縁部破片である。国縁部はくの字状に外反し、外面頸

部と内面口縁部にハケロ調整を残す。古墳時代中期に比定される。

住居跡Si21(Fig。 65-1～ 6)

覆土中から土師器の高郭・寸 。甕や、土製品である土玉、石製品である剣形模造品が出土している。 1は高

杯である。脚部はハの字状に開き、端部で僅かに反る。杯部は内湾気味に開き、不部外面下位に稜をもつ。外

面および郭部内面に赤彩が施されている。2は ltrの胴部破片。胴部は上下に押し潰されたような球形を呈する。

外面に赤彩が施されている。 3は胴部が内湾して立ち上がり、国縁部は短くくの字状に外反する甕である。外

面顎部と胴上部、内面口縁部にハケロ調整痕が残る。 4・ 5は土玉である。 4はほぼ球形で、 5は径の割に長

さのある紡錘形を呈する。 6は滑石製の剣形模造品である。長さ4.35cmを 測る優品である。古墳時代中期に比
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定される。

住居跡S125(Fig.66-1～ 6)

覆土中から土師器の杯・奏や、土製品である土玉が出土している。 1は杯で、体部は内湾して立ち上がり、

端部はヨコナデによつて生じた稜をもち、短く垂直に立ち上がる。内外面とも赤彩が施されている。 2は甕の

底部破片。平底で体部は外傾して開く。 3～ 6は土玉である。 3はほぼ球形で、 4～ 6は上下を押し潰したよ

うな断面楕円形を呈する。古墳時代後期に比定される。

住居跡S126(Fig.66‐ 1～ 18)

覆土中から土師器の邦 。奏・甑や、土製品である土玉・土製支脚が出土している。 1・ 2は九底で、体部は

内湾して立ち上がり、日縁部は短くタト傾する。 3・ 4は丸底で、体部は内湾して立ち上がり、日縁部はほぼ直

立する。いずれも口縁部との境に突出した稜をもつ。 5～ 9は九底で、体部は内湾して立ち上がり、端部はヨ

コナデによって生じた稜をもち、短く垂直に立ち上がる。 1～ 8は内外面とも黒色処理を施している。10～ 12

は甕である。10は胴部が内湾して立ち上がり、口縁部は緩く外反し、端部でわずかに摘み上 ,デられる。11は胴

部が内湾して立ち上がり、日縁部は緩 く外反する。12は平底の底部から内湾して立ち上がる。胴部は胴長で、

最大径は胴中位よりやや上位にある。日縁部は外反し、端部で摘み上げられて短く外傾する。13～ 18は土玉で

ある。13～ 15は ほぼ球形であるが、両面に平坦面をもつ。16～ 18は上下から押し潰したような扁平を呈してい

る。古墳時代後期に比定される。

住居跡S127(Fig.66-1～ 10)

覆土中から土師器の杯・甕が出土している。 1～ 5は lThである。 1は九底で、体部は内湾して立ち上がり、

日縁部は外反する。 2は体部が内湾して立ち上がり、日縁部は僅かにタト傾する。 3も 体部が内湾して立ち上が

り、日縁部は僅かに外傾する。 4は体部が内湾して立ち上がり、国縁部は短くほぼ直立する。 1～ 4は口縁部

との境に突出した稜をもつ。 5は体部が内湾して立ち上がり、端部はヨコナデによって生じた稜をもち、短く

垂直に立ち上がる。 1～ 3は内外面とも黒色処理を施している。 6は鉢で最大径が口縁部にある。直線的に外

傾する胴部に日縁部は外傾して開く。日縁部と胴部の境に明瞭な稜をもつ。内外面に黒色処理を施している。

7～ 10は甕である。 7は平底の底部から胴部はやや胴長で内湾気味に立ち上がり、口縁部は緩く外反する。 8

は平底の底部で、胴部は内湾気味に立ち上がる。 9,10は底部破片。古墳時代後期に比定される。

住居跡S123(Fig.67-1～ 5)

覆土中から土師器の杯・甕や、土製品である土玉が出土している。 1,2は郭である。 1は体部が内湾して

立ち上がり、口縁部はほぼ直立する。内外面に黒色処理を施している。 2も 体部は内湾して立ち上がり、口縁

部はほぼ直立する。 3・ 4は甕である。 4は胴部が球形を呈し、口縁部は緩くタト傾して立ち上がる。 4は底部

破片でやや上げ底気味を呈する。 5は土玉である。上下面は平坦となる。古墳時代後期に比定される。

住居跡S129(Fig.67-1～ 5)

覆土中から土師器の婉・甕・甑が出土している。 1は婉である。体部が内湾して立ち上がり、端部はヨコナ

デによつて生じた稜をもち、短く垂直に立ち上がる。外面および内面下部に黒色処理が施されている。 2～ 4

は甕である。 2・ 3は日縁部から肩部にかけての破片である。口縁部は緩いカーブを描くように外反し、 3の

肩部はあまり目立たない。 4は底部破片で、平底の底部から胴部は内湾気味に立ち上がる。 5は単孔式の甑で

ある。胴部下半部のみであるが、底部で内湾気味に窄まり、胴部はほぼ直線的にタト傾して立ち上がる。古墳時

代後期に比定される。
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住居跡S131(Fig.67-1～ 8)

覆土中から土師器の高杯・甕や、土製品である土玉が出土している。 1・ 2は高年である。 1は脚部がハの

字状に開き、端部で僅かに反る。杯部は内湾気味に開き、口縁端部で短く外反する。郭部外面下位に稜をもつ。

外面および郭部内面に赤彩が施されている。 2は脚柱状部と郭部底部の破片。脚柱部はハの字状に開き、中段

付近で 3個の透孔が施されている。杯部は内湾気味に開き、杯部外面下部にわずかな稜を有する。外面および

杯部内面は赤彩が施されている。 3～ 5は甕である。 3は口縁部破片。くの字状に外反する。内外面にハケロ

調整が残る。 4は球形の胴部に日縁部はくの字状に外反する。外面と内面口縁部にハケロ調整が残る。 5はや

や小形の奏で、平底の底部からほぼ球形の胴部へ移行し、口縁部はくの字状に外反する。やはり外面と内面口

縁部にハケロ調整が残されている。 6～ 8は土玉である。 6は大きくほぼ球形を呈する。 7は上下から押し潰

したような扁平で、両面に平坦面をもつ。 8は上下に長く、断面楕円形を呈する。古墳時代前期に比定され

る。

住居跡Si32(Fig.68‐ 1～ 6)

覆土中から土師器の壼・器台や、土製品である土玉が出土している。 1・ 2・ 4は壼である。 1は 口縁部破

片。球形を呈する体部から頸部はくの字状に屈曲し、日縁部は内湾気味に強く外反する。口縁は幅広い薄い粘

土帯を貼り合わせた複合口縁で、 6本単位と思われる棒状浮文がある。頚部に円形浮文を間隔を空けて貼付、

肩部は網目状撚糸文を施す。内外面ともヘラミガキの後赤彩を施す。 2も 日縁部破片で、頸部はくの字状に屈

曲し、日縁部は強く外反する。日縁は粘土帯を貼付け複合口縁とし、日縁内面にも明瞭な稜を有する。日縁部

外面はナデ整形。頸部は縦位のハケロ調整。内面口縁部はペン先状工具による3列の刺突文に稜部下部に斜行

する刻目を巡らす。内外面とも赤彩が施されている。 4は口縁部破片で内湾気味に開く。日縁部に幅広い薄い

粘土帯を貼り合わせた複合口縁で、日縁下端に押圧を加えた刻目が巡り、押圧のある棒状浮線が 3本貼付けて

ある。頸部は縦位のハケロ調整。 3は器台である。口縁部はかなり強く外反し、外部下位が鍔状に張 り出す。

杯部と脚部の接合部は肥厚し、脚部はラッパ状に開く。脚部中段に2列の透孔が 4個ずつ計 8個 (現存は 7個 )

穿ってあるものと思われる。杯部内外面と脚部内外面にハケロ調整が残る。 5'6は土玉である。 6は大きく
ほぼ球形を呈する。 6は上下に長く、断面楕円形を呈する。古墳時代前期に比定される。

住居跡Si33(Fig.68-1～ 7)

覆土中から土師器の高杯・甕や、土製品として土玉・棒状土製品が出土している。また、金属製品として銅

鏃が出土している。 1・ 2は高郭の脚柱部破片である。 1は脚柱部がエンタシス状を呈し、裾部はなだらかに

開く。外面に赤彩が施されている。 2は脚柱部が円筒状を呈し、裾部はなだらかに開く。外面に赤彩が施され

ている。 3は甕である。ほぼ球形の胴部から口縁部はくの字状に立ち上がる。外面口縁部下部にハケロ調整痕

を残している。 4・ 5は比較的大きな土玉である。 4はほぼ球形を呈し、径4cm、 重さ56.86gの大形土玉であ

る。 5は上下にやや長く、断面楕円形を呈する。 6は棒状土製品である。上部は欠損し、全体的な大きさや形

態は不明であるが、断面円形を呈し、径1.10cm前後を測る。 7は銅鏃である。身縁辺の一部を欠損するものの

ほぼ完存品で、長さ4.22cm、 鏃身部幅1.45cm、 鏃身部厚0.46cm、 茎部長さ1.63cm、 茎部厚さ0.38～ 0.43cm、 重さ

505gを 測る。形態は長三角形を呈し、両面の身の中軸に鏑がある。関部は片面にのみ腸狭状の狭 りがみられ、

角関である。茎部断面は楕円形を呈する。古墳時代前期末葉に比定される。
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住居跡S145(Fig.68-1・ 2)

覆土中から土師器の甕が出土している。 1は胴部下部で一部を欠損するが、球形の胴部をもち、口縁部はく

の字状に外反し、端部でさらに外傾する。外面胴部上位はハケロ調整が残る。 2は底部破片。底面は下方へ突

出し肥厚し、周縁が輪状に高まっている。古墳時代前期に比定される。
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第 7節 縄文時代・ 古墳 時代 の上坑

■ttSK01(Fig。 69)

調査区南西狽11工区に位置する。本跡は東側でS103に 切られている。確認面上面径 (128)× 119cm、 底面径

(120)× 105cmの楕円形を呈する。深さ最大 3 cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦である。覆

土は単一層からなる自然堆積である。図示できる遺物の出土はなかった。古墳時代以降のものであろう。

上坑SK02(Fig.69)

調査区南西側 1工区に位置する。本跡は北西側が未調査区域に延び、北東側でS103に 切られている。確認面

上面軸108× (69)cm、 底面径93× (69)cmの 長方形を呈するものと推定する。深さ最大21cmを 測り、壁面は

外傾して立ち上がる。底面は平坦である。覆土は 2層 からなる自然堆積である。遺物は古墳時代の土師器の

邦・甕が覆土から出土した。

上坑SK03(Fig.69)

調査区南西側 1工区に位置する。本跡は北西側でS103に切られている。確認面上面径187× (82)cm、 底面径

169× (78)cmの長方形を呈するものと推定する。底面はほぼ平坦で、深さ最大17cmを 測り、壁面は外傾して立

ち上がる。覆土は単一層の自然堆積である。図示できる遺物の出土はなかった。古墳時代以降のものであろう。

■ttSK04(Fig.69)

調査区南西側 1工区に位置する。確認面上面径296× 130cm、 底面径82× 52cmの不正楕円形を呈する。深さ最

大79cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は鍋底状を呈する。遺物は縄文前期・黒浜式の土器片が覆土

から出土した。

土坑SK05(Fig.70)

調査区南西側 1工区に位置する。確認面上面径71× 69cm、 底面径47× 41cmの 円形を呈する。深さ最大31cmを

測 り、壁面は外傾 して立ち上がる。底面は平坦である。図示できる遺物の出土はなかった。古墳時代以降であ

ろう。

土坑SK06(Fig,70)

調査区南西側 1工区に位置する。本跡は北狽Jお よび東側が未調査区域に広がっている。確認面上面径

(127)× (107)cm、 底面径 (113)× (88)cmの 隅丸方形を呈する。深さ最大15cmを測り、壁面は外傾して立

ち上がる。底面は平坦である。覆土は単一層の自然堆積である。図示できる遺物の出土はなかった。古墳時代

以降であろう。

■1尤SK07(Fig.70)

調査区南西側 1工区に位置する。本跡は北東側が未調査区域に広がり、南東側でS101に よって切られている。

確認面上面径131× (68)cm、 底面径112× (38)cmの 円形を呈する。深さ最大44cmを 測り、壁面は外傾して立

ち上がる円筒形。底面は平坦で内部施設として子ピット状の掘 り込みが lヶ 所検出された。Plは径53× (33)

cmの円形で、深さ1lcmで ある。覆土は単一層の自然堆積である。図示できる遺物の出土はなかった。縄文時代

中期と推定される。

上坑SK08 (Fig.70)

調査区西狽J2工区に位置する。本跡は約半分が東側の未調査区域に広がっている。確認面上面径226× (148)
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cm、 底面径 (133)× (130)cmの 円形を呈する。底面が北側に張り出した袋状で、深さ最大83cmを 測り、壁面

は内傾して立ち上がる。底面は緩傾斜し、内部施設として柱穴状掘 り込みが2ヶ 所検出された。センターピッ

トPlは径22× 17cmの 円形で、深さ56cm。 サイドピットP2は径50× 38cmの 円形で、深さ57cmで ある。覆土は 5層

からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片と土器片錘 7点等が覆土から出土した。加曽利E2式期と推

定される。

上坑SK09(Fig。 70)

調査区西側 2工区に位置する。本跡は約半分が東側の未調査区域に広がっている。確認面上面径445× (280)

cm、 底面径390X(237)cmの円形を呈する。確認面からの深さ最大68cmを測り、壁面は垂直気味に立ち上がる。

底面は平坦で内部施設として柱穴状掘 り込みが 4ヶ所検出された。センタービットのPlは径40× (24)cmの 円

形で、深さ37cm。 サイドピットのP2は径134× 91c14の円形で、深さ51cm。 同じくP31よ径60× (24)cmの 円形で、

深さ36cm。 同じく馳は径74× 56cmの 円形で、深さ39cmである。覆土は 7層からなる自然堆積である。遺物は縄

文中期の土器片と土器片錘 1点、磨石 1点が覆土から出土した。加曽利E2式期と推定される。

上坑SK10(Fig.70)

調査区西側 2工区に位置する。確認面上面径167× 155cm、 底面径136× 132cmの 円形を呈する。底面が僅かに

外側へ張り出した袋状で、確認面からの深さ最大33cmで、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設

としてサイドポケットが 1ケ 所検出された。Plは径44× 29cmの 円形で、深さ14cmである。覆土は 3層 からなる

自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。阿玉台式期と推定される。

土坑SKll(Fig。71)

調査区西側 2工区に位置する。本跡は南側でS108を切つて構築している。確認面上面径147× 121cm、 底面径

104× 102cmの精円形を呈する。底面が外側に張り出した袋状で、深さ最大58cmで、壁面は内傾して立ち上がる。

底面は起伏を有し内部施設はない。覆土は3層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から

出土した。

土坑SK12(Fig.71)

調査区西側 2工区に位置する。確認面上面径133× 87cm、 底面径102× 62cmの楕円形を呈する。深さ最大44cm

で、壁面は外傾して立ち上がる。底面はほぼ平坦である。覆土は 2層からなる自然堆積である。遺物は縄文中

期の土器片が覆土から出土した。

土坑SK13(Fig,71)

調査区西側 2工区に位置する。本跡は北側約半分が未調査区域に広がっている。確認面上面径203X(90)

cln、 底面径152× (72)cmを 測り、円形を呈する。深さ最大31cmで、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦

で内部施設として南東側にサイドピットが lヶ所検出された。Plは径90× 55cmの 円形で、深さ60cmである。覆

土は 5層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

上坑SK14(Fig.71)

調査区西側 2工区に位置する。確認面上面径76× 68cm、 底面径35× 30cmを 測る円形を呈する。深さ最大41cm

で、壁面はタト傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦で、覆土は3層 からなる自然堆積である。図示できる遺物

の出土はなかった。古墳時代以降であろう。
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土坑SK15(Fig.71)

調査区西側 2工区に位置する。確認面上面径86× 62cm、 底面径33× 32cmを 測 り、楕円形を呈する。深さ最大

28cmで 、壁面は外傾 して立ち上がる。底面は平坦で、図示できる遺物の出土はなかった。古墳時代以降であろ

う。

■■克SK16(Fig.71)

調査区西側 2工区に位置する。確認面上面径291× 210cm、 底面径234× 160cmを測り、精円形を呈する。深さ

最大24cmで 、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で、覆土は4層からなる自然堆積である。遺物は縄文中

期の土器片が覆土から出土した。加曽利E2式期と推定される。

上坑SK17(Fig.72)

調査区西側 2工区に位置する。本跡は北側でS112に 切られている。確認面上面径82× 43cln、 底面径70× 28cm

の長方形を呈する。深さ最大64cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。図示できる遺物の出土はなかった。古

墳時代以降であろう。

土坑SK13(Fig.72)

調査区西側 2工区に位置する。本跡は南側で僅かに未調査区域に掛かっている。確認面上面径162× 131cm、

底面径89× 87cmの精円形を呈する。深さ最大67cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で、覆土は

5層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

上坑SK19(Fig。 72)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は北東側約半分が未調査区域に広がり、南側でS114に切られている。確

認面上面径171× 57cm、 底面径152× 49cmの円形を呈するものと推定される。深さ最大28cmを測り、壁面はタト傾

して立ち上がる。覆土は3層 からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

上坑SK20(Fig.72)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は南西側の一部が未調査区域に延びている。確認面上面径 (285)× 100

cm、 底面径 (276)× 81cmの 長方形を呈する。深さ最大47cmを 測 り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦

で、遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土したが、古墳時代以降と推定される。

土坑SK21(Fig 72)

調査区中央 3工区に位置する。確認面上面径96× 71cm、 底面径63× 54cmの 円形を呈する。深さ最大21cmを測

り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設としてセンターピット1ケ 所が検出された。Plは径

28× 20cmの 円形で、深さ51cmで ある。覆土は単一層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土

から出土した。

上坑SK22(Fig.73)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は南西側約半分が未調査区域に広がっている。確認面上面径127× (43)

cm、 底面径113× (32)cmの 円形を呈する。深さ最大39cmを 測り、壁面は内傾して立ち上がる袋状を呈する。

底面は平坦で、覆土は2層 からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利E2

式期と推定される。
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土坑SK23(F導 73)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は南西側が未調査区域に広がっている。確認面上面径180× 176cll、 底面

径147× 135cmの楕円形を呈する。深さ最大32cmを 測り、壁面は垂直気味に立ち上がる。底面は平坦で内部施設

として柱穴状掘り込みが 2ヶ 所検出された。Pllま径39× 29cmの 円形で、深さ35cmo P21よ 径39× 32cmの円形で、

深さ28cmで ある。覆土は4層 からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片と土器片錘が覆土から出土し

た。加曽利El式期と推定される。

土坑SK24(Fig.73)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は北西側の大半が未調査区域に広がっている。確認面上面径131× (34)

cm、 底面径90× (10)cmの 円形を呈するものと推定する。深さ最大36cmを測り、壁面は一部内傾して立ち上が

る袋状を呈する。底面は平坦で、覆土は 2層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出

土した。加曽利El式期と推定される。

土坑SK25(Fig.75)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は南西側の大半が未調査区域に広がっている。確認面上面径209× (117)

cm、 底面径187× (97)cmの 長方形を呈するものと推定する。深さ最大31cmを 測り、壁面は一部内傾 して立ち

上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘 り込みが lヶ 所検出された。Plは径44× 43cmの 円形で、深さ79

cmである。覆土は3層 からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片と土器片錘 8点が覆土から出土した。

加曽利E2式期と推定される。

■ttSK26(Fig.76)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は南東側が未調査区域に広がり、南西側でSK38を 切って構築している。

確認面上面径182X(104)cm、 底面径150× (90)cmの 円形を呈する。深さ最大45cmを 測り、壁面は外傾 して

立ち上がる。底面は平坦で、覆土は4層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の上器片が覆土から出土し

た。

土坑SK27(Fig.76)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は南西側の大半が未調査区域に広がっている。確認面上面径 (252)×

(89)cm、 底面径 (237)× (81)cmの楕円形を呈するものと推定する。深さ最大29cmを 測り、壁面は外傾して

立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘 り込みが lヶ所検出された。Plは径66× 54cmの 円形で、深

さ66cmで ある。覆土は3層 からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

上坑SK28(Fig.76)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は南東側の大半が未調査区域に広がっている。南西側でSK38を 切つて構

築している。確認面上面径160× (67)cm、 底面径130× (43)cmの 円形を呈するものと推定する。深さ最大54

cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で、覆土は 5層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期

の上器片と土器片錘 1点が覆土から出上した。

上坑SK29(Hg。 75)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は南西側の大半が未調査区域に広がっている。確認面上面径250× (46)

cm、 底面径193× (33)cmの 長方形を呈するものと推定する。深さ最大41cmを 測り、壁面は外傾して立ち上が

る。底面は平坦で、覆土は 2層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片と土器片錘 3点が覆土から

出上した。加曽利El式期と推定される。
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土坑SK30 (Fig.77)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は南西側でSK39に切られ、北東側でSK53を切つて構築している。確認

面上面径370× 285cm、 底面径308× 243cmの 精円形を呈する。深さ最大39cmを測り、底面は平坦で内部施設とし

て柱穴状掘 り込みが 6ヶ 所検出された。Plは径33X30cmの 円形で、深さ51cmo P2は径101× 83cmの円形で、深

さ79cmo P3は 径83× 72cmの 円形で、深さ74cmo P4は 径73× 60cmの 円形で、深さ72cmo P5は 径26× 22cmの 円形で、

深さ45cmo P61よ 径48× 37cmの 円形で、深さ42cmである。覆土は4層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期

の土器片と土器片錘 4点が覆土から出土した。加曽利E2式期と推定される。

上坑SK31 (Fig.75)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は北西側の一部が未調査区域に広がっている。確認面上面径207× 167cm、

底面径174× 139cmの楕円形を呈する。深さ最大69cmを測り、底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 4

ケ所検出された。Plは径43× 39cmの 円形で、深さ12cmo P2は径35× 34cmの 円形で、深さ38cmo P3は径45× 35cm

の円形で、深さ93cmo P4は径48× 47cmの円形で、深さ43cmである。覆土は3層 からなる自然堆積である。遺物

は縄文中期の土器片と土器片錘 6点、土製円盤 1点、チャート製石鏃 1点が覆土から出土した。加曽利E2式期

と推定される。

上坑SK32(Fig.78)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は北東側の一部が未調査区域に広がり、SK36・ 42に切られている。確認

面上面径376× 239cm、 底面径377× 204cmの楕円形を呈する。底面が北側に張り出したフラスコ状で、確認面か

らの深さ最大53cmを測り、壁面は一部内傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 3

ケ所検出された。Plは径22× 22cmの 円形で、深さ55cmo P2は径99× 82cmの 円形で、深さ34cmo P3は径57× 52cm

の円形で、深さ55cmで ある。覆土は3層 からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片と土器片錘 4点が

覆土から出土した。加曽利E2式期と推定される。

上坑SK33(Fig,78)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は北東側の一部が未調査区域に広がり、SK42に切られている。確認面上

面径185× 142c14、 底面径190× 188cmの 円形を呈する。底面は外側に張り出した袋状で、確認面からの深さ最大

91cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦で、覆土は4層からなる自然堆積である。遺物は縄文中

期の土器片と土器片錘 4点が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

土坑SK34(Fig.73,74)

調査区中央 3工区に位置する。本跡はSK37・ 126を切り、SK48に切られている。確認面上面径204× 181cm、

底面径155× 125clnの楕円形を呈する。深さ最大12cmを測り、壁面はタト傾して立ち上がる。底面は平坦で、遺物

は縄文中期の土器片と土器片錘 8点が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

上坑SK35‐ A(Fig,76。 77・ 213)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は南側でSK35‐Bを切つて構築している。確認面上面径282× 228cm、 底面

径229× 213cmの 円形を呈する。底面が西側に張り出したフラスコ状で、確認面からの深さ最大88cmを 測り、壁

面は一部内傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが lヶ 所検出された。Plは径37×

29cmの 円形で、深さ55cmで ある。覆土は 7層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片と土器片錘11

点、磨石 1点、敲石 1点が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。
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土坑SK35‐B(Fig.76'77)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は北側でSK35 Aに 、西側でSK51に 切られている。確認面上面径180× 76

cm、 底面径 (151)× 54cmの楕円形を呈する。深さ最大33cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦

である。図示できる遺物の出土はなかった。

上坑SK36 (Fig。 78)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は北東側の一部が未調査区域に広がり、北西側でSK32を 切つて構築して

いる。確認面上面径247× 244cm、 底面径213× 195cmの 円形を呈する。底面が北側に張り出した袋状で、確認面

からの深さ最大77cmを測り、壁面は一部内傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが

3ケ所検出された。Plは径98× 88cmの 円形で、深さ58cmo P2は径62× 45cmの 円形で、深さ32cmo P3は径64× 51

cmの円形で、深さ26cmである。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

上坑SK37(Fig。73,74)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は東側でSK34に切られている。確認面上面径241× (180)cm、 底面径

220× (116)cmの 円形を呈する。深さ最大41cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設と

して柱穴状掘 り込みが lヶ 所検出された。サイドピットのPlは径31× 26cmの 円形で、深さ57claである。遺物は

縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

土坑SK38 (Fig。 76。 77)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は南東側の大半が未調査区域に広がり、SK28に切られている。確認面上

面径 (146)× 44cm、 底面径 (128)× (28)cmの楕円形を呈するものと推定する。深さ最大20cmを 測り、壁面

は内傾して立ち上がる袋状を呈する。底面は平坦で覆土は3層 からなる自然堆積である。図示できる遺物の出

土はなかった。加曽利El式期と推定される。

土坑SK39(Fig,77)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は北西側の大半が未調査区域に広がり、北東側でSK30を 切つて構築して

いる。確認面上面径185× (113)cm、 底面径132× (95)cmの 楕円形を呈するものと推定する。深さ最大47cm

を測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 2ヶ所検出された。Plは

径29× 29cmの 円形で、深さ47cmo P2は径 (45)× 31cmの 円形で、深さ33cmである。図示できる遺物の出土はな

かった。

上坑SK40 (Fig.79)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は北西側でSK52に切られている。確認面上面径356× 308cm、 底面径

317× 279cmの 楕円形を呈する。深さ最大44cmを 測り、壁面はタト傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設とし

て柱穴状掘り込みが 4ヶ所検出された。Plは径25× 24cmの 円形で、深さ37cmo P21よ 径52× 42cmの 円形で、深さ

53cmo P3は径33× 28clnの円形で、深さ25cmである。P4は径25× 25cmの 円形である。覆土は単一層からなる自然

堆積である。遺物は縄文中期の土器片と土器片錘 1点、小形磨製石斧 1点が覆土から出土した。加曽利El式期

と推定される。
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⑥ にぶい責掲色± 10YR4/3
⑥ 暗掲色±   10YR3μ

D2生90m

SK27
1 黒掲色土
1 黒掲色土
2 黒掲色土

3 掲色土

F堅生90m

SK27                    Ψ:｀守?

10YR2/3 表土層
7 5YR3/4 多量の国―ム粒を含みしまりに欠ける
7 5YR3/3 微量の回―ムブロック・多量のローム粒を含み

しまりに欠ける
7 5YR4/3 多量のローム粒を含みしまりに欠ける

SK49
① 暗褐色土
② 暗褐色土

―
P 1 責褐色土
2 掲色土
3 掲色土
4 褐色土
5 褐色土
6 掲色土
7 暗掲色土

Fig.76  土均isK26・ 27・ 28・ 35。 38・ 49・ 50

SK28

7 5YR3/3 少量のローム粒を含みしまりに欠ける
10YR3/3 少量のローム粒を含みしまりに欠ける

10YR5/6 多量のローム粒を含む
10YR4/6 多量の日―ム粒を含む
10YR4/4 少量の日―ム粒・微量の燒土粒を含む
10YR4/4 少量のローム粒・多量の焼土粒を含む
10YR4/6 多量のローム粒・ロームブロックを含む
10YR4/4 少量の国―ム粒・ロームブロックを合む
10YR3/4 少量の日―ム粒を含む

(1/60)

51実測図 (1)

少量のローム粒を含みしまりに欠ける

多量の日―ム粒を含みしまりに欠ける

少量の回―ム粒を含みしまりに欠ける

少量のローム粒を含みしまりに欠ける

多量のローム粒を含み固くしまる

少量のローム粒を含みしまりに欠ける

少量の日―ム粒を含みしまりに欠ける

少量の日―ム粒を含みしまりに欠ける
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G2生90m

」堅丞〕Om ――」' K2坐90m

SK50

1 黄褐色± 10YR5/8 多量のローム粒を合む
2 責掲色± 10YR5/6 多量のローム粒・ロームブロックを含む
3 掲色±  10YR4/6 多量のローム粒を合む

A皇生00m

――G'  H:聖・90m Hi

SK38

―一K'L上⊇二
90m

SK51

責掲色土

掲色土

暗掲色土

獅々
Ⅷ
帥
Ｓ

10YR5/6 多量の回―ム粒を含む
10YR4/4 多量のローム粒・微量の焼土粒・

炭化粒を含む
10YR3/4 多量の日―ム粒を含む

／
／

／

―
ビ
／

にぶい黄掲色± 10YR5/4
褐色上     10YR4/4
明黄掲色±   10YR6/6
暗褐色±    10YR3/4

B坐 10m

S119炉跡

多量の日―ムブロック・ローム粒を合む

少量の国―ムブロック・多量の回―ム粒を合みしまりがある

少量のローム粒を含みしまりに欠ける

少量の日―ム粒を含みしまりに欠ける

一 B' D ttL10m ― Di

E聖L10m

黒掲色± 10YR3/2 表土層
責掲色± 10YR5/6 多量のローム
粒を合みしまりがある

掲色±  10YR守6 多量のローム
粒を合みしまりに欠ける

微量のロームブロック・少量のローム粒を含みしまりに欠ける

多量のローム粒・少量のロームブロックを含みしまりに欠ける

少量のロームブロック・ローム粒を含みしまりに欠ける

微量のローム粒・ロームブロックを含みしまりに欠ける

Fig.77 」」丸SK35い A。 38・ 49・ 50・ 5刊 (2)、 SK30・ 39・ 53実浪J[コ

暗掲色± 7 5YR3/4
暗掲色± 10YR3/4
掲色±  7 5YR4/4
黒掲色± 10YR3/2
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土坑SK41(Fig.79,213)

調査区中央 3工区に位置する。確認面上面径108× 81cm、 底面径257× 210cmの円形を呈する。底面が外側に

張り出したフラスコ状で、確認面からの深さ最大146cmを 測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦で内

部施設として柱穴状掘 り込みが lヶ所検出された。また、開田部付近には掘り込みが 3ヶ 所検出された。サイ

ドピットPHま径38× 25cmの 円形で、深さ49cmである。P2は径97× 86cmの 円形で、深さ15cmである。P31ま径29×

20cmの 円形で、深さ37cmである。P4は径 (30)× (25)cmの 円形で、深さ30cmである。Plか らP3は本跡に伴う

ものか不明である。遺物は縄文中期の土器片と土器片錘23点、礫石斧 1点、礫器 1点、磨石 1点が覆土から出

土した。阿玉台Ⅱ式期と推定される。

上坑SK42(Fig。78)

調査区中央 3工区に位置する。本跡はSK32・ 33を切つて構築している。確認面上面径226× 198cm、 底面径

186× 171cmの 円形を呈する。深さ最大103cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設とし

て柱穴状掘 り込みが 4ケ所検出された。Plは径27× 24cmの 円形で、深さ33cmo P21よ 径58× 52cmの 円形で、深さ

19cmo P3は径43× 29cmの 円形で、深さ15cmo P4は径47× 35cmの 円形で、深さ44cmである。遺物は縄文中期の土

器片と土器片錘 1点、チャート製石鏃 1点が覆土から出土した。

土坑SK43 (Fig.80・ 213)

調査区中央 3工区に位置する。本跡はSM7・ 56を切って構築している。確認面上面径174× 148cm、 底面径

172X164cmの 円形を呈する。底面が北側に張り出したフラスコ状で、確認面からの深さ最大54cmを測り、壁面

は内傾して立ち上がる。底面は平坦で、遺物は縄文中期の土器片と土器片錘 2点、磨石 1点が覆土から出土し

た。阿玉台Ⅳ式期と推定される。

土坑SK44 (Fig,73・ 74)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は東側でS腱 8に切られている。確認面上面径179× (124)cm、 底面径

148X(114)cmの 円形を呈する。深さ最大23cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で、遺物は縄

文中期の上器片と土器片錘 2点が覆土から出土した。加曽利E2式期と推定される。

土坑SK45 (Fig.80)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は西側でSK55に切られている。確認面上面径188× (94)cm、 底面径

158X(65)cmの 楕円形を呈するものと推定する。深さ最大30cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は

平坦である。図示できる遺物の出土はなかった。

土坑SK46 (Fig.73・ 74)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は北東側の大半が未調査区域に広がっている。東側でSK126に切られて

いる。確認面上面径 (138)× (43)cmの 円形を呈するものと推定する。深さ最大62cmを 測り、壁面は外傾し

て立ち上がる。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

上坑SK47 (Fig.80・ 213)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は南側でSK64を 切つて構築している。確認面上面径285× 230cln、 底面径

250× 204cmの 楕円形を呈する。底面が北側に張り出したフラスコ状で、確認面からの深さ最大79cmを測り、壁

面は内傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 3ケ 所検出された。Plは径51× 44cm

の円形で、深さ24cmo P2は径26× 23cmの 円形で、深さ28∽。P3は径60× 56cmの 円形で、深さ39cmである。遺物

は縄文中期の土器と土器片錘 7点、磨石 1点が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。
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SK126

_Di

SK61
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―一A' Bヒ旦二90mA望生90m

SK32

1 掲色土
2 褐色上
3 暗掲色土

c2生70m

10YR4/6 多量のローム粒を含む
10YR4/4 多量の日―ム粒を含む
10YR3/4 多量の日―ム粒・少量の日―ムブロックを含む

――ct D2生
90m

SK33

1 掲色±  10YR4/6
2 褐色±  10YR4/4
3 暗掲色± 10YR3/4
4 責掲色± 10YR5/6

E23.90m

G皇坐90m

多量のローム粒を含む

多量のローム粒を含む

少量のローム粒・ロームブロックを含む

多量のローム粒を含む
SK36

-P
F坐 90m

SK36

Fig.78  土坑 SK32・ 33・ 36・ 42実測図
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土坑SK48 (Fig.73,74)

調査区中央 3工区に位置する。本跡はSK34・ 37・ 44を切って構築している。なお、半分以上は撹乱を受けて

いる。確認面上面径301× 260cm、 底面径265× 245cmの 精円形を呈する。深さ最大35cmを測り、壁面はタト傾して

立ち上がる。底面は平坦で、覆土は4層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片と土器片錘 4点が

覆土から出上した。加曽利E2式期と推定される。

上坑SK49(Fig 76。 77)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は南西側の大半が未調査区域に広がつている。確認面上面径159× (46)

cm、 底面径143× (37)cmの 円形を呈するものと推定する。深さ最大19cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。

底面は平坦で、遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

上坑SK50 (Fig.76・ 77)

調査区中央 3工区に位置する。確認面上面径239× 200cm、 底面径231× 171cmの楕円形を呈する。底面が南側

に張り出した袋状で、確認面からの深さ最大55cmを測り、壁面は一部内傾して立ち上がる。底面は平坦で内部

施設として柱穴状掘 り込みが 3ケ所検出された。Plは径34× 20cmの 円形で、深さ42cmo P2は径61× 47cmの 円形

で、深さ59cmo P31よ 径53× 38cmの 円形で、深さ42cmである。覆土は3層からなる自然堆積である。遺物は縄文

中期の土器片と土器片錘 1点が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

土坑SK51 (Fig.76・ 77)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は東側でSK35 Bに切られている。確認面上面径249× 163cm、 底面径

206× 124cmの楕円形を呈する。深さ最大39cmを 測り、壁面は内傾して立ち上がる袋状を呈する。底面は平坦で

内部施設として柱穴状掘り込みが 6ヶ 所検出された。Plは径23× 18cmの円形で、深さ28cmo P2は径54× 35cmの

円形で、深さ38cmo P3は径55× 33cmの 円形で、深さ49cmo P4は径37× 37cmの 円形で、深さ42cmo P5は径32× 24

cmの円形で、深さ45cmo P6は径30× 27cmの 円形で、深さ38cmである。覆土は3層からなる自然堆積である。遺

物は縄文中期の上器片と土器片錘 5点が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

土坑SK52 (Fig.79)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は南東側でSK40を 切つている。確認面上面径196× 135cm、 底面径176×

(121)cmの楕円形を呈する。深さ最大43cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として

柱穴状掘 り込みが 3ヶ 所検出された。Plは径24× 20cmの 円形で、深さ40cmである。P2は径60× 45cmの楕円形で、

深さ45cmである。P3は径30× 25cmの楕円形である。覆土は3層 からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土

器片が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

土坑SK53(Fig.77)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は南西狽JでSK301こ切られている。確認面上面径162× (100)cm、 底面径

110X(100)cmの 円形を呈する。深さ最大22cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦である。図示

できる遺物の出土はなかった。

土坑SK54 (Fig.79)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は北東側でSK51に 切られている。確認面上面径129× 128cm、 底面径

111× 89cmの 円形を呈する。深さ最大44cmを 測り、壁面はタト傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として

柱穴状掘り込みが lヶ所検出された。Plは径72× 54cmの 円形で、深さ50cmである。遺物は縄文中期の土器片が

覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。
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A堅撃チOm

SK40
1 掲色土
SK52
① 黄掲色上
② 褐色土
③ 掲色土

SK52

10YR4/6 多量のローム粒を合む

10YR5/6 多量のローム粒を含む
10YR4/6 多量のローム粒・微量の炭化粒・焼土粒を含む
10YR4/4 多量のローム粒を含む

B2生10m

Dヱ生40m

ヽ
BI c2生
10m

Fig.79 土坑SK40。 52・ 54、

0              2m

(1/60)

SK41実測図
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B全生30m

I 黒褐色± loYR3/2 表土層
Ⅱ 責褐色± 10YR5/6 多量の日―ム粒を含みしまりがある
SK45
a にぶい黄掲色± 10YR3/4 少量の日―ム粒を含みしまりに欠ける
SK55
1 暗掲色±  7 5YR3ん  微量のローム粒を合みしまりに欠ける
2 暗褐色■  7 5YR3/4 少量のローム粒を含みしまりに欠ける
3 褐色±   7 5YR4/3 微量のロームブロック。少量のローム粒を含み

しまりに欠ける

D2生90m

E23.90m

Fig.80  土坑SK43・ 45。 47・ 55・ 56・ 64実測図

c皇生90m

4 暗褐色±  10YR3/8 少量のローム社を含みしまりに欠ける
5 極暗褐色± 7 5YR2/3 少量の日―ム粒を含みしまりに欠ける
SK65
① 褐色±     loYR4/4 少量のロームHttを含みしまりに欠ける
② にぶい黄掲色± 10YR4/3 少量の日―ム粒を含みしまりに欠ける

― Di

0             2m

(1/60)
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土坑SK55(Fig.80)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は南側の大半が未調査区域に広がり、東側でSK45を 切つて構築している。

確認面上面径250× (78)cm、 底面径231× (54)cmの 円形を呈するものと推定する。深さ最大42cmを 測り、壁

面は一部内傾して立ち上がる袋状を呈する。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 2ヶ 所検出された。

Plは径25× 14cmの円形で、深さ25cmo P2は径17× 16cmの円形で、深さ22cmである。遺物は縄文中期の土器片と

土器片錘 1点が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

■ttSK56(Fig.80)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は北側でSK43とこ切られている。確認面上面径251× 155cm、 底面径196×

137cmの楕円形を呈する。深さ最大48cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱

穴状掘り込みが lヶ所検出された。Plは径58× 48cllの円形で、深さ9 cmである。遺物は縄文中期の土器片と土

器片錘 3点が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

土坑SK57(Fig.81)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は西側でSK61と 重複している。確認面上面径143× 136cm、 底面径121×

114cmの楕円形を呈する。深さ最大22cmを 測り、壁面は一部内傾して立ち上がる袋状を呈する。底面は平坦で、

遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

上坑SK58(Fig.81)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は北西側の一部が未調査区域に広がつている。確認面上面径216× (182)

cm、 底面径194× (172)cmの 円形を呈する。深さ最大59cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で

内部施設として柱穴状掘 り込みが lヶ所検出された。Plは径52× 41cmの 円形で、深さ42cmである。覆土は 2層

からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片と磨製石斧 1点が覆土から出土した。加曽利El式期と推定

される。

上坑SK59 (Fig.81)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は北側でSK73を 切つて構築している。確認面上面径250× 220cm、 底面径

184× 164cmの 円形を呈する。深さ最大116cmを 測り、壁面は一部内傾して立ち上がる袋状を呈する。底面は平

坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 2ヶ 所検出された。Plは径30× 23cmの 円形で、深さ56cmo P2は径53× 37

cmの円形で、深さ52cmで ある。覆土は4層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土

した。加曽利El式期と推定される。

上坑SK60(Fig.81・ 82)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は南東側の約半分が未調査区域に広がつている。確認面上面径200×

(136)cm、 底面径162× (118)cmの 円形を呈するものと推定する。深さ最大41cmを 測り、壁面は一部内傾して

立ち上がる袋状を呈する。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 1ケ 所検出された。Plは径53× 50cm

の円形で、深さ62cmである。覆土は3層 からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土し

た。加曽利El式期と推定される。
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① 掲色上
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1 黄掲色土

B2堅90m

SK57
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土坑SK61(Fig.81・ 82)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は北西恨Jの一部が未調査区域に広がり、東側でSK57と 重複している。確

認面上面径287× 166cm、 底面径267× 152cmの楕円形を呈する。確認面からの深さ最大21cmを測り、壁面は内傾

して立ち上がる。底面は平坦で、遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

上坑SK62(Fig.82)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は北西側の一部が未調査区域に広がり、南側でSK75に 切られている。確

認面上面径315× (197)cm、 底面径255× (186)cmの楕円形を呈する。深さ最大55cmを測り、壁面は外傾して

立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 3ヶ 所検出された。Plは径24× 24cmの 円形で、深

さ46cmo P2は径91× 78cmの 円形で、深さ69cmo P31よ 径90× 67cmの 円形で、深さ45cmである。覆土は 3層からな

る自然堆積である。遺物は縄文中期の上器片と土器片錘 1点が覆土から出土した。

上坑SK63(Fig.82・ 83)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は南東側の大半が未調査区域に広がっている。確認面上面径207× (125)

cm、 底面径185× (110)cmの楕円形を呈するものと推定する。底面が外側に張り出した袋状で、確認面からの

深さ最大59cmを測り、壁面は一部内傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘 り込みが 3ヶ 所

検出された。Plは径24× (16)cmの円形で、深さ66cmo P2は径59× 50cmの 円形で、深さ76cmo P3は径45× (29)

cmの円形で、深さ77cmで ある。覆土は 5層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片と土器片錘 1点

が覆土から出土した。

土坑SK64(Fig.80)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は北西側でSK47に 切られている。確認面上面径350× 250cm、 底面径

330× 200cmの 楕円形を呈する。深さ最大50cmを測り、壁面はタト傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設とし

て柱穴状掘り込みが 6ヶ 所検出された。Plは径64× (39)cmの 円形で、深さ51cmo P2は径35× 20cmの円形で、

深さ12cmo P3は径58× 31cmの 円形で、深さ17cmo P4は径24× 19cmの円形で、深さ37cmo P51ま 径19× 13cmの円形

で、深さ1lcmo P6は径22× 14cmの円形で、深さ12cmである。遺物は縄文中期の上器片が覆土から出土した。加

曽利E2式期と推定される。

■1尤SK65(Fig.83)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は北側の一部が未調査区域に広がり、東側でSИ6に大きく切られている。

確認面上面径182× 142cm、 底面径160× 114cmの楕円形を呈する。深さ最大16cmを測り、壁面は外傾して立ち上

がる。底面は平坦で内部施設は検出されていない。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利El式

期と推定される。

上坑SK66 (Fig.84)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は北西側の大半が未調査区域に広がつている。確認面上面径231× (93)

cm、 底面径162× (49)cmの 楕円形を呈するものと推定する。深さ最大52cmを測り、壁面は外傾して立ち上が

る。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 2ヶ 所検出された。Plは径30× 27cmの 円形で、深さ15cm。

P2は径27× 29cmの 円形で、深さ27cmである。覆土は3層 からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片が

覆土から出土した。加曽利E2式期と推定される。
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土坑SK67(FigB4)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は東側の大半が未調査区域に広がつている。確認面上面径220× (130)

cm、 底面径204× (112)cmの 円形を呈する。深さ最大58cmを測り、壁面はタト傾して立ち上がる。底面は平坦で

内部施設として柱穴状掘り込みが 2ヶ所検出された。Plは径26× 25cmの 円形で、深さ60cmo P2は径90× 64cmの

円形で、深さ18cmである。覆土は3層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の上器片と土器片錘 3点が覆

土から出土した。

上坑SK68(Fig.85)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は南側でSK69に切られている。確認面上面径220× 171cm、 底面径206×

160cmの 楕円形を呈する。深さ最大14cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱

穴状掘り込みが 3ケ 所検出された。Plは径70× 73cmの 円形で、深さ54cmo P2は 径57× 56cmの 円形で、深さ66cm。

P3は径68× 48cmの 円形で、深さ63cmである。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

上坑SK69(Fig.85)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は北西側の大半が未調査区域に広がつている。北側でSK68を 切つて構築

している。確認面上面径360× 250cm、 底面径 (340)× 222cmの 楕円形を呈する。深さ最大53cmを測り、壁面は

外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 7ケ 所検出された。Plは径31× 25cmの 円

形で、深さ61cmo P21ま径100X84cmの 円形で、深さ56cmo P31ま径33× (22)cmの 円形で、深さ50cm。 馳 は径

39× 34cmの 円形で、深さ67cmo P5は径24× 22cmの 円形で、深さ54cmo P6は径59× (46)cmの 円形で、深さ119

cmo P7は径55× (41)cmの 円形で、深さ53cmで ある。覆土は 5層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の

土器片と土器片錘 2点が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

■ttSK70(Fig。 85)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は南西側の大半が未調査区域に広がっている。確認面上面径323× (146)

cm、 底面径288× (124)cmの円形を呈するものと推定する。深さ最大44cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。

底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが lヶ 所検出された。Plは径38× 36cmの 円形で、深さ70cmで ある。

覆土は 5層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利El式期と推定され

る。

土坑SK71(Fig.84・ 213)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は東側で縣 78に切られている。確認面上面径96× 90cm、 底面径186× 182

cmの円形を呈する。底面が外側に張り出した袋状で、確認面からの深さ最大82cmを測り、壁面は内傾して立ち

上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 3ヶ 所検出された。Plは径30× 20cmの 円形で、深さ21

cmo P21よ径22× 20cmの 円形で、深さ1lcmで ある。P31ま径25× 20cmの 円形で、深さ5 cmである。覆土は4層から

なる自然堆積である。遺物は縄文中期の上器片と土器片錘 2点、磨石 1点が覆土から出土した。阿玉台Ⅱ式期

と推定される。

上坑SK72(Fig.86)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は北西側が未調査区域に広がつている。SK76・ 77を 切つて構築している。

確認面上面径242× (154)cm、 底面径200× (109)cmの楕円形を呈する。深さ最大98cmを測り、壁面はタト傾し

て立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘 り込みが lヶ 所検出された。センターピットのPlは径

52× (34)cmの 円形で、深さ23cmで ある。覆土は 5層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片と土

器片錘 3点が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。
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土坑SK73(Fig.81・ 82)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は北西側が未調査区域に広がり、南側でSK59に切られている。確認面上

面径281× (174)cm、 底面径176× (148)cmの方形を呈するものと推定する。深さ最大66cmを測り、壁面は外

傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 3ヶ所検出された。Plは径30× 22cmの 円形

で、深さ51cmo P2は径 (52)× 50cmの 円形で、深さ22cmo P3は径67× 38cmの 円形で、深さ68cmである。覆土は

8層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

■1尤SK74(Fig.86)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は北側でSK76に切られて構築される。確認面上面径256× 183cm、 底面径

204X160cmの 楕円形を呈する。深さ最大63cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設とし

て柱穴状掘り込みが4ヶ 所検出された。Plは径23× 21cmの 円形で、深さ58cmo P21ま径96× 63cmの 円形で、深さ

68cmo P31よ 径90× 62cmの 円形で、深さ85cm。 馳は径56× 50cmの 円形で、深さ40cmである。遺物は縄文中期の土

器片と土器片錘 3点が覆土から出土した。加曽利E2式期と推定される。

上坑SK75(F導 82・ 83)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は北側でSK62を 切って構築している。確認面上面径292× 245cm、 底面径

244× 202cmの 楕円形を呈する。深さ最大78cmを測り、壁面はタト傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設とし

て柱穴状掘り込みが 5ケ 所検出された。Plは径16× 16cmの円形で、深さ41cmo P2は径74× 66cmの 円形で、深さ

68cmo P3は径66× 57cmの 円形で、深さ52cmo P4は径70× 50c14の円形で、深さ36cmo P5は径58× (31)cmの 円形

で、深さ39cmである。覆土は3層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片と土器片錘 2点、土製円

盤 1点、磨石 1点が覆土から出土した。加曽利E2式期と推定される。

■ttSK76(Fig.86)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は北西側の一部が未調査区域に広がつている。SK72に切られ、SK62・

74を切って構築している。確認面上面径191× 156cm、 底面径170× 140cmの 円形を呈する。深さ最大21cmを測り、

壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが lヶ所検出された。サイドピット

のPlは径44X39cmの円形で、深さ36cmである。覆土は3層 からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片

と土器片錘 4点が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

上坑SK77(Fig.86・ 87)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は西側でSK72に切られ、東側でSK81を切って構築している。確認面上

面径310× 241cm、 底面径263× 218cmの 円形を呈する。深さ最大71cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面

は平坦で内部施設として柱穴状掘 り込みが 5ケ 所検出された。Plは径60× 57cmの 円形で、深さ15mo P21ま 径

62× 52cmの円形で、深さ38cmo P31ま 径54× 50cmの 円形で、深さ26cmo P4は径25× 18cmの円形で、深さ34cmo P5

は径64× 53cmの 円形で、深さ52cmで ある。遺物は縄文中期の土器片と土器片錘 3点、磨石 2点が覆土から出土

した。加曽利El式期と推定される。
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土坑SK78(Fig.84)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は南西側が未調査区域に広がり、東側でSK71を 切って構築している。確

認面上面径141× (119)cm、 底面径110× (110)cmの楕円形を呈する。深さ最大45cmを 測り、壁面は外傾して

立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 4ヶ所検出された。Plは径54× (11)cmの円形で、

深さ2 cmo P21ま 径16× 15cmの円形で、深さ8cmo P3は径13× 13cmの円形で、深さ13cmo Wは径18× 15cmの円形

で、深さ17cmで ある。覆土は単一層からなる自然堆積である。遺物は縄文前期と中期の上器片が覆土から出土

した。

■ttSK79(Fig,87・ 88)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は北西側の大半が未調査区域に広がっている。確認面上面径191× m2cm、

底面径168× 90cmの 精円形を呈する。深さ最大48cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施

設として柱穴状掘り込みが3ヶ 所検出された。Plは径85× (36)cmの 円形で、深さ28cmo P2は径70× 48cmの 円

形で、深さ23cmo P3は径53X42cmの 円形で、深さ48cmである。覆土は4層 からなる自然堆積である。遺物は縄

文中期の土器片と土器片錘 2点が覆土から出上した。加曽利El式期と推定される。

土坑SK80 (Fig.87・ 88)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は東側でM83を切つている。確認面上面径265× 237cm、 底面径248× 227

cmの楕円形を呈する。深さ最大59cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状

掘 り込みが 3ケ所検出された。Plは径62× 49cmの楕円形で、深さ23cmo P21ま 径55× 52cmの 円形で、深さ15cm。

P3は径42× 38cmの 円形で、深さ19cmである。遺物は縄文中期の土器片と土器片錘 1点が覆土から出土した。加

曽利E2式期と推定される。

上坑SK31 (Fig.86・ 87)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は西側でSK77に切られている。確認面上面径395X250cm、 底面径372×

193cmの 楕円形を呈する。深さ最大37cllを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱

穴状掘り込みが 2ヶ 所検出された。Plは径 (32)X(17)cmの 円形で、深さ20cm、 P2は径76× 50clnの円形で深

さ59cmで ある。遺物は縄文中期の土器片と土器片錘 1点、石皿 1点が覆土から出土した。加曽利El式期と推定

される。

土坑SK32(ng.86・ 87)

調査区中央 3正区に位置する。本跡は南西側の大半が未調査区域に広がつている。確認面上面径 (202)×

(86)cm、 底面径 (199)× (52)cmの楕円形を呈するものと推定する。深さ最大44cmを 測り、壁面は外傾して

立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘 り込みが 3ケ 所検出された。Plは径54× (31)cmの円形で、

深さ52cmo P2は径54× 38cmの 円形で、深さ79cmo P3は径70× (35)cmの 円形で、深さ45cmである。遺物は縄文

中期の土器片と土器片錘 1点が覆土から出土した。加曽利E2式期と推定される。

土坑SK83(Fig.87・ 88)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は西側でSK80に切られている。確認面上面径232× (230)cm、 底面径

208× (201)cmの楕円形を呈する。深さ最大32cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設

として柱穴状掘り込みが 2ヶ 所検出された。Plは径15× 13cmの 円形で、深さ34cmo P21よ 径72X58cmの 円形で、

深さ42cm。 遺物は縄文中期の土器片と土器片錘 2点が覆土から出土した。
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上坑SK84(Fig,87・ 88)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は北西側の大半が未調査区域に広がっている。確認面上面径173× (63)

cm、 底面径180× (60)cmの 円形を呈するものと推定する。底面が東側に張り出した袋状で、確認面からの深

さ最大25cmを 測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦で、覆土は 5層からなる自然堆積である。遺物は

縄文中期の土器片と磨石 1点が覆土から出土した。阿玉台Ⅳ式期と推定される。

土坑SK85(Fig.86・ 87)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は南側でS116に大半が切られている。確認面上面径 (234)× (78)cm、

底面径 (205)X(64)cmの精円形を呈するものと推定する。深さ最大28clnを測り、壁面は外傾して立ち上が

る。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘 り込みが lヶ所検出された。Plは径68× 55cmの 円形で、深さ37cmで

ある。遺物は縄文中期の上器片が覆土から出土した。

土坑SK86(Fig.87・ 88・ 213)

調査区中央 3工区に位置する。本跡南側の一部が未調査区域に広がり、北側でSK80に 切られている。確認面

上面径228× (250)cm、 底面径230× (195)cmの 円形を呈する。底面が東側に張り出した袋状で、確認面から

の深さ最大70cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 4ケ所検

出された。Plは径68× 50cmの 円形で、深さ24cmo P21ま 径48× 38cmの 円形で、深さ23cmo P3は径74× 40cmの 円形

で、深さ1lcmo P4は径15× 13cmの円形で、深さ9 cmである。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加

曽利El式期と推定される。

■1尤SK87(Fig.88・ 89)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は西側でSK90に切られている。確認面上面径246× (88)cm、 底面径

(246)× (72)cmの楕円形を呈する。深さ最大54cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で、遺物

は縄文中期の上器片と打製石斧 1点が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

土坑SK88(Fig.88・ 89)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は南東側の約半分が未調査区域に広がっている。確認面上面径300X

(198)cm、 底面径260× (189)cmの精円形を呈する。深さ最大65cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面

は平坦で内部施設として柱穴状掘 り込みが 2ケ所検出された。Plは径54× 50cmの 円形で、深さ23cmo P21よ径

66× (42)cmの 円形で、深さ34cmで ある。遺物は縄文中期の土器片と土器片錘 1点が覆土から出土した。

上坑SK89(Fig.88・ 89)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は北西側の大半が未調査区域に広がつている。確認面上面径 (211)×

(130)cm、 底面径 (211)× (107)cmの 楕円形を呈する。深さ最大54cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。

底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが lヶ所検出された。Plは径60X50cmの円形で、深さ50cmで ある。

覆土は2層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

上坑SK90(Fig.88)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は北西側の一部が未調査区域に広がり、東側でSK87を 切つて構築してい

る。確認面上面径291× 255cm、 底面径258× 215cmの 楕円形を呈する。深さ最大53cmを測り、壁面は外傾して立

ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 2ヶ 所検出された。Plは径24× 24cmの 円形で、深さ

45cmo P21ま 径32× 22cmの 円形で、深さ38cmである。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利El式

期と推定される。
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SK82

A堡生20m

I にぶい黄掲色± loYR4/3 表土層
SK72
1 暗褐色±    loYR3/4 多量のローム粒を含む
2 褐色±     loYR414 多量のローム粒を合む
3 褐色±     loYR4/6 多量のローム粒を含む
4 褐色±     loYR4/6 多量のローム粒・ロームブロックを含む
5 褐色±     loYR4/4 多量の自―ム粒。ロームブロックを含む
SK76
① 責褐色■ 10YR5/6 多量の回―ム粒。日―ムプロックを合む
② 責褐色± loYR5/6 多量のローム粒を含む
③ 褐色±  10YR4/6 多量のローム粒を含む

23.90m       __BI

0             2m

(1/60)

。77・ 31 ・ 32・ 85実測図 (1)
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F堅坐90m

G2生90m

C

SK79

SK84

I

__PH望皇90m
― Hi

10YR3/2 表土層
10YR守4
10YR4/6 多量の日―ム粒を合み固くしまりがある
10YR5/8 多量のローム粒を含み固くしまりがある
10YR3/4 多量の回―ム粒・微量のスコリアを含み

固くしまりがある
10YR4/6 多量のローム粒を含み固くしまりがある

B坐 10m

SK79

1 黒掲色土
Ⅱ 褐色土
1 掲色土
2 掲色土
3 暗掲色土

4 責掲色上

SK79

cZ望生10m
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D皇坐90m

2m

(1/60)
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Fig.87  土力tSK77・ 31 ・ 82・ 35(2)、 SK79・ 80。 33・ 84・ 86(1)実 測図
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sK84
10YR2/3 少量の日―ムブロック・ローム粒を合
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10YR5/6 多最の日―ム粒を含む
10YR414 多量の口■ム粒を含こ
10VR4/6 多量の日―ム粒を含む
10VR4/6 多長のローム粒・ El∵ムブロッタを含む
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■ittSK91(Fig.88・ 89)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は西側でSK96を 切って構築している。確認面上面径197× 152cm、 底面径

(290)× 176cmの 円形を呈する。深さ最大13cmを測り、壁面は一部内傾して立ち上がる。底面は平坦で、遺物

は縄文中期の上器片が覆土から出土した。

■1尤SK92(Fig.90)

調査区中央 3工区に位置する。本跡はSK94・ 971こ切られている。確認面上面径341× 283cm、 底面径261×

(283)cmの楕円形を呈する。深さ最大64cmを 瀕1り 、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として

柱穴状掘り込みが 3ヶ 所検出された。Plは径32× 26cmの 円形で、深さ40cmo P2は径50× 42cmの円形で、深さ55

cmo P31よ径53× 41cmの 円形で、深さ45cmである。覆土は4層 からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の上器

片と土器片錘 4点が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

上坑SK93 (Fig.88・ 89)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は南東側の大半が未調査区域に広がり、北側でSK96を 切つて構築してい

る。確認面上面径226X133cm、 底面径218× (110)cmの 円形を呈する。深さ最大62cmを 測り、壁面は北側で内

傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 2ヶ 所検出された。Plは径26× 26cmの 円形

で、深さ32cmo P2は径44X38cmの円形で、深さ18cmである。覆土は4層からなる自然堆積である。遺物は縄文

中期の土器片が覆土から出土した。

上坑SK94(Fig.90,91)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は北西側の一部が未調査区域に広がり、東側でSK92を 切つて構築してい

る。確認面上面径270× 250cm、 底面径248× 242cmの 楕円形を呈する。深さ最大42cmを 測り、壁面は外傾して立

ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 6ヶ 所検出された。Plは径14× 14cmの円形で、深さ

30cmo P2は径52× 49cmの 円形で、深さ8 cmo P3は径30× 27cmの 円形で、深さ44cmo P4は径21× (13)cmの 円形

で、深さ25cmo P5は径11× 10cmの円形で、深さ23cmo P61ま 径35× 29cmの 円形で、深さ40cmである。覆土は4層

からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片と土器片錘 2点、石皿 1点、凹石 1点が覆土から出土し

た。

上坑SK95(Fig.90)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は西側でSK104に 大半が切られている。確認面上面径213× (54)cm、 底

面径196× (50)cmの 円形を呈する。深さ最大14cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施

設として柱穴状掘 り込みが 6ヶ 所検出された。Plは径50× 46cmの 円形で、深さ27cmo P2は 径41× 33cmの 円形で、

深さ44cmo P31ま 径39× 25cllの円形で、深さ46cmo Wは径53× 49cmの 円形で、深さ61cmo P51ま 径64× 50cmの 円形

で、深さ53cmo P61ま 径31× 28cmの 円形で、深さ40cmである。遺物は縄文中期の土器片と土器片錘 4点、打製石

斧 1点が覆土から出土した。加曽利E2式期と推定される。

上坑SK96(Hg.88・ 89)

調査区中央 3工区に位置する。本跡はSK90・ 91・ 93に切られている。確認面上面径510× 325cm、 底面径

458× 286cmの楕円形を呈する。深さ最大22cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設とし

て柱穴状掘り込みが 3ヶ 所検出された。Plは径31× 26cmの 円形で、深さ36cmo P2は径41× 38cmの 円形で、深さ

48cmo P3は径20× 20cmの 円形で、深さ48cmである。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。
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I にぶい責掲色± 10YR4/3 表土層
SK94
1 責掲色± 10YR5/6 多量のローム粒を含む
2 掲色±  10YR4/6 多量のローム粒・ロームブロックを含む
3 褐色±  10YR4/4 多量のローム粒を含む
4 掲色±  10YR4/4 多量のローム粒・ロームブロックを含む
SK98
① 掲色±  10YR4/6 多量のローム粒を合む
② 掲色±  10YR4/4 多量のローム粒・ロームブロックを含む

G皇生
80m

10YR4/3 表土層
10YR守4

10YR4/4少量のローム粒を含む
10YR4/6多量の日―ム粒を含む
10YR4/4多量のローム粒を含む

F≧竪60m

SK105

SK101
① 掲色± 10YR4/6
② 掲色± 10YR4/4
SK105
a 掲色± 10YR4/6
b 掲色± 10YR4/4
c 掲色± 10YR4/4

―一 GI

少量の回―ム粒を合む

少量の日―ム粒・ロームブロックを含む

多量の回―ム粒を含む

多量のローム粒を含む

多量のローム粒を含む

H坐 30m

I にぶい黄褐色土
I 褐色土
SK100
1 褐色土
2 掲色土
3 掲色土

I ttL10m

J2竪80m

―― li

K坐 80m
― K'

SK106

(1/60)

Fig.9刊  土坑SK94・ 97・ 98・ 99。 100・ 101 。102・ 104・ 105。 106実測図 (2)
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土坑SK97(Fig.90・ 91)

調査区中央 3工区に位置する。本跡はSK92・ 100を切つて構築している。確認面上面径229× 189cm、 底面径

200× 154cmの楕円形を呈する。深さ最大52cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設とし

て柱穴状掘り込みが lヶ所検出された。Plは径27× 20cmの 円形で、深さ16cmである。遺物は縄文中期の土器片

と土器片錘 2点が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

上坑SK98(Fig.90・ 91)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は東側でSK94を切っている。確認面上面径 (lM)× (68)cm、 底面径

(154)× (56)cmの 円形を呈するするものと推定する。深さ最大21cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底

面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 2ヶ 所検出された。Plは径50× 47cmの 円形で、深さ55cmo P2は径

23X(19)cmの円形で、深さ16cmである。覆土は2層確認された。遺物は縄文中期の土器片と磨製石斧 1点が

覆土から出土した。

上坑SK99(Fig.90。 91)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は周縁を土坑によつて切られている。確認面上面径 (308)× (300)cm

の楕円形を呈する。深さ最大 5c14を 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で、内部施設として柱穴状

掘り込みが 3ヶ 所検出された。Plは径48× 40cmの 円形で、深さ9 cmo P2は径38× 36cmの 円形で、深さ13cmo P3

は径26× 22cmの 円形で、深さ28cmである。遺物は縄文中期の土器片と土器片錘 3点が覆土から出土した。加曽

利El式期と推定される。

上坑SK100(Fig.90,91)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は南東側の約半分が未調査区域に広がり、北側でSK97・ 106に切られて

いる。確認面上面径 (404)× (230)cm、 底面径 (404)× (216)cmの楕円形を呈する。深さ最大21cmを測り、

壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 2ケ所検出された。Plは径26× 24

cmの円形で、深さ30cmo P2は径64× (61)cmの円形で、深さ44cmである。覆土は 3層からなる自然堆積である。

遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

上坑SK101(Fig,90,91)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は南東側の約半分が未調査区域に広がり、北側でSK102,104に切られて

いる。確認面上面径 (380)× (245)cmの 円形を呈するものと推定する。深さ最大24cmを波1り 、壁面はタト傾し

て立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘 り込みが 4ケ所検出された。Plは径62× 60cmの 円形で、

深さ10cmo P2は径45X38cmの円形で、深さ20cmo P31よ 径24× 22cmの 円形で、深さ15cmで ある。覆土は 2層から

なる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片と土器片錘 2点が覆土から出上した。加曽利El式期と推定され

る。

土坑SK102(Fig,90。 91)

調査区中央 3工区に位置する。本跡はSK99・ 101を切つて構築している。確認面上面径248× 186cm、 底面径

(230)× 163cmの楕円形を呈する。深さ最大21clnを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設

として柱穴状掘 り込みが 3ヶ所検出された。Plは径48X40cmの 円形で、深さ88cmo P2は 径44× 36cmの円形で、

深さ101cmで ある。P3は径30× 30cmの円形。遺物は縄文中期の土器片と土器片錘 2点が覆土から出土した。加

曽利El式期と推定される。
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土坑SK103(Fig.92)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は北側の約半分が未調査区域に広がっている。確認面上面径 (176)×

(110)cm、 底面径 (166)× (100)cmの楕円形を呈する。確認面からの深さ最大22cmを測り、壁面は外傾して

立ち上がる。底面は平坦で、遺物は縄文中期の土器片と土器片錘 8点が覆土から出土した。加曽利El式期と推

定される。

■1克SK104 (Fig。 90,91)

調査区中央 3工区に位置する。本跡はSK95。 99。 101を切って構築している。確認面上面径260× 240cm、 底

面径237× 236cmの 円形を呈する。深さ最大71cmを測り、壁面は一部内傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施

設として柱穴状掘り込みが 3ケ 所検出された。Plは径37× 38cmの 円形で、深さ10cmo P2は径23X32cmの円形で、

深さ18cmo P31よ径17× 18cmの円形で、深さ13cmである。遺物は縄文中期の土器片と磨製石斧 1点が覆土から出

土した。阿玉台Ⅲ式期と推定される。

土坑SK105(Fig.90。 91)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は南東側の大半が未調査区域に広がつている。確認面上面径112× 84cm、

底面径91× 60cmの楕円形を呈する。深さ最大38cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設

として柱穴状掘 り込みが 2ヶ 所検出された。Plは径42× 39cmの 円形で、深さ57clnである。P2は径45× (30)cm

の円形。覆土は 3層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片と土器片錘 1点が覆土から出土した。

加曽利El式期と推定される。

土坑SK106(Fig。 90・ 91)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は南東側の大半が未調査区域に広がっている。確認面上面径200× (74)

cm、 底面径180× (70)cmの 円形を呈する。深さ最大15cmを測り、壁面はタト傾して立ち上がる。底面は平坦で、

遺物は縄文中期の上器片が覆土から出土した。

上坑SK107(Fig.92)

調査区中央 3工区に位置する。確認面上面径251X198cm、 底面径206× 157cmの楕円形を呈する。深さ最大31

cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘 り込みが 2ケ所検出された。Pl

は径27× 23cmの 円形で、深さ35cmo P21よ 径44× 36cmの 円形で、深さ15cmである。遺物は縄文中期の土器片と土

器片錘 2点が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

■ttSK108(Fig.92)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は南側の約半分が未調査区域に広がっている。確認面上面径166× (73)

cm、 底面径120× (59)cmの 円形を呈する。深さ最大73cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で

内部施設として柱穴状掘り込みが lヶ 所検出された。Plは径51× 40cmの 円形で、深さ42cmである。覆土は3層

からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片と土器片錘 1点が覆土から出土した。加曽利E2式期と推定

される。

土坑SK109(Fig.92)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は南西側でSKl10に 切られている。確認面上面径192X191cm、 底面径

167× 164cmの 円形を呈する。深さ最大16cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として

柱穴状掘り込みが 3ヶ 所検出された。Plは径38× 35cmの 円形で、深さ28cmo P2は径37× 29cmの 円形で、深さ26

clno P3は径22× 20cmの 円形で、深さ14cmである。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利El式期

と推定される。
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土坑SKl10(Fig.92)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は北西側でSKl12に切られ、北東側でSK109を切つて構築している。確

認面上面径253× 223cm、 底面径223× 192cmの 円形を呈する。深さ最大32clnを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。

底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが lヶ所検出された。Plは径44× 40cmの 円形で、深さ54cmで ある。

遺物は縄文中期の上器片が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

土坑SKlll(Fig.92・ 93)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は北側の約半分が未調査区域に広がっている。確認面上面径161× (54)

cm、 底面径131× (50)cmの 円形を呈する。深さ最大23c14を測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で

内部施設として柱穴状掘り込みが 1ケ所検出された。Plは径83× (34)cmの 円形で、深さ9 cmである。遺物は

縄文中期の土器片が覆土から出土した。

土坑SKl12(Fig.92・ 93)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は南東側でSKl10を 切つて構築している。確認面上面径220× 187cm、 底

面径174× 169cmの 円形を呈する。深さ最大63cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設と

して柱穴状掘り込みが lヶ所検出された。Plは径40× 33cmの 円形で、深さ53cmで ある。遺物は縄文中期の土器

片が覆土から出土した。

土坑SKl13(Fig,93)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は南側の大部分が未調査区域に広がり、北東側でS121に切られている。

確認面上面径 (156)× (65)cm、 底面径 (149)× (57)cmの楕円形を呈するものと推定する。深さ最大34cm

を測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦である。覆土は4層からなる。遺物は縄文中期の土器片と土

器片錘 1点が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

上坑SKl14(Fig.93・ 94)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は南東側の約半分が未調査区域に広がり、西側でSKl15に 切られている。

確認面上面径187× (111)cm、 底面径136× (93)cmの 楕円形を呈する。深さ最大41cmを 測り、壁面は外傾し

て立ち上がる。底面は平坦である。覆土は3層からなる。遺物は縄文中期の土器片と土器片錘 4点、磨石 2点、

凹石 1点が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

土坑SKl15(Fig。 93・ 94)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は南側の約半分以上が未調査区域に広がり、東側でSKl14を 切つている。

確認面上面径 (207)× (65)cm、 底面径 (188)× (50)cmの楕円形を呈する。深さ最大33cmを 測り、壁面は

外傾して立ち上がる。底面は平坦である。覆土は3層からなる。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

加曽利E2式期と推定される。

上坑SKl16(Fig。 93・ 94)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は北側の約半分が未調査区域に広がり、東側でSK125を 切つて構築して

いる。確認面上面径241× (100)cm、 底面径231× (100)cmの 円形を呈する。深さ最大32cmを 測り、壁面は外

傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが lヶ所検出された。Plは径42× (23)cmの

円形で、深さ53cmで ある。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。
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土坑SKl17(Fig。 93・ 94)

調査区中央 3工区に位置する。確認面上面径241× 216cm、 底面径223× 191cmの精円形を呈する。深さ最大49

cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが lヶ所検出された。Pl

は径59× 53cmの 円形で、深さ27cmである。遺物は縄文中期の上器片と土器片錘 1点が覆土から出土した。加曽

利E2式期と推定される。

上坑SKl18(Fig。 94,95)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は北側の約半分が未調査区域に広がり、南側でSK121を切つて構築して

いる。確認面上面径253× (158)cm、 底面径206× (112)cmの 円形を呈する。深さ最大51cmを測り、壁面は外

傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 2ヶ 所検出された。Plは径 (38)× 32cmの

円形で、深さ38cmo P2は径32× (19)cmの 円形で、深さ43cmである。覆土は4層からなる自然堆積である。遺

物は縄文中期の土器片と土器片錘 3点が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

上坑SKl19(Fig.94・ 95)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は東側でSK124に切られ、北側でSK121を切つて構築している。確認面

上面径259× 225cm、 底面径235× 200cmの楕円形を呈する。深さ最大63cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。

底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 4ケ所検出された。Plは径22× 20cmの 円形で、深さ63cmo P21よ

径82× 71cmの 円形で、深さ72cmo P3は径89× 60cmの 円形で、深さ84cmo P4は径62× 35cmの 円形で、深さ47cmで

ある。覆土は4層からなる自然淮積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利El式期と推

定される。

土坑SK120(Fig.94・ 95)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は南側の一部が未調査区域に広がっている。確認面上面径274× 240cm、

底面径216× 210cmの隅丸方形を呈する。深さ最大60cmを測り、壁面は一部内傾して立ち上がる。底面は平坦で

内部施設として柱穴状掘り込みが 2ヶ 所検出された。Plは径35× 28cmの 円形で、深さ23cmo P2は径 (54)× 54

cmの円形で、深さ56cmで ある。覆土は 5層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片と礫器 1点が覆

土から出土した。加曽利El式期と推定される。

土坑SK121(Fig。 94・ 95)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は北側でSKl18に、南側でSKl19に よって切られている。確認面上面径

150× 124cm、 底面径 (145)× (58)cmの 楕円形を呈するものと推定する。深さ最大18cmを測 り、壁面は外傾

して立ち上がる。底面は平坦で、遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利E式期と推定される。

土坑SK122(Fig。 94・ 95。 96)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は北側の一部が未調査区域に広がっている。確認面上面径225× 218cm、

底面径197× 196cmの 円形を呈する。深さ最大27cmを測り、壁面はタト傾して立ち上がる。底面は平坦で柱穴状掘

り込みが 3ケ 所検出された。Plは径35× 32cmの 円形で、深さ46cmo P2は径℃×69cmの 円形で、深さ68cmo P3は

径83× 54cmの 円形で、深さ27cmである。P3は後世のものか。覆土は 2層からなる自然堆積である。遺物は縄文

中期の上器片と土器片錘 3点、磨製石斧 1点が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。
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A2420m

B坐 50m

D2生50m

E聖堅30m

G望生50m

― A'

― B'

SKl18
1 掲色± 10YR4/6 多量のローム粒を含む
2 掲色± 10YR4/4 多量の回―ム粒を含む
3 掲色± 10YR4/6 多量のローム粒・ロームブロックを含む
SKl19
① 掲色± 10YR4/4 多量の回―ム粒を含む
② 褐色± 10YR4/6 多量の日―ム粒を含む
③ 掲色± 10YR4/4 多量のローム粒・ロームブロックを合む
④ 掲色± 10YR4/6 多量の回―ム粒・ロームブロックを含む
SK121
a 責褐色± 10YR5/6 多量のローム粒・ロームブロックを含む

SKl19

118

褐色土

褐色土

掲色土

褐色土

SK

10YR4/6 少量のローム粒・微量の焼土粒・炭化粒を合む
10YR4/6 少量のローム粒・ロームブロックを含む
10YR4/6 多量のローム社・ロームブロックを含む
10YR4/4 多量のローム粒を含む
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F空生50m

――G' H皇生
50m

SK122

95 土坑 SKl18・ 119。 120。 12耳

― FT

褐色±     10YR4/6 多量の回―ム粒を合む
褐色±     10YR4/6 多量の日―ム粒・ロー

ムブロックを含む

褐色±     10YR4/4 多量の回―ム粒を含む
責掲色±    10YR5/6 多量の回―ム粒を含む
にぶい黄掲色± 10YR5/4 多量の日―ム粒を含む

__HI 12生50m
一 li

SK121

I にぶい黄掲色± 10YR4/3 表土層
SK122
1 黄掲色± 10YR5/6 多量の日―ム粒・ロームブロックを含む
2 掲色±  10YR4/6 多量のローム粒・ロームブロックを合む
SK123
① 掲色±  10YR4/6 多量の回―ム粒を含む
② 褐色±  10YR4/4 少量の日―ム粒を含む
③ 暗掲色± 10YR3/4 少量の日―ム粒を合む

0              2m

(1/60)

122・ 刊23実測図 (2)
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土坑SK123(Fig.94・ 95。 96)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は北側の半分以上が未調査区域に広がつている。確認面上面径188×

(64)cm、 底面径162× (50)cmの 円形を呈するものと推定する。深さ最大43cmを 測り、壁面は外傾して立ち上

がる。底面は平坦で、覆土は3層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加

曽利El式期と推定される。

上坑SK124(Fig,93・ %)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は北東側で縣 125を 切つて構築している。確認面上面径332× 264cm、 底

面径293× 217cmの 精円形を呈する。深さ最大馳cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で、遺物は

縄文中期の上器片と土器片錘 1点が覆土から出土した。加曽利E2式期と推定される。

主JttSK125(Fig.93・ 94)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は北側の約半分が未調査区域に広がり、西側でSKl16・ 124に切られてい

る。確認面上面径 (231)× (227)cm、 底面径 (210)× (198)cmの 円形を呈するものと推定する。深さ最大

49cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で、遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽

利El式期と推定される。

土坑SK126(Fig。 73・ 馳)

調査区中央 3工区に位置する。本跡は北東側の一部が未調査区域に広がり、西側で鴎 4に切られている。確

認面上面径 (380)× 318cm、 底面径 (335)× 280cmの 楕円形を呈する。確認面からの深さ最大40cmを 測り、壁

面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが10ヶ所検出された。Plは径36× 28cm

の円形で、深さ64cmo P21ま 径43× 38cmの 円形で、深さ32cmo P31よ 径57× 45cmの 円形で、深さ10cm。 馳は径28×

21cmの 円形で、深さ50cmo P5は径31× 28cmの 円形で、深さ19cmo P61よ径55× 40cmの 円形で、深さ55cmo P71ま径

31× 22cmの 円形で、深さ39cmo P8は径66× (44)cmの円形で、深さ49cmo P9は径43× 38cmの 円形で、深さ57cm。

P10は径33× (21)cmの 円形で、深さ39cmである。覆土は 5層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土

器片と土器片錘 1点が覆土から出土した。

上坑SK127(Fig,96)

調査区西側 2工区に位置する。本跡は東側の約半分が未調査区域に広がっている。確認面上面径 (300)×

330cm、 底面径162× 76cmの楕円形を呈するものと推定する。深さ最大50cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。

底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが lヶ所検出された。Plは径23× 18cmの円形で、深さ12cmである。

覆土は 5層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片と土器片錘 2点が覆土から出土した。

■ttSK128(Fig。 92・ 93)

調査区中央 3工区に位置する。確認面上面径69× 58cm、 底面径35× 27cmの楕円形を呈する。深さ最大63cmを

測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で、遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利El式

期と推定される。
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土坑SK129(Fig。 96)

調査区南東側 4工区に位置する。確認面上面径229× 217cm、 底面径204× 191cmの 円形を呈する。深さ最大43

cmを 測り、壁面はほぼ垂直に立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘 り込みが 2ヶ所検出された。

Plは径17× 16cmの円形で、深さ48cmo P21よ 径40× 31cmの 円形で、深さ49cmである。覆土は 2層からなる自然堆

積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

上坑SK130(Fig,97)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は北側の約半分が未調査区域に広がつている。確認面上面径216X

(128)cm、 底面径189× (135)cmの楕円形を呈するものと推定する。深さ最大49cmを測り、底面が一部外側に

張り出した袋状で、壁面はタト傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘 り込みが 2ヶ 所検出さ

れた。Plは径25× 20cmの 円形で、深さ35cmo P21ま 径54× 50cmの 円形で、深さ44cmである。覆土は2層からなる

自然堆積である。遺物は縄文中期の上器片が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

上坑SK131(Fig.98)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は南側の約半分が未調査区域に広がつている。確認面上面径229×

(170)cm、 底面径187× (154)cmの楕円形を呈するものと推定される。底面が外側に張り出した袋状で、確認

面からの深さ最大43cmを 測り、壁面はタト傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 2

ケ所検出された。Plは径28× 26cmの 円形で、深さ28cmo P2は径88× 70cmの 円形で、深さ56cmで ある。覆土は 3

層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の上器片が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

上坑SK132(Fig.99)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は東側でSK133を 切つて構築している。確認面上面径223× 21lcm、 底

面径198× (195)cmの 円形を呈する。深さ最大73cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施

設として柱穴状掘り込みが 4ヶ所検出された。Plは径25× 23cmの 円形で、深さ20cmo P2は 径40× 37cmの 円形で、

深さ10cmo P31よ径31× 30cmの 円形で、深さ33cmo P4は径30× 30cmの 円形で、深さ28cmで ある。覆土は単一層か

らなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

上坑SK133(Fig。 99)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は西側でSK1321こ 切られている。確認面上面径220× (126)cm、 底面

径200× (110)clnの 円形を呈する。深さ最大36cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で、覆土は

2層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。阿玉台 H式期と推定される。

土坑SK134(Fig.99)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は北側の約半分が未調査区域に広がつている。確認面上面径154×

(66)cm、 底面径129× (55)cmの 円形を呈する。深さ最大17cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平

坦で、遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利E式期と推定される。

上坑SK135(Fig.99)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は北側の約半分が未調査区域に広がっている。確認面上面径200×

(64)cm、 底面径166× (53)cmの 円形を呈するものと推定する。深さ最大18cmを測り、壁面はタト傾して立ち上

がる。底面は平坦で、遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。
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SK130

SK162

SK161

1 にがい黄掲色± 10YR4/3 表土層
SK130
1 掲色± 10YR4/4 多量の日―ム粒を含む
2 掲色± 10YR4/6 多量のローム粒を合む

c皇生40m __ci D坐 40m

SK130

SK161
① 掲色± 10YR4/6 多量のローム粒を含む
② 掲色± 10YR4/4 多量のローム粒を含む
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多量のローム粒を含む

多量の日―ム粒・少量のロームブロックを合む
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褐色土
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SK163
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褐色±  10YR4/4 多量のローム粒・
少量のロームブロックを含む

暗掲色± 10YR3/4 多量の回―ム粒・
少量のロームブロックを含む
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Fig.98 土坑SK131 。163・ 164実測 [コ
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土坑SK136(Fig,100)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は北側でSK137に 切られている。確認面上面径298× 237cm、 底面径

276× 260cmの 円形を呈する。深さ最大59cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として

柱穴状掘り込みが 2ヶ 所検出された。Plは径29× 28cmの 円形で、深さ33cmo P21ま 径39× 28cmの 円形で、深さ22

cmである。覆土は3層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片と土器片錘 1点が覆土から出土した。

加曽利El式期と推定される。

上坑SK137(Fig.100・ 101)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は南狽1でSK136を 切つている。確認面上面径284× 244cm、 底面径263×

221cmの楕円形を呈する。深さ最大24cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱

穴状掘り込みが 5ケ 所検出された。Plは径25× 21cmの 円形で、深さ55cmo P2は 径55× 41cmの 円形で、深さ26cm。

P3は径50× 37cmの 円形で、深さ65cmo Wは径38× 24cmの 円形で、深さ41cmo P5は径24× 21cmの 円形で、深さ22

cmである。覆土は3層 からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利El式期

と推定される。

上坑SK138(Fig。 100・ 101・ 213)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡はSK137・ 140に切られている。確認面上面径244× (57)cm、 底面径

230X(57)cmの円形を呈するものと推定する。深さ最大31cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平

坦で内部施設として柱穴状掘り込みが lヶ所検出された。Plは径51× 39cmの 円形で、深さ27cmで ある。遺物は

縄文中期の上器片が覆土から出上した。加曽利El式期と推定される。

土坑SK139(Fig 100。 101)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡はSK136・ 137に切られている。確認面上面径105× (89)cm、 底面径

99× (73)cmの 円形を呈するものと推定する。深さ最大38cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦

で、遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

土坑SK140(Fig。 100・ 101)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は西側の約半分が未調査区域に広がつている。東側でSK138を切つて

構築している。確認面上面径243× (194)cm、 底面径220× (189)cmの楕円形を呈するものと推定する。深さ

最大33cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 4ヶ所検出され

た。Plは径34× (12)cmの円形で、深さ53cmo P2は 径39X32cmの円形で、深さ45cmo P3は径42× 35cmの 円形で、

深さ68cmo P41よ 径50X46cmの円形で、深さ57cmで ある。覆土は6層 からなる自然堆積である。遺物は縄文中期

の上器片が覆土から出土した。加曽利E式期と推定される。

上坑SK呵 41(Fig。 101)

調査区南東側 4工区に位置する。確認面上面径245× 185cm、 底面径223× 156cm、 円形を呈する。確認面から

の深さ最大26cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利El

式期と推定される。

上坑SK142(Fig.101)

調査区南東側 4工区に位置する。確認面上面径115× 91c14、 底面径102× 81cm、 楕円形を呈する。確認面から

の深さ最大29cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。遺物は縄文中期の上器片が覆土から出土した。加曽利E2

式期と推定される。
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Fig.loO 土坑 SK136・ 137・ 138。 139・ 140実測図 (1)
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SK137

SK137
1 掲色± 10YR4/6 多量のローム粒・ロームブロックを合む
2 掲色± 10YR4/6 多量のローム粒を合む
3 褐色± loYR4/4 多量の日―ム粒を含む
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F24,20m ―一P G皇生40m ―一Gi H≧生00m

にぶい黄掲色± 10YR4/3 表土層
140

黒褐色± 10YR2/2 微量のローム粒を含む
暗掲色± 10YR3/4 多量の日―ム粒を含む
暗褐色± 10YR3/4 多量のローム粒・微量の焼

土粒を含む

掲色±  10YR4/6 多量の日―ム粒を含む
掲色±  10YR4/4 多量の日―ム粒を含む
褐色±  loYR4/6 多量の回―ム粒・ロームブ

ロックを含む

― Ai B≧生
00m

SK141

Fig.101  土均iSK137・ 刊38。 139。 140(2)、

＼

― Bi

0              2m

(1/60)

SK141・ 142実測図

Sl1 39

① 暗褐色± 10YR3/4
② 黒掲色± 10YR2/3
⑥ 掲色±  10YR4/6
④ 黒掲色± 10YR3/2
⑤ 晴褐色± 10YR3/4

多量の日―ム粒を含む

少量のローム粒を含む

多量の焼土粒を合む

少量のローム粒を含む

少量の日―ム粒を含む

一＼６
①

23.80m     __ci

SK142

SK137

Iと
墾L80m

SK140

AE■00m

SK141

D皇生80m

-147-―



SK144

Eく

SK145

SK157

Ｉ

Ｃ SK152

SK150

0              2m

(1/60)

151 ・ 157・ 303実測図 (1)

53

SK146

T

G!

24.20m

Li K!

I にぶい責掲色± 10YR4/3 表土層
SK143
1 掲色上  19YR4/4 多量のローム粒を含む
2 褐色±  10YR4/6 多量のローム報を含む
SK144
① 晴掲色± loYR3/4 多量の日―ム粒を含む
② 褐色±  10YR4/6 多量の日―ム散を含む

B聖生10m ――B'  Cヱ生10m__ci D望410m

― E'F2生
90m

Fig。 lo2 土均tSK143。 144・ 145。 146・ 147・ 148。 149。 150。

緯

ＳＫ‐４４
E聖生10m

③町
SK149

SK144

SK143

-148下



G                 Gi
I

I

1

2

3

にぶぃ責掲色土
褐色±  loYR4/4

黄掲色± 10YR5/6

褐色±  loYR守6

10YR4/3 表上層
多量の日―ム粒・

少量の焼土粒を含む
多量の日―ム粒・

ロームブロックを含む

多量のローム粒を含む

H聖生10m

SK146

1坐10m

」
24.20m

L聖生
10m

1 褐色土
2 褐色土
3 褐色土
SK151
① 掲色土
② 掲色土

k望生00m

10YR4/6
10YR4/4
10YR4/6

10YR4/4
10YR4/6

M2生30m

多量のローム粒を合む
多量のローム粒を合む
多量のローム粒・ロームブロックを含む

少量のローム粒を含む
多量の日―ム粒・ロームブロックを含む

SK150
占 黄掲色± 10YR5/6 多量のローム粒を含む
b 暗掲ヨ■ 10YR6/6 多量のローム粒を含む

―一Li

P2生30m

SK151
I にぶい黄掲色± 10YR4/3 表土層
1 掲色± 10YR4/4 多量のローム社を含む
2 掲色± loYR4/6 多量のローム粒を含む

一 Ni O坐 10m ―一〇
i

(1/60)

147・ 143・ 149・ 150。 151 ・ 157・ 303実測図 (2)

Ｑ

即
　緯
蜘

I にがい黄掲色土
SK149
1 褐色± 10YR4/6
2 掲色上 10YR4/4
3 褐色± 10YR5/6
SK151
① 褐色と 10YR4/6
② 褐色± loYR4/4

10YR4/3 表土層

多量のローム粒を含む

多量のローム粒を含む

多量のローム粒を含む

多量のローム粒を含む

多量のローム粒を含む

N皇生10m

SK149

SK150

Fig.lo3 土坑SK146・

―-149-て

2m



上坑SK143(F導 102)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は西側の約半分が未調査区域に広がっている。北側でSK144に切られ

ている。確認面上面径232X(128)cm、 底面径 (223)× (120)cmの楕円形を呈する。底面が北側に張り出し

た袋状で、確認面からの深さ最大16cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴

状掘 り込みが 6ヶ 所検出された。Plは径51× 44cmの円形で、深さ54cmo P21ま 径44× 40cmの円形で、深さ74cm。

P3は径29× 23cmの 円形で、深さ38cmo P4は径28× 23cmの 円形で、深さ62cmo P5は径41× 31cmの 円形で、深さ90

cmo P6は径40× 31cmの 円形で、深さ73cmである。覆土は 2層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器

片と土器片錘 4点、石皿 1点が覆土から出土した。

■ttSK144(Fig■ 02)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は西側大半が未調査区域に広がっている。南側でSK143を 切つている。

確認面上面径 (166)X(42)cm、 底面径 (166)× (34)cmの楕円形を呈するものと推定する。深さ最大18cm

を測り、壁面はタト傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘 り込みが lヶ所検出された。Plは

径54× 40cmの 円形で、深さ12cmである。覆土は 2層からなる自然堆積である。図示できる遺物の出土はなかっ

た。

上坑SK145(Fig.102)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡はSK149・ 150に切られている。確認面上面径266× 220cm、 底面径

238× 198cmの 円形を呈する。深さ最大30cmを 測り、壁面はタト傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として

柱穴状掘り込みが 3ヶ 所検出された。Plは径38× 32c14の円形で、深さ96cmo P2は径34× 26cmの 円形で、深さ54

cmo P31よ径46× 36cmの 円形で、深さ50cmで ある。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利E2式期

と推定される。

土坑SK146(Fig。 102・ 103)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は東側の約半分が未調査区域に広がり、北側でSK157に 切られている。

確認面上面径260× 173cm、 底面径237× 159cmの楕円形を呈するものと推定する。確認面からの深さ最大33cmを

測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 2ヶ 所検出された。Plは径

30× 28cmの 円形で、深さ15cmo P2は径48× 47cmの 円形で、深さ36cmである。覆土は 3層からなる自然堆積であ

る。遺物は縄文中期の土器片と土器片錘 3点が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

土坑SK147(Fig.102・ 103)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は東側の一部が未調査区域に広がり、南側でSK157を切って構築して

いる。確認面上面径146× 145cm、 底面径131× 127cmの 円形を呈する。深さ最大49cmを 測り、壁面はタト傾して立

ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが lヶ所検出された。Plは径64× 42cmの 円形で、深さ

91cmで ある。遺物は縄文中期の上器片が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

土坑SK148(Fig.102・ 103)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は南側でSK149に 切られている。確認面上面径157× 141cm、 底面径

125× 106cmの楕円形を呈する。深さ最大25cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設とし

て柱穴状掘 り込みが 3ケ 所検出された。Plは径70× 56cmの 円形で、深さ70cmo P2は径44× 36cmの 円形で、深さ

80cmo P3は径52× 50cmの 円形で、深さ54cmで ある。覆土は3層 からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土

器片が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。
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上坑SK149(Fig.102・ 103)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は東側の一部が未調査区域に広がつている。南側でSK147に切られ、

西側でSK145を 切つて構築している。確認面上面径257× 232cm、 底面径237× 202cmの楕円形を呈する。確認面

からの深さ最大39cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 2ヶ

所検出された。Plは径31× 25cmの 円形で、深さ61cmo P2は径80× 76cmの 円形で、深さ1lcmで ある。覆土は 3層

からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片と土器片錘 2点が覆土から出土した。加曽利E2式期と推定

される。

上坑SK150(Fig.102・ 103)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は南東側でSK145を切つて構築している。確認面上面径299× 271cm、

底面径260× 234cmの 円形を呈する。確認面からの深さ最大47cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平

坦で内部施設として柱穴状掘 り込みが 6ヶ 所検出された。Plは径40× 35cmの 円形で、深さ55cmo P21よ 径106×

48cmの 円形で、深さ9 cmo P31ま 径40× 33cmの 円形で、深さ35cmo Wは径40× 35cmの 円形で、深さ51cmo P5は径

52× 41cmの 円形で、深さ13cmo P6は径54× 39cmの 円形で、深さ43cmである。覆土は 2層からなる自然堆積であ

る。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽不UE2式期と推定される。

上坑SK151(Fig。 102・ 103)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は東側の約半分が未調査区域に広がつている。確認面上面径 (137)×

(92)cm、 底面径 (124)X(79)cmの楕円形を呈するものと推定する。深さ最大18cmを測り、壁面は外傾して

立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 2ヶ 所検出された。Plは径86× (82)cmの円形で、

深さ16cmo P2は径60× 42cmの 円形で、深さ40cmである。覆土は2層 からなる自然堆積である。遺物は縄文中期

の土器片と土器片錘 2点が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

上坑SK152(Fig。 104)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は北西側の一部が未調査区域に広がっている。南側でSK150に切られ

ている。確認面上面径291× 213cm、 底面径270× 190cmの楕円形を呈する。深さ最大30cmを 測り、壁面はタト傾し

て立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 3ヶ 所検出された。Plは径24× 24cmの円形で、

深さ82cmo P2は 4塾4× 42cmの 円形で、深さ34cmo P31ま 径22× 18cmの円形で、深さ47cmである。遺物は縄文中期

の土器片と土器片錘 1点が覆土から出土した。加曽利E式期と推定される。

上坑SK153(Fig。 104・ 105)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は北側でSK158に 切られている。確認面上面径288X181cm、 底面径

240× 163cmの 円形を呈する。深さ最大52cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として

柱穴状掘り込みが 4ケ所検出された。Plは径25× 23cmの 円形で、深さ37cmo P2は径56× 56cmの 円形で、深さ31

cmo P3は径84× 68cmの 円形で、深さ41cmo P4は 径30× 25cmの 円形で、深さ79cmで ある。覆土は2層からなる自

然堆積である。遺物は縄文中期の土器片と磨石 1点が覆土から出土した。加曽利E2式期と推定される。
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土坑SK154(Fig,104,105)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は南東側の約半分が未調査区域に広がつている。北東側でSK160に切

られている。確認面上面径180× (132)cm、 底面径162× (113)cmの 円形を呈するものと推定する。深さ最大

15cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘 り込みが 3ヶ所検出された。

Plは径36× 31cmの 円形で、深さ30cmo P2は径70× 50cmの 円形で、深さ76cmo P3は径29× 28cmの 円形で、深さ43

cmである。遺物は縄文中期の上器片と土器片錘 2点が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

土坑SK155(Fig.104・ 105)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は周辺をSK153・ 154・ 158,160。 175・ 177に切られている。底面径

(264)× (192)cmの 円形を呈するものと推定する。深さ最大50cmを 測り、壁面はタト傾して立ち上がる。底面

は平坦で内部施設として柱穴状掘 り込みが 6ケ所検出された。Plは径55× 43cmの 円形で、深さ19cmo P2は 径

46× 46cmの 円形で、深さ1lcmo P3は 径50× 47cmの 円形で、深さ144cmo P4は 径39× 36cmの円形で、深さ62cm。

P5は径48× 39cmの 円形で、深さ51cmo P6は径62X(30)cmの円形で、深さ63cmで ある。遺物は縄文中期の上器

片が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

■1完SK156(Fig■ 05。 106)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は西側の約半分が未調査区域に広がり、東側でM158・ 159。 1711こ切

られ、南側でSK152を 切って構築している。確認面上面径223× (181)cm、 底面径 (220)× (154)cmの 円形

を呈するものと推定する。底面が南側に張り出した袋状で、確認面からの深さ最大 6 cmを測り、壁面はタト傾し

て立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘 り込みが 2ヶ 所検出された。Plは径56× 38cmの円形で、

深さ47cmo P2は径44X31cmの円形で、深さ99cmで ある。覆土は2層 からなる自然堆積である。遺物は縄文中期

の土器片が覆土から出土した。加曽利E式期と推定される。

■ttSK157(Fig■ 02・ 103)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は北東側でSK147に切られ、南東側でSK146を切って構築している。

確認面上面径172× 138cm、 底面径130× 110cmの楕円形を呈する。深さ最大51cmを測り、壁面は外傾して立ち上

がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが lヶ所検出された。Plは径45×42cmの 円形で、深さ36cm

である。遺物は縄文中期の上器片が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

■ttSK158(Fig■ 04・ 105)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は南側でSK153を 切つて構築している。確認面上面径254× 210cm、 底

面径230× 180cmの楕円形を呈する。底面が西側に張り出した袋状で、確認面からの深さ最大77cmを測り、壁面

は一部内傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 2ヶ 所検出された。Plは径83× 71

cmの円形で、深さ37cmo P21ま 径39× 31cmの 円形で、深さ32cmで ある。覆土は4層からなる自然堆積である。遺

物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

■

'克

SK159(Fig■ 05'106)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は西側の一部が未調査区域に広がり、東側でSK171とこ切られ、南側で

SK156を 切つて構築している。確認面上面径 (182)× (136)cm、 底面径 (173)× (136)cmの楕円形を呈す

る。深さ最大21cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 4ケ所

検出された。Plは径46× 42cmの 円形で、深さ15cmo P21よ径21× 18cmの円形で、深さ36cmo P3は径28× 20cmの 円

形で、深さ53cmo P4は径25× 22cmの 円形で、深さ25cmである。覆土は 3層からなる自然堆積である。遺物は縄

文中期の土器片と土器片錘 1点が覆土から出土した。阿玉台式期と推定される。
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■FASK1 60(Fig■ 01)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は南東側の大半が未調査区域に広がつている。南西側でSK154を切っ

て構築している。確認面上面径172X(49)cm、 底面径130× (38)cmの楕円形を呈するものと推定する。深さ

最大32cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘 り込みが lヶ所検出され

た。Plは径21× 19cmの円形で、深さ25cmである。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利El式期

と推定される。

上坑SK161(Fig.97)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は北側の半分以上が未調査区域に広がっている。確認面上面径214×

(76)cm、 底面径194× (60)cmの 円形を呈するものと推定する。深さ最大31cmを測り、壁面は外傾して立ち上

がる。覆土は2層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片と土器片錘 1点が覆土から出土した。加

曽利E2式期と推定される。

土坑SK162(Fig。 97)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は南側でSK166を 切つて構築している。確認面上面径250× 180cm、 底

面径245X(180)cmの 楕円形を呈する。深さ最大62cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部

施設として柱穴状掘り込みが 2ヶ 所検出された。Plは径13× 1lcmの 円形で、深さ44cmo P2は径62× 55cmの 円形

で、深さ24cmである。遺物は縄文中期の上器片が覆土から出土した。加曽利E式期と推定される。

土坑SK163(Fig.98)

調査区南東側 4工区に位置する。確認面上面径220× 220cm、 底面径200× 194ctlの円形を呈する。深さ最大44

cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが lヶ 所検出された。Pl

は径28× 26cmの 円形で、深さ39cmである。覆土は 2層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の上器片と黒

曜石製剥片石器 1点が覆土から出土した。阿玉台Ⅲ式期と推定される。

上坑SK164(Fig,98)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は南東側の一部が未調査区域に広がっている。確認面上面径242× 234

cm、 底面径215× 210cmの 円形を呈する。深さ最大47cmを 測り、壁面はタト傾して立ち上がる。底面は平坦で内部

施設として柱穴状掘り込みが 3ケ所検出された。Plは径26× 25cmの 円形で、深さ33cmo P2は径67× 54cmの 円形

で、深さ70cmo P3は径52× 40cmの 円形で、深さ50cmで ある。覆土は 2層からなる自然淮積である。遺物は縄文

中期の土器片と土器片錘 1点が覆土から出土した。

上坑SK165(Fig.107)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は南東偵1でSK167に切られている。確認面上面径274× 234cm、 底面径

242× 204cmの 楕円形を呈する。深さ最大24cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設とし

て柱穴状掘り込みが 2ヶ所検出された。Plは径20× 20cmの 円形で、深さ50cmo P2は径90X87cmの円形で、深さ

41cmである。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利E2式期と推定される。
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土坑SK166(Fig。 97)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は南側の約半分が未調査区域に広がり、北側でSK162に 切られている。

確認面上面径224× (23)cm、 底面径208× (23)cmの 円形を呈するものと推定する。深さ最大57cmを測り、壁

面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが lヶ 所検出された。Plは径72× 45cm

の円形で、深さ23cmで ある。図示できる遺物の出土はなかった。

■r■SK167(Fig■ 07・ 108)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は北西側でSK165を切つて構築している。確認面上面径215× 191cm、

底面径194× 170cmの 隅丸方形を呈する。深さ最大39cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部

施設として柱穴状掘り込みが 2ヶ所検出された。Plは径42× 29cmの 円形で、深さ56cmo P21よ 径38× 32cmの 円形

で、深さ28cmである。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

上坑SK168(Fig.107・ 108)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は北側でSK169に切られ、西側でSK167を切つて構築している。確認

面上面径248× 230cm、 底面径228× 200cmの 円形を呈する。確認面からの深さ最大62cmを 測り、壁面は外傾して

立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 3ヶ所検出された。Plは径21× 21cmの 円形で、深

さ42cmo P21ま 径82× 65cmの 円形で、深さ2 cmo P31ま 径35× 21cmの 円形で、深さ33cmである。覆土は3層 からな

る自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片と土器片錘 1点が覆土から出上した。加曽利E2式期と推定され

る。

土坑SK169(Fig.107・ 108・ 213)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は南側でSK168を切つて構築している。確認面上面径244× 208cm、 底

面径224× 220cmの 楕円形を呈する。底面が南西側に張り出した袋状で、確認面からの深さ最大94cmを測り、壁

面は内傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘 り込みが lヶ所検出された。Plは径34× 18cm

の円形で、深さ8 cmである。覆土は 5層 からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片と土器片錘 5点、

黒曜石製石鏃 1点が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

■ttSK170(Fig.107・ 108)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡北側の大半が未調査区域に広がつている。確認面上面径203× (49)

cm、 底面径180× (42)cmの 楕円形を呈するするものと推定する。底面が西側に張り出した袋状で、確認面か

らの深さ最大97cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘 り込みが 2ケ 所

検出された。Plは径42× 38cmの 円形で、深さ51cmo P2は径40× 26cmの 円形で、深さ54cmで ある。覆土は 5層か

らなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片と土器片錘 1点が覆土から出土した。加曽利El式期と推定さ

れる。

上坑SK171(Fig。 105。 106)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は南側でSK158に切られ、北東側でSK172・ 174・ 176。 177を 切つて構

築している。確認面上面径261× 210cm、 底面径232× 189cmの楕円形を呈する。深さ最大31cmを測り、壁面は外

傾して立ち上がる。底面は平坦で、遺物は縄文中期の土器片と土器片錘 2点が覆土から出土した。加曽利El式

期と推定される。
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土坑SK172(Fig.105・ 106)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は南東側でSK1711こ 切られている。確認面上面径160× 134cm、 底面径

156× 122cmの楕円形を呈する。深さ最大39cmを測り、壁面はタト傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設とし

て柱穴状掘 り込みが 2ヶ 所検出された。Plは径65× 49cmの 円形で、深さ61cmo P21ま 径50× 34cmの 円形で、深さ

77cmで ある。遺物は縄文中期の上器片が覆土から出土した。加曽利E2式期と推定される。

上坑SK173(ng.lo5。 106)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は西側の約半分が未調査区域に広がっている。確認面上面径94× (72)

cm、 底面径65× (57)cmの楕円形を呈するものと推定する。深さ最大53cmを測り、壁面はタト傾して立ち上がる。

底面は平坦で内部施設として柱穴状掘 り込みが 2ヶ所検出された。Plは径42× 38cmの 円形で、深さ91cmo P2は

径46× (19)cmの 円形で、深さ67cmである。覆土は 3層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の上器片が

覆土から出土した。加曽利E式期と推定される。

上坑SK174(Fig。 105・ 106)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡はSK171・ 172・ 176・ 1791こ切られている。確認面上面径 (188)×

(112)cm、 底面径 (176)× (112)cmの 円形を呈するものと推定する。深さ最大 9 cmを測り、壁面は外傾して

立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが lヶ所検出された。Plは径23× 23cmの 円形で、深

さ30cmである。遺物は縄文中期の上器片と土器片錘 4点が覆土から出土した。加曽利E2式期と推定される。

土坑SK175(Fig.105・ 106・ 107)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は東側の約1/3が未調査区域に広がっている。西側でSK176を 切つて構

築している。確認面上面径221× 187cm、 底面径193× 175cmの 円形を呈する。底面が北側に張り出した袋状で、

確認面からの深さ最大69cmを測り、壁面は一部内傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り

込みが3ケ 所検出された。Plは径35× 34cmの 円形で、深さ50cmo P2は径73× 50cmの 円形で、深さ39cmo P3は径

39× (17)cmの 円形で、深さ35cmである。覆土は3層 からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の上器片が覆

土から出土した。加曽利El式期と推定される。

上坑SK176(Fig.105。 106)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡はSK171・ 175に切られ、SK174・ 178を切つて構築している。確認面

上面径247× 163cm、 底面径220× 146cmの 楕円形を呈する。深さ最大40cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。

底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが lヶ所検出された。Plは径51× 40cmの 円形で、深さ31cmである。

遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利E2式期と推定される。

上坑SK177(Fig.105。 106)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡はSK171に 切られている。確認面上面径185× (140)cm、 底面径137×

(104)clnの 円形を呈するものと推定する。深さ最大29cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内

部施設として柱穴】犬掘り込みが 3ヶ 所検出された。Plは径128× 104cmの 円形で、深さ26cmo P21ま 径45× 36cmの

円形で、深さ47cmo P31よ 径40× 34cmの 円形で、深さ62cmである。覆土は 1層 からなる自然堆積である。図示で

きる遺物の出土はなかった。
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土坑SK178(Fig.105。 106・ 107)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は西側の約半分が未調査区域に広がり、南側でSK175・ 176・ 181に切

られている。確認面上面径 (280)× (182)cln、 底面径 (280)× (176)cmの 円形を呈するものと推定する。

確認面からの深さ最大16cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込み

が 3ヶ 所検出された。Plは径40× 38cmの 円形で、深さ65cmo P2は径23× 20cmの 円形で、深さ35cmo P3は径20×

18cmの 円形で、深さ30cmである。覆土は 3層 からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出

土した。加曽利El式期と推定される。

上坑SK179(Fig.109・ mO)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は西側でSK181に 切られている。確認面上面径180× 152cm、 底面径

142× 118cmの楕円形を呈する。深さ最大47cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設とし

て柱穴状掘り込みが lヶ所検出された。Plは径66× 60cmの 円形で、深さ47cmである。遺物は縄文中期の土器片

が覆土から出土した。加曽利E式期と推定される。

上坑SK180(Fig.105,106・ 107)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は西側の約1/3が未調査区域に広がっている。確認面上面径187×

(127)cm、 底面径164× (113)cmの 円形を呈する。深さ最大42cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は

平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 4ヶ所検出された。Plは径23× 23cmの 円形で、深さ48cmo P2は径66×

55cmの 円形で、深さ67cmo P31ま 径51× 38cmの円形で、深さ67cmo P4は 径44× 29cmの 円形で、深さ53cmである。

遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

土坑SK1 81(Fig.109・ 110)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は南西側でSK183に切られ、東側でSK179を切つて構築している。確

認面上面径248× 197cm、 底面径217× 180cmの 円形を呈する。底面が外側に張り出した袋状で、確認面からの深

さ最大65cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘 り込みが 2ケ 所検出さ

れた。Pllよ径47× 37c�の円形で、深さ41cmo P2は径22× 21cmの 円形で、深さ37cmである。覆土は 5層からなる

自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利E2式期と推定される。

上坑SK182(F造 .109・ 110。 111)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は西側の半分以上が未調査区域に広がつている。東側でSK183に切ら

れている。確認面上面径 (218)× (72)cm、 底面径 (200)× (57)cmの楕円形を呈するものと推定する。底

面が外側に張り出した袋状で、確認面からの深さ最大25cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦で

内部施設として柱穴状掘り込みが 2ヶ所検出された。Plは径42× 37cmの 円形で、深さ84cmo P21よ 径49× 46cmの

円形で、深さ72cmである。覆土は3層 からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片と土器片錘 2点が覆

土から出土した。加曽利E式期と推定される。

上坑SK183(Fig。 109・ 110・ 111)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡はSK181・ 182を 切つて構築している。確認面上面径240× 209cm、 底面

径200× 197cmの 円形を呈する。底面が南側に張り出した袋状で、確認面からの深さ最大85cmを測り、壁面は内

傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが lヶ所検出された。Plは径51× 36cmの 円形

で、深さ61cmで ある。覆土は6層からなる自然堆積であるが、東壁際の覆土上層から貝ブロックが検出された。

東側の第 1ブロックは径30× 60cm、 層厚12cm、 南東側の第 2ブロックは径20× 45∽、層厚10cmを測り、両貝ブ

ロックとも99%ウ ミニナによって占められている。遺物は縄文中期の土器片と土器片錘 1点、小形磨製石斧 1

点、黒曜石製石鏃 1点が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。
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土坑SK184(Fig.109,111)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は西側の一部が未調査区域に広がっている。確認面上面径190× 153cm、

底面径158× 146cmの 円形を呈する。底面が東側に張り出した袋状で、確認面からの深さ最大34cmを 測り、F_4面

は内傾して立ち上がる。底面は平坦で、遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利El式期と推定さ

れる。

上坑SK185(Fig.109。 110・ 111)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は西側の約半分が未調査区域に広がつている。確認面上面径229×

(127)cm、 底面径120× (120)cmの 円形を呈する。深さ最大61cmを測り、壁面は一部内傾して立ち上がる袋状

である。底面は平坦で、覆土は 2層 からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

加曽利El式期と推定される。

土坑SK186(Fig.109。 110。 111)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は西側の一部が未調査区域に広がり、SK184・ 190とこ切られ、SK192を

切つて構築している。確認面上面径 (242)× (194)cm、 底面径 (235)× (194)cmの 円形を呈するものと推

定する。底面が西側に張り出した袋状で、確認面からの深さ最大1lcmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。底

面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 3ケ所検出された。Plは径76× 68cmの 円形で、深さ75cmo P2は径

32× 29cmの 円形で、深さ31cmo P31よ 径23× 21cmの 円形で、深さ74c14である。覆土は3層 からなる自然堆積であ

る。遺物は縄文中期の上器片と土器片錘 1点、磨石 1点が覆土から出土した。加曽利E2式期と推定される。

土坑SK187(Fig.109・ 110,111)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は南側でSK183を切り、北側でSK188を切って構築している。確認面

上面径249× 194cm、 底面径219× 160cmの楕円形を呈する。底面が外側に張り出した袋状で、確認面からの深さ

最大30cmを 測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦で、覆土は2層 からなる自然堆積である。遺物は縄

文中期の上器片が覆土から出土した。加曽利E2式期と推定される。

土1尤SK188(Fig■ 09。 110・ 111)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡はSK187に切られ、SK189,192・ 235を切つて構築している。確認面

上面径270× (150)cm、 底面径236× (150)cmの楕円形を呈する。底面が北側に張り出した袋状で、確認面か

らの深さ最大47cmを 測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 2ヶ所

検出された。Plは径26× 24cmの 円形で、深さ49cmo P2は径58× 47cmの 円形で、深さ38cmである。覆土は2層か

らなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片と土器片錘 6点が覆土から出土した。加曽利El式期と推定さ

″tる。
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上坑SK189(Fig。 109・ 110)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡はSK1881こ 切られ、SK198・ 236を切つて構築している。確認面上面径

180× 170cm、 底面径221× 192cmの 円形を呈する。底面が外側に張り出した袋状で、確認面からの深さ最大89cm

を測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦で、覆土は3層 からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の

土器片が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

土坑SK190(Fig。 109・ 110。 111)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は西側の約半分が未調査区域に広がっている。SK186・ 191・ 193を切

って構築している。確認面上面径233× (144)cm、 底面径267× (138)cmの 円形を呈する。底面が外側に張り

出した袋状で、確認面からの深さ最大71cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として

柱穴状掘り込みが lヶ所検出された。Plは径42X37cmの円形で、深さ35cmである。覆土は 6層からなる自然堆

積である。遺物は縄文中期の土器片と土器片錘 3点、磨石 1点、凹石 1点が覆土から出土した。加曽利El式期

と推定される。

土坑SK191(Fig.109。 110。 111・ 112)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は西側の約半分が未調査区域に広がり、SK190・ 237に切られている。

確認面上面径 (86)× (81)cm、 底面径 (71)× (62)cmの 円形を呈するものと推定する。深さ最大29cmを測

り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で、覆土は 2層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器

片が覆土から出土した。加曽利E式期と推定される。

上坑SK192(Fig.109。 110。 111)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡はSK186・ 193・ 235に切られている。確認面上面径244× (100)cm、

底面径182X(98)cmの精円形を呈するものと推定する。深さ最大28cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。

底面は平坦で内部施設として柱穴状掘 り込みが lヶ 所検出された。Plは径25× 20cmの 円形で、深さ94cmで ある。

遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利E式期と推定される。

上坑SK193(Fig.109,110)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡はSK1901こ 切られ、SK192・ 235を切つて構築している。確認面上面径

240× 177cm、 底面径212× 165cmの 円形を呈する。深さ最大65cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平

坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 2ヶ所検出された。Plは径30× 29cmの 円形で、深さ30cmo P21よ 径30× 24

cmの 円形で、深さ27cmである。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

上坑SK194(Fig.114)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は南側でSK251に切られ、北側でSK253を切つて構築している。確認

面上面径 (94)× (80)cm、 底面径 (77)× (43)cmの 円形を呈するものと推定する。深さ最大38cmを 測り、

壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが lヶ所検出された。Plは径44× 35

cmの円形で、深さ63cmである。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

上坑SK195(Fig.111。 112・ 213)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡はSK197・ 200・ 205を切つて構築している。確認面上面径198× 196cm、

底面径176× 178cmの 円形を呈する。深さ最大82cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設

として柱穴状掘り込みが 2ケ 所検出された。Plは径32× 20cmの 円形で、深さ10cmo P2は径74× 52cmの 円形で、

深さ39cmである。遺物は縄文中期の土器片と土器片錘 2点が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。
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土坑SK196(Fig,111・ 112)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡はSK207を 切つて構築している。確認面上面径160× 125cm、 底面径

121× 102cmの楕円形を呈する。深さ最大32cmを 測り、壁面はタト傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設とし

て柱穴状掘り込みが 2ケ 所検出された。Plは径66× 51cmの 円形で、深さ83cmo P2は径32× 31cmの 円形で、深さ

57cmで ある。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

上坑SK197(Fig。 111,112)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は北東側でSK195に切られている。確認面上面径264× 220cm、 底面径

226X150cmの 楕円形を呈する。深さ最大56cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設とし

て柱穴状掘り込みが 4ケ所検出された。Plは径23× 22clnの円形で、深さ58cmo P2は径60× 45cmの 円形で、深さ

68cmo P3は径51× 49cmの 円形で、深さ17cmo P4は径37× 33cmの 円形で、深さ7 cmである。遺物は縄文中期の土

器片と土器片錘 2点が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

上坑SK198(Fig,109,110・ 111)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は東側の約半分が未調査区域に広がり、西側でSK188,189に切られて

いる。確認面上面径212X(58)cm、 底面径192× (58)cmの 円形を呈するものと推定する。深さ最大32cmを 測

り、壁面は内傾 して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘 り込みが lヶ 所検出された。Plは径

43× (25)cmの 円形で、深さ49clnである。覆土は 2層 からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の上器片が覆

土から出上した。加曽利El式期と推定される。

土坑SK199(Fig.109。 110・ 111・ 213)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡はSK189,236を切つて構築している。確認面上面径76× 60cm、 底面径

59× 51cm、 底面が北側に張り出した袋状で、確認面からの深さ最大64cmを 測り、壁面は内傾して立ち上がる。

遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利E2式期と推定される。

土坑SK200(Fig.111・ 112・ H3)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡はSK195・ 201,2131こ 切られている。確認面上面径211× (60)cm、 底

面径147× (60)cmの 円形を呈するものと推定する。深さ最大17cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面

は平坦で内部施設として柱穴状掘 り込みが 2ヶ所検出された。Plは径43× 40cmの 円形で、深さ79cmo P21ま径

34× 31cmの 円形で、深さ34cmである。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利El式期と推定され

る。

上坑SK201(Fig.111。 112・ 113)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡はSK203・ 2131こ切られ、悪 200を切つて構築している。確認面上面径

210× 148cm、 底面径176× 136cmの楕円形を呈する。深さ最大44cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は

平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 3ヶ 所検出された。Plは径27× 23cmの 円形で、深さ35cmo P2は径25×

23cmの 円形で、深さ21cmo P31ま 径56× 54cmの 円形で、深さ49cmである。覆土は 3層 からなる自然堆積である。

遺物は縄文中期の土器片と土器片錘 2点が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。
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土坑SK202(Fig.111・ 112)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は西側の大半が未調査区域に広がり、南側でSK237に切られている。

確認面上面径 (76)× (63)cm、 底面径 (47)× (39)cmの楕円形を呈する。深さ最大10clnを 測り、壁面は外

傾して立ち上がる。底面は平坦で、遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利E式期と推定される。

上坑SK203 (Fig■ 11・ 112・ 113)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡はSK204に切られ、SK201,213を 切つて構築している。確認面上面径

215× 167cm、 底面径1留×150cmの楕円形を呈するものと推定する。深さ最大48cmを 測り、壁面はタト傾して立ち

上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 5ケ 所検出された。Plは径31× 19cmの 円形で、深さ36

cmo P2は径113× 77cmの 円形で、深さ60cmo P31よ 径30× 22cmの円形で、深さ24cmo P41ま 径42× 36cmの円形で、

深さ36cmo P5は径33× 36cmの 円形で、深さ55cmで ある。覆土は 3層 からなる自然堆積である。遺物は縄文中期

の土器片が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

■■尤SK204(Fig.111・ 113・ 213)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡はSK203・ 208,212・ 213を切って構築している。確認面上面径246×

225cm、 底面径213× 183cmの 円形を呈する。深さ最大49cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で

内部施設として柱穴状掘 り込みが 3ヶ 所検出された。Plは径22× 18cmの円形で、深さ26cmo P2は径26X13cmの

円形で、深さ48cmo P3は径66× 44cmの円形で、深さ53cmで ある。遺物は縄文中期の土器片と土器片錘 7点が覆

土から出土した。加曽利El式期と推定される。

上坑SK205(Fig。 111・ 112・ 113)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は南東側でSK195に切られ、西側でSK216を切って構築している。確

認面上面径211× 166cm、 底面径171× 149clnの円形を呈する。深さ最大63cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。

底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが lヶ所検出された。Plは径50× 39cmの 円形で、深さ21cmである。

遺物は縄文中期の土器片と土器片錘 5点が覆土から出土した。阿玉台Ⅱ式期と推定される。

上坑SK206(Fig.111・ 112・ 113)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は北側の約半分が未調査区域に広がり、SK212・ 214を切つて構築して

いる。確認面上面径230× 180cm、 底面径210× 151cmの楕円形を呈する。深さ最大17cmを測り、壁面はタト傾して

立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 5ケ 所検出された。Plは径23× 19cmの円形で、深

さ32cmo P2は 径36× 28cmの 円形で、深さ23cmo P31ま径56× 48cmの 円形で、深さ71cmo P4は 径50X42cmの円形で、

深さ69cmo P5は径36× (16)cmの 円形で、深さ10cmである。覆土は 2層からなる自然堆積である。遺物は縄文

中期の土器片が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

上坑SK207(Fig.111・ 112・ 113)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は東側の約半分が未調査区域に広がり、SK196・ 201に切られている。

確認面上面径 (280)× (140)cm、 底面径 (257)× (mO)cmの 円形を呈するものと推定する。深さ最大24cm

を測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが lヶ所検出された。Plは

径50× 36cmの 円形で、深さ55cmで ある。覆土は 2層 からなる自然堆積である。図示できる遺物の出土はなかっ

た。
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土坑SK208(Fig.116)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は北側でSK2111こ切られている。確認面上面径156× 140cm、 底面径

147× 107cmの 円形を呈する。深さ最大36cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で、遺物は縄文中

期の土器片と土器片錘 2点が覆土から出土した。加曽利E2式期と推定される。

上坑SK209 (Fig■ 16)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は北西側でSK208・ 211に切られている。確認面上面径 (330)× (189)

cm、 底面径 (306)× (189)cmの楕円形を呈するものと推定する。深さ最大46cmを 測り、壁面は外傾して立ち

上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが lヶ所検出された。Plは径30× 25cmの 円形で、深さ48

cmである。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利E2式期と推定される。

上坑SK210(Fig。 111,112・ 113)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は東側の約半分が未調査区域に広がつている。確認面上面径205×

(140)cm、 底面径169× (140)cmの楕円形を呈する。深さ最大22ctlを測り、壁面はタト傾して立ち上がる。底面

は平坦で内部施設として柱穴状掘 り込みが 6ヶ 所検出された。Plは径21× (18)cmの 円形で、深さ22cmo P2は

径38× 33cmの円形で、深さ43cmo P3は 径36× 32c14の 円形で、深さ84cmo Mは径22× 20cmの 円形で、深さ41cm。

P5は径35× 33cmの 円形で、深さ42cmo P6は径39× 25cmの 円形で、深さ87cmで ある。遺物は縄文中期の土器片と

土器片錘 1点が覆土から出土した。

上坑SK211(Fig.116)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は南側でSK208を 切つて構築している。確認面上面径220× 181cm、 底

面径226× 186cmの楕円形を呈する。底面が外側に張り出した袋状で、確認面からの深さ最大80cmを 測り、壁面

は内傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 3ヶ所検出された。Plは径29× 27cmの

円形で、深さ15cmo P21よ径48× 41cmの 円形で、深さ16cmo P3は径31× 19cmの円形で、深さ40cmである。遺物は

縄文中期の土器片と石皿 1点が覆土から出土した。阿玉台Ⅱ式期と推定される。

土坑SK212(Fig。 111・ 113)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡はSK204・ 205'206・ 216に切られている。確認面上面径 (161)×

(120)cm、 底面径 (138)× (120)cmの 楕円形を呈する。深さ最大29cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。

底面は平坦で内部施設として柱穴状掘 り込みが 2ヶ 所検出された。Plは径19X19cmの 円形で、深さ52cmo P2は

径41× 30cmの 円形で、深さ39cmで ある。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

上坑SK213(Fig.111・ H3)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡はSK203・ 204・ 205'212に切られている。底面径 (235)× (58)cm

の楕円形を呈するものと推定する。深さ最大20cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設

として柱穴状掘 り込みが lヶ所検出された。Plは径17× 15cmの 円形で、深さ24cmである。遺物は縄文中期の土

器片が覆土から出土した。加曽利E式期と推定される。
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土坑SK214(Fig,■ 1・ 113)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は西側の大半が未調査区域に広がり、南側でSK206に切られている。

確認面上面径 (130)× (48)cm、 底面径27× (15)c14の楕円形を呈するものと推定する。深さ最大79cmを 測

り、壁面は外傾して立ち上がる。覆土は 2層からなる自然堆積である。図示できる遺物の出土はなかった。

上坑SK215(F導 116)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は北東側でSK225に 切られている。確認面上面径 (162)× (109)cm、

底面径 (148)× (85)cmの 楕円形を呈するものと推定する。深さ最大20cmを 測り、壁面は外傾して立ち上が

る。底面は平坦で、遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

土坑SK216(Fig lll,112・ 113)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は西側の約半分が未調査区域に広がり、東側でSK205に 切られている。

確認面上面径240× (130)cm、 底面径230× (120)cmの 円形を呈する。底面が南側に張り出した袋状で、検出

面からの深さ最大48cmを 測り、壁面は一部内傾して立ち上がる。底面は平坦で、覆土は 3層からなる自然堆積

である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

土坑SK217(Fig。 116)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は南側の約半分が未調査区域に広がり、北側でSK209・ 219に切られて

いる。確認面上面径 (201)× (192)cm、 底面径 (183)× (157)cmの楕円形を呈するものと推定する。深さ

最大26cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 2ケ 所検出され

た。Plは径25× 22cmの 円形で、深さ35cmo P2は径34× 28cmの 円形で、深さ36cmで ある。遺物は縄文中期の土器

片と土器片錘 3点が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

上坑SK218(Fig.117)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は北西側の半分以上が未調査区域に広がっている。確認面上面径

270× (87)cm、 底面径237× (76)cmの楕円形を呈するものと推定する。底面が西側に張り出した袋状で、確

認面からの深さ最大40cmを測り、壁面は一部内傾して立ち上がる。底面は平坦で、覆土は2層からなる自然堆

積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

上坑SK219 (Fig■ 16・ 117)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は盟 17・ 220を切つて構築している。確認面上面径195× 153cm、 底面

径122× 100cmの楕円形を呈する。深さ最大35cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設と

して柱穴状掘り込みが lヶ所検出された。Plは径44× 33cmの 円形で、深さ52cmで ある。遺物は縄文中期の土器

片が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

上坑SK220(Fig.116・ 117)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は南西側でSK219に切られている。確認面上面径233× 180cm、 底面径

183× 127cmの楕円形を呈する。深さ最大19cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設とし

て柱穴状掘り込みが 2ヶ 所検出された。Plは径34× 25cmの 円形で、深さ28cmo P21よ 径29× 27cmの 円形で、深さ

31cmである。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出上した。加曽利E2式期と推定される。
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土坑SK221(Fig.117・ 118)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は南東側の約半分が未調査区域に広がつている。確認面上面径185×

(82)cm、 底面径167× (58)cmの 円形を呈するものと推定する。底面が北側に張り出した袋状で、検出面から

の深さ最大76cmを測り、壁面は一部内傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが lヶ

所検出された。Plは径40X(32)cmの 円形で、深さ34cmである。遺物は縄文中期の土器片と土器片錘 1点が覆

土から出土した。加曽利El式期と推定される。

上坑SK222(Fig.H7・ H8)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は西側でSK218を 切つて構築している。確認面上面径133× 76cm、 底面

径80× 45cmの楕円形を呈する。深さ最大106cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦である。図示

できる遺物の出土はなかった。

土坑SK223(Fig。 117)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は北西側の約半分が未調査区域に広がっている。確認面上面径92×

(42)cm、 底面径47× (20)clnの 円形を呈する。深さ最大78cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平

坦で、遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

上坑SK224(Fig.117・ 118)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は確認面上面径65× 61cm、 底面径30× 29cmの 円形を呈する。深さ最大

53cmを測り、壁面はタト傾して立ち上がる。底面は平坦である。図示できる遺物の出土はなかった。

土坑SK225 (Fig工 16・ 117)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は南側でSK215を 切つて構築している。確認面上面径132× 87cm、 底面

径43× (29)cmの精円形を呈する。深さ最大36cmを 測 り、壁面は外傾 して立ち上がる。底面は平坦である。図

示できる遺物の出土はなかった。

土坑SK226(Fig.118)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は北西側の約半分が未調査区域に広がっている。確認面上面径193×

(91)cm、 底面径171× (78)cmの 円形を呈する。底面が外側に張り出した袋状で、確認面からの深さ最大44cm

を測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが lヶ所検出された。Plは

径20× (11)cmの 円形で、深さ27cmである。覆土は3層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の上器片と

土器片錘 1点が覆土から出土した。加曽利E2式期と推定される。

上坑SK227(Rg。 118)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は確認面上面径158× 125cm、 底面径131X107cmの 楕円形を呈する。深

さ最大21cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘 り込みが lヶ 所検出さ

れた。Plは径46× 45cmの 円形で、深さ81cmである。覆土は2層 からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の上

器片が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。
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土坑SK228(Fig。 116。 117)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は北西側の半分以上が未調査区域に広がつている。確認面上面径

(164)× (71)cm、 底面径 (128)× (61)cmの 楕円形を呈するものと推定する。深さ最大40cmを 測り、壁面

は外傾して立ち上がる。底面は平坦である。図示できる遺物の出土はなかった。

上坑SK229 (Fig■ 18)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は南東側の約半分が未調査区域に広がっている。確認面上面径188×

(80)cm、 底面径154× (71)cmの精円形を呈する。深さ最大20cmを測り、壁面はタト傾して立ち上がる。底面は

平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが lヶ所検出された。Plは径38× 17cmの円形で、深さ20cmである。覆土

は2層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

土坑SK230(Fig.119)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は確認面上面径234× 204cm、 底面径214× 188cmの 円形を呈する。深さ

最大16clnを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘 り込みが 2ケ 所検出され

た。センターピットのPllよ径33× 27cmの 円形で、深さ45cmである。サイドポケットのP2は径98× 63cmの 円形で、

深さ18cmで ある。遺物は縄文早・前期の土器片と縄文中期の土器片錘 1点が覆土から出土した。加曽利E式期

と推定される。

土坑SK231(Fig。 119)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は南西東側の約半分が未調査区域に広がり、北西側でSK2321こ 切られ

て構築している。確認面上面径 (177)× (149)cm、 底面径 (158)× (144)cmの楕円形を呈するものと推定

する。確認面からの深さ最大18cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘

り込みが 3ヶ 所検出された。Plは径20X20cmの円形で、深さ31cmo P2は径94× 87cmの 円形で、深さ92cmo P3は

径23× 23cmの 円形で、深さ23cmである。覆土は2層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土

から出土した。加曽利E2式期と推定される。

上坑SK232(Fig.■ 9)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は南西側の約半分が未調査区域に広がり、南東側でSK231を 切つてい

る。確認面上面径205× (80)cm、 底面径186× (59)cmの 円形を呈するものと推定する。確認面からの深さ最

大52cmを測り、壁面は一部内傾して立ち上がる。底面は平坦で、覆土は 5層からなる自然堆積である。遺物は

縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

上坑SK233(Fig.119)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は確認面上面径97× 88cm、 底面径70× 63cmの 円形を呈する。深さ最大

58cmを測り、壁面はタト傾して立ち上がる。底面は平坦で、遺物は縄文中期の土器片と土器片錘 1点が覆土から

出土した。加曽利E2式期と推定される。

上坑SK234(Fig.119)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は北東側の約半分が未調査区域に広がつている。確認面上面径223×

(105)c14、 底面径150× (87)cmの 円形を呈する。底面が外側に張り出した袋状で、確認面からの深さ最大47

cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが lヶ所検出された。サ

イドピットのPlは径84× 65cmの 円形で、深さ44cmである。覆土は3層 からなる自然堆積である。遺物は縄文中

期の土器片が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。
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■ttSK235(Fig,109。 110)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡はSK188・ 193に切られている。確認面上面径 (150)× (80)cm、 底

面径138× (54)cmの 精円形を呈する。深さ最大28cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で、遺

物は縄文中期の上器片が覆土から出土した。加曽利E式期と推定される。

土坑SK236(Fig.109。 110・ 111)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡はSK197・ 199'235に切られている。確認面上面径234× (141)cm、

底面径170× (112)cmの 楕円形を呈するものと推定する。深さ最大22cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。

底面は平坦で内部施設として柱穴状掘 り込みが lヶ所検出された。Plは径28× 25cmの 円形で、深さ24cmで ある。

図示できる遺物の出土はなかった。

土坑SK237(Fig.111,112)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は西側の半分以上が未調査区域に広がり、悪 191・ 202を切って構築し

ている。確認面上面径112× (40)cm、 底面径91× (28)cmの 楕円形を呈するものと推定する。深さ最大35cm

を測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが lヶ所検出された。Plは

径25× (16)cmの円形で、深さ58cmで ある。図示できる遺物の出土はなかった。

上坑SK233(Fig。 120)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は北側でS140を切つて構築している。確認面上面径194× 189cm、 底面

径173× 112cmの精円形を呈する。深さ最大24cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設と

して柱穴状掘り込みが 3ケ 所検出された。Plは径24× 22cmの 円形で、深さ25cmo P2は径38× 30cmの 円形で、深

さ28cmo P3は径36× 31cmの 円形で、深さ22cmである。覆土は2層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の

上器片が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

上坑SK239(Fig。 120)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は東側でS140を 切つて構築している。確認面上面径238× 199cm、 底面

径223× 183cmの 円形を呈する。深さ最大55cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設とし

て柱穴状掘り込みが 7ケ 所検出された。Plは径59× 57cmの 円形で、深さ47cmo P2は径48× 38cmの 円形で、深さ

54cmo P3は径75× 45cmの 円形で、深さ17cmo P4は径36× 34cmの 円形で、深さ65cmo P5は 径36× 34cmの円形で、

深さ89cmo P6は径37× 31clnの円形で、深さ20cmo P7は径60× 46cmの 円形で、深さ56cmで ある。覆土は 2層から

なる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

土坑SK240 (Fig工 20)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は南西側の約半分が未調査区域に広がつている。確認面上面径217×

(168)cm、 底面径207× (160)cmの楕円形を呈する。深さ最大 9 cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面

は平坦で内部施設として柱穴状掘 り込みが 3ケ 所検出された。Plは径62× 54cmの 円形で、深さ118cmo P21よ 径

60× 47cmの 円形で、深さ107cmo P31ま 径53× 41cmの円形で、深さ106cmで ある。遺物は縄文中期の上器片が覆土

から出土した。阿玉台式期と推定される。
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土坑SK241(Fig,120)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は北東側の一部が未調査区域に広がっている。確認面上面径191× 154

cm、 底面径171× 140cmの楕円形を呈する。深さ最大17cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内

部施設として柱穴状掘り込みが 2ヶ 所検出された。Plは径41× 32cmの 円形で、深さ5cmo P2は径40X39cmの円

形で、深さ16cmで ある。覆土は2層 からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片と土器片錘 1点が覆土

から出土した。加曽利E2式期と推定される。

土坑SK242(Fig。 120)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は南西側の約半分が未調査区域に広がり、南東側でSK244に切られ、

東狽1で SK243を切つて構築している。確認面上面径283× (199)cm、 底面径271× (189)cmの 円形を呈する。

深さ最大37cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘 り込みが 3ヶ所検出

された。Plは径56× 44cmの 円形で、深さ96cmo P21ま径76× 61cmの 円形で、深さ56cmo P3は 径40X35cmの円形で、

深さ62cmで ある。遺物は縄文中期の土器片と土器片錘 4点が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

上坑SK243(Fig.120・ 121)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は西側でSK242・ 244に切られている。確認面上面径308× (113)cm、

底面径291× (106)cmの楕円形を呈する。深さ最大33cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内

部施設として柱穴状掘 り込みが 3ケ所検出された。Plは径120× 96cmの 円形で、深さ60cmo P2は 径47× 29cmの

円形で、深さ36cmo P3は径42× 41cmの 円形で、深さ85cmで ある。Plの覆土は2層 からなる自然堆積である。遺

物は縄文中期の上器片と土器片錘 2点が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

土坑SK244(Fig。 120。 121)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は南西側の一部が未調査区域に広がり、記 42・ 243を切つて構築して

いる。確認面上面径240× 200cm、 底面径223X175cmの 楕円形を呈する。底面が外側に張り出した袋状で、確認

面からの深さ最大27cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘 り込みが 1

ケ所検出された。Plは径29× 26cmの 円形で、深さ23cmである。覆土は3層 からなる自然堆積である。遺物は縄

文中期の土器片と土器片錘 1点、局部磨製石斧 1点、黒曜石製石鏃 1点が覆土から出土した。加曽利El式期と

推定される。

上坑SK245(Fig.121)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は北東側の一部が未調査区域に広がり、確認面上面径191× (66)cm、

底面径169× (59)cmの 円形を呈する。底面が外側に張り出した袋状で、確認面からの深さ最大49cmを測り、

壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦で、覆土は 2層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片と

土器片錘 1点が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

■lttSK246(Fig■ 14)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は南西側の約1/3が未調査区域に広がっている。確認面上面径187×

(124)cm、 底面径166× (112)cmの 円形を呈する。底面が外側に張り出した袋状で、確認面からの深さ最大37

cmを測り、壁面は一部内傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘 り込みが lヶ所検出された。

Plは径54× 45cmの 円形で、深さ47cmである。覆土は2層 からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片と

土器片錘 1点が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。
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土坑SK247(Fig■ 14・ 115)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は北側でSK249,254に切られている。確認面上面径271× 250cm、 底面

径229× 229cmの 精円形を呈する。深さ最大47cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設と

して柱穴状掘り込みが lヶ 所検出された。Plは径48× 35cmの 円形で、深さ60cmで ある。遺物は縄文中期の土器

片と土器片錘 3点、磨石 1点が覆土から出上した。加曽利El式期と推定される。

土坑SK248(Fな n4。 115)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は南西側の約半分が未調査区域に広がり、北側でSK251を 切つて構築

している。確認面上面径173× (97)cm、 底面径205× (110)cmの 楕円形を呈する。底面が外側に張り出した

袋状で、確認面からの深さ最大58cmを波1り 、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦で、覆土は 8層 からなる

自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片と土器片錘 5点、礫石斧 1点が覆土から出上した。加曽利El式期と

推定される。

■ttSK249 (Fig■ 14・ 115)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は記 47・ 254を切つて構築している。確認面上面径243X196cm、 底面

径226× 162cmの楕円形を呈する。底面が外側に張り出した袋状で、確認面からの深さ最大66cmを測り、壁面は

一部内傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 2ヶ 所検出された。Plは径37× 37cm

の円形で、深さ22cmo P2は径64× 50cmの 円形で、深さ75cmで ある。覆土は 1層 からなる自然堆積である。遺物

は縄文中期の上器片と土器片錘 6点が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

土坑SK250(F進 .114・ 115)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は西側でSK254に 切られている。確認面上面径204× 140cm、 底面径

176× 124cmの 円形を呈する。確認面からの深さ最大35cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で、

覆土は 2層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片と土器片錘 1点が覆土から出土した。加曽利El

式期と推定される。

上坑SK251(Fig。■4・ m5)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は南西側の一部が未調査区域に広がり、南側でSK248に切られ、北側

でSK194を切って構築している。確認面上面径 (180)× 152cm、 底面径 (174)× 121cmの楕円形を呈する。深

さ最大40cmを 測り、壁面はタト傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘 り込みが lヶ所検出さ

れた。Plは径86× 52cmの 円形で、深さ41cmである。覆土は2層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土

器片が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

土坑SK252(Fig.121・ 122)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は西側でSK2571こ 切られ、東側でSK256を 切つて構築している。確認

面上面径187× (56)cm、 底面径173× (45)cmの楕円形を呈するものと推定する。深さ最大43cmを 測り、壁面

は外傾して立ち上がる。底面は平坦である。図示できる遺物の出土はなかった。
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土坑SK253(Fig.H4・ H5)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は南側でSK194・ 249に切られている。確認面上面径243× 202cm、 底面

径199× 182cmの楕円形を呈する。深さ最大28cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設と

して柱穴状掘 り込みが 2ヶ 所検出された。Plは径23× 21cmの 円形で、深さ39cmo P2は径52× 46cmの 円形で、深

さ56cmで ある。図示できる遺物の出土はなかった。

上坑SK254(Fig.114・ 115)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡はSK249に切られ、SK247・ 250を切つて構築している。確認面上面径

271× 197cm、 底面径209× 173cmの楕円形を呈する。確認面からの深さ最大62cmを測り、壁面は外傾して立ち上

がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 2ヶ 所検出された。Plは径33× 26cmの 円形で、深さ39cm。

P2は径40× 36cmの 円形で、深さ30cmである。図示できる遺物の出土はなかった。

上坑SK255 (Fig■ 21)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は北側でSK256を 切つて構築している。確認面上面径206X184cm、 底

面径178× 160cmの 円形を呈する。深さ最大22cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設と

して柱穴状掘 り込みが 2ヶ 所検出された。Plは径57× 56cmの円形で、深さ47cmo P2は径41× 38cmの 円形で、深

さ75cllaである。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利E2式期と推定される。

上坑SK256 (Fig■ 21・ 122)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は縣 252・ 255・ 258に切られている。確認面上面径170× 100cm、 底面

径141× 61cmの 楕円形を呈する。深さ最大23cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設と

して柱穴状掘り込みが 4ヶ所検出された。Plは径50× 43cmの 円形で、深さ56cmo P2は径44×43cmの 円形で、深

さ57cmo P3は径53× 42cmの 円形で、深さ80cmo P4は径48× 42mの円形で、深さ22cmで ある。遺物は縄文中期の

土器片が覆土から出土した。加曽利E2式期と推定される。

土坑SK257(Fig,121・ 122)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は北側でSK259に切られ、東側でSK252を 切つて構築している。確認

面上面径257× 197cm、 底面径243× 185cmの精円形を呈する。深さ最大37cmを測り、壁面はタト傾して立ち上がる。

底面は平坦で、遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利E2式期と推定される。

上坑SK258(Fig.121・ 122)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は北東側の約半分が未調査区域に広がり、南西側でSK256を切つて構

築している。確認面上面径195× (108)cm、 底面径177× (99)cmの 円形を呈する。底面が外側に張り出した

袋状で、確認面からの深さ最大45cmを 測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状

掘り込みが2ヶ 所検出された。Plは径36× 30cmの 円形で、深さ19cmo P2は径41× 34cmの 円形で、深さ38cmであ

る。覆土は3層 からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片と磨石 1点が覆土から出土した。加曽利E2

式期と推定される。

土坑SK259(Fig。 121・ 122)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は南側でSK257を 切つて構築している。確認面上面径219× 184cm、 底

面径196× 156cmの精円形を呈する。深さ最大47cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設

として柱穴状掘り込みが lヶ 所検出された。Plは径40× 40cmの 円形で、深さ55cmで ある。遺物は縄文中期の土

器片と土器片錘 2点が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。  ・

一　

‐
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土坑SK260(Fig.123)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は南東側の半分以上が未調査区域に広がっている。確認面上面径

112× (37)cm、 底面径85× (20)cmの 円形を呈するものと推定する。深さ最大 8 cmを測り、壁面は外傾して

立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘 り込みが lヶ 所検出された。Plは径37× 34cmの 円形で、深

さ75cmで ある。覆土は単一層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。阿玉台

式期と推定される。

土坑SK261(Fig.121・ 122)

調査区北東側 5工区に位置する。確認面上面径201× 134cm、 底面径179× 120cmの楕円形を呈する。深さ最大

25cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘 り込みが lヶ所検出された。

Plは径48× 47cmの 円形で、深さ14cnlである。遺物は縄文中期の土器片と土器片錘 2点が覆土から出土した。加

曽利El式期と推定される。

上坑SK262(Fig.83)

調査区北東狽15工区に位置する。本跡は南西側の大半が未調査区域に広がっている。確認面上面径295×

(91)cm、 底面径274× (82)cmの楕円形を呈する。深さ最大 8 cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は

平坦で内部施設として柱穴状掘 り込みが 2ヶ所検出された。Plは径32× (23)cmの 円形で、深さ28cmo P21よ 径

28× 25cmの 円形で、深さ45cmである。覆土は3層 からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土か

ら出土した。阿玉台式期と推定される。

上坑SK263(Fig.123)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡はSK264・ 22を切つて構築している。確認面上面径171× 116cm、 底面

径129× 97cmの楕円形を呈する。深さ最大43cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で、遺物は紀

文中期の土器片と土器片錘 3点が覆土から出土した。加曽利E2式期と推定される。

■ttSK264 (Fig■ 23)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は北側でSK263に 切られている。確認面上面径230X203cm、 底面径

193× 160cmの精円形を呈する。深さ最大45cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設とし

て柱穴状掘り込みが lヶ所検出された。Plは径20× 19cmの円形で、深さ35cmである。遺物は縄文中期の土器片

が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

■ttSK265(Fig.123)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は北側でSK266に 切られている。確認面上面径229× 131cm、 底面径

195X106cmの 楕円形を呈する。深さ最大31cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設とし

て柱穴状掘り込みが 3ヶ所検出された。Plは径39× 36cmの 円形で、深さ78cmo P2は径43× 40cmの 円形で、深さ

56cmで ある。P3は径50× 35cmの楕円形で、深さ75cm。 遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利El

式期と推定される。
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土坑SK266 (Fig■ 23・ 213)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は南側でSK265を 切つて構築している。確認面上面径182X155cm、 底

面径204× 195cmの 円形を呈する。底面が外側に張り出した袋状で、確認面からの深さ最大96cmを測り、壁面は

内傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 3ヶ 所検出された。Plは径33× 29cmの 円

形で、深さ18cmo P2は径38× 37cmの 円形で、深さ36clno P3は 径25× 23cmの 円形で、深さ45cmである。遺物は縄

文中期の土器片と土器片錘 2点が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

上坑SK267(Fig.121・ 122)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は南西側の約半分が未調査区域に広がつている。確認面上面径255×

(155)cm、 底面径208× (150)cmの 円形を呈する。底面が外側に張り出した袋状で、確認面からの深さ最大54

cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが lヶ所検出された。Pl

は径37× 29cmの 円形で、深さ20cmである。覆土は2層 からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片が覆

土から出土した。加曽利El式期と推定される。

土坑SK263(Fig.124)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は確認面上面径204× 168cm、 底面径173× 143cmの楕円形を呈する。深

さ最大33cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘 り込みが 2ケ所検出さ

れた。Pllよ径43×42cmの 円形で、深さ65cmo P21ま 径48×46cmの 円形で、深さ36cmである。覆土は3層からなる

自然堆積である。遺物は縄文中期の上器片と土器片錘 1点が覆土から出土した。加曽利E2式期と推定される。

上坑SK269 (Fig工 24)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は確認面上面径154× 120cm、 底面径138× H2cmの円形を呈する。深さ

最大25cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが lヶ 所検出され

た。Plは径86× 69cmの 円形で、深さ31cmである。覆土は 2層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器

片が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

上坑SK270(Fig。 124)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は確認面上面径108X85cm、 底面径61× 48cmの精円形を呈する。深さ

最大55cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で、遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

加曽利El式期と推定される。

上坑SK271(Fig。 123)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は確認面上面径232X171cm、 底面径185× 134cmの楕円形を呈する。深

さ最大22cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 3ヶ所検出さ

れた。Pllよ径35× 29cmの 円形で、深さ53cmo P21ま 径43× 39cmの 円形で、深さ12cmである。P31ま径60× 55cmの 円

形である。遺物は縄文中期の土器片と土器片錘 2点が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

土坑SK272(Fig.123)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は北東側の約1/3が未調査区域に広がり、西側で麗 631こ切られている。

確認面上面径205× (129)cm、 底面径171× (117)cmの 円形を呈する。底面が外側に張り出した袋状で、確認

面からの深さ最大30cmを 測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 1

ケ所検出された。Plは径34× 25cmの 円形で、深さ32cmである。覆土は単一層からなる自然堆積である。遺物は

縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。
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土坑SK273 (Fig■ 24)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は南西側の大半が未調査区域に広がり、SK2“ 。286を切つて構築して

いる。確認面上面径160× (36)cm、 底面径130× (29)ctlの 円形を呈するものと推定する。深さ最大42cmを 測

り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘 り込みが lヶ 所検出された。Plは径

36× 30clnの円形で、深さ31cmである。覆土は2層 からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土か

ら出土した。加曽利E式期と推定される。

上坑SK274(Fig.124)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は南西側の約半分が未調査区域に広がり、SK2731こ 切られている。確

認面上面径171× 70cm、 底面径143× 59cmの 円形を呈するものと推定する。深さ最大20c14を測り、壁面は外傾し

て立ち上がる。底面は平坦で、覆土は単一層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出

土した。加曽利E式期と推定される。

土坑SK275(Fig.125)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は西側でSK277に切られている。確認面上面径227× 178cm、 底面径

193× 137cmの精円形を呈する。深さ最大26cmを測り、壁面はタト傾して立ち上がる。底面は平坦で、覆土は 2層

からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の上器片が覆土から出土した。加曽利E式期と推定される。

上坑SK276(Fig 124)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は確認面上面径156X127cm、 底面径129× 100cmの楕円形を呈する。深

さ最大17cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘 り込みが 2ケ 所検出さ

れた。Plは径14× 14cmの円形で、深さ34cmo P2は径20× 19cmの円形で、深さ18cmである。覆土は 2層からなる

自然堆積である。図示できる遺物の出土はなかった。

土坑SK277(Fig。 125)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は南西側の約半分が未調査区域に広がり、東狽JでSK275を 切つて構築

している。確認面上面径258× (148)cm、 底面径235× (156)cmの 円形を呈する。底面が外側に張り出した袋

状で、確認面からの深さ最大61cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘

り込みが 1ケ 所検出された。Plは径40× 39cmの 円形で、深さ29cmで ある。覆土は2層からなる自然堆積である。

遺物は縄文中期の土器片と土器片錘 1点が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

■ttSK278(Fig,125)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は確認面上面径112X102cm、 底面径72× 59cmの 円形を呈する。深さ最

大27cmを波1り 、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で、遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加

曽利E式期と推定される。

土坑SK279(Rg.125)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は北東側の約半分が未調査区域に広がつている。確認面上面径210×

(139)cm、 底面径184× (126)cmの楕円形を呈するものと推定する。深さ最大28cmを測り、壁面は外傾して立

ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 3ヶ 所検出された。Plは径64× 63cmの 円形で、深さ

86cmo P2は径28× 27cmの 円形で、深さ25cmo P3は径25× 25cmの 円形で、深さ37cmである。覆土は 1層からなる

自然堆積である。図示できる遺物の出土はなかった。
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土坑SK280(Fig.126)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は東側でSK285に 切られている。確認面上面径210× 170cm、 底面径

187× 165cmの 円形を呈する。深さ最大26cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として

柱穴状掘り込みが 2ヶ所検出された。Plは径30× 28cmの 円形で、深さ60cmo P2は径43× 32cmの 円形で、深さ30

cmである。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利E式期と推定される。

上坑SK281 (Fig■ 26)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は確認面上面径159× 143cm、 底面径139× 119cmの楕円形を呈する。深

さ最大33cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 3ヶ所検出さ

れた。Plは径48× 27cmの 円形で、深さ70cmo P21ま 径76× 65cmの 円形で、深さ50cmo P31ま 径42× 42cmの円形で、

深さ36cmである。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利E式期と推定される。

上坑SK282 (Fig■ 27)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は南西側の一部が未調査区域に広がっている。南側でSK288に切られ

ている。確認面上面径256× 229cm、 底面径213× 208cmの 楕円形を呈する。深さ最大59cmを測り、壁面は外傾し

て立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが lヶ所検出された。Plは径92× (62)cmの 円形

で、深さ78cmで ある。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

上坑SK283(Fig.128)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は南西側の約半分が未調査区域に広がつている。確認面上面径204×

(98)cm、 底面径200× (82)cmの 円形を呈するものと推定する。底面が外側に張り出した袋状で、確認面から

の深さ最大42cmを 測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 2ヶ 所検

出された。Plは径 (80)× 70cmの 円形で、深さ78cmo P2は径 (66)× 54cmの 円形で、深さ21cmである。遺物は

縄文中期の土器片と土器片錘 2点が覆土から出土した。加曽利E式期と推定される。

上坑SK284(Fig.126)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡はSK285に切られている。確認面上面径350× 240cm、 底面径334× 210

cmの楕円形を呈する。深さ最大25cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状

掘り込みが 3ヶ 所検出された。Plは径50× 40cmの 円形で、深さ63cmo P2は径57× 44cmの 円形で、深さ60cmo P3

は径26× 25cmの 円形で、深さ46cmである。遺物は縄文中期の上器片と土器片錘 1点、磨製石斧 1点が覆土から

出土した。加曽利El式期と推定される。

上坑SK285(Fig。 126)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡はSK280。 284を切つて構築している。確認面上面径180× 172cm、 底面

径154× 149cmの 円形を呈する。深さ最大34cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設とし

て柱穴状掘り込みが 4ヶ所検出された。Plは径24X24cmの円形で、深さ51cmo P21ま径53× 48cmの 円形で、深さ

28cmo P31よ 径68× 43cmの 円形で、深さ53cmo P41よ 径44× 43cmの円形で、深さ107cmで ある。遺物は縄文中期の

土器片と土器片錘 1点、磨製石斧 1点、メノウ製石鏃 1点が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。
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土坑SK286(Fig,124)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は南東側の大半が未調査区域に広がつている。開 73に切られている。

確認面上面径113× (39)cm、 底面径93× (32)cmの 円形を呈する。深さ最大18cmを測り、壁面は外傾して立

ち上がる。底面は平坦で、遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利E2式期と推定される。

上坑SK287 (Fig工 28)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は北側の約半分が未調査区域に広がっている。確認面上面径137×

(71)cm、 底面径270× (144)cmの 円形を呈する。底面が外側に張り出した袋状で、確認面からの深さ最大109

cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦で、覆土は 9層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期

の土器片と土器片錘 2点、磨石 1点が覆土から出土した。阿玉台Ⅳ式期と推定される。

上坑SK238(Fig。 127)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は南西側の約半分が未調査区域に広がり、悪 282・ 289を切つて構築し

ている。確認面上面径329× (139)cm、 底面径310× (134)cmの 円形を呈するものと推定する。深さ最大71cm

を測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 2ヶ 所検出された。Plは

径41× 32cmの 円形で、深さ46cmo P21よ 径45× 36cmの 円形で、深さ37cmである。遺物は縄文中期の土器片が覆土

から出土した。加曽利E2式期と推定される。

上坑SK289(Fig.127)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は南西側の約半分が未調査区域に広がり、SK288・ 290に切られている。

確認面上面径240× (156)cm、 底面径220× (150)cmの楕円形を呈するものと推定する。確認面からの深さ最

大43cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘 り込みが lヶ所検出された。

Pユは径61× (43)cmの 円形で、深さ26cmである。覆土は単一層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土

器片が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

土坑SK290(Fig。 127)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は南側でSK289を 切つて構築している。確認面上面径195× 155cm、 底

面径305× 247cmの楕円形を呈する。底面が外側に張 り出した袋状で、確認面からの深さ最大134cmを 測り、壁

面は内傾して立ち上がる。底面は平坦で、覆土は10層 からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片と土

器片錘 2点、磨製石斧 1点が覆土から出土した。阿玉台Ⅱ式期と推定される。

土坑SK291(Fig。 128)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は北側でSK292を 切つて構築している。確認面上面径90× 81cm、 底面

径70× 53cmの 円形を呈する。深さ最大23cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で、遺物は縄文中

期の土器片と土器片錘 1点が覆土から出土した。加曽利E式期と推定される。
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土坑SK292(Fig.128)

調査区北東側 5工区に位置する。本隊は南東側でSK291に 切 られている。確認面上面径88× 78cm、 底面径

70× 54cmの 円形を呈する。深さ最大16cmを測 り、壁面は外傾 して立ち上がる。底面は平坦で、遺物は縄文中期

の土器片が覆土から出土した。加曽利E2式期と推定される。

土坑SK293(Fig.127)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は確認面上面径199× 199cm、 底面径205× 196cmの 円形を呈する。確認

面からの深さ最大53cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 2

ケ所検出された。Plは径36× 35cmの 円形で、深さ27cmo P2は径38× 36cmの 円形で、深さ40cmである。遺物は縄

文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

上坑SK294(Fig.128)

調査区北東狽J5工区に位置する。本跡は南西側の約半分が未調査区域に広がっている。確認面上面径

(134)× 103cm、 底面径 (108)X68cmの楕円形を呈する。深さ最大47cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。

底面は平坦で、遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利E式期と推定される。

上坑SK295 (Fig■ 29)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は確認面上面径250× 238cm、 底面径228× 216cmの 円形を呈する。確認

面からの深さ最大45cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘 り込みが 3

ケ所検出された。Plは径18× 18cmの円形で、深さ61cmo P2は径67× 50cmの 円形で、深さ38cmo P3は径47× 47cm

の円形で、深さ50cmである。覆土は 3層 からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の上器片が覆土から出土し

た。加曽利E2式期と推定される。

土坑SK296(Fig.129)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は確認面上面径233× 216cm、 底面径214× 210cmの 円形を呈する。確認

面からの深さ最大31cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 6

ケ所検出された。Plは径20× 19cmの円形で、深さ35cmo P2は径85× 46cmの 円形で、深さ71cmo P31ま 径45× 44cm

の円形で、深さ81cmo P41ま 径48× 43cmの 円形で、深さ62cmo P5は径27× 25cmの 円形で、深さ20cmo P61ま 径35×

29cmの 円形で、深さ62cmである。覆土は3層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片と土器片錘 1

点が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。

上坑SK297 (Fig.129)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は確認面上面径323× 298cm、 底面径281× 260cmの 円形を呈する。底面

が外側に張り出した袋状で、確認面からの深さ最大68cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦で内

部施設として柱穴状掘り込みが 3ヶ 所検出された。Plは径91× 76cmの 円形で、深さ81cmo P2は径37× 28cmの 円

形で、深さ19cmo P3は径30× 24cmの 円形で、深さ19cmである。覆土は2層 からなる自然堆積である。遺物は縄

文中期の土器片と土器片錘 2点が覆土から出土した。加曽利E2式期と推定される。

土坑SK298(Fig。 129)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は南西側の約半分が未調査区域に広がっている。確認面上面径252×

(104)cm、 底面径229× (97)cmの 円形を呈するものと推定する。底面が外側に張り出した袋状で、確認面か

らの深さ最大52cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 1ケ所

検出された。Plは径56× 52cmの 円形で、深さ83cmで ある。覆土は単一層からなる自然堆積である。遺物は縄文

中期の土器片と土器片錘 1点、磨製石斧 1点が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。
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土坑SK299(Fig。 130)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は確認面上面径256× 229cm、 底面径220× 201cmの略円形を呈する。底

面が外側に張り出した袋状で、確認面からの深さ最大75cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦で

内部施設として柱穴状掘り込みが 4ヶ所検出された。Plは径27X18cmの円形で、深さ31cmo P2は径98× 70cmの

円形で、深さ82cmo P3は径57X32cmの円形で、深さ14cmo P4は径53× 50cmの 円形で、深さ54cmで ある。覆土は

2層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片と石皿 1点が覆土から出上した。加曽利El式期と推定

される。

■ttSK300(Figユ 30)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は北東側の約1/3が未調査区域に広がっている。確認面上面径287×

(215)cm、 底面径253× (190)cmの 円形を呈する。底面が外側に張り出した袋状で、確認面からの深さ最大63

cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘 り込みが 4ケ所検出された。Pl

は径38× 27cmの 円形で、深さ59cmo P2は 径86× (61)cmの 円形で、深さ103cmo P3は径70× 69cmの 円形で、深

さ1lcmo P4は径60× 42cmの 円形で、深さ70cmで ある。覆土は3層 からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の

土器片が覆土から出土した。加曽利E2式期と推定される。

土坑SK301(Fig.130)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は北東恨1の約半分が未調査区域に広がっている。確認面上面径216×

210cm、 底面径181× 176cmの 円形を呈する。確認面からの深さ最大55cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。

底面は平坦で内部施設として柱穴状掘 り込みが 2ヶ所検出された。Plは径 (62)× 58cmの 円形で、深さ34cm。

P2は径75× 68cmの 円形で、深さ54cmで ある。覆土は単一層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の上器片

でわずかに 1点のみ図示した。加曽利El式と推定される。

土坑SK302(Fig。 121,122)

調査区北東側 5工区に位置する。本跡は確認面上面径103× 94cm、 底面径88× 82cmの楕円形を呈する。深さ

最大19cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが lヶ所検出され

た。Plは径58× 47cmの円形で、深さ122cmである。遺物は縄文中期の土器片でわずかに 1点のみ図示した。加

曽不UE式 と推定される。

土坑SK303(Fig 102・ 103)

調査区南東側 4工区に位置する。本跡は西側の大半が未調査区域に広がっている。確認面上面径145× (34)

cm、 底面径112× (19)c14の楕円形を呈するものと推定する。確認面からの深さ最大28cmを 測り、壁面は外傾

して立ち上がる。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。加曽利El式期と推定される。
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第 8節 土坑出土遺物

土坑SK02出土遺物 (Fig.131■ ・2)

1・ 2は古墳時代の土師器。 1は杯で、体部は内湾気味に立ち上がり、口縁部はいったん内傾したのち、垂

直方向にのび、端部はわずかに外反する。口縁部はヨヨナデ、外面体部ヘラケズリ。内面体部ヘラナデ。 2は

奏口縁郡破片。外傾して立ち上がる。外面縦位のヘラケズリ、内面横位のヘラナデ。

土坑SK04出土遺物 (Fig.131‐ 1～ 3)

1～ 3は前期前半、黒浜式である。 1は口縁部破片で、ナデによる無文。 2・ 3は付加条縄文。胎土に多量

の繊維を含む。

上坑SK08出土遺物 (Fig。 131‐1～ 32・ Fig.132‐ 33～ 63)

土器片と土器片錘 7点、土製円盤 3点が出土している。 1～ 8。 10～ 24・ 27・ 41はキャリパー形の深鉢で、

1～ 10・ 14は 日縁部破片。 4を 除き、沈線の沿う隆帯による楕円形区画文に渦巻文が配される。 4は背割り隆

帯による楕円形区画文。 5は 口縁上端が狭小な無文帯となり、隆帯区画内は円形刺突文を充填させる。 6は沈

線による円形、楕円形区画文内に条線文を充填させ、胴部も縦位の条線を地文。 7は沈線による楕円形区画文

内に縦列の沈線を施文し、胴部は縄文を地文に3本一組の磨消懸垂文を垂下させる。 8の口縁区画下は幅のあ

る背割り隆帯となる。10は背割り隆帝に地文として撚糸Lを施文する。11～ 13・ 15～ 24は頸部破片。m～ 13・

24は撚糸Lを地文とし、22・ 23は 3本一組の磨消懸垂文で、241ま 5本一組の磨消懸垂文。14～ 231よ縄文を地文

とする。 9。 25。 26は連弧文土器である。 9。 25は口縁部破片で、口縁直下に交互刺突文を施文し、 9は単節

RL縄文、25。 26は撚糸Lを地文とする。また25。 261ま 3本一組の沈線による連弧文を施文する。27～41は胴部

破片。27～ 39は縄文を地文に3本一組の磨消沈線文を垂下させる。なお、46・ 471ま浅鉢の日縁部破片。461ま口

縁部力秒卜傾して開き、赤彩が施されている。48は無文地に貼付隆帯による波状文を巡らす。49～ 53は底部破片。

加曽利E2式。

54～60は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。61～63は土製円盤。周縁を打ち欠くのみ

で研磨は施されていない。

上坑SK09出土遺物 (Fig.132-1～ 9)

土器片と土器片錘 1点、磨石 1点が出土している。1～ 3・ 5は 2本一組の沈線による懸垂文を垂下させる。

3は撚糸Lを地文とする。 6・ 7は浅鉢。 6の口縁郡は肥厚する。加曽利E2式。

8は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。 9は砂岩製の磨石欠損品。表面に磨痕が見ら

れ、ほぼ中央に凹み痕がわずかに観察される。

土坑SK10出土遺物 (Fig.132-1～ 5)

土器片が出土している。 1は無文。口縁部が肥厚する。胎土に金雲母を多量に含有する。 2・ 3は深鉢の胴

部破片。爪形文を施文する。阿玉台式。 4は縄文を地文。 5は底部破片で網代痕を有する。

土坑SKll出上遺物 (Fig 133‐ 1～ 3)

土器片が出土している。 1は口唇部に刻目が巡り、爪形文による区画文。阿玉台式。 2は単節RL糸亀文に沈線

懸垂文が垂下する。加曽利E2式。 3は底部破片で網代痕を有する。

土坑SK12出土遺物 (Fig。 133-1)

土器片が出土している。 1は浅鉢の胴部破片。無文。縄文中期。
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土坑SK13出土遺物 (Fig.133‐ 1～ 5)

土器片が出土している。 1・ 3は縄文を施文する。加曽利El式。 3は懸垂文が垂下する。 2は懸垂隆帯に沿

って押圧文が施文される。阿玉台式。 4・ 5は浅鉢。 5は 回縁部が内湾気味に外傾する。内外面に赤彩が施さ

れている。

上坑SK16出土遺物 (Fig.133■ ・2)

土器片が出土している。 1・ 2と もキャリパー形の深鉢の口縁部破片。沈線が沿う隆帯による楕円形区画文。

加曽利E2式。

土坑SK18出土遺物 (Fig。 133‐1～ 3)

土器片が出土している。 1・ 2はキャリパー形の深鉢。縄文を地文に背割り状隆帯による区画文と渦巻文を

施す。 3は浅鉢の回縁部破片。口縁部がわずかに外反する。加曽利El式。

土坑SK19出土遺物 (Fig.133-1～ 4)

土器片が出上している。 1はキャリパー形の深鉢の頸部破片。隆帯区画文。 2は爪形文に隆帝による蛇行懸

垂文。 3は 日唇部が月巴厚する無文土器。 4は浅鉢の内湾する口縁部破片。

土坑SK20出上遺物 (Fig,133-1～ 7)

土器片が出土している。 1はキャリパー形の深鉢の回縁部破片。縄文を地文に楕円形隆帯区画文。 2は交互

刺突文が巡る深鉢。 3～ 5は縄文を地文に沈線による懸垂文が垂下する。 3は蛇行沈線文。 4・ 5は磨消懸垂

文。 7は口縁部が無文帯となる。加曽利E2式。                   ・

土坑SK21出土遺物 (Fig.134‐ 1～ 5)

土器片が出土している。 1はキャリパー形の深鉢。隆帯による区画文。加曽利E2式。 2は刻目のある橋状把

手をもち、押圧文による区画文の阿玉台式。 3は隆帯区画文。 4は縄文を地文に沈線による懸垂文。

土坑SK22出土遺物 (Fig.134-1～ 3)

土器片が出土している。 1・ 2は縄文を地文に3本一組の沈線懸垂文が垂下する。沈線間を磨消す。 3は底

部破片。加曽利E2式。

土坑SK23出土遺物 (Fig.134-1～ 9)

土器片と土器片錘 1点が出土している。 1はキャリパー形の深鉢。隆帯区画文内は縦位の沈線を充填する。

2は頸部破片。縄文を施文した隆帯区画文に沈線による波状文を巡らす。 3～ 5は縄文を地文に沈線による懸

垂文を垂下させる。 7は撚糸R施文。 8は条線文。加曽利El式。

9は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

上坑SK24出土遺物 (Fig。 134-1・ 2)

土器片が出土している。 1・ 2は胴部破片。 1は縄文を地文に貼付隆帯による蛇行懸垂文。2は直行懸垂文。

加曽利El式。

土坑SK25出土遺物 (Fig.134‐ 1～ 18)

土器片と土器片錘 8点が出上した。 1は キャリパー形の深鉢の口縁部破片。沈線が沿う隆帯による渦巻文。

2は口縁部に縄文帯や沈線区画文を施す。 3はキャリパー形の深鉢の口縁部破片。沈線が沿う隆帯区画文。 4

は磨消懸垂文が垂下する。 5・ 6は縄文を地文に2も しくは3本一組の懸垂文が垂下する。 7は撚糸L。 8・
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9は縄文を地文に沈線による懸垂文。加曽利E2式。

11～ 18は土器片錘。18を 除き縦長破片の長軸方向に一対の切れ目を有する。

土坑SK26出上遺物 (Fig.135-1・ 2)

土器片が出土している。 1はキャリパー形の深鉢の口縁部破片。隆帯による区画文。 2は日唇部が肥厚する

浅鉢で波状口縁を呈する。

上坑SK27出土遺物 (Fig。 135-1～ 3)

土器片が出土している。 1～ 3は深鉢の胴部破片。縄文を施文。

土坑SK28出土遺物 (Fig.135-1～ 5)

土器片と土器片錘 1点が出土している。 1は口唇部が僅かに外反する深鉢。交互刺突文を巡らす。 2・ 4は

無文の深鉢。 3は縄文を地文に沈線による懸垂文。

5は土器片錘で、縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

上坑SK29出土遺物 (Fig.135-1～ 9)

土器片と土器片錘 3点が出土している。 1・ 2はキャリパー形の深鉢の口縁部破片。 1は沈線が沿う隆帯に

よる区画文と渦巻文を施文。 3は縄文を地文に貼付隆帯を施す。 5は蛇行沈線文を垂下させる。加曽利El式。

7～ 9は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

上坑SK30出上遺物 (Fig.135-1～ 26)

土器片と土器片錘 4点が出土している。 1～ 4はキャリパー形の深鉢の口縁部破片。隆帯による渦巻文と区

画文を持つ。 5はキヤリパー形の深鉢の頸部破片。撚糸Rを地文に背割り隆帯による区画文と5本一組の懸垂

文を垂下させる。 6は縄文帯に交互刺突文を巡らす。 8はキャリパー形の深鉢の口縁部破片で、縦位の沈線文

を地文に貼付隆帯による区画文を施す。 9,10は頸部破片。隆帯による区画文。11～ 14は縄文を地文に沈線に

よる懸垂文。12は複節RLRを 地文とする。15。 16は連弧文土器の胴部破片。撚糸文を地文とする。17は縄文を

地文に蛇行沈線文を垂下させる。201よ細い撚糸Lを地文とする。21・ 221ま深鉢の底部破片。加曽利E2式。

23～26は土器片錘。23～25は縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。261よ短軸方向に 1対の切れ目を

有する。

上坑SK31出土遺物 (Fig。 136‐ 1～22)

土器片と土器片錘 6点、土製円盤 1点、石鏃 1点が出土している。 1・ 2は無文帯の口縁部がくの字状に外

反し、 1は平行沈線が区画文となる。 4は背割り隆帯による意匠文。 5'6・ 10・ 11は縄文を地文に3本一組

の沈線による懸垂文を垂下させる。加曽利E2式。

15～ 20は土器片錘。17を 除き、縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有し、17は短軸方向に 1対の切れ目を

有する。21は土製円盤。221ま チャート製の石鏃。基部の狭りの浅い凹基無茎鏃である。表裏面とも丁寧な調整

剥離が施されている。

土坑SK32出土遺物 (Fig 136-1～ 27)

土器片と土器片錘 4点が出上している。 1は波状口縁の深鉢。口唇部が鍔状に肥厚し、爪形文が沿い、沈線

意匠文が施文される。 2は 口縁部が内湾気味に立ち上がる深鉢。縄文を地文に沈線による曲線文を施す。 3は

口縁部がくの字状に外反し、無文帯。胴部は沈線の沿う隆帯による区画文。 4～ 9は深鉢の回縁部から頸部破

片。 4は磨消沈線を垂下させる。 5は背割り隆帯によるクランク文。10は条線を地文に背割り隆帯による蛇行

懸垂文。11も 沈線が沿う隆帝による懸垂文。12は磨消沈線文に、蛇行沈線を垂下させる。14～ 16は縄文を地文
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に磨消懸垂文が垂下する。13は付加条縄文。15は撚糸Rを地文とする。17は日縁部から撚糸Rを施文する。18

は羽状縄文に結節縄文が垂下する。19は撚糸Rを地文とする。20～23は底部破片。

24～ 271ま土器片錘。24・ 25。 271ま縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。261ま方形を呈し、短軸方向

に 1対の切れ目を有する。

土坑SK33出土遺物 (Fig.137-1～ 20)

土器片と土器片錘 4点が出土している。 1は深鉢の口縁部に隆帯による楕円形区画文を配し、隆帯に沿って

爪形文を施文する。区画内には縄文を地文に波状沈線で区画する。阿玉台Ⅲ式。 2は円孔を伴う円形把手をも

つ深鉢。把手縁部に縄文を施文する。 3は波状口縁の深鉢。口縁部は肥厚する。 4～ 8は日唇部が月巴厚する深

鉢で、 4・ 5は上端部に縄文を施文。 6は隆帯区画に沿って角押文が巡り、区画内に角押文が垂下する。 7は

回縁部に沿って沈線による波状文が巡る。 8は隆帯区画に沿って沈線が施される。 9は隆帝に沿つて角押文が

施文される。10は縦位の条線文が垂下する。11は キャリパー形の深鉢の口縁部破片で、隆帯区画文。12の口唇

部は凹帯となり、日縁部は縄文帝が巡る。14。 15は沈線懸垂文が垂下する。15は撚糸Rを地文とする。加曽利

El式。

17～ 20は土器片錘。17～ 19は縦長破片の長軸方向に、201ま短軸方向に 1対の切れ目を有する。

上坑SK34出土遺物 (Fig.137‐ 1～24)

土器片と土器片錘 8点が出土している。 1は口縁部が短く外反し、縄文帯を有し、背割り隆帯による区画文

上も縄文が施文される。 2は波状口縁の深鉢。背割り隆帯による区画文。 3は日唇部が肥厚し、隆帯による楕

円形区画文内に縦位の沈線文を充填する。 4は波状口縁の深鉢で、隆帯による渦巻文を施文する。単節RLの太

目縄文を施す。 5は キヤリパー形の深鉢の口縁部破片。沈線が沿う隆帯区画と渦巻文を施文する。区画内は無

節Rを施文する。 6は交互刺突文を巡らす区画文で、区画内は沈線文を充填する。 7は口縁部が短 く外反し、

隆帝区画文を施文する。 8～ 10はキャリパー形の深鉢の回縁部破片で、隆帯による渦巻文と区画文を施す。11

は深鉢胴部破片。背割り隆帯による区画文に沈線による懸垂文が垂下する。12・ 13は縄文を地文に沈線による

意匠文。

17～ 24は土器片錘。いずれも縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

土坑SK35‐A出土遺物 (Fig.137-1～ 7・ Fig.138-8～ 44)

土器片と土器片錘11点、磨石 1点、敲石 1点が出土している。 1～ 3は同一個体。山形把手を有する深鉢で、

日縁部に沿って刻目を持つ隆帯が区画文として巡り、沈線による意匠文を施す。4も 円子しの伴う山形把手。隆

帯に沿って沈線が巡る。 5は口縁部が肥厚する深鉢。隆帯区画文に沿って結節縄文が巡る。 6は口縁部上端に

無文帯が巡り、交互刺突文が区画文となる。 7は 口唇部が肥厚し、刻目を有する隆帯が巡り、区画内に波状隆

帯が施文される。 8～ 10は キャリパー形の深鉢の口縁部破片。貼付隆帝による渦巻文と区画文を施文する。10

は背割り隆帯による渦巻文と区画文。11は口縁部下部が鍔状を呈し、波状となる。12は口唇部が肥厚 し、沈線

が沿う隆帯による区画文。13～ 15・ 19は貼付隆帯による区画文と意匠文。16～ 18・ 20～ 23・ 25は 4亀文を地文に

沈線による区画文、懸垂文を施文する。30・ 31は深鉢底部破片。加曽利El式。

32～42は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。43は安山岩製の磨石。表面中央に 1ケ 所

凹孔を伴う。44は砂岩製の敲石。棒状の礫素材の上下端部に敲打痕を有する。

土坑SK36出土遺物 (Fig.139-1～ 13)

土器片が出土している。 1・ 2はキャリパー形の深鉢の日縁部破片。 3は波状口縁の波頂部に円孔が貫通し

ている。 4は日唇部が肥厚し、押圧が加えられている。 5は折り返し口縁を呈する深鉢。 6は縄文が施文され

た隆帯区画文を持つ。 7・ 8は縄文を地文に沈線文を施文する。H～ 13は深鉢底部破片。12・ 13は木葉痕を残

す。加曽利El式。
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土坑SK37出土遺物 (Fig。 139‐1～ 7)

土器片が出土している。 1～ 3はキャリパー形の深鉢。隆帝による区画文と渦巻文が施文される。 4は背割

り隆帯による区画内に縦列沈線を充填する。 5は深鉢底部破片。網代痕を残す。 6は縄文を地文に沈線による

3本一組の懸垂文を垂下する。加曽利El式。

土坑SK40出上遺物 (Fig。 139‐1～ m)

土器片と土器片錘 1点、小形磨製石斧 1点が出土している。 1の 口唇部は肥厚 し、内側へ鍔状に突出する。

日縁部は交互刺突文が区画文となり、背割り隆帯と縦列沈線を充填する。 2～ 5は キャリパー形の深鉢の胴部

破片。沈線による懸垂文が垂下する。 8。 9は浅鉢の口縁部破片。 9は複合口縁が内削状を呈する。

10は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。11は砂岩製の小形磨製石斧で刃部のみが残存

する。定角式石斧である。

土坑SK41出土遺物 (Fig。 140_1～ 5・ Fig。 141‐6～ 19,Fig。 142‐20～ 46)

土器片と土器片錘23点、礫石斧 1点、礫器 1点、磨石 1点、石皿 1点が出土している。 1は胴部が直線的に

立ち上がり、頸部は屈曲して外傾し、日縁部は僅かに内湾する。口唇部に刻目を巡らし、口縁直下に隆帯によ

る区画文から繁がるY字状懸垂文が垂下する。口縁区画文に沿つて爪形文が施文され、さらに頸部と胴部中央

に爪形文を巡らす。阿玉台Ⅱ式。 2は胴下半部を欠損する。胴部は直線的に立ち上がり、頸部で屈曲し、日縁

部は内湾する。日縁上端の狭小部に角押文を充填した楕円形区画文を配し、さらに重ねるように楕円形区画文

を重畳させ、区画内に沿つて角押文を巡らす。頸部は無文帯となり、隆帝による胴部区画がなされ、区画下に

沿つて爪形文が施文され、隆帯区画の 3ヶ所に小突起を有し、ここを起点として三角形区画文を垂下させる。

阿玉台Ⅱ式。 3は口縁部を欠損している。口縁下部は刻目の施された隆帯によって区画され、隆帯に沿って 2

列の角押文が施文され、区画内に波状沈線や幾何学文が配される。胴部は無文地に指頭圧痕の加わるY字状隆

帯が垂下し、隆帝上部には2列の角押文が施文される。阿玉台Ⅱ式。 4は胴部が開きながら内湾して立ち上が

り、頸部で屈曲して、日縁部は短 く直立する。日縁部は無文帯で、頸部からY字状隆帯を垂下させるが、垂下

部のみ押圧を加え波状を呈する。 5は無文地の深鉢。胴部は直線的に外傾し、日縁部は内湾気味に開く。 6は

胴部の一部を欠損するもののほぼ完形品である。胴部から口縁部はほぼ直線的に外傾して開く深鉢。無文地で

縦位のヘラナデで整形されている。口縁部は狭小な複合口縁を呈する。底部は網代痕。 7も 胴部の一部が欠損

するもののほぼ完形に近い。無文地の深鉢。胴部は直線的に立ち上がり、口縁部で外反気味に開く。底部は網

代痕。口縁直下は横位、以下縦位のヘラナデ整形。 8は深鉢の胴部破片。指頭圧痕が施された隆帯が垂下する。

9は小突起を有する深鉢。口縁上端は狭小な無文帯を持ち、角押文区画内に波状角押文を横走させる。10は波

状口縁の深鉢。波頂部から大きく迫り出した貼付隆帯は人鼻状を呈し、日唇部は肥厚し、爪形文が沿う。11・

15'17は胴部が直線的に立ち上がり、回縁部はわずかに内湾する深鉢。n・ 17は 同一個体。口縁部には楕円形

区画文を配し、区画に沿つて 2列の角押文が巡る。15も 同じく楕円形区画文に沿って 2列の角押文が施文され、

隆帯間に2条の波状沈線が施される。12は日縁が内湾して端部で外反する。瘤状突起を中心に2列の角押文に

よる意匠文。13は橋状把手を有する深鉢。隆帯区画に沿つて角押文が施文される。14は刻目の施された隆帯区

画文に沿って 2列の角押文と渦巻文が施文される。16は深鉢の胴部破片。爪形文を施文する。18・ 19は深鉢の

底部破片。19は網代痕。

20～42は土器片錘。37のみ短軸方向に、他は縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。431よ緑色凝灰岩

製の礫石斧である。箆状礫の両面から刃部を作出している。44は安山岩製の礫器である。下端の縁辺に調整剥

離を施し刃部としている。45は安山岩製の磨石の欠損品である。表面中央に凹孔部を有する。461よ閃緑岩製の

石皿の破片。凹孔部は表面の lヶ 所のみ施されている。

一-216=



♪`ヽ Ⅲ`斗サ‖

日g.140 土坑SK41出土遺物 (1)

SK41(1)(1～ 5)

0

一-217-―

(1/4)



鞘 Ъ12平
卵デ機

16

Fig.141 土坑SK41出土遺物 (2)

-218下

ぜ（″″阿‐ｔ陶‐ｒ‐剛‐‐‐‐‐‐‐‐‐甥‐‐７
0                          20 cm

(1/4)SK41(2)(6-19)



土坑SK42出土遺物 (Fig.139‐ 1～ 10)

土器片と土器片錘 1点、石鏃 1点が出土している。 1は口縁部が内湾する深鉢。縄文を地文に楕円形文を配

し、平行沈線による波状文を横走させる。 2はキャリパー形の深鉢の口縁部破片。口縁上端は狭小な無文帯と

なり、沈線の沿う隆帯区画文。 3は口縁部上端に円形刺突文を充填させ、胴部は縄文を地文に沈線による区画

文。 4は日唇部に凹帯が巡り、内面に稜を有する。口縁部上端は狭小な縄文帯が巡る。 5は背割り隆帯による

区画内に斜列沈線が充填する。日唇部も凹帯が巡る。 6・ 7は キャリパー形の深鉢の胴部破片。 6は 3本一組

の磨消沈線が垂下する。 7は平行する2本の貼付隆帯が垂下する。 8は底部破片。

9は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。10は チャート製の石鏃。凹基無茎鏃であるが、

鏃身が長い長身鏃である。表裏面とも丁寧な調整剥離が施されている。

土坑SK43出上遺物 (Fig。 142_1～ 19)

土器片と土器片錘 2点、磨石 1点が出土している。 1は深鉢の大形把手。波頂部に刻目が施文され、周縁部

は縄文が施文された隆帯が巡り、波頂部からJ字状隆帯が垂下する。隆帯に沿って沈線が施文される。 2は口

縁部が短く外反する深鉢。口縁上端は狭小な無文帯となる。 3の口唇部は押圧を加え波状を呈し、体部は縦位

の条線文。 4は口縁上端が狭小な縄文帯が巡り、直下は無文帯となる。 5は 口縁部がわずかに外反し、日縁下

端に爪形文が横走する。 6の 回縁上端も狭小な無文帯となり、波状の平行沈線文が施文される。 7は口唇部が

肥厚し、日縁上端は沈線区画に狭小な縄文帯が巡る。9は縄文を地文に沈線による区画文と意匠文を施文する。

10は口縁上端の隆帝からY字状貼付隆帯が垂下する。13・ 15は 内面に稜を有する浅鉢。13は外面に赤彩がわず

かに認められる。15は大形の浅鉢で、山形把手を持つ波状口縁。内面に稜を有する。赤彩が施されている。14

は日縁部が僅かに外反し、体部が直線的に外傾する無文の深鉢。口縁上端は横位に、胴部は縦位のヘラケズリ

で整形されている。16は深鉢の底部破片。網代痕を残す。阿玉台Ⅳ式。

17・ 18は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。19は安山岩製の磨石の破片。表裏両面と

側縁面に磨面を有する。

上坑SK44出土遺物 (Fig,143‐ 1～ 9)

土器片と土器片錘 2点が出土している。 1・ 2はキャリパー形の深鉢の口縁部破片。隆帯による区画文。 3

は口縁部が外反し、無文帯を有する。区画文に交互刺突文を施す。 4～ 6は縄文を地文に3本一組の磨消沈線

文を垂下する。 7は撚糸Lを地文とする。加曽利E2式。

8,9は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

土坑SK46出土遺物 (Fig.143‐ 1～ 3)

土器片が出土している。 1は回縁部が内湾する深鉢。縄文を地文に沈線による弧状文を施文する。 2は背割

り隆帯による区画文。 3は深鉢の胴部破片。撚糸R地文。加曽利El式。

土坑SK47出土遺物 (Fig.143-1～ 12・ Fig。 144‐ 13～ 29)

土器片と土器片錘 7点、磨石 1点が出土している。 1は波状口縁を呈する深鉢。胴部中位から大きく外傾し、

口縁部は内湾する。口縁部の大きな把手は橋状で、端部は顎状に突出する。また口唇部には小山形突起が付く。

口縁部文様帯は 2段の交互刺突文が巡る。胴部は全面RL縄文が施文されている。 2は大形の深鉢で、口縁上端

を欠損する。日縁部は刻目を有する隆帯が区画文となり、区画内に隆帯と交互刺突文が施文される。頚部は無

文帯となる。 3は深鉢の胴部破片。波状口縁を呈し、波頂部に円形凹孔を有し、子し周縁に沈線が巡る。 4はキ

ヤリパー形の深鉢の口縁部破片で沈線区画文。 5は大形の深鉢。口縁上端を欠損する。円孔の伴う円形突起は

沈線と条線の施された隆帯が巡り、ここから連携する隆帯と交互刺突文が区画文となり、区画内に縦位の条線

が充填する。 6は 口唇部が肥厚する。 7は縄文が施文された山形把手。 Sは大木系の深鉢。深彫の渦巻文。 9

は連弧文土器。地文は撚糸L。 12は有段の日縁部内側に稜をもつ。13・ 14は縄文を地文に懸垂文が垂下する。
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13は磨消懸垂文。17・ 18は浅鉢。17の内面に沈線による意匠文がみられる。内外面に赤彩が施されている。18

は口唇部が肥厚し、体部が外傾して開く。外面に赤彩がわずかに認められる。加曽利El式。

22～28は土器片錘。いずれも縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。291よ安山岩製の磨石。側縁部に

作業痕がみられる。

土坑SK48出土遺物 (Fig。 144-1～ 13)

土器片と土器片錘 4点が出土している。 1～ 7はキャリパー形の深鉢の胴部破片。 lは縄文を地文に沈線が

沿う隆帯による区画文。2～ 5・ 7は縄文を地文に沈線による懸垂文を垂下させる。8は口縁部を無文とする。

9は浅鉢の口縁部破片。口唇部は肥厚 しヽ 内面に沈線文が施文される。加曽利E2式。

10～ 13は土器片錘。いずれも縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

土坑SK49出土遺物 (Fig,144‐ 1～ 3)

土器片が出土している。 1は波状口縁の破片。周縁部は沈線が沿う。2は縄文を地文に貼付隆帯を施文する。

加曽利El式。

土坑SK50出土遺物 (Fig.144-1～ 10)

土器片と土器片錘 1点が出土している。 1は口縁部が外反する深鉢。内面に稜を有する。 2は波状口縁を呈

する深鉢。波頂部に縦長の瘤状突起をもつ。 3・ 4は同一個体。縄文を地文に沈線が沿う隆帝と沈線による由

線文を施文する。 5は縄文を地文に磨消懸垂文を垂下させる。 6は断面三角形の隆帯による区画文。加曽利El

式。

10は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

土坑SK51出土遺物 (Fig.145-1～ 17)

土器片と土器片錘 5点が出土している。 1～ 4・ 6はキャリパー形の深鉢の口縁部破片。沈線や隆帯による

渦巻文と区画文を施文する。 3は区画内に縦列沈線を充填する。 5は交互刺突文を区画文として縦列沈線を充

填する。 7は縄文を地文に蛇行沈線を垂下させる。加曽利El式。

13～ 17は土器片錘。いずれも縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

上坑SK52出土遺物 (Fig,145-1～ 5)

土器片が出土している。 1は交互刺突文を区画文とする。 2・ 3は縄文を地文に磨消懸垂文を垂下させる。

4は条線文を地文とする。5は浅鉢の口縁部破片。

土坑SK54出土遺物 (Fig.145-1～ 5)

土器片が出土している。 1は日唇部下部を無文帝とする。 2・ 3は縄文を地文に沈線による懸垂文を垂下さ

せる。加曽利El式。

土坑SK55出土遺物 (Fig。 145-1～ 10)

土器片と土器片錘 1点が出土している。 1・ 5は キヤリパー形の深鉢の回縁部破片。 lは背割り隆帯による

区画文で、日縁部は無文帝。 2は蒲鉾状隆帯による区画文。 3は縄文を地文に隆帯に平行沈線が沿う。 4・ 5

は縄文を地文に貼付隆帯。 6。 7は縄文を地文に沈線による懸垂文が垂下する。 8は櫛歯状条線。加曽利El

式。

10は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。
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土坑SK56出土遺物 (F導 145-1～ 12)

土器片と土器片錘 3点が出土している。 1は波状口縁を有する深鉢。波頂部は縄文の施文された隆帯が口唇

部から渦巻文となる。内面に円形の凹孔を施す。2は山形の小突起を有する深鉢。交互刺突文を区画文とする。

3はキヤリパー形の深鉢の頸部破片。沈線の沿う隆帯による区画文。 4は口縁部が僅かに外反し肥厚する。日

縁部上端は縄文帯。口縁部は縄文を地文に沈線区画文が見られる。 5～ 7は縄文を地文に沈線による磨消懸垂

文が垂下するが、 5のみ円形刺突文にU字状磨消懸垂文が垂下する。 8,9は深鉢底部破片。
10～ 12は土器片錘。いずれも縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

上坑SK57出土遺物 (Fig。 146‐ 1～4)

土器片が出土している。 1・ 2はキャリパー形の深鉢の頸部破片。隆帯による区画文。 3は撚糸Lを地文に

磨消懸垂文を垂下させる。

土坑SK58出土遺物 (Fig.146-1～ 15)

土器片と磨製石斧 1点が出土している。 1は波状口縁の深鉢。波頂部破片で背割り隆帯による渦巻文を施文

する。2は 山形突起を有する深鉢。縄文を地文に円形刺突文を区画文とし、沈線による精円形意匠文を配する。

3は山形状把手を有する深鉢。隆帯による渦巻文、波状文を施文する。 4は体部が外傾し、日縁部は一旦内湾

して短く外反する。日縁部は無文帯。 5～ 8はキャリパー形の深鉢の口縁部の破片。貼付隆帯による渦巻文に

区画文。 9は体部が直線的に外傾する深鉢。10。 11は同一個体。撚糸Lを地文に磨消縄文による懸垂文を垂下

させる。12・ 13は縄文を地文に平行懸垂文を垂下させる。加曽利El式。

15は砂岩製の磨製石斧の破片。刃部と基部が欠損している。研磨痕が比較的明瞭に残っている。

上坑SK59出土遺物 (Fig.146-1～ 16)

土器片が出土している。 1は大形の深鉢。口縁部上端が無文帯となり、交互刺突文による区画文に背割り隆

帯の渦巻文と縦列の沈線が充填する。 2も 口縁部が無文帯。交互刺突文が区画文となる。 3は波状口縁を呈す

る深鉢。太隆帯による渦巻文を施文する。 4・ 5は日縁部上端が肥厚 し無文帯となる。 6は小形の粗製土器。

7は鍔状突起部に刻目を入れる。 8は隆帯に押し引き文が沿う。 9は連弧文土器。縄文を地文に波状磨消縄文

が横走する。10～ 13は縄文を地文に沈線による懸垂文が垂下する。15は 口縁部下部に幅広い凹帝が巡る。16は

深鉢の底部破片。

土坑SK60出土遺物 (Fig.147-1～ 6)

土器片が出土している。 1はキャリパー形の深鉢の口縁部破片。隆帯区画内に縦列沈線が充填する。 2～ 4

は縄文を地文に沈線による懸垂文が垂下する。 5は連弧文土器。撚糸Lを地文とする。

土坑SK61出土遺物 (Fig。 147‐1～ 4)

土器片が出土している。 1・ 2はキャリパー形の深鉢の口縁部破片。 1は沈線が沿う隆帝による区画文。 2

は隆帯区画内に縦列沈線を充填する。 4は浅鉢の口縁部破片。口唇部が大きく張り出す。口唇部上に沈線文が

施文される。
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土坑SK62出土遺物 (Fな 147-1～ 10)

土器片と土器片錘 1点が出土している。 1はキャリパー形の深鉢の口縁部破片。隆帯に沿って沈線が施され

る。2は 口縁部の区画が顎状に迫り出し、隆帯および沈線による区画文。3は縄文を地文に沈線による渦巻文。

4～ 7は縄文を地文に2も しくは3本一組の沈線による懸垂文を垂下させる。 8は縦位の条線を地文とする。

9は浅鉢の底部破片。

10は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

上坑SK63出土遺物 (Fig。 147‐1～ 12)

土器片と土器片錘 2点が出土している。 1・ 2はキャリパー形の深鉢の回縁部破片。 1は隆帯、 2は沈線区

画文。 3は曽利系土器。回縁内面に突帯を貼付け、幅のある縦位の条線を施文した後、斜行条線を施す。 4は

日縁部が外傾する深鉢。口縁部は無文とし、沈線間に縦列の短沈線による区画文。 5～ 8は縄文を地文、 9は

撚糸Rを地文に沈線による懸垂文を垂下させる。

11。 12は土器片錘。11は縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有し、12は 円形成形の土器片錘である。

上坑SK64出土遺物 (Fig。 147-1～ 9)

土器片が出土している。 1・ 2はキャリパー形の深鉢の口縁部破片。沈線の沿う隆帯による区画文。 3～ 6

は縄文を地文に磨消懸垂文が垂下する。 7は連弧文土器の胴部破片。撚糸Rを地文とする。 9は脚付深鉢土器

の脚部。加曽利E2式。

土坑SK65出土遺物 (Fig。 148-1・ 2)

土器片が出土している。 1は平縁の深鉢で、日縁部に大振りの箱状把手が付き、渦巻状の隆帯上に刻目を有

し、隆帯には沈線が沿う。顕部は無文帯。 2は口唇部が月巴厚する深鉢。口縁部は無文帯で、交互刺突文が区画

文となる。加曽利El式。

土坑SK66出土遺物 (Fig.148-1～ 3)

土器片が出土している。 1はキャリパー形の深鉢の回縁部破片。沈線が沿う隆帯による渦巻文。 2は回唇部

が内削状を呈し、回縁部は無文帯となる。加曽利E2式。

土坑SK67出土遺物 (Fig.148-1～ 15)

土器片と土器片錘 3点が出土している。 1はキャリパー形の深鉢の回縁部破片。貼付隆帝が一部剥離してい

る。 2は口縁部が短く外反し、無文帝を形成している。隆帯による渦巻文。 3・ 4は同一個体。押圧隆帯が垂

下し、 2列の角押文が区画文となる。阿玉台Ⅱ式。 5は キャリパー形の深鉢の頸部破片。隆帝区画文に磨消懸

垂文が垂下する。 7～ 9は縄文を地文に2も しくは 3本一組の沈線による懸垂文が垂下する。 6は磨消懸垂文

が垂下する。

13～ 15は土器片錘。13・ 14は縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有し、15は 円形を呈する。

上坑SK68出土遺物 (Fig.148-1・ 2)

土器片が出土している。 1,2は深鉢の胴部破片。縄文を地文に沈線による懸垂文が垂下する。

上坑SK69出土遺物 (Fな 148-1～ 7・ Fig。 149‐8～ 26)

土器片と土器片錘 2点が出土している。 1～ 4・ 6,7・ 9。 10はキャリパー形の深鉢の口縁部破片。縄文
を地文に沈線が沿う隆帯による区画文。3・ 7・ 9に は渦巻文が施文される。5は回縁部上端が無文帯となる。

8は縄文を地文に沈線による区画文と蛇行懸垂文が垂下する。11・ 13・ 14は沈線による意匠文。12は縄文を地

文に沈線が沿う隆帯区画文。15～ 18・ 221ま縄文を地文に沈線による懸垂文が垂下する。201ま胴部破片。斜行条
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線を施文する。21は深鉢の底部破片。木葉痕を残す。241ま浅鉢の口縁部破片。口縁部は外反する。加曽利El

式。

25。 26は土器片錘。いずれも縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

上坑SK70出土遺物 (Fig,149-1～ 3)

土器片が出土している。 1はキャリパー形の深鉢の日縁部破片。縄文を地文に背割り隆帯による渦巻文。 3

は底部付近の破片。単節醜 文を地文とする。加曽利El式。

土坑SK71出土遺物 (Fig,149‐ 1～ 12・ Fig.150-13～25)

土器片と土器片錘 2点、磨石 1点が出土している。 1は体部が内湾気味に立ち上がり、口縁部は外傾する大

形の深鉢。日縁部はY字状隆帯から繋がる楕円形区画文内に2列の角押文が巡る。阿玉台Ⅱ式。 2は波状口縁

となろう。頸部付近の破片で、断面蒲鉾状の隆帯は大きく追り出す。隆帯に沿って幅広の角押文を施文する。

阿玉台Ⅲ式。 3は大形深鉢の胴部破片。押圧隆帯が垂下し、沈線の沿う隆帯によって方形区画文とし、区画内

中央は横走する平行沈線によりさらに区画される。 4は日唇部が月巴厚し、 1列の角押文間に結節縄文が横走す

る。 5は 口縁部に平行して角押文が施文される。 6は集合沈線文。 7は肥厚する口縁下に平行沈線が巡る。 8

は隆帯に沿つて 2列の角押文が施文される。 9は隆帯区画文に沿つて沈線が施される。10～ 13・ 16・ 17は隆帝

に沿つて爪形文が施文される。14・ 15は胴部破片で有節線文による装飾。18～ 201よ浅鉢。18の口縁部は外反し、

日縁部上部に沈線が巡る。赤彩が施されている。19は口唇部が肥厚する。201ま底部破片。網代痕を残す。阿玉

台Ⅱ式。

22～24は土器片錘。いずれも縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。251ま安山岩製の磨石の破片。表

面に作業面が認められる。

土坑SK72出土遺物 (Fig。 150-1～ 22)

土器片と土器片錘 3点が出土している。 1は口縁部が短く外反し、狭小な無文帯を持つ。頸部は交互刺突文

が巡る。 3は撚糸Lが地文の単口縁深鉢。 2・ 4～ 11はキャリパー形の深鉢の頸部破片。 8・ 11は撚糸Lを地文

とする。12～ 17は縄文を地文に磨消懸垂文を垂下する。19は撚糸が地文となる。加曽利El式。

20～22は土器片錘。いずれも維長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

土坑SK73出土遺物 (Fig.150-1・ 2)

土器片が出土している。 1は深鉢の胴部破片。単節RL縄文を施文する。 2は曽利系土器。条線文を地文とす

る。

上坑SK74出土遺物 (Fig.150‐ 1～ 12)

土器片と土器片錘 3点が出土している。1は内湾する口縁部をもつ深鉢。口縁に沿って 2条の沈線文が巡る。

2は 2列の円形刺突文に、撚糸Rを地文に2本一組の懸垂文が垂下する。 3・ 4・ 6は縄文を地文に懸垂文を

垂下する。 9は突帯状の鍔をもつ。加曽利E2式。

10～ 12は土器片錘。10,12は 縦長破片の長軸方向に、11は短軸方向に 1対の切れ目を有する。11は円形成

テ杉ケ。

土坑SK75出土遺物 (Fig.151-1～ 25)

土器片と土器片錘 2点、土製円盤 1点、磨石 1点が出土している。 1～ 3はキャリパー形の深鉢の国縁部破

片。 1は背割り隆帯による区画文。 4は大木系深鉢の胴部破片。撚糸Lを地文に隆帯による渦巻文を施文する。

5は深鉢の頸部付近の破片。口縁部は縦列沈線を充填し、稜により区画され、磨消懸垂文を垂下する。 6は無

文地に太沈線による円形文を施文する。 7～ 15・ 17～ 19は縄文を地文に磨消懸垂文を垂下させる。16は連弧文
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日g149 土坑SK69(2)。 70。 71(1)出 土遺物
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土器の胴部破片。縄文を地文に交互刺突文を区画文とする。21は浅鉢の口縁部破片。無文地に縦位の櫛歯状条

線が施文される。加曽利E2式。

22・ 23は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。24は土製円盤。251ま安山岩製の磨石。表

面中央に凹孔が見られる。

土坑SK76出土遺物 (Fig。 151‐ 1～ 8)

土器片と土器片錘 4点が出上している。 1は縦位の単沈線に交互刺突文を巡らす。 2・ 3は縄文を地文に磨

消懸垂文を垂下させる。

5～ 8は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

上坑SK77出土遺物 (Fig.151‐ 1～ 18)

土器片と土器片錘 3点、磨石 2点が出土している。 1は内湾する狭小な口縁部が無文帯となる。交互刺突文

を区画文とする。 2の口縁部は短くくの字状に外反し、肥厚する。交互刺突文が区画文。 3は日縁が外反し無

文帯となり、顎部は沈線が沿う隆帯による渦巻文と楕円形区画文を施文し、狭い区画内には円形刺突文を充填

する。 4は狭小な口縁部が無文で、沈線区画内は縦位の単沈線を充填する。 5は曽利系土器。斜行する条線を

施文する。 6は縄文が施文される隆帯に沿つて幅広い爪形文が施される。 7は撚糸Lを地文とする。 8は縄文

を地文に2本一組の懸垂文が垂下する。 9。 10は深鉢の底部破片。網代痕を残す。13は浅鉢の回縁部破片。口

唇部は肥厚し、内面に稜を有する。加曽利El式。

14～ 16は土器片錘。いずれも縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。17・ 18は磨石の破片。

土坑SK78出土遺物 (Fig。 152■・2)

土器片が出土している。 1は縄文前期後半

る条線が縦位に施文される。 2は縄文中期・

土坑SK79出土遺物 (Fig,152-1～ 8)

土器片と土器片錘 2点が出土している。 1

-個体。キャリパー形の深鉢の口縁部破片。

する無文深鉢。加曽利El式。

7・ 8は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

土坑SK80出土遺物 (Fig。 152-1～ 10)

土器片と土器片錘 1点が出土している。 1～ 3はキャリパー形の深鉢の日縁部破片。 1は大形深鉢で、沈線

が沿う隆帯による渦巻文と枠状区画文が施され、胴部は3本一組の懸垂文が垂下する。 2も 縄文を地文に隆帯

枠状区画文。 3は隆帯区画内が縦列沈線によつて充填する。 4は口唇部に凹帯が巡る単回縁の深鉢。口唇部に

縄文が施されている。 5は太隆帯による区画文。 6は縄文を地文に沈線意匠文。 7は縦位の条線文。 8は口唇

部力萌卜反し、肥厚する浅鉢の口縁部破片。口縁部内面に沈線による渦巻文が施文されている。加曽利E2式。

10は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

上坑SK81出土遺物 (Fig。 152_1～ 11)

土器片と土器片錘 1点、石皿 1点が出土している。 1は口縁部が肥厚する深鉢。狭小な口縁部に交互刺突文

と縦列の単沈線が巡る。 2は 山形突起をもつ深鉢。刻目を有する隆帯が区画文となる。 3も 山形状の突起を有

する波状口縁の深鉢。波頂部から指頭により押圧を加えた隆帝が垂下する。 4は口縁部が外反し、無文帯とな

り、交互刺突文により区画される。 5は狭小な口縁部が無文帯となる。 6は背割り隆帯上に刻目が施されてい

る。 7は隆帯に沿って角押文が施文されている。 9の地文は撚糸L。 加曽利El式。

。浮島式。日縁部上端に縦列の短沈線が刻まれ、櫛歯状工具によ

加曽利E式。深鉢の胴部破片。単節醐 毛文を施文。

は橋状把手を有する深鉢。把手縁辺は刻目を有する。 2～ 4は同

縄文を地文に貼付隆帯によるクランク文。 5は 口縁部が短く外反
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10は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。11は絹雲母片岩製の石皿片。凹孔部が 1ケ 所

のみ認められる◇

土坑SK82出土遺物 (Fig,153‐ 1～4)

土器片と土器片錘 1点が出土している。 1は連弧文土器の口縁部破片。口縁部に沿つて沈線区画された交互

刺突文が巡り、地文に撚糸Rを施文する。 2・ 3は深鉢の胴部破片。加曽利E2式。

4は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

土坑SK83出土遺物 (Fig。 153-1～ 5)

土器片と土器片錘 2点が出土している。 1は深鉢胴部破片。背割り隆帯による区画文。縄文を地文。 2・ 3

は縄文を施文した深鉢胴部破片。

4・ 5は土器片錘。いずれも縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

土坑SK84出土遺物 (Fig.153-1～ 9)

土器片と磨石 1点が出土している。 1は 国縁部が内湾気味に外傾する深鉢。狭小な口縁部に角押文が巡り、

胴部には縄文を施文。 2は沈線区画に、平行沈線による幾何学文。 3は口唇部に指頭による押圧を加え波状と

している。 4は日唇部が肥厚する無文の深鉢。 5は深鉢の胴部破片。隆帯区画に沿って 2条の沈線が沿う。 6

～ 8は深鉢の底部破片。 7・ 8は網代痕が残されている。阿玉台Ⅳ式。

9は安山岩製の磨石。表裏両面のほぼ中央に凹孔部がある。

上坑SK85出土遺物 (Fig.153‐ 1)

土器片が出土している。 1は単節RL4電文を地文とした深鉢胴部破片。

土坑SK86出土遺物 (Fig。 153‐1～ 3・ Fig■ 54-4～ 12)

土器片が出土している。 1は円孔を伴う橋状把手を有する筒状深鉢。胴部はほぼ直線的に外傾して立ち上が

り、口唇部が肥厚する。日縁部は狭小な無文帯で、胴部は単節RL糸嘔文を縦位施文。 2は胴部が直線的に外傾し

て開く。日縁部は外方へ迫り出し無文帯となり、胴部は単節嚇 毛文を縦位施文し、縄文を施文後間隔を開けて

斜行するヘラナデを施し、縄文の地文を磨消している。 3は無文地の深鉢。胴部は内湾気味に立ち上がり、日

縁部は外傾して開く。 4は日縁部と底部の一部を欠損しているものの、ほぼ完形品の単口縁深鉢である。日縁

部は帯状に迫り出し、区画として凹帯が巡る無文土器である。 5は方形把手の破片。波頂部に刻目が施され、

縄文を地文に隆帯に沿つて沈線を施文。 6は波状口縁の深鉢。口縁部は肥厚し、波頂部は双頭状に突出する。

7は単口縁の深鉢。回縁部は無文帯となる。 8,9は縄文を地文に4本一組の懸垂文が垂下する。10は筒形の

深鉢の胴部破片。撚糸Lを地文に沈線による渦巻文と懸垂文が垂下する。11は 口唇部が肥厚する浅鉢。12は深

鉢の底部破片。網代痕を残している。加曽利El式。

上坑SK87出土遺物 (Fig。 154‐1～ 11)

土器片と打製石斧 1点が出土している。 1は平縁の深鉢。口縁部は外傾し縦列の沈線が施され、頸部にかけ

て橋状把手が付 く。 2は口縁部が短く外反する深鉢。隆帯と交互刺突文の区画に、背割り隆帯による渦巻文が

付される。 3は刻目のある隆帯区画と渦巻文に沿って沈線が施文される。 4は波状で外側へ突出する隆帯が巡

り、交互刺突文により区画される。 5は隆帯区画内が縦列沈線によって充填される。 8は交互刺突文によって

区画され、縄文を地文に沈線文が垂下する。10は 日縁部が内湾する波状口縁の浅鉢。加曽利El式。

11は粗面安山岩製の打製石斧。半分を欠損する。側縁部に調整剥離を施し刃部としている。
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土坑SK88出土遺物 (Fig.154-1～ 5)

土器片と土器片錘 1点が出土している。 1は口唇部に凹帯が巡り、隆帯による区画文。 2は縄文を地文に沈

線による懸垂文が垂下する。

5は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

土坑SK89出土遺物 (Fig.154-1～ 5)

土器片が出土している。 1は縄文を地文に沈線による意匠文が施文される。 2は縄文を地文に磨消懸垂文が

垂下する。 5は深鉢の胴部破片。縦位の条線が施文される。

上坑SK90出土遺物 (Rg。 155-1～ 5)

土器片が出土している。 1はキャリパー形の深鉢の口縁部破片。背割り隆帯の渦巻文と区画内に縦列の沈線

が充填される。 2は深鉢の胴部破片。縄文を地文に3本一組の沈線による懸垂文と蛇行懸垂文が垂下する。

4・ 5も 沈線による懸垂文が垂下する。加曽利El式。

土坑SK91出上遺物 (Fig.155-1～ 9)

土器片が出土している。 1は回縁部が内湾気味に立ち上がる深鉢。波状口縁で、日縁下部は外側に突出した

鍔が巡り、隆帯に沿つて幅広の角押文が施文される。胴部は縄文を地文。 2は筒状深鉢の胴部破片。隆帝によ

る渦巻文と意匠文が施され、隆帯に沿って角押文を施文する。阿玉台Ⅲ式。 3～ 5は キヤリパー形の深鉢の口

縁部破片。沈線の沿う隆帯区画文と渦巻文が配される。加曽利El式。 7は縄文を地文に懸垂文の間を磨消した

磨消懸垂文を垂下させる。 8は折返し口縁の浅鉢。口縁部は肥厚し、内面に稜を有する。 9は深鉢の底部破

片。

土坑SK92出土遺物 (Fig。 155-1～ 11)

土器片と土器片錘 4点が出土している。 1は狭小な口縁部が無文帝をなし、沈線によつて区画される。 2・

3はキャリパー形の深鉢、日縁部破片。沈線の沿う隆帯による区画文。 4は浅鉢の口縁部破片。口縁部がくの

字状に外反する。 5は隆帯に沿つて 2列の角押文が施文されている。 6は縄文を地文に平行沈線が垂下する。

7は小形深鉢の底部破片。縦位の条線文。加曽利El式。

8～ 11は土器片錘。いずれも縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

上坑SK93出上遺物 (Fig.155-1～ 4)

土器片が出土している。 1は口縁部がわずかに外反する。頸部から縦位の条線を垂下させる。 2は縄文を地

文に指頭による押圧を加えた隆帯が垂下する。 3・ 4は縄文を地文に磨消懸垂文が垂下する。

土坑SK94出土遺物 (Fig.156-1～ 21)

土器片と土器片錘 2点、石皿 1点、凹石 1点が出上している。 1～ 5'7・ 9は キャリパー形の深鉢の口縁

部破片。 1・ 2は同一個体。波状口縁を呈し、波頂部に渦巻文を持ち、回縁部は隆帯による小さな枠状区画文

を配し、 2は波頂部下部から隆帯を垂下させる。 3～ 5は背割り隆帯による枠状区画文。 6・ 8は交互刺突文

を区画文とする。6は懸垂文が垂下し、8は日縁部が狭小な無文帯を持つ。10は背割り隆帯による頸部区画文。

11・ 13・ 15は縄文を地文に沈線による懸垂文を垂下させる。14は 内面に稜を有する浅鉢の口縁部破片。口唇部

が小さく外反する。内外面に赤彩が認められる。17は口縁部が僅かに外反する小形の深鉢。無文である。

18・ 19は土器片錘。いずれも維長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。201ま花尚岩製の石皿。作業面で

ある凹み部は楕円形を呈し、縁部を残し弓状に凹む。表裏面に凹孔部が集中している。21は絹雲母片岩製の凹

石。小凹孔部を2ヶ 所穿っている。
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上坑SK95出土遺物 (Fig.156-1～ 9)

土器片と土器片錘 4点、打製石斧 1点が出土している。 1は連弧文土器の口縁部破片。口縁部上端に交互刺

突文を巡らし、撚糸Lを地文とする。 2は浅鉢の口縁部から頸部付近の破片。口縁部は沈線による枠状区画文。

頸部に単沈線による刻目を施す。 3は低隆帯による粋状区画文。 4は曽利系深鉢の胴部破片。縦位の条線を地

文に押圧隆帯が垂下する。加曽利E2式。

5～ 8は同一個体の土器片錘。当遺跡出土例では比較的大形の土器片錘である。いずれも縦長破片の長軸方

向に 1対の切れ目を有する。 9は緑色凝灰岩製の打製石斧の欠損品。裏面の縁辺部に調整剥離が施されてい

る。

土坑SK96出土遺物 (Fig。 157-1・ 2)

土器片が出土している。 1は櫛歯状工具による縦位の条線を地文に、波状沈線を巡らす。 2は深鉢の胴部破

片。単節RL糸亀文を施文する。

土坑SK97出上遺物 (Fig。 157‐ 1～ 6)

土器片と土器片錘 2点が出土している。1は口縁部が狭小な無文帝で、肥厚し僅かに内傾する単口縁の深鉢。

2は山形状突起を有する浅鉢の回縁部破片。内面に稜をもつ。内外面とも赤彩が施されている。 3は 1の底部

破片と推定される。底部は上げ底気味でヘラによる擦痕が顕者である。 4は背割り隆帯による渦巻文を描出す

る。加曽利El式。

5・ 6は土器片錘。いずれも縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

上坑SK98出土遺物 (Fig,157-1～ 8)

土器片と磨製石斧 1点が出土している。 1・ 2・ 4・ 6はキャリパー形の深鉢。 1・ 4は縄文を地文に背害J

り隆帯による区画文と渦巻文。 2は沈線よる意匠文。 6は縦列沈線を地文に背害より隆帯による区画文。 3・ 7

は縄文を地文に懸垂文を垂下させるもので、 3は 3本一組の懸垂文の間を磨消した磨消懸垂文を垂下させる。

5は縦列隆帯を回縁部に施文する。

8は砂岩製の磨製石斧である。基部を欠損している。丁寧な作 りの定角式石斧である。

上坑SK99出土遺物 (Fig.157-1～ 13)

土器片と土器片錘 3点が出土している。 1～ 5・ 8は同一個体と推定される。キャリパー形の深鉢で、山形

の小突起を有する波状口縁である。日縁部文様帯は、日縁部上端が狭小な無文帝で、交互刺突文による区画文。

背割り隆帯によるクランク文を配し、地文は縦列の沈線文。頸部はクランク文から繋がる背割り隆帯によって

区画され、胴部は縄文を地文に沈線による2本一組の直行懸垂文と1本の蛇行懸垂文が垂下する。 6は無節R

を地文に2本一組の懸垂文が逆U字状に垂下する。 7・ 8は縄文を地文に直行懸垂文と蛇行懸垂文が垂下する。

10は浅鉢の口縁部付近の破片。内面に稜を有し、補修孔をもつ。加曽利El式。

H～ 13は土器片錘。いずれも縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

土坑SK100出土遺物 (Fig,158‐ 1～ 8)

土器片が出土している。 1はキャリパー形の深鉢の口縁部破片。縄文を地文に背割り隆帯よる渦巻文が施さ

れている。 2は沈線が沿う隆帯区画文。 3は縄文を地文に背割り隆帯が垂下する。 4は縄文を地文に2本一組

の蛇行沈線が垂下する。 6は深鉢の底部付近の破片。 7・ 8は浅鉢の口縁部破片。 7は 口縁部下で鍔状に大き

く突出している。 8は日縁部が外反する。内外面に赤彩が残存している。加曽利El式。
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土坑SK1 01出 土遺物 (Fig.158‐ 1～ 6)

土器片と土器片錘 2点が出土している。 1は口縁部が無文帯となり、交互刺突文による区画文。 2～ 4は縄

文を地文に沈線文が施されている。 3は磨消懸垂文が垂下され、縦位に平行して押圧縄文と思われる縄文原体

が施文されている。加曽利El式。

5・ 6は土器片錘。いずれも縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

上坑SK102出土遺物 (Fig.158-1～ 14)

土器片と土器片錘 2点が出土している。 1は口唇部に隆帯による貼付文が施され、日縁部上端に交互刺突文

が巡り、無文帯となる。2～ 5はキャリパー形の深鉢破片。縄文を地文として、隆帯による枠状区画文を施す。

4・ 5の胴部文様は縄文を地文に直行懸垂文と蛇行懸垂文が垂下されるが、 4の懸垂文間が狭小である。 8・

9・ 11も 縄文を地文に沈線による懸垂文が垂下する。 6,7は縄文を地文に沈線による意匠文が施される。 7
は渦巻文が描出される。12は浅鉢の口縁部破片。口縁部が肥厚する。加曽利El式。

13・ 14は土器片錘である。13は短軸方向に 1対の切れ目を入れ、さらに斜めにlヶ所入れられている。おそ

らく斜め部が最初に刻まれ、本体が破損したため、もう一度 1対に入れ直したものであろう。14は縦長破片の

長軸方向に 1対の切れ目を有する。

上坑SK103出土遺物 (Fig.158‐ 1～ 10。 Fig.159-11～27)

土器片と土器片錘 8点が出土している。 1～ 6はキャリパー形の深鉢の口縁部破片。縄文を地文として、 1

は背割り隆帯による枠状文に頸部を無文帯とする。 2・ 3も 背割り隆帯による枠状文。 5は刺突文を地文に隆

帯による渦巻文と枠状文を施文する。 7～ 9は単口縁の深鉢。 8は内面に稜を有する。10は円孔を伴う山形把

手を持つ深鉢。波頂部の円孔に沿つて平行沈線を巡らし、胴部は櫛歯状工具による蛇行条線を垂下させる。11

は深鉢の日縁部破片。平行沈線による区画文内に縦列沈線文が充填される。12はキャリパー形の深鉢の頸部破

片。撚糸Lを地文に2本一組の懸垂文が垂下する。13は幅広の隆帯による区画文。14～ 18は縄文を地文に3本

一組の懸垂文が垂下する。加曽利El式。

20～27は土器片錘。20～ 24・ 26・ 271よ縦長破片の長軸方向に、25は短軸方向に 1対の切れ目を有する。

上坑SK104出土遺物 (Fな 159‐1～ 9)

土器片と磨製石斧 1点が出土している。 1は波状口縁の深鉢。口唇部は刻目が施され、日縁上端は狭小な無

文帯を持つ。隆帯による区画文と渦巻文が施文され、区画内は沈線が充填される。 2は波状口縁の深鉢。口唇

部に縄文が施文され、日縁上端は無文帯で、隆帯区画される。 3は狭小な縄文帯が肥厚し、 4は胴部が内湾し

て立ち上がり、日縁部は短く外反する。日縁上端は狭小な無文帯で、角押文で区画され、胴部は蛇行する条線

が施文されている。 5は波状口縁の深鉢。口唇部は肥厚し、隆帯によって区画され、隆帯に沿つて角押文が施

文される。区画内は波状沈線が充填される。 6は無文地の深鉢。口縁上端を空けて隆帯区画文が施される。 7

は筒状の深鉢。日唇部に2条単位の刻目が入り、工具で意匠文が施文される。 8は深鉢の顕部付近の破片。縦

位の平行沈線が垂下する。阿玉台Ⅲ式。

9は砂岩製の磨製石斧の破片である。刃部は著しく磨耗し再生石器として再利用されている。

上坑SK105出土遺物 (Fig。 159-1～ 9)

土器片と土器片錘 1点が出土している。 1はキャリパー形の深鉢の回縁部破片。背割り隆帯による渦巻文か

ら区画文に連携する。 2は単口縁の深鉢。口縁上端は狭小な無文帝となり、撚糸Rを施文する。 3は深鉢の頸

部破片。口縁部は無文帯となり、 3本一組の沈線区画文を持つ。 4は深鉢の胴部破片。縄文を地文に磨消懸垂

文が垂下する。 7は深鉢の底部破片。網代痕。加曽利El式。

8。 9は土器片錘。いずれも縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。
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土坑SK106出上遺物 (Fig。 159■・2)

土器片が出土している。 1は口縁部が内湾する深鉢。口縁上端は無文帯となる。 2は深鉢の胴部破片。単節

螂 文を施文する。

土坑SK107出土遺物 (F導 160-1～ 15)

土器片と土器片錘 2点が出土している。 1・ 2はキャリパー形の深鉢の日縁部破片。背割り隆帯による区画

文と連携する渦巻文が施文される。 3は回縁部が内湾気味にタト傾する深鉢。口縁部は幅広い無文帯をなし、区

画なしで縄文が施文される。 4は回縁部が内湾する深鉢。口縁上端は狭小な無文帯をなす。 5。 6は縄文を地

文に3本一組の磨消懸垂文が垂下する。 6は深鉢の頸部付近の破片。頸部は無文帯で、胴部は撚糸Rを地文と

する。9は 曽利系土器の深鉢胴部破片。条線を地文に指頭押圧を加えた隆帯が垂下する。13は深鉢の底部破片。

網代痕。加曽利El式。

14・ 15は土器片錘。いずれも縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

上坑SK108出土遺物 (Fig.160‐ 1～ 7)

土器片と土器片錘 1点が出土している。 1・ 2はキャリパー形の深鉢の口縁部破片。 1の口縁部文様帯は沈

線の沿う隆帯により渦巻文と枠状区画文が施文され、胴部文様帝は2も しくは3本一組の懸垂文の間を磨消し

た磨消懸垂文を垂下させる。加曽利E2式。 2は波状口縁の深鉢。沈線が沿う隆帯による渦巻文。 3・ 4は縄文

を地文に沈線による意匠文と懸垂文を垂下させる。 5は深鉢の胴部破片。撚糸文を地文に沈線が沿う隆帝が区

画文となる。 6は深鉢の底部破片。加曽利E2式。

7は土器片錘。隅九方形を呈し、長軸方向に 1対の切れ目を有する。

上坑SK109出土遺物 (Fig.160-1～ 6)

土器片が出土している。 1・ 4はキャリパー形の深鉢。 lは日唇部が月巴厚し、沈線の沿う隆帝による枠状区

画文。区画文は背割り隆帝。 2は波状口縁の深鉢。口縁上端は狭小な無文帯となり肥厚し、さらに沈線により

区画される。5。 6は縄文を地文に蛇行懸垂文と意匠文。6は縄文を地文に沈線による直行懸垂文が垂下する。

加曽利El式。

土坑SKl10出土遺物 (ng 160-1～ 11)

土器片が出土している。 1は日縁部が内湾する深鉢。日縁部上端は狭小な無文帝となり、隆帯区画文内に交

互刺突文と刻目隆帯が施されている。 2はキャリパー形の深鉢の日縁部破片。口縁上端は無文帯となり、鍔状

に迫り出した隆帯が背割り状を呈する。 3は背割り隆帯による区画文。胴部は縄文を地文に平行沈線による意

匠文が施文される。 4は口縁部が肥厚し無文帝となる。 5は背割り隆帯による区画文で、口縁部は無文帯とな

る。 6・ 7・ 10は縄文を地文に沈線による直行懸垂文、蛇行懸垂文と意匠文が施文される。 8は筒状深鉢の口

縁部破片。口縁無文帯に半肉彫り状の凹部が垂下する。 9は浅鉢の口縁部破片。口縁が肥厚し、内面に稜を有

する。加曽利El式。

土坑SKlll出土遺物 (Fig.161‐ 1～ 4)

土器片が出土している。 1は曽利系土器の深鉢。口縁部は内湾し、斜行する条線が施文される。 2は縄文を

地文に意匠文が施文される。 3は縄文を地文に沈線による直行懸垂文が垂下する。 4は撚糸Rを地文とする。

―-247-一



醐
5

ヽ 1

SK109(1～ 6)

Ｎ
／‐
日
日
ｑ
‐
６

鰯

Fig 160 土坑SK107・ 108・ 109・

―-248-―



土坑SKl12出土遺物 (Fig,161‐ 1～ 6)

土器片が出土している。 1は波状口縁のキャリパー形の深鉢の日縁部破片。内面に突帯が巡り、日唇部は沈

線による渦巻文。口縁部は角押文の沿う隆帯による区画文が施文され、区画内は縦位の条線が充填する。 2は

口縁部が内湾し、わずかに外反する深鉢。口縁上端は狭小な無文帯。沈線による楕円形区画文内は縦位の条線

を充填する。 3は縄文を地文に沈線区画文。 4は縄文を地文に、断面三角形の隆帯が垂下し、隆帯に沿つて沈

線が施文される。 5は深鉢体部下端破片。 6は 口縁部がわずかに外反する浅鉢。内面に稜を有する。赤彩がわ

ずかに残存している。

土坑SKl13出土遺物 (Fig。 161‐1～ 7)

土器片と土器片錘 1点が出土している。 1は 口縁部がわずかに外反する深鉢。口縁上端は狭小な無文帯で、

連続コの字文から連携する意匠文が施文される。 2・ 4はキャリパー形の深鉢の口縁部破片。 2は背割り隆帯

による区画文。 4は背割り隆帯による区画文と有刺渦巻文 (父J先文)が施文される。 3は口縁部に突出する突

起部に沈線による渦巻文を配し、沈線による枠状区画文を施し、頸部は無文帝となる。 5は大形深鉢の頸部破

片。頸部は無文帯で、 4条の沈線区画に2条の波状沈線が横走する。 6は縄文を地文に沈線による蛇行懸垂文

が垂下する。加曽利El式。

7は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

上坑SKl14出土遺物 (Fig.161■ ～13・ Fig。 162_14～ 31)

土器片と土器片錘 4点、磨石 2点、凹石 1点が出土している。 1～ 8。 12は キャリパー形の深鉢破片。 lは

背害より隆帯による渦巻文、区画文が施文され、頸部は無文帯となる。 2・ 3・ 7は沈線が沿う隆帯による枠状

区画文。 7は口縁上端が無文帯となる。 4は波状口縁で、口縁上端が鍔状に迫り出し、沈線による渦巻文。口

縁部は沈線の沿う隆帯による枠状区画文が施文される。 5・ 8。 12は沈線の沿う隆帯による区画文が施文され

る。 6は沈線の沿う隆帯区画文内に円形刺突文が充填される。 9は 口縁部が内湾する単口縁の深鉢。口縁直下

から縄文が施される。10は深鉢の胴部破片。沈線の沿う隆帯区画文内に縦列の沈線を充填する。頸部は無文帯

となる。11は口縁部が外反する単口縁の深鉢。口縁部は沈線の沿う隆帯区画文で、日縁部は無文帯となる。12

は深鉢の胴部破片。頸部は沈線区画文。13は沈線の沿う隆帯区画文。14。 15は懸垂文の間を磨消した磨消懸垂

文を垂下させる。16～ 19は縄文を施文した胴部破片。20は口縁部が外反する浅鉢。口唇部に沈線による枠状文

と蕨手文が施文され、内面に稜を有する。21～24は深鉢の底部破片。加曽利El式。

25～28は土器片錘。いずれも縦長破片の長軸方向に 1文すの切れ目を有する。291よ安山岩製の磨石。完存品で、

表裏両面と側面の全面に使用痕である磨面が認められ、表面中央のみ凹孔部を有する。301よ絹雲母片岩製の凹

石。凹孔部は 1ケ 所のみ。31は安山岩製の磨石。表面中央に凹孔部のみで、器面の磨き部はみられない。

上坑SKl15出土遺物 (Fig.162-1～ 15)

土器片が出土している。1～ 3・ 7は キャリパー形の深鉢破片。沈線の沿う隆帯による区画文が施文される。

4は日縁部が内湾して立ち上がる。日縁直下に沈線に挟まれた円形刺突文が区画文となり、縄文を地文に沈線

による枠状区画文が施文される。 5は山形把手を有する波状口縁の深鉢。口縁直下から撚糸Lを施文。 6は日

唇部が内削状となり、日縁上端は狭小な無文帯となり、縄文を地文に沈線による方形区画文。 8～ 13は縄文を

地文に沈線による2も しくは3本一組の直行懸垂文が垂下する。14は脚付深鉢の脚部破片。縄文を地文とする。

15は 口唇部が肥厚する浅鉢。内外面に赤彩が認められる。加曽利E2式。
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土坑SKl16出土遺物 (Fig.162-1～ 5)

土器片が出土している。 1・ 2はキャリパー形の深鉢の口縁部破片。沈線の沿う隆帯による渦巻文、区画文

が施文される。 3は深鉢口縁部破片。口縁直下から2本単位の隆帯区画文が垂下する。 4は単回縁の深鉢。口

縁直下から単節RL縄文を施文。 5は深鉢の胴部破片。縄文を地文に隆帯区画文。加曽利El式。

土坑SKl17出土遺物 (Fig.162-1～ 5)

土器片と土器片錘 1点が出土している。 1はキャリパー形の深鉢の回縁部破片。沈線の沿う隆帯による区画

文が施文される。 2は深鉢の頸部破片。隆帯による区画文に縄文を地文とする。 3は縄文を地文に沈線による

直行懸垂文が垂下する。 4は縦位の条線を地文とする。加曽利E2式。

5は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

上坑SKl18出土遺物 (Fig.163-1～ 8)

土器片と土器片錘 3点が出土している。 1・ 2はキャリパー形の深鉢の口縁部破片。口縁上端は狭小な無文

帯となり、日縁は縄文を地文に沈線の沿う隆帯による渦巻文と区画文が施文される。 3は口縁部が内湾し、無

節Lを地文に隆帯による枠状区画文。 4は低隆帝による区画文に、 3本一組の磨消懸垂文が垂下する。 5は深

鉢の底部破片。 2も しくは3本一組の懸垂文が垂下する。加曽利El式。

6～ 8は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

上坑SKl19出土遺物 (Fig。 163-1～ 10)

土器片が出土している。 1は深鉢の口縁部破片。口縁上端は狭小な無文帯をなし、隆帯による楕円形区画文

内は沈線による渦巻文を充填する。区画下は刻目が施されている。 2はキャリパー形の深鉢の口縁部破片。沈

線の沿う隆帝による渦巻文、区画文が施文される。 3は口縁部直下に鍔状の突帯が貼り付けられ、上面に縄文

が施文される。 4は口縁部が内湾する深鉢。日縁直下から縄文が施文される。 6は縄文を地文に沈線による直

行懸垂文が垂下する。 5,7・ 8は縄文が施文された深鉢。 9は口縁部が外傾して開く浅鉢の口縁部破片。10

は深鉢の底部破片。加曽利El式。

土坑SK120出土遺物 (Fig。 163-1～ 15)

土器片と礫器 1点が出土している。 1～ 3はキャリパー形の深鉢の口縁部破片。 1は背割り隆帯による渦巻

文から繋がる区画文を施す。 2は口縁部文様帯の突起部に渦巻文を施文する。 4は口縁部が外反し、無文帯と

なり、隆帯区画文が巡る。 5は深鉢の頸部は無文帯となり、沈線が沿う隆帝により区画される。 6は隆帯によ

る区画に、懸垂文が垂下する。 7・ 8は同一個体で深鉢の胴部破片。縄文を地文に3本一組の懸垂文に横位突

出状文が繁がる。9～ 13は懸垂文の間を磨消した磨消懸垂文を垂下させる。14は外削状の日唇部を呈した浅鉢。

加曽利El式。

15は安山岩製の礫器。円礫の端部に一方向からの剥離を加え刃部としている。

土坑SK121出土遺物 (Fig。 164-1)

土器片が出土している。深鉢の胴部破片。単節駅荼電文を地文とする。加曽利Ett。

土坑SK122出土遺物 (Fig.164-1～ 14)

土器片と土器片錘 3点、磨製石斧 1点が出上している。 1は口縁部が短く外傾する深鉢。口縁部上端は狭小

な縄文帯が巡り、沈線により区画される。 2・ 3はキャリパー形の深鉢の口縁部破片。沈線が沿う隆帯による

区画文。 3は波状口縁を呈するものと推定される。 4は隆帯区画文。隆帯は鍔状に突出する。 5～ 9は縄文を

地文に沈線による懸垂文が垂下する。 9は蛇行懸垂文。10は浅鉢の回縁部破片で内面に稜を有する。内外面に

赤彩が残存している。加曽利El式。
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11～ 13は土器片錘。いずれも縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。14は安山岩製の磨製石斧。刃部

と基部を欠損している。

土坑SK123出土遺物 (Fig。 164-1～ 5)

土器片が出土している。 1・ 2はキャリパー形の深鉢の日縁部破片。縄文を地文に沈線が沿う隆帯による区

画文が施文される。 3は頸部破片。隆帝区画文。 4は日縁部が外傾する深鉢。口縁部が無文帯となり、頸部に

は交互刺突文が区画文となる。 5は深鉢の底部破片。加曽利El式。

土坑SK124出土遺物 (Fig 164-1～ 6)

土器片と土器片錘 1点が出土している。 1・ 2はキャリパー形の深鉢の口縁部破片。沈線が沿う隆帯による

渦巻文が施文される。 1の地文は縦列の条線を充填する。胴部は磨消懸垂文が垂下する。 3・ 4は縄文を地文

に磨消懸垂文が垂下する。 5は深鉢の底部破片。加曽利E2式。

6は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

土坑SK125出土遺物 (Fig.164-1～ 8)

土器片が出上している。 1はキャリパー形の深鉢の回縁部破片。沈線が沿う隆帯による渦巻文、区画文が施

文される。 2は単口縁の深鉢。単節L醜文を地文とする。 3は縄文を地文に磨消平行沈線による波状文。 5は
撚糸Rを地文とする。 8は深鉢の底部破片。網代痕を残す。加曽利El式。

上坑SK126出土遺物 (Fig。 165‐1～ 3)

土器片と土器片錘 1点が出土している。 1は深鉢の回縁部破片。横位のヘラナデ。 2は縄文を地文に沈線に

よる意匠文が施文されている。

3は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

土坑SK127出土遺物 (Fig.165-1～ 6)

土器片と土器片錘 2点が出土している。 1は深鉢の頸部付近の小破片。背割り隆帯による区画文で縦列の沈

線を充填する。 2は隆帯区画文に、ヒダ状の調整痕がみられる。 3は平行沈線による波状文。

5・ 6は土器片錘。いずれも縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

上坑SK128出土遺物 (Fig.165‐ 1)

土器片が出土している。深鉢の口縁部破片。隆帝による区画文。加曽利El式。

土坑SK129出土遺物 (Fig.165-1・ 2)

土器片が出土している。 1は口縁部が外反し、無文帯となる深鉢。頸部は沈線が沿う隆帯による枠状区画文。

2は単節RL糸電文を地文とする。加曽利El式。

土坑SK130出土遺物 (Fig。 165-1～ 7)

土器片が出土している。 1・ 2はキャリパー形の深鉢の口縁部破片。縄文を地文に背割り隆帝による枠状区

画文を施文する。 3は口縁部が外反し、無文帯となる。頸部は縄文を地文に沈線が沿う隆帯による区画文。 4

は山形の小突起を有する波状口縁の小形深鉢。縄文を地文とする。 5・ 6は縄文を地文に2本一組の沈線によ

る懸垂文が垂下する。加曽利El式。

土坑SK131出土遺物 (Fig.165-1)

土器片が出土している。1はキャリパー形の深鉢の口縁部破片。縄文を地文に背割り隆帯による枠状区画文。
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頸部は無文帯となる。加曽利El式。

土坑SK132出土遺物 (Fig。 165‐1～ 6)

土器片が出土している。 1は口唇部が外削状となり、日縁部上端は狭小な無文帯となり、沈線による意匠文。

2は縄文を地文に沈線文様。3・ 4は縄文を施文後に磨消懸垂文を垂下させる。6は縦位の条線を地文とする。

加曽利El式。

土坑SK133出土遺物 (Fig.165-1・ 2)

土器片が出土している。 1,2は深鉢の同一個体。 2列の角押文で区画され、ヒダ状の調整痕がみられる。

阿玉台Ⅱ式。

土坑SK134出土遺物 (Fig。 165-1)

土器片が出土している。 1は深鉢の胴部破片。単節RL糸亀文を地文とする。加曽利E式。

土坑SK135出土遺物 (F導 166■・2)

土器片が出土している。 1はキャリパー形の深鉢の回縁部の破片。縄文を地文に背割り隆帯による区画文。

2は縄文を地文とした深鉢の胴部破片。加曽利El式。

土坑SK136出土遺物 (Fig。 166-1～ 22)

土器片と土器片錘 1点が出土している。 1は波状口縁の深鉢。限鏡状把手を有し、日縁部は把手部から連携

する背割り隆帯が区画文となり、区画内は幾何学隆帯と縦列沈線を充填する。 2は眼鏡状把手を有する深鉢。

背割り隆帯区画に縦列沈線を充填する。 3は日縁部が内湾し、内面に稜を有する深鉢。口縁部上端は狭小な無

文帯を持ち、交互刺突文で区画され、縄文を地文に平行沈線による連携する渦巻文を配し、下端は背害Iり 隆帯

で区画され、連携して突出する渦巻文が施される。 4は波状口縁の深鉢。口縁部が緩やかに外反して開く。日

唇部は沈線により漑方力湖字状に曲がる鍵状文。口唇端部は縦位の単沈線が巡り、胴部は縄文を地文に平行沈

線による意匠文。 5'6はキャリパー形の深鉢の口縁部破片。 5は背割り状隆帯による枠状区画文を施文し、
縦列の沈線を充填する。 6は日縁部上端に狭小な無文帯を持つ。 7は口縁部が内湾する深鉢。口縁部文様帯は

縦列の隆帯により充填されるが、双頭渦巻文も垂下される。 8は無文帯の日縁部が外反し、背割り隆帯による

渦巻文から繋がる区画は変形S字状区画文。 9は筒状の深鉢。口唇部は内削状で、縄文を地文に平行沈線によ

る区画文と意匠文を施文する。10は単口縁の深鉢。口縁部上端に浅い凹帯が巡る。11は筒状深鉢の胴部破片。

隆帯区画内に沈線による双頭渦巻文が描出される。12は筒状深鉢の胴部破片。区画文の背割り状隆帯が突出し

突起状となる。13は深鉢の頸部付近の破片。背割り隆帯が垂下して枠状区画文を施す。14は幅広の沈線が無文

帯を区画する。15・ 17・ 18は縄文を地文に沈線による直行懸垂文と蛇行懸垂文が垂下する。16は縄文を地文に

蛇行懸垂文と意匠文が施文される。19・ 201ま小形深鉢の底部破片。21は 口縁部が外反する浅鉢の日縁部破片。

内外面に赤彩が認められる。加曽利El式。

22は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

上坑SK137出土遺物 (Fig.167‐ 1～ 5)

土器片が出土している。 1・ 2は深鉢の胴部破片。縄文を地文に背割り隆帯による区画文。 3は深鉢の頸部

破片。頸部無文帯に平行沈線が区画文となる。 4は縄文を地文に蛇行懸垂文が垂下する。 5は縄文を地文とし

た深鉢の胴部破片。加曽利El式。
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土坑SK138出土遺物 (Fig。 167-1～ 8)

土器片が出土している。 1は底部を欠損する深鉢。胴部は直線的に立ち上がり、頸部で屈曲して、日縁部は

開きながら内湾する。日縁部に3単位の眼鏡状把手を有し、円孔の縁辺は沈線により囲まれ、把手部より緊が

る口唇部は背害より隆帯として区画上部を構成する。日縁部は背割りlf■・ 帯による渦巻文を3単位と隆帝剣先文を

配し、地文は縦列沈線を充填させる。頸部は背割り隆帝により区画され、胴部は単節LRを 地文とし、 3本一組

の沈線による懸垂文とそれに連携する方形区画文が配される。 2は キャリパー形の深鉢の口縁部破片。背割り

隆帯と沈線の沿う隆帯による区画文を施文する。 3も F■k帝区画文。 4は縄文を地文に3本一組の直行懸垂文と

蛇行懸垂文を垂下させる。 5は撚糸Rを地文に磨消平行沈線文による意匠文を描出する。 8は平行沈線による

懸垂文が垂下する深鉢の底部。加曽利El式。

土坑SK139出土遺物 (Fig.167‐ 1・ 2)

土器片が出土している。 1は大形の深鉢。口縁部は無文帯となり、交互刺突文により区画され、背害1り 隆帝

によるクランク文。区画内は縦列の沈線が充填される。 2は縄文を地文とした深鉢の胴部破片。加曽利El式。

土坑SK140出土遺物 (Fig。 167‐ 1～ 9)

土器片が出土している。 1・ 2は波状口縁を呈する深鉢。波頂部は背割り状隆帯の渦巻文を配し、胴部は縦

位の隆帯懸垂文に縦列沈線文が施されている。 3は縄文を地文に沈線の沿う隆帯区画文と波状隆帯。4も 隆帯

による区画文。 5は深鉢の頸部付近の破片で、隆帯と沈線区画文に、懸垂文が垂下する。 6も 縄文を地文に懸

垂文が垂下する。 8・ 9は浅鉢の日縁部破片。 8は内面に稜を持つ。 9は口唇部が内側に突き出し肥厚する。

加曽利Ett。

土坑SK141出土遺物 (Fig。 168‐ 1～ 10)

土器片が出土している。 1は扇状把手の破片。口唇部に刻目を巡らし、二列の角押文を施文し、さらに有節

線文による弧線文を配する。 2は波状口縁の深鉢。口唇部に凹帯を巡らし、隆帯区画文内は縦列の太沈線を充

填する① 3は深鉢の口縁部破片で、隆帝区画内に三列の有節線文による幾何学文を施す。 4は深鉢の口縁部破

片。狭小な口縁部を無文帯とし、交互刺突文で区画され、縦列の沈線が充填される。 5は深鉢の口縁部破片。

縄文を地文に背割り隆帝による区画文。 6は キャリパー形の深鉢の口縁部破片。沈線の沿う隆帯による渦巻文

を施文する。 7も キャリパー形の深鉢の頸部破片。沈線の沿う隆帯による区画文を施文する。 8・ 9は 3本一

組の懸垂文間を磨消した磨消懸垂文を垂下させる。10は 口縁部が外反する浅鉢の口縁部①内面に沈線文が描出

される。加曽利El式。

土坑SK142出土遺物 (Fig.168‐ 1～ 6)

土器片が出土している。 1～ 4は同一個体。キャリパー形の深鉢で、沈線の沿う隆帯による渦巻文 。楕円形

文 。区画文を施文する。日縁部下部区画は沈線によって段差を設ける。胴部は磨消懸垂文を垂下させる。 5。

6は深鉢の底部破片。加曽利E2式。

土坑SK143出土遺物 (Fig。 168‐ 1～ 11)

土器片と土器片錘 4点、石皿 1点が出土している。1は波状口縁を呈する深鉢。狭小な口縁部を無文帯とし、

交互刺突文で区画される。 2も 波状口縁の深鉢。日唇部は肥厚し、狭小な無文帯を持つ。 3・ 6は背割り隆帝

による区画文で、頸部が無文帯となる。 4・ 5は浅鉢の口縁部破片。 4は口唇部が肥厚する。内外面に赤彩が

残存する。

7～ 10は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。11は安山岩製の石皿の小破片である。
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土坑SK145出土遺物 (Fig.168-1～ 9)

土器片が出土している。 1～ 3はキャリパー形の深鉢の回縁部破片。沈線の沿う隆帯による渦巻文、区画文

を施文する。 4は深鉢の胴部破片①撚糸Rを地文とする。 5は縄文を地文に貼付隆帯による区画文。 6は無文

地に蛇行沈線が垂下する。 7は撚糸Rを地文とする。 8,9は深鉢の底部破片。 8は網代痕を有する。 9は縄
文を地文に沈線による懸垂文が垂下する。加曽利E2式。

上坑SK146出土遺物 (Fig。 169-1～ 15)

土器片と土器片錘 3点が出土している。 1～ 3はキャリパー形の深鉢の口縁部破片。 lは日唇部に凹帯が巡

り、日縁部は縄文を地文に背割り隆帯によるクランク文。2は縄文を地文に貼付隆帯による区画文を施文する。

隆帯間に刺突文と縦列沈線を充填させる。 4は波状口縁を呈する深鉢。角押文により区画された日縁部は無文

帝となる。 5は 隆帯による円形区画内に縦列沈線を充填する。 6は曽利系土器で、縦位の条線を地文とする。

9は単口縁の無文の深鉢。10・ 11は浅鉢の回縁部破片。10は 日縁部が外反する。11は口唇部が肥厚し、日縁部

は内湾する。いずれも内外面に赤彩が残存する。加曽利El式。

13～ 15は土器片錘。いずれも縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

上坑SK147出土遺物 (Fig.169‐ 1～ 8)

土器片が出土している。 1・ 5は体部が内湾し口縁部が外反する浅鉢。体部に背割り隆帯による横S字状文

を配する。 2は平縁の深鉢。口縁部は内傾し、縦位の太沈線を施文する。胴部は縄文を地文。 3は筒状の深鉢。

断面カマボコ状の隆帯区画文を持つ。 4は隆帯区画内に縦列の沈線を充填する。 6は縄文を地文に蛇行沈線が

垂下する。 8は日縁部が外反する浅鉢。口唇部に凹帯が巡る。加曽利El式。

土坑SK148出土遺物 (Fig.169-1・ 2)

土器片が出土している。 1はキャリパー形の深鉢の口縁部破片。沈線の沿う隆帯による渦巻文と枠状区画文

を施文し、頸部は無文帯となる。 2は縄文を地文に、 2も しくは3本一組の懸垂文が垂下する。加曽利El式。

土坑SK149出土遺物 (Fig。 170-1～ 13)

土器片と土器片錘 2点が出土している。 1は国縁部が外反し、体部は内湾して立ち上がる深鉢。日縁は無文

帯となり、体部は沈線の沿う隆帯による枠状区画文と渦巻文を施文する。 2は山形状の小突起をもつ深鉢。口

唇部から縄文が施文される。 3～ 8は縄文を地文に沈線による懸垂文が垂下する。 4と 8は 3本一組の懸垂文

間を磨消した磨消懸垂文を垂下させる。10は縦位の条線を施文。11は浅鉢の口縁部破片と思われる。口縁に沿

って一条の沈線が巡る。加曽利E2式。

12・ 13は土器片錘。いずれも縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

土坑SK150出土遺物 (Fig。 169-1～ 3)

土器片が出土している。 1はキャリパー形の深鉢で波状口縁を呈する。沈線が沿う隆帯による渦巻文を施文

する。 2は曽利系土器の回縁部破片。斜行する条線を地文に、内面は突帯を有する。 3は撚糸Lを地文に3本

一組の懸垂文が垂下する。加曽利E2式。

土坑SK151出上遺物 (Fig,170-1～ 16)

土器片と土器片錘 2点が出土している。 1・ 6はキャリパー形の深鉢の口縁部破片。背割り隆帯によるクラ

ンク文を施文する。 2は沈線が沿う隆帯による区画文が施文され、日縁部には狭小な無文帯を有する。 3はキ

ャリパー形の深鉢の国縁部破片。刺突文が施文された隆帯による区画文内に渦巻状沈線を充填する。頸部は無

文帝となる。 4・ 5はキャリパー形の深鉢の頸部破片。沈線の沿う隆帯による区画文と蛇行文を施文する。 7

は口縁部が外傾して立ち上がる深鉢。口縁部は無文帯となり、 2本一組の区画に繋がり懸垂文が垂下する方形
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区画文。10も 同様に3本一組の懸垂文が垂下する方形区画文。地文は斜行条線を充填する。 8。 9は縄文を地

文に沈線による懸垂文が垂下する。11・ 12は浅鉢の口縁部破片。11は 口縁部が内湾し、鍔状に迫り出す。12も

顎状に大きく迫り出し、沈線による区画文が施文される。14は浅鉢の底部である。加曽利El式。

15。 16は土器片錘。いずれも縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

土坑SK152出土遺物 (Fig.170‐ 1～ 5)

土器片と土器片錘 1点が出上している。 1・ 2は深鉢の胴部破片。縄文が施文されている。 3は外面に段を

有する深鉢。回縁部は無文帯となり、胴部は縦位の条線文。 4は深鉢の底部破片。

5は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。加曽利Ett。

土坑SK153出上遺物 (Fig.171-1～ 15)

土器片と磨石 1点が出土している。 1はキャリパー形の深鉢の日縁部破片。沈線の沿う隆帯による渦巻文と

枠状区画文を施文する。 2は口唇部に粘土粒を貼付け、日縁部上半を無文帯とし、縦列の沈線文を施文する。

3は日縁部に縄文帯を巡らす。4は沈線が沿う隆帯を区画文とする。5。 6は縄文を地文に沈線による意匠文。

7は縄文を地文に単沈線による懸垂文を垂下させる。 9は 3本一組の懸垂文間を磨消した磨消懸垂を垂下させ

る。10は縦位の条線を施文。11・ 12は浅鉢。12は体部が外傾して立ち上がり、頸部で括れ、口縁部は外反する。

内面に緩い稜を有する。外面に僅かな赤彩が認められる。13・ 14は深鉢の底部破片。加曽利E2式。

15は安山岩製の磨石欠損品。表面に凹孔部を有する。

土坑SK154出土遺物 (Fig.171-1～ 9)

土器片と土器片錘 2点が出土している。 1は 口縁部が短く外反し、隆帯区画内に縦位の単沈線を充填する。

2は単回縁の深鉢で、縄文を地文に沈線による枠状区画文が施される。 3は僅かに内湾する日縁部が狭小な無

文帯をなし、日縁部下は羽状縄文となる。 5は縄文が施文された隆帯が横走する。 7は有段の口縁部をもつ浅

鉢。赤彩が認められる。加曽利El式。

8・ 9は土器片錘。 8は短軸方向、 9は長軸方向に 1対の切れ目を有する。

土坑SK155出土遺物 (Fig.170-1～ 4)

土器片が出土している。 1は無文帯の口縁部が短く外反し、体部は内湾気味に立ち上がる。顕部の交互刺突

文が区画文となる。 3は縄文を地文に磨消懸垂文が垂下する。加曽利El式。

土坑SK156出上遺物 (Fig。 171‐1～ 6)

土器片が出土している。 1は回唇部に刻目が巡り、外面は無文で、内面に二列の角押文が施文される。 2は

隆帯に沿って角押文と爪形文が施文される。 3は深鉢の頸部付近の破片。縦位の刻目が入る隆帝に、交互刺突

文が巡る。 4は縄文を地文に2も しくは3本一組の沈線による懸垂文を垂下させる。加曽利Ett。

土坑SK157出土遺物 (Fig。 172_1～ 4)

土器片が出土している。 1は口縁部が僅かに外反する深鉢。口縁部に縄文帯を巡らし、交互刺突文で区画さ

れる。 2は縄文を地文に磨消縄文による区画文。 3は縄文を地文に平行沈線を垂下させる。 4は縄文を地文に

太沈線による意匠文。加曽利El式。
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土坑SK158出土遺物 (Fig。 172‐ 1～4)

土器片が出土している。 1は波状口縁を呈する筒状深鉢で、体部は直線的に外傾して立ち上がる。口縁部に

は狭小な無文帯を持つ。沈線による渦巻文を波頂部に配す。体部には縄文を施文。 2は縄文を地文に2本一組

の懸垂文が垂下する。 3は深鉢の底部付近の破片。 4は深鉢の底部破片。加曽利El式。

土坑SK159出土遺物 (Fig,172‐ 1～ 5)

土器片と土器片錘 1点が出上している。 1は ヒダ状調整痕を持つ深鉢。 2は断面三角形の隆帯区画に沿つて

波状沈線が巡る。 3は口唇部が肥厚する深鉢。日唇部に刻目を有する隆帝が巡る。 4は日縁部が短く外反する

浅鉢。狭小な口縁部は沈線区画される。阿玉台式。

5は土器片錘。縦長破片の短軸方向に 1対の切れ目を有する。

土坑SK160出土遺物 (Fig.172-1～ 9)

土器片が出土している。 1は深鉢の日縁部破片。X状隆帯を回縁部に施し、区画内は隆帯に沿って沈線を巡

らす。胴部は櫛歯状工具による条線を垂下させる。 2は日縁部が短く外反し、頸部が鍔状に張り出す。日縁部

上端は無文帯となり、交互刺突文により区画され、平行沈線による渦巻文が施文される。 3は幅広の口唇部に

精円形文と単沈線が施文され、日縁部は縄文を地文に3本一組の懸垂文が垂下する。 4は刻目のある隆帯によ

り縦長楕円形区画文を施し、縦位の沈線を充填させる。 5は隆帯区画に交互刺突文が施される。 6はキャリパ

ー形の深鉢の口縁部破片。沈線の沿う隆帯による区画文を施文する。 7は縄文が施文された隆帯区画に縦列沈

線を充填する。 8は縄文を地文に隆帯区画文。加曽利El式。

土坑SK161出土遺物 (Fig.1路 -1～ 7)

土器片と土器片錘 1点が出土している。 1はキャリパー形の深鉢の日縁部破片。沈線の沿う隆帝による渦巻

文と枠状区画文を施文する。 2は交互刺突文を区画文に、 3本一組の沈線による意匠文。 3は胴部破片。縄文

を地文に3本一組の沈線区画。 4は 3本一組の懸垂文間を磨消した磨消懸垂文を垂下させる。 5は縄文を地文

に2本一組の沈線による懸垂文を垂下させる。 6は回縁部が内湾する浅鉢。加曽利E2式。

7は土器片錘。縦長破片の短軸方向に 1対の切れ目を有する。

上坑SK162出土遺物 (Fig,172-1～ 4)

土器片が出土している。 1は縄文を地文に平行沈線による意匠文。 2は縄文を地文に3本一組の懸垂文が垂

下する。 4は二山状の小突起を有する小形の深鉢。加曽利Ett。

土坑SK163出土遺物 (Fig.173-1～ 5)

土器片と黒曜石製剥片石器 1点が出土している。 1は狭小な無文帯を持つ口縁部に、指頭による刻みが付く

隆帯が巡る。 2は隆帯に沿って幅広の角押文が施文される。阿玉台Ⅲ式。 3は口縁部が外反し、沈線による区

画文。口縁部は無文帯となる。 4は日唇部が肥厚する浅鉢の回縁部破片。

5は黒曜石製の剥片石器。側縁部に調整剥離が施されている。

上坑SK164出土遺物 (Fig。 173-1～ 6)

土器片と土器片錘 1点が出土している。 1は深鉢の口縁郡破片。口縁部上端は無文帯となり、刻目のある意

匠文が配される。 2は縄文が施文された隆帯による渦巻文。 3は日唇部が肥厚し、狭小な無文帯のある深鉢。

4は縄文を地文に沈線に沿つて稜を有する区画文。

6は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

―-268-―



土坑SK165出土遺物 (Fig。 173-1・ 2)

土器片が出上している。 1・ 2は縄文を地文に3本一組の懸垂文間を磨消した磨消懸垂文を垂下させる。加

曽利E2式。

土坑SK167出土遺物 (Fig 173-1～ 5)

土器片が出土している。 1は キャリパー形の深鉢の口縁部破片。沈線の沿う隆帝による区画文を施文する。

2は縄文が施された幅広の隆帝が施文される。3～ 5は 3本一組の懸垂文間を磨消した磨消縄文による意匠文。

加曽利El式。

土坑SK168出土遺物 (Fig。 173‐ 1～ 10・ Fig。 174-11～ 28)

土器片と土器片錘 1点が出土している 1～ 3・ 5は キヤリパー形の深鉢の回縁部破片。沈線が沿う隆帝によ

る渦巻文と枠状区画文を施文する。 4は連弧文土器の回縁部。縄文を地文に3本単位の波状沈線を巡らす。 6

は深鉢の頸部破片。沈線区画。 7は深鉢の日縁部破片。沈線の沿う隆帯区画に撚糸Rを地文とする。11は底部

を欠損する連弧文土器。胴部に括れを持ち、口縁部が内湾気味に開く。単節RL縄文を地文に口縁部に区画文を

引き、主文様は3本一組の連弧文を施文する。胴部は区画文に繁がる方形区画を垂下させる。 8～ 10。 12～

21・ 24は縄文を地文に2本一組の沈線による懸垂文を垂下させる。12・ 13は 3本一組の懸垂文間を磨消した磨

消懸垂文を垂下させる。22は撚糸Rを地文とする。26は 口縁部が短く内湾する浅鉢。赤彩が認められる。27は

口縁部が外反し、無文帯となり、交互刺突文が区画文となる。加曽利E2式。

28は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

土坑SK169出土遺物 (Fig.174-1～ 3・ Fig 175‐ 4～ 19)

土器と土器片錘 5点、石鏃 1点が出土している。 1は胴部が直線的に立ち上がり、頸部で屈曲して口縁部は

開きながら内湾し、日縁端部で短く外反する。日縁端部には狭小な無文帯をなし、交互刺突文が区画文となる。

地文は単節RL糸電文で、回縁部では横位に頸部から胴部は縦位に施文し羽状効果を表出する。 2は胴部が直線的

に立ち上がり、頸部で屈曲して、日縁部は内湾気味に開き、日唇部は肥厚する。口縁部は無文帝となり、胴部

は単節RL縄文が縦位施文される。 3は 1単位の山形把手を有する深鉢。胴部は直線的に立ち上がり、日縁部は

わずかに外反する。日縁は肥厚し、無文帯となり、胴部は単節LR糸亀文を施文。 4は円孔を有する山形把手の深

鉢。波頂部は隆帯区画され、隆帯上に爪形文が一部施文され、内面は円孔の周縁に沿って沈線が巡る。 5は 口

唇部が肥厚し凹帯が巡り、日唇端部には指頭圧痕による刻みが施される。 6は波状口縁の深鉢。波頂部から指

頭圧痕された隆帯が垂下し、日縁部は押し引き文による幾何学文。 7は深鉢の口縁部破片。隆帯区画間に縦列

の沈線を充填する。 8は口唇部が肥厚し、撚糸文が施文される。 9は深鉢の胴部破片。隆帯区画文と角押文が

施文される。10は縦位の条線施文の深鉢。11は沈線による格子目文。12・ 13は浅鉢。12は口唇部が肥厚し、13

は内面に稜を有する。赤彩が僅かに残存する。加曽利El式。

14～ 18は土器片錘。いずれも縦長破片の長軸方向に 1封の切れ目を有する。19は黒曜石製の石鏃。先端部を

欠損する。表裏面とも丁寧な調整剥離が施されている。

上坑SK170出土遺物 (Fig。 175‐ 1～ 8)

土器片と土器片錘 1点が出土している。 1・ 2はキャリパー形の深鉢の口縁都破片。 1は無文地に貼付隆帯

による渦巻文と枠状区画文を施文する。 2は剣先渦巻文を施し、頸部は無文帯となる。 3は縄文を施文した隆

帯区画。 4・ 5は深鉢の頸部付近の破片。 4は隆帯区画に懸垂文が垂下する。加曽利El式。

8は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。
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土坑SK171出上遺物 (Fig.175-1～ 16)

土器片と土器片錘 2点が出土している。 1は日唇部が肥厚し、縄文が施文されたX字状隆帯を口縁部に配し、

区画内に沈線を巡らす。 2は深鉢の頸部付近の破片。顎状に突き出した隆帯下部に縦位沈線と交互刺突文を施

す。 3は日縁部が短く外反し、無文地に隆帯による区画文が施される。 4・ 5。 8は同一個体である。キャリ

パー形の深鉢破片。貼付隆帯による渦巻文と枠状区画文を施文する。地文は撚糸Lである。 8は 2本一組の直

行懸垂文と蛇行懸垂文を垂下させる。 6は単口縁の深鉢。 7は縄文を地文に2本一組の懸垂文を垂下させる。

9は連弧文土器である。撚糸Lを地文とする。10～ 13は 3本一組の懸垂文間を磨消した磨消懸垂文を垂下させ

る。加曽不UEl式。

15。 16は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

上坑SK172出土遺物 (Fig。 176‐ 1～ 6)

土器片が出土している。 1・ 3は同一個体。 1はキャリパー形の深鉢。山形の小突起を有する波状口縁で、

沈線による区画された口縁部には楕円形枠状文を配し、胴部は磨消懸垂文が垂下する。 2・ 3は平行懸垂文間

を磨消した磨消懸垂文を垂下させる。 5は波状口縁を呈する浅鉢。内面に稜を有する。内外面に赤彩が残存し

ている。 6は深鉢の底部破片。加曽利E2式。

土坑SK173出土遺物 (Fig.176-1・ 2)

土器片が出土している。 1は浅鉢の胴部破片。無文地である。 2は深鉢の底部破片。加曽利Ett。

上坑SK174出土遺物 (Fig 176-1～ 18)

土器片と土器片錘 4点が出土している。 1,7は キャリパー形の深鉢の日縁部破片。沈線の沿う隆帯による

枠状区画文を施文する。 2・ 3は狭小な口縁部上端が無文帯となり、 2本単位の沈線による方形区画文を垂下

させる。 4は口唇部に狭小な無文帯を持ち、胴部には縄文を施文。 5は単口縁の深鉢。口縁直下から縄文が施

文される。6はキャリパー形の深鉢の頸部破片。沈線の沿う隆帯による枠状区画文に、磨消懸垂文が垂下する。

9,10は連弧文土器。撚糸Lを地文とし、 9は逆U字状の懸垂文が垂下する。12は 3本一組の懸垂文間を磨消

した磨消懸垂文を垂下させる。14は 口縁部が外傾する浅鉢。外面に赤彩が認められる。加曽利E2式。

15～ 18は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

土坑SK175出土遺物 (Fig。 176-1～ 8・ Fig。 177‐9～ 11)

土器片が出土している。 1は口縁部が外反し、無文帯となる。胴部は縄文を地文に沈線による区画文が施さ

れ、懸垂文が垂下する。 2は回唇部が肥厚し、日唇部に沈線と縦列の単沈線を施す。 3は縄文が施文された隆

帯が垂下し、縄文を地文に横位の沈線を充填する。 4は無文地に櫛歯状工具による条線文を施す。 6は波状口

縁を呈する浅鉢。日縁部がわずかに外反する。 7は無文の深鉢の胴部破片。 8は深鉢の底部破片。 9は底部の

み欠損するキャリパー形の深鉢。口縁部文様帯は、口唇部に凹帯が巡り、区画下は背割り隆帯で構成され、区

画内に貼付隆帝による7単位の二重クランク文を施文する。地文には単節RL糸亀文が縦位施文される。10・ 11は

深鉢の底部破片。10は木葉痕、11は網代痕を残す。加曽利El式。

土坑SK176出土遺物 (Fig.177-1～ 10)

土器片が出土している。 1・ 2はキャリパー形の深鉢の回縁部破片。1は回縁部上端に狭小な無文帯を持ち、

背割り隆帯による渦巻文。2は沈線の沿う隆帯による渦巻文と枠状区画文を施文する。3は深鉢の口縁部破片。

沈線による枠状区画文と磨消懸垂文を垂下する。 4は日縁部上端が狭小な無文帝となり、方形区画文が垂下す

る。 5は日縁部が内湾する深鉢。口縁部上端は無文帯となる。 6は深鉢の頸部付近の破片。背割り隆帯による

区画文に蛇行懸垂文が垂下する。 7・ 8は縄文を地文に磨消懸垂文が垂下する。10は 口縁部が肥厚する浅鉢の

破片。波状口縁を呈し、内外面とも赤彩が施されている。加曽利E2式。
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土坑SK178出土遺物 (Fig。 177-1・ 2)

土器片が出土している。 1は隆帯区画を有する。 2は日縁部が内湾する。単節RL縄文の縦位施文を地文とす

る。加曽利El式。

土坑SK179出土遺物 (Fig。 177-1・ 2)

土器片が出土している。 lは深鉢の胴部破片。単節RL縄文を地文とする。 2は浅鉢の胴部破片。加曽利E

式。

土坑SK180出土遺物 (Fig.177-1～ 6)

土器片が出土している。 1は筒状深鉢の胴郡破片。隆帯による意匠文に、刺突文が加わる。 2は縄文を地文

に平行沈線による意匠文。 6は台形土器の破片。脚部に貫通孔を有し、台上面が若千窪み凹状を呈する。加曽

不UEl:式。

土坑SK181出土遺物 (Fig.177-1～ 7)

土器片が出土している。 1は単口縁の深鉢。

無文帯とし、交互刺突文を区画文とする。 3～

よる懸垂文を垂下させる。加曽利Mtt。

6本単位の櫛歯状工具による条線を垂下させる。 2は口縁部を

5は縄文を地文に2も しくは3本一組の沈線および蛇行沈線に

土坑SK182出土遺物 (Fig.178-1～ 5)

土器片と土器片錘 2点が出土している。 1～ 3は深鉢の胴部破片。 lは縄文を地文に懸垂文が垂下する。

加曽不UEtt。

4・ 5は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

土坑SK183出土遺物 (F奪 178-1～ 19)

土器片と土器片錘 1点、小形磨製石斧 1点、石鏃 1点が出土している。 1は突出する 1単位の多角状山形把

手を有する深鉢。頸部で括れ、口縁部はタト傾して立ち上がる。口唇部には4単位の突出部がみられ、把手は円

孔が施され、円孔を巡るように沈線が施文される。さらに把手縁辺に沿つて沈線が施されている。口縁部は単

節醐 文を地文に、平行沈線による連弧文が施文され、この連弧文を維位区画している。胴部は顕部区画文に

連携して懸垂文が施され、懸垂文と連携する渦巻文と方形区画文が配される。 2は肥厚する日唇部に沈線文と

単沈線を施文する。口縁部は無文となる。 3は波状口縁の深鉢。波頂部は円形文を配し、ここから沈線による

渦巻文が施文される。 4・ 5はキャリパー形の深鉢の口縁部破片。 4は沈線の沿う隆帯による枠状区画文内に

波状の隆帯を施文する。 5は粋状区画内に縦列沈線を充填し、背割り隆帯を垂下もしくは横位に施文する。 6

は単口縁の深鉢。日縁部は無文帯となる。 7は深鉢の顕部付近の破片。隆帯による枠状区画文を施文する。 8

は背割り隆帯を区画文とし、縄文を地文に2本一組の直行懸垂文と蛇行懸垂文が垂下する。10は単口縁の深鉢。

口縁部は折り返し口縁。11・ 12は深鉢の底部破片。12は撚糸Rを地文とする。14は口唇部が肥厚し、内面に稜

をもつ浅鉢。体部はほぼ直線的に外傾して立ち上がる。加曽利El式。

17は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。18は小形磨製石斧の刃部のみ欠損する欠損品。

19は黒曜石製の石鏃。表裏面とも丁寧な調整剥離を施づ。

土坑SK184出上遺物 (F導 179-1～ 7)

土器片が出土している。 1は口唇部が肥厚する深鉢。口唇部に凹帯が巡る。 2は口縁部が内湾し、口唇部が

肥厚する。日縁直下から縄文が施文される。 3は日縁部上端が沈線区画によって狭小な無文帯となる。 4・ 6

は縄文を地文に2も しくは3本一組の沈線による懸垂文を垂下させる。 5は縄文を地文に3本一組の磨消沈線

による区画文。加曽利El式。
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土坑SK185出土遺物 (Fig,179‐ 1～ 15)

土器片が出土している。 1は眼鏡状把手の破片。縁辺に沿って刻目のある隆帯が巡り、隆帯に沿って沈線が

施されている。 2。 3・ 6・ 8は 同一個体。口縁部上端は僅かに外反して無文帯となり、日縁部は刻目のある

隆帯による渦巻文と枠状区画文内に沈線文を充填する。頸部は縄文を地文とし、沈線によって区画される。 4

は日唇部が肥厚し、日縁部は外反する。指頭圧痕が施された波状隆帝が渦巻状に貼り付 く。 5は背割り隆帯に

よる枠状区画内に縦列の沈線を充填する。 7・ 9は縄文を地文に沈線による区画文。10は口縁部が内湾気味に

立ち上がる。日唇部は肥厚し、内削状となり、口縁直下から縄文が施文される。n・ 12は 同一個体。口縁部は

内湾して端部で小さく外反する。口縁直下から口縁部は横位の波状に、胴部は縦位に条線文を施文される。14

は口縁部が外反する浅鉢。内面に稜を有する。15は深鉢の底部破片①木葉痕を残している。加曽利El式。

土坑SK186出土遺物 (Fig 180‐ 1～ 11)

土器片と土器片錘 1点、磨石 1点が出土している。 lはキャリパー形の深鉢。沈線が沿う隆帯による渦巻文

と枠状区画文を施文する。胴部文様帯は懸垂文の間を磨消したもので、直行懸垂文と蛇行懸垂文が交互に施文

されている。 2は単口縁の深鉢。口縁直下は無文帯となり、縄文を地文に平行沈線を垂下させる。 3は縄文を

地文に沈線による区画文と意匠文。 4は沈線が沿う隆帯区画文。 5・ 7は 3本一組の懸垂文が垂下する。 9は

口縁部が外反する浅鉢。加曽利E2式。

10は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。Hは安山岩製の磨石。表裏面とも凹孔部を有

する。両面とも使用痕は顕著である。

土坑SK187出土遺物 (Fig 180‐ 1・ 2)

土器片が出土している。 1は円孔を伴う山形把手の破片。沈線文を施文する。 2は縄文を地文に3本一組の

磨消懸垂文を垂下させる。加曽利E2式。

土坑SK188出土遺物 (Fig.180‐ 1～ 12・ Fig,181-13～ 22)

土器片と土器片錘 6点が出土している。 1は波状口縁を呈する深鉢。口唇部は肥厚し、日縁直下から単節LR

縄文を施文する。 2はキャリパー形の深鉢胴上半分の破片。頸部で沈線による区画文が巡り。胴部は 3本一組

の懸垂文間を磨消した磨消懸垂文と蛇行懸垂文を垂下させる。 3は キヤリパー形の深鉢の口縁部破片。口縁部

上端は狭小な無文帯となり、隆帯による渦巻文と枠状区画文を施文し、区画内には弧状沈線を充填する。 4は

深鉢の頸部付近の破片。沈線の沿う隆帝が区画文となる。 5'6・ 9は 2も しくは3本一組の懸垂文間を磨消

した磨消懸垂文を垂下させる。 7は縄文を地文に磨消懸垂文を垂下させる。 8は縄文を地文に振幅の短い蛇行

沈線文と直行懸垂文を垂下させる。12は口縁部が外傾する浅鉢。内外面に赤彩が認められる。13は 口唇部が肥

厚し、国縁下端が追り出す浅鉢。日唇部は折り返しとなる。14～ 16は深鉢の底部破片。加曽利El式。

17～ 221ま土器片錘①いずれも縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

土坑SK189出土遺物 (Fig.1811～ 22)

土器片が出土している。 1・ 2は深鉢の口縁部破片。口唇部が肥厚し、沈線の沿う隆帝による楕円形区画文

を配する。区画内は縦列の沈線を充填させる。 3は波状口縁の深鉢。口縁に沿って刻目の施された隆帯と縄文

が施文された隆帯が橋状把手となる。 4は扇状把手。半肉彫り状の逆U字状区画内に斜行沈線を充填する。 5

は口縁部が肥厚し無文帝で、交互刺突文が区画文となる。 6は無文地の深鉢で、日唇部からY字状隆帯が垂下

する。 7は肥厚する狭小な口縁部が無文帯となり、縦位の条線文が施文される。 8は 日縁部が内湾気味に立ち

上がる婉状を呈する鉢。内面に稜を有し、日唇部から口縁内面にかけ粘土紐によるU字状隆帯が貼 り付けられ

る。 9は三山の小突起を有する深鉢。日縁部が肥厚する。10は 口唇部が月巴厚し、端部に指頭による押圧が加え

られ、波状となる。11は 口唇部が折り返され肥厚する。無文地の深鉢。12は単口縁の深鉢。口縁直下から羽状
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縄文が施文される。13は縄文を地文に沈線による渦巻文が施文される筒状の深鉢。16～ 201よ深鉢の底部破片。

16は木葉痕を残している。21・ 22は浅鉢の口縁部破片。21は日唇部が肥厚し、沈線による渦巻文と枠状文。内

外面に赤彩が認められる。221ま口縁部が大きく外反する。外面に赤彩が認められる。加曽利El式。

土坑SK190出土遺物 (Fig.182-1～ 20)

土器片と土製円盤 1点、土器片錘 2点、磨石 1点、凹石 1点が出土している。 1はX字状を呈する楕円形隆

帯区画内に単列の角押文と2条の波状沈線を施文する。 2は深鉢の日縁部破片。内面に稜を有する。狭小な口

縁部に角押文が区画文となる。 3は日縁部端が僅かに外反する筒状深鉢。縄文を地文に3も しくは4本一組の

懸垂文が垂下する。 5は胴下半部の破片。縄文を地文に2条の沈線が沿う隆帯を垂下させる。 6は隆帯区画文

を持つ深鉢の胴部破片。 7・ 8は縄文を地文に2も しくは 3本一組の沈線及び蛇行沈線による懸垂文を垂下さ

せる。 7は大形の深鉢となろう。 9は磨消懸垂文が垂下する。11は櫛歯状工具による条線を蛇行垂下させる。

16は土製円盤。17・ 18は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。19は安山岩製の磨石。半

分を欠損している。表裏面及び側面の使用痕は顕著である。また凹孔部が両面中央にある。201ま絹雲母片岩製

の凹石の破片。

土坑SK191出土遺物 (Fig.182-1)

土器片が出土している。深鉢の胴部破片。縦位の条線文を地文とする。加曽利Ett。

土坑SK192出土遺物 (Fig。 182‐ 1)

土器片が出土している。無文の小破片のみ。浅鉢である。加曽利Ett。

土坑SK193出土遺物 (Fig。 182_1～ 6)

土器片が出土している。 1は波状口縁の深鉢。波頂部に渦巻文を配し、日縁部には縦列の沈線を充填する。

2は回唇部に凹帯が巡り、口縁直下より縄文が施文される。 3は単日縁の筒状深鉢。日縁部上端は狭小な無文

帯をなす。 4は隆帯による渦巻文。 5は縄文を地文に2本一組の沈線および蛇行沈線による懸垂文を垂下させ

る。加曽利El式。

土坑SK194出土遺物 (Fig.183-1～ 4)

土器片が出土している。 1はキャリパー形の深鉢の口縁部破片。沈線の沿う隆帯による区画文を施文する。

2は日縁部が内湾する単口縁の深鉢。 3は縄文を地文に2本一組の沈線による懸垂文を垂下させる。加曽利El

式。

土坑SK195出上遺物 (Fig.183-1～ 13)

土器片と土器片錘 2点が出土している。 1・ 2・ 4は国縁部が内湾気味に開く深鉢。口唇部は肥厚し、沈線

区画内は交互刺突文が施文され、刻目の施された隆帯による4単位の渦巻文が突起状に配される。頸部は無文

帯をなし、沈線によって区画される。 3・ 5は口縁部が外反し、胴部が内湾する深鉢。口唇部は肥厚し、縦位

の刻目が巡り、日縁部は無文帯となる。胴部は沈線区画に、単沈線が充填される意匠文が配される。 6は無文

地の深鉢。頸部以下の土器。 7は羽状縄文が施文された深鉢の胴部破片。 8～ 10は浅鉢。 8は口縁内側に稜を

持つ。 9は 口唇部に2条の凹帯が巡る。10は内面に稜を有する。内外面に赤彩が施されている。加曽利El式。

12・ 13は土器片錘。いずれも縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。
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土坑SK196出土遺物 (Fig 183‐ 1～ 12)

土器片が出土している。 1～ 6はキャリパー形の深鉢の日縁部破片。 1は沈線が沿う隆帯による縦位の剣先

文を施文する。 2～ 4は背割り隆帯による渦巻文と区画文を施文する。 5は波状口縁の深鉢。指頭圧痕の施さ

れた隆帯が波頂部から垂下する。 6は区画内に縦列沈線を充填する。 7は沈線区画文。 8,9,11は縄文を地
文に2本一組の沈線及び蛇行沈線による懸垂文を垂下させる。12は縦位の条線文を地文とする。加曽利El式。

土坑SK197出土遺物 (Fig.184‐ 1～ 13)

土器片と土器片錘 2点が出土している。 1は山形把手を持つ深鉢で、波頂部に環状把手を有する。日唇部に

沿って縄文が施文された隆帯が巡り、波頂部から蛇行隆帯が垂下する。 2は円孔を伴い波状口縁の深鉢。波頂

部は隆帯による渦巻文が施されている。 3はキャリパー形の深鉢の回縁部破片。沈線が沿う隆帯による渦巻文

と枠状区画文を施文する。 4・ 6～ 8は縄文を地文に2も しくは3本一組の沈線による懸垂文を垂下させる。

5は深鉢の胴部破片。刻目のある隆帯区画文内に沈線を充填する。 9～ 11は浅鉢。 9,10は 内面に稜を有し、

日縁部が僅かに外反する。内外面に赤彩が残存している。11は体部が内湾気味に立ち上がる。加曽利El式。

12・ 13は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1姑の切れ目を有する。

上坑SK198出土遺物 (Fig■ 84‐ 1・ 2)

土器片が出土している。 1は口唇部が肥厚する深鉢。口縁部は狭小な無文帯で、交互刺突文が区画文となる。

2は単節RL糸電文の横位施文を地文とする深鉢底部付近の土器。加曽利El式。

上坑SK199出土遺物 (Fig.184-1～ 7)

土器片が出土している。 1は回縁部がわずかに内湾する連弧文土器。撚糸Lを 地文に沈線による円形文。

3・ 4は 3本一組の懸垂文間を磨消した磨消懸垂文を垂下させる。 5は縄文を地文に2も しくは3本一組の沈

線による懸垂文を垂下させる。 6は条線を地文に貼付による蛇行隆帯を垂下させる。 7は口縁部が僅かに内湾

する浅鉢。外面に赤彩が残存している。加曽利E2式。

土坑SK200出土遺物 (Fig。 184-1～ 7)

土器片が出土している。 1は縄文を地文に、縄文が施文された隆帯区画に沿って角押文が施されている。

2・ 4・ 5は 同一個体である。 4は口縁部を無文帯とし、交互刺突文を区画文に、円形隆帯区画に沿って刻目

が施され、区画内に単沈線が刻まれた隆帯が配される。 3は波状口縁の深鉢。波頂部に円孔を伴い、口唇端部

には刻目が施されている。 6はキャリパー形の深鉢。沈線が沿う隆帯による渦巻文が施文される。 7は深鉢の

底部破片。加曽利El式。

上坑SK201出土遺物 (Fig,185-1～ 19)

土器片と土器片錘 2点が出土している。 1は波状口縁を呈し、内面が鍔状に突出している深鉢。口唇部は角

押文による渦巻文。口縁部は刻目のある2列の隆帯区画文に、 2列の角押文が垂下し、隆帯に沿つて施文され

ている。内面の鍔状部分には沈線意匠文。 2は狭小な口縁部が外側へ突き出す深鉢。縄文を地文に平行沈線を

巡らす。 3・ 4・ 7はキヤリパー形の深鉢の日縁部破片。 3は波状口縁を呈し、波頂部は太沈線による渦巻文

で、ここから3本の貼付隆帯を垂下させ、日縁部は背割り隆帯による渦巻文と枠状区画文を施文する。 4は波

状口縁で渦巻文が波頂部に付く。 5は外反する口縁部が無文帯となり、交互刺突文による区画文。 6は回縁部

が内湾する深鉢。狭小な口縁部は無文帯で、交互刺突文が区画文となる。区画内は縦列沈線が充填される。 8

は口縁部に幅狭な無文帯を有する。 9は日縁部が無文帯で、縄文が施文された低い隆帯による渦巻文。10は隆

帯区画。11～ 14は縄文を地文に2も しくは3本一組の沈線による直行懸垂文と蛇行懸垂文を垂下させる。15は

無文地に半裁竹管工具による平行沈線を蛇行垂下させる。17は深鉢の底部破片。加曽利El式。

18・ 19は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。
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18・ 19は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

上坑SK202出土遺物 (Fig 185‐ 1・ 2)

土器片が出土している。 1は縄文が施文された深鉢。単節RL縄文。 2は無文の深鉢。加曽利E式。

土坑SK203出土遺物 (Fig。 185‐ 1｀ 24)

土器片が出土している。 1・ 3・ 6・ 7は キャリパー形の深鉢の口縁部破片。沈線が沿う隆帯による渦巻文

と枠状区画文を施文する。 2は単口縁の深鉢。口縁は貼付隆帯による楕円形文を配し、胴部は縄文を地文。 4

は口縁部が短く外反し、無文帯となり、隆帯区画内は縦列の沈線を充填する。 5は折り返し口縁で、下端部は

指頭押圧が施されている。胴部は斜行する条線。 8・ 9は深鉢の頸部破片。沈線が沿う隆帯区画。10は口縁部

が無文帝となり、沈線による区画文。11は縄文を地文に平行沈線による意匠文。12～ 17は縄文を地文に2も し

くは3本一組の沈線による懸垂文で、12・ 13は懸垂文間を磨消した磨消懸垂文を垂下させる。18～ 201よ連弧文

土器。18・ 20は撚糸L、 19は単節RL縄文を地文とする。24は深鉢の底部破片。加曽利Eltt。

土坑SK204出土遺物 (Fig。 186‐1～ 30。 Fig。 18731～ 60)

土器片と土器片錘 7点が出土している。 1は底部を欠損する深鉢で、胴部は直線的に外傾して立ち上がり、

日縁部は外反して開く。顕部は背割り隆帝による5単位の突出する渦巻文を施文する区画文。口縁部、胴部の

地文は単節RL縄文を維位施文する。2は 口縁部が鍔状に追り出す深鉢。口縁部縁辺は刻目のある隆帯区画文で、

縄文を地文に沈線による渦巻文と区画文を施す。 3は刻目の施された隆帯区画内に沈線を充填する。 4は波状

口縁の深鉢。狭小な口縁部は単沈線が施され、肥厚する。 5。 7～ 11・ 20・ 21・ 24～ 26・ 28・ 31・ 32キ ャリパ

ー形の深鉢の回縁部破片。 5'7～ 9は背割り隆帯による渦巻文と枠状区画文を施文する。 6は日唇部が肥厚
する深鉢。口唇部に刻目と交互刺突文が施文される。10は 口唇部が肥厚し、背割り隆帯による枠状区画文の区

画下は隆帯区画文。11は隆帯による枠状区画内に縦列の沈線を施文する。12は 口縁上端が狭小な無文帯となり、

下部の背割りとなる隆帯区画内は縦列の沈線を充填する。13は 1と 同じく頸部区画文が突出する渦巻文を伴う

背害より隆帯。14・ 271よ口縁部が狭小な無文帯で肥厚する。口縁直下から縦位の条線を施文。15は 口縁部が内湾

し、上端部でわずかに外反する深鉢。口縁は狭小な無文帝となり、交互刺突文が区画文で、区画内は縦列の沈

線が施文される。16は波状口縁で、波頂部は渦巻文により突出する。口縁部は縄文を地文に背割り隆帯による

区画文。17は波状口縁の深鉢。波頂部に縄文を地文の背割り隆帝による渦巻文。18は 口唇部が肥厚し、凹帯が

巡り、回縁上端は狭小な無文帯で、太沈線によって区画される。19は大形の橋状把手。縁辺は沈線が沿う隆帝

区画文に沈線を充填する。201よ 口唇部に凹帯を巡らし、隆帝区画文。21は波状口縁の深鉢。縄文を地文に隆帯

に沿つて2条の沈線が施文される。221よ口縁部が狭小な無文帯となり、肥厚する。胴部は蛇行条線文。23は日

縁部が僅かに内湾する小形の深鉢。口縁直下から縄文を施文。24は波状口縁の深鉢。背割り隆帯による区画文。

25・ 26は隆帯と背割り隆帯による区画文。28は背割り隆帯による渦巻文と区画文内に縦列の沈線を充填する。

29,30は 同一個体。筒状深鉢の胴部破片。口縁部は無文帯で、隆帯区画され、縄文を地文に沈線意匠文。31,

32・ 37・ 40・ 42は縄文を地文に2も しくは 3本一組の懸垂文が垂下する。31・ 321ま頸部に隆帯区画文を持つ。

33・ 34は沈線区画内に縦列の沈線を充填する。371ま縄文を地文に2本一組の沈線による懸垂文を垂下させる。

35は縄文を施文した隆帯区画文。36は隆帯懸垂文で、条線を地文とする。41は蛇行条線を地文とする深鉢。43

は深鉢の胴下半部の破片。縄文を地文に平行沈線を区画文とする。491よ口縁部が無文帝となるキャリパー形の

深鉢。口唇部に凹帯による渦巻文を施す。50～ 52は浅鉢の口縁部破片。50は口縁部が内湾し、内面に稜を有す

る。外面に赤彩が認められる。51は日縁部が外反して開く。52は日唇部が肥厚し、外面に赤彩が施されている。

53は隆帯による区画文と意匠文が施された深鉢。加曽利El式。

54～ 60は土器片錘。いずれも縦長破片であるが、54～ 59は長軸方向に、60は短軸方向に 1対の切れ目を有す

る。
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土坑SK205出上遺物 (Fig。 187‐1～ 12)

土器片と土器片錘 5点が出土している。 1は口縁部が僅かに外反する深鉢。口縁は狭小な無文帯となり、Y

字状隆帝を貼付、 6本単位の櫛歯状工具による流水文を描出する。 2は日縁部が月巴厚し、無文帯となり、角押

文による区画文。 3は隆帯による楕円形区画文に沿つて角押文が施文される。 4は扇状把手の破片。隆帯に沿

って 2列の角押文による区画文を施文する。 5は無文地に指頭押圧を加えた隆帝が垂下する。 6は縄文を地文

に断面三角形隆帝に沿つて角押文が施文される。阿玉台Ⅱ式。

8～ 12は土器片錘。いずれも縦長破片の長軸方向に 1紺の切れ目を有する。

土坑SK206出土遺物 (Fig.188-1～ 8)

土器片が出土している。 1は日唇部が内削状を呈する深鉢。口縁部は刻目のある隆帯の精円形区画内に交互

刺突文を施し、縦列の沈線を充填する。 2は口縁部が内湾する深鉢。沈線区画内に縦列の沈線を充填する。頸

部は無文帯となる。 3は波状口縁の深鉢。波頂部には渦巻文を配し、平行隆帝を垂下させる。 4・ 5は浅鉢の

口縁部破片。 4は背割り隆帝が突出する渦巻文を施文する。内外面に赤彩が施されている。 5も 背割り隆帯が

施されている。 6はキャリパー形の深鉢の日縁部破片。背割り隆帝による枠状区画文を施文する。 7は深鉢の

頸部破片。縄文を地文に2本一組の沈線による磨消懸垂文を垂下させる。 8は口唇部が肥厚し、凹帯が巡り、

口縁部上端に隆帯が施文されている。加曽利El式。

土坑SK208出土遺物 (Fig。 188‐ 1～ 17)

土器片と土器片錘 2点が出上している。 1は双頭状の把手を有する深鉢。日縁部に沿つて隆帝上に単沈線が

施文されている。 2は単口縁の深鉢。沈線による方形区画文を垂下させる。 3～ 5は キャリパー形の深鉢の口

縁部破片。沈線が沿う隆帯による枠状区画文を施文する。 4の区画内は縦列沈線を充填する。 7は背割り隆帯

による渦巻文。 8は縄文を地文に沈線区画文。 9は隆帯に沿つて沈線が施文されている。10。 11・ 13は懸垂文

間を磨消した磨消懸垂文を垂下させる。14は単口縁の深鉢。口縁部は内湾し、羽状縄文を施文する。15は口縁

部がくの字状に外反する浅鉢。内外面に赤彩が施されている。加曽利E2式。

16・ 17は土器片錘。いずれも縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

土坑SK209出土遺物 (Fig.188-1～ 7)

土器片と磨製石斧が出土している。 1はキャリパー形の深鉢の口縁部破片。沈線による渦巻文と枠状区画文

を施文する。 2は日縁部が肥厚し、狭小な回縁部は無文帯となる。 3は横位に刻目が施された平行隆帯が垂下

する。隆帯に沿って沈線が施文されている。 4は隆帯に沿って沈線が施文されている。 5。 6は縄文を地文に

2本一組の沈線による懸垂文を垂下させる。 7は条線を地文とする。加曽利E2式。

刃部が欠損した磨製石斧が出土した (PL.35-B、 石斧類 (1)-6)。

土坑SK210出土遺物 (Fig.188-1～ 8)

土器片と土器片錘 1点が出上している。 1は口縁部が僅かに外反する。狭小な口縁部は無文帯となり、交互

刺突文が区画文となる。 2は単口縁の小形深鉢。口縁部は無文帯となる。 3はキャリパー形の深鉢。隆帯区画

内には刻目の付 く隆帯が施文されている。 4は隆帯区画に沿って 2列の角押文が施文されている。 6は縄文を

地文とする。隆帯に沿って沈線が施文されている。

8は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。
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土坑SK211出土遺物 (Fig.189-1～ 12)

土器片と石皿 1点が出土している。 1は大形の山形把手。波頂部から垂下する隆帯上には刻目が施され、F■
k

帯に沿つて 2列の角押文が施文されている。2は隆帯による枠状区画文内に平行沈線が沿うように施文される。

3・ 4は口唇部が肥厚し、平行する隆帯内は角押文が施文され、楕円形区画内は2列の角押文と波状文が施さ

れている。 5は弧状隆帯に沿って角押文が施文されている。6は 山形把手の深鉢。波頂部から隆帯が垂下する。

7は顎状に迫り出した隆帯に沿つて、 2列の角押文が施文されている。 9は 山形把手。縁辺の隆帯に沿つて角

押文が施文されている。10は浅鉢の口縁部破片。口縁は外反する。外面にわずかな赤彩が認められる。11は深

鉢の底部破片。阿玉台Ⅱ式。

12は安山岩製の石皿の欠損品。表面に作業面である凹み部が弓状に作出され、裏面に多量の凹孔部が穿って

ある。

上坑SK212出土遺物 (Fig.189-1・ 2)

土器片が出土している。 1は指頭圧痕が施された隆帝が垂下する。 2は単節RL4亀文が施文されている。

上坑SK213出土遺物 (Fig。 189-1～ 9)

土器片が出土している。 1・ 3はキャリパー形の深鉢の口縁部破片。 1は沈線区画文。 3は交互刺突文と背

割り隆帝による枠状区画文内に縦列沈線を充填する。 2は単口縁の深鉢。口縁部は無文帯となる。 4は縄文を

地文に3本一組の沈線による懸垂文を垂下させる。 5は縄文を地文に沈線を懸垂する。 8は縦位の条線文。 9

は浅鉢の体部破片。内面に沈線が巡り、赤彩が施されている。加曽利Ett。

土坑SK215出土遺物 (Fig.190-1～ 5)

土器片が出土している。 1はキャリパー形の深鉢の回縁部破片。沈線の沿う隆帯による枠状区画文を施文す

る。 2は蛇行隆帯を横走させる。 3は日縁部を無文帝とし、交互刺突文を区画文とする。 4は太沈線を垂下さ

せる。加曽利El式。

土坑SK216出土遺物 (Fig.190-1～ 8)

土器片が出土している。 1は箱状把手を有する深鉢。縄文を地文に沈線による区画文。 2は波状口縁を呈す

る深鉢。口唇部は肥厚し、隆帯に沿って爪形文が施文される。 3も 波状口縁の深鉢。口縁部は狭小な縄文帯で

交互刺突文によつて区画される。 4は隆帯区画内に縦列沈線が充填される。 5は縄文を地文に蛇行沈線。 6は

縄文を地文に2も しくは 3本一組の沈線による懸垂文を垂下させる。加曽利El式。

上坑SK217出土遺物 (Fig。 190-1～ 29)

土器片と土器片錘 3点が出土している。 1は山形把手を有する深鉢。肥厚する日唇部で交互刺突文に連携す

る沈線が延び、縁辺部に刻目が施されている。 2は回唇部が肥厚し、日縁部は貼付隆帯による波状文。頸部は

櫛歯状工具による縦位の条線文。 3も 日唇部は肥厚し、縄文を地文に角押文によって区画される。 4は口縁部

が僅かに外反し、肥厚する。日縁直下より縦位の条線を施文する。 5は 口縁部に突出した渦巻文。 6は縄文を

地文に隆帯区画文。 7は顎状に突き出した隆帯区画文。胴部には爪形文が施文される。 8は背割り隆帯と交互

刺突文による区画文。 9は 口縁部無文帯が月巴厚する。10は縄文を地文に背割り隆帯による渦巻文。11・ 12は隆

帯区画文。13は断面三角形隆帯に沿つて沈線が施文される。15～ 18は縄文を地文に2も しくは3本一組の沈線

による懸垂文を垂下させる。19は懸垂文間を磨消した磨消懸垂文を垂下させる。251ま口縁部がくの字状に外反

する浅鉢。内外面とも赤彩が認められる。261ま口唇部が肥厚する浅鉢。内面に稜を有する。赤彩がわずかに残

存している。加曽利El式。

27～29は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。
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土坑SK218出土遺物 (Fig.191-1～ 10)

土器片が出土している。 1は波状口縁の深鉢。波頂部を中心に沈線による意匠文を施文する。 2も 波状口縁

の深鉢で、日縁部は無文帝となり交互刺突文に区画され、さらに背割り隆帯による楕円形区画文が配される。

区画内は縦位の沈線を充填する。 3も 波状口縁の深鉢。波頂部は肥厚し、日唇部に凹帯が巡る。 4は口唇部が

外削状で狭小な無文帯を持つ。内面に稜を有する。 5は単口縁の深鉢。口縁直下より縄文が施文される。 6は

沈線と交互刺突文が施文される。 7は沈線による円形文に単沈線が施文される。 8は連弧文土器。地文は撚糸

Rが施文されている。 9。 10は深鉢の底部破片。加曽利El式。

土坑SK219出上遺物 (Fig.191-1～ 14)

土器片が出土している。 1は大形の扇状把手の破片。地文に縄文を有し、把手部の区画文内に横位の単沈線

を充填させる。 2は平縁の深鉢。口縁部に沿つて沈線区画文が施文され、区画内に単沈線を縦列に施す。 3・

4はキヤリパー形の深鉢の口縁部破片。沈線が沿う隆帯による枠状区画文を施文する。 5は深鉢の胴部破片。

結節縄文を縦位に施文する。 6も 深鉢の胴部破片。縄文を地文に貼付隆帯を垂下させ、沈線を沿える。 7は縄

文を地文に3本一組の沈線による懸垂文を垂下させる。 9は縄文を地文に2本一組の沈線による磨消懸垂文を

垂下させる。11・ 12は条線が地文の深鉢。13・ 14は深鉢の底部破片。加曽利El式。

土坑SK220出土遺物 (Fig.191-1～ 15)

土器片が出土している。 1は波状口縁を呈する深鉢。波頂部に深い沈線による渦巻文が施文され、内面にも

沈線による渦巻文が施されている。 2は橋状把手を有する波状口縁の深鉢。縄文を地文に沈線による楕円形区

画文と、 3本一組の磨消懸垂文が垂下する。 3は波状口縁の深鉢。口縁部上端は狭小な無文帯をなし、沈線に

よる方形区画文。4も 波状口縁。縄文を地文に幅狭い逆U字状懸垂文を垂下させる。 5は日縁部が垂直気味に

立ち上がる。沈線が沿う低隆帯による楕円形区画内に縦位の条線が充填される。 7は隆帯の一部が剥離してい

る。沈線が沿う隆帯による渦巻文と枠状区画文。地文に撚糸Rが施文されている。 8は橋状把手の破片。隆帯

による渦巻文が施文され、赤彩が認められる。 9～ 11は縄文を地文に2も しくは3本一組の沈線による懸垂文

を垂下させる。 9・ 11は 3本一組の懸垂文間を磨消した磨消懸垂文を垂下させる。12は櫛歯状工具による蛇行

条線文を垂下させる。15は浅鉢の底部付近の破片。外面に赤彩が認められる。加曽利E2式。

土坑SK221出土遺物 (Fig.192-1～ 11)

土器片と土器片錘 1点が出上している。 1は口唇部が肥厚し、凹帝が巡る。日縁は沈線区画。 2は口縁部が

内湾する深鉢。口縁部には斜行する沈線文。頸部は無文帯となる。 3はキヤリパー形の深鉢の口縁部破片。沈

線が沿う隆帯による枠状区画文を施文する。 4・ 5は縄文を地文に2本一組の沈線及び蛇行沈線による懸垂文

を垂下させる。 5は懸垂文間を磨消した磨消懸垂文である。 7・ 8は浅鉢の日縁部破片。 7は内面に明瞭な稜

を有する。 8も 口縁部は肥厚し、内面に稜をもち、内外面に赤彩が認められる。加曽利El式。

11は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。
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土坑SK223出土遺物 (Fig.192_1～ 4)

土器片が出上している。 1はキャリパー形の深鉢の口縁部破片。背割り隆帯による渦巻文と枠状区画文を施

文する。 2は口唇部が月巴厚する波状回縁の深鉢。隆帯区画内に隆帯が垂下する。 3は口縁部が無文帯となる深

鉢。交互刺突文が区画文となる。 4は深鉢の胴下半部の破片。縄文を地文に、懸垂文の間を磨消した磨消懸垂

文を垂下させる。加曽利El式。

土坑SK226出土遺物 (Fig.192‐ 1～ 16)

土器片と土器片錘 1点が出土している。 1・ 2はキャリパー形の深鉢の口縁部破片。沈線が沿う隆帝による

渦巻文と枠状区画文を施文する。とは突起上に渦巻文が施文されている。 3は口縁部が内湾する深鉢。縄文を

地文に2本一組の連弧文。 4は口縁部が内湾する深鉢であろう。沈線による連弧文が施文されている。 5はキ

ャリパー形の深鉢の頸部破片。沈線が沿う隆帯による渦巻文を施文し、胴部は縄文を地文に磨消懸垂文を垂下

させる。 6は条線を地文に背割り隆帯による渦巻文。 7～ 11は縄文を地文に2も しくは3本一組の直行沈線と

蛇行沈線を懸垂文として垂下させる。12は撚糸L地文に2本一組の沈線による懸垂文を垂下させる。14。 15は

深鉢の底部破片。加曽利E2式。

16は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

上坑SK227出土遺物 (Fig.192_1～ 3)

土器片が出土している。 とは波状口縁の深鉢。波頂部に刻目を有し、幅広い隆帯による区画文。 2は縄文が

地文の胴部破片。 3は櫛歯状工具による波状条線文を垂下させる。加曽利El式。

土坑SK229出土遺物 (Fig.193-1～ 7)

土器片が出上している。 1は口縁部がくの字状に外反し、体部が内湾する深鉢。口縁部は無文帯となり、頸

部に沈線が沿う隆帯による渦巻文と楕円形区画文が施文される。 2は縄文を地文に貼付隆帯による渦巻文。 3

は縄文を地文に隆帯区画。 6は縦位の条線が地文の深鉢。 7は日縁部がくの字状に外反する浅鉢。加曽利El

式。

上坑SK230出土遺物 (Fig。 193‐1～ 3)

土器片と土器片錘 1点が出土している。 1は前期後半・浮島Ⅲ式の深鉢。波状貝殻文を施文する。 2は早期

条痕文系土器の深鉢破片。表裏面とも貝殻条痕文を施丈する。胎土に多量の繊維を含む。

3は中期後半・加曽利E式期の上器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

土坑SK231出土遺物 (Fig.193-1～ 6)

土器片が出土している。 1・ 2はキャリパー形の深鉢の回縁部破片。沈線が沿う隆帯による渦巻文と枠状区

画文を施文する。 3は単口縁の深鉢。口縁直下から縦位の条線を施文する。 6は口縁部が内湾する浅鉢。内外

面に赤彩が施されている。加曽利E2式。

土坑SK232出土遺物 (Fig。 193-1～ 7)

土器片が出土している。 1は日唇部が肥厚し、沈線が巡る。狭小な口縁部は無文帯となり、交互刺突文によ

り区画される。 2も 口唇部は肥厚し、狭小な口縁は無文帝となり、爪形文が施文される。 3は縄文が施文され

た隆帯に沿って沈線が施されている。 4～ 6は縄文を地文とする深鉢の胴部破片。 7は 日縁部がくの字状に外

反する浅鉢。内外面に赤彩が施されている。加曽利El式。
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土坑SK233出土遺物 (Fig.193‐ 1～ 4)

土器片と土器片錘 1点が出土している。 1は縄文を地文に2本一組の沈線による懸垂文を垂下させ、懸垂文

の間を磨消している。 2は深鉢の頸部破片。沈線による区画文で、無文帯を有する。加曽利E2式。

4は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

土坑SK234出土遺物 (F導 lM-1～ 8)

土器片が出上している。 1・ 2・ 4・ 6はキャリパー形の深鉢の回縁部破片。 1は沈線が沿う隆帯による渦

巻文と枠状区画文を施文する。 2・ 4も 沈線が沿う隆帯による渦巻文と枠状区画文を施文する。 6は波状口縁

で、波頂部には渦巻文を配し、ここから背割り隆帯が垂下する。隆帯に沿って沈線が施文されている。 3は回

縁部が内湾する深鉢。口縁部は深い沈線によって作出された縦位の隆帯と渦巻文。胴部は縄文が地文となる。

5は口縁部が僅かに外反する深鉢。口縁部は無文帯となり、交互刺突文による区画文内が縦列の沈線で充填さ

れる。 7は深鉢の口縁部破片であるが、隆帯が剥離し、文様は不明である。加曽利El式。

土坑SK235出土遺物 (Fig,193-1)

土器片が出土している。深鉢の胴部破片。浅い条線を縦位に施文する。加曽利Ett。

土坑SK238出土遺物 (Fig。 193‐1～ 4)

土器片が出土している。 1はキャリパー形の深鉢の口縁部破片。沈線が沿う隆帯による枠状区画文を施文す

る。 21よ縄文を地文に直行沈線と蛇行沈線による懸垂文を垂下させる。 3は深鉢の胴部破片。単節RL糸亀文に無

節Lを併せ施文する。加曽利El式。

土坑SK239出土遺物 (Fig.194-1～ 16)

土器片が出土している。 1は 口縁部が内湾する深鉢。隆帯上に刻目を施し、深い沈線による渦巻文。 2・

3・ 8はキャリパー形の深鉢の頸部破片。背割り隆帯の区画文に3本一組の沈線による懸垂文が垂下する。 6

は単口縁の深鉢、日縁直下から縄文が施文される。 7は縄文を地文に単沈線による蛇行懸垂文を垂下させる。

10は縄文を地文に沈線区画文。14は口唇部が肥厚する単口縁の深鉢。無文土器。15。 16は浅鉢の口縁部破片。

15は 日縁部が内湾し、16は 山形把手を有する波状口縁。加曽利El式。

上坑SK240出土遺物 (Fig。 194‐ 1～4)

土器片と磨石 1点が出土している。 1は隆帯に沿って角押文が施文され、瘤状突起が付 く。 2は断面三角形

の隆帯に沿って波状沈線が垂下し、角押文が施文されている。 3は輪積痕を明瞭に残す深鉢の胴部破片。 4は

口縁内面に稜を有する浅鉢。阿玉台式。

磨石の破片 (PL.36-C、 磨石類-3)が 出土した。

土坑SK241出土遺物 (Fig.194-1～ H)

土器片と土器片錘 1点、磨製石斧 1点、凹石 1点が出土している。 1はキャリパー形の深鉢の回縁部破片。

沈線が沿う隆帯による渦巻文を施文する。 2は隆帯区画文。 3は縄文を地文に蛇行沈線が垂下する。 4は縄文

を地文に平行沈線が垂下する。 5～ 8は縄文を地文に2も しくは3本一組の沈線による懸垂文を垂下させる。

なお 5,8は懸垂文の間を磨消している。 9は口縁部が僅かに外反する浅鉢。外面に赤彩が認められる。加曽
不UE2ぶこ。

11は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。磨製石斧の破片 (PL.35-C、 石斧類 (2)-2)
や凹石の破片 (PL.37-A、 凹石類-4)が 出土している。
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土坑SK242出土遺物 (Fig 195-1～ 25)

土器片と土器片錘 4点、磨石 1点が出土している。 l～ 3はキャリパー形の深鉢の口縁都破片。 1は沈線が

沿う隆帯による渦巻文と枠状区画文を施文する。 2・ 3は背割り隆帯による渦巻文と枠状区画文を施文する。

4はX字状隆帯が橋状把手となり、口縁部は無文帯で区画内は交互刺突文が施文されている。 5は体部が内湾

し、口縁部がくの字状に外反する。胴部は沈線が沿う隆帯による円形と枠状区画文を配する。 6～ 8・ 10は頸

部破片。 9は背割り隆帯区画内に沈線を充填する。11～ 13は単口縁の深鉢。口縁直下から縄文を施文する。14

～17は胴部破片。18は底部破片。いずれも縄文を地文に2も しくは3本一組の沈線による懸垂文を垂下させる。

20,21は浅鉢。20は口縁部が内湾気味に立ち上がる。外面に赤彩が残存している。加曽利El式。

22～ 25は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。磨石 (PL 36-C、 磨石類-4)が 出上し
た。

土坑SK243出土遺物 (Fig 196‐ 1～ 13)

土器片と土器片錘 2点が出土している。 l～ 3はキャリパー形の深鉢。 1は口縁部が背割り状の隆帯による

渦巻文と枠状区画文を施文し、頸部は無文帯を形成。胴部は縄文を地文に3本一組の沈線による区画文に直行

懸垂文とそれに繋がる蛇行懸垂文が垂下する。2・ 3は背割り隆帯によるクランク文、枠状区画文を施文する。

6。 8,9は縄文を地文に2本一組の直行沈線と蛇行沈線を懸垂文として垂下させる。 4は狭小な口縁部が無

文帯をなし、僅かに外反し、2段の交互刺突文を区画文に背割り隆帯による渦巻文と、縦列沈線を地文とする。

5は単口縁の深鉢。6は縄文が施文された隆帝区画に、平行沈線による懸垂文が垂下する。7は胴部が内湾し、

日縁部がくの字状に外傾する。日縁部は無文帯となり、沈線が沿う隆帯区画文。10は縦位の条線を地文とする。

加曽利El式。

12・ 13は土器片錘。いずれも縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

土坑SK244出土遺物 (Fig 195‐ 1～ 13)

土器片と土器片錘 1点、局部磨製石斧 1点、石鏃 1点が出土している。 1は日縁部が外反する筒状の深鉢。

口縁は無文帯となり、胴部は縄文を施文。 2は幅広の無文帯の口縁を持つ筒状深鉢① 3～ 5は キャリパー形の

深鉢の口縁部破片。沈線が沿う隆帯による枠状区画文を施文する。 6は縄文を地文に2本一組の直行沈線と蛇

行沈線による懸垂文を垂下させる。 8～ 10は深鉢の底部破片。加曽利El式。

11は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。12は ホルンフェルス製の局部磨製石斧である。

刃部のみ良好に残存している。13は黒曜石製の石鏃。凹基無茎鏃で、表裏面とも丁寧な調整剥離を施されてい

る。

上坑SK245出土遺物 (Fig.196‐ 1～ 6)

土器片と土器片錘 1点が出土している。 1は胴部が内湾し、日縁部が僅かに外反する深鉢。口縁部は無文帯

となり、隆帯によつて区画される。 2は山形把手の破片。円孔を伴う。 3は口唇部が肥厚する浅鉢。口唇部に

沈線が巡り、内面に稜を有する。外面に赤彩が認められる。 5は深鉢の底部破片。加曽利El式。

6は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

土坑SK246出土遺物 (Fig.196‐ 1～ 7)

土器片と土器片錘 1点が出土している。 1は口縁部が肥厚し、僅かに外反する深鉢。刻目のある隆帯は背割

り状を呈している。 2は交互刺突文が区画文となる無文帯を持つ深鉢の回縁部。 3はキャリパー形の深鉢の口

縁部破片。沈線が沿う隆帝による枠状区画文を施文する。 4・ 5は 同一個体。縄文を地文に2本一組の沈線と

蛇行沈線を懸垂文として垂下させる。加曽利El式。

8は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。
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土坑SK247出土遺物 (Fig,197‐ 1～ 10)

土器片と土器片錘 3点、磨石 1点が出土している。 1～ 3はキャリパー形の深鉢の口縁部破片。 1は沈線が

沿う隆帯による渦巻文と枠状区画文を施文する。 6は口縁部が肥厚する浅鉢。内面に稜を有する。外面と内面

口縁部に赤彩が施されている。加曽利El式。

7～ 9は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。10は安山岩製の磨石の欠損品。表面中央

に凹孔部がある。磨面が顕著である。

土坑SK248出土遺物 (ng。 197‐ 1～23)

土器片と土器片錘 5点、礫石斧 1点が出土している。 1・ 2は口縁部が狭小な無文帯をなし、交互刺突文に

よる区画文。 3は深鉢の胴部破片。角押文の隆帯区画に沿って半裁竹管による半肉彫り状の沈線を施し、同じ

工具で渦巻文を施文する。 4は縄文を地文に半裁竹管による半肉彫り状沈線を多条する。 5は隆帯と刻目の施

された隆帯による円形区画文に沈線が充填される。 6は多条化した沈線に連結して交互刺突文が施文される。

8は断面が三角形の隆帯区画に頸部は無文帯となる。 9。 10は同一個体。縄文が施文された隆帯区画文。13は

櫛歯状工具による縦位の条線文。14は外傾した狭小な口縁部を有する浅鉢。内外面に赤彩が施されている。15

は単口縁の深鉢。無文土器である。16は 口縁部が大きく外傾する深鉢。頸部に隆帯区画を持つ。17は深鉢の底

部破片。加曽利El式。

18～ 22は土器片錘。いずれも縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。23は頁岩製の小形礫石斧である。

自然礫の先端に調整剥離を施し刃部としている。

土坑SK249出土遺物 (Fig。 197-1～ 11・ Fig 198-12～31)

土器片と土器片錘 6点が出土している。 1は眼鏡状突起を有する深鉢。縁辺に沿って沈線が巡り、日縁部は

沈線による意匠文。2は口縁部上端が狭小な無文帯となり、背割り隆帯による区画文内に維列沈線を充填する。

3・ 4はキャリパー形の深鉢の回縁部破片。 3は波状日縁で、波頂部に突起状の渦巻文を配する。日縁部は沈

線が沿う隆帯による渦巻文と枠状区画文を施文し、区画内は円形刺突文を充填する。 4は沈線が沿う隆帯によ

る楕円形枠状区画文を施文する。 5は胴部が内湾し、日縁部が外反する深鉢。口縁は無文帯となる。 6は口縁

部が外反する深鉢。沈線区画文。 7は背害↓り隆帯による渦巻区画文で、区画内に沈線を充填する。 8は背割り

隆帯による区画文に斜行沈線が施文されている。 9は縄文を地文に背割り隆帯による区画文。11は深鉢の頸部

破片。隆帝区画文に頚部は無文帯となる。12・ 15～ 17・ 201ま縄文を地文に2も しくは3本一組の沈線による懸

垂文を垂下させる。13・ 14は縄文を地文に沈線による意匠文。21～ 25は浅鉢。21は口縁部の一部が欠損するも

ののほぼ完存する浅鉢。口唇部は肥厚し、体部は内湾して回縁部が僅かに外反する。胴部に幅広の隆帯による

7単位の半円文を配する。口唇部と外面に赤彩が施されている。221ま口縁部が外傾する。23は口唇部が肥厚し、

内面に稜を有する。外面に赤彩が認められる。24は口縁部が内湾気味に外傾し、回唇部が肥厚する。加曽利El

式。

26～31は土器片錘。いずれも縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

上坑SK250出土遺物 (Fig.198‐ 1～ 4)

土器片と土器片錘 1点が出土している。 1は縄文を地文に、背割り隆帯による区画文が施文される。 2は縄

文を地文に2も しくは3本一組の沈線による懸垂文を垂下させる。加曽利El式。

4は土器片錘。縦長破片の短軸方向に 1対の切れ目を有する。
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土坑SK251出土遺物 (Fig.198‐ 1～ 3)

土器片が出土している。 1は口唇部が大きく迫り出し二重口縁を呈する。日唇部に縄文を施文し、口縁部に

は縦列の沈線を施す。 2は縄文が地文の深鉢。 3は狭小な口縁部を持つ破片。沈線による意匠文。赤彩が認め

られる。加曽利El式。

土坑SK255出土遺物 (Fig.198-1～ 8)

土器片が出土している。 1は平縁の深鉢。沈線区画文。2は単口縁の深鉢。日縁直下より縄文が施文される。

3は撚糸Lを地文に沈線区画文。 4～ 7は縄文を地文に2も しくは3本一組の沈線による懸垂文を垂下させる。

加曽不UE2式。

土坑SK256出土遺物 (Fig.199-1～ 5)

土器片が出土している。 1は単口縁の深鉢で、縄文が施文される。 2は懸垂文の間を磨消したもので、磨消

懸垂文を垂下する。 3は条線が地文の深鉢。 4は撚糸Lを地文とする深鉢。 5は深鉢底部破片。加曽利E2式。

土坑SK257出土遺物 (Fig.199-1～ 5)

土器片が出土している。 1はキャリパー形の深鉢の口縁部破片。沈線が沿う隆帯による枠状区画文を施文す

る。 2・ 3は懸垂文の間を磨消したもので、磨消懸垂文を垂下する。 4は撚糸Lを地文とする。 5は深鉢の胴

下半部の破片。体部は直線的に外傾して立ち上がる。加曽利E2式。

上坑SK258出土遺物 (Fig.199-1～ 8)

土器片と磨石 1点が出土している。 1は波状口縁の連弧文土器。撚糸Lを地文に、口縁上端は交互刺突文が

巡り、胴部には横走する平行磨消縄文が区画文となる。 2・ 3・ 5は懸垂文の間を磨消したもので、磨消懸垂

文を垂下する。 4は縦位の条線を地文とする深鉢。 5～ 7は深鉢底部破片。加曽利E2式。

8は安山岩製の磨石欠損品。端部に敲部が認められる。

上坑SK259出土遺物 (Fig.199-1～ 8)

土器片と土器片錘 2点が出土している。 1は単口縁の深鉢。口縁部は無文帯となる。 2は刻目の施文された

隆帯区画と交互刺突文による区画文。 3は縄文を地文に貼付隆帝区画文。 4は日縁上端に沈線が巡る。 5は縄

文が施文された隆帯が区画文となる。加曽利El式。

7・ 8は土器片錘。いずれも縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

上坑SK260出土遺物 (Fig.199‐ 1～ 3)

土器片が出土している。 1は断面三角形の隆帯が施され、波状沈線が巡る。 2は隆帯区画文内に沈線が充填

される。 3は縄文が施文された深鉢胴部破片。阿玉台式。

土坑SK261出土遺物 (Fig.200‐ 1～ 8)

土器片と土器片錘 2点が出土している。 1・ 2はキャリパー形の深鉢の口縁部破片。沈線が沿う隆帯による

枠状区画文を施文する。 3は縄文を地文に沈線による意匠文。 4は縄文を地文に2本一組の沈線による懸垂文

を垂下させる。 5は 口縁部が内湾気味に立ち上がる無文土器。 6は深鉢底部破片。加曽利El式。

7・ 8は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。
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土坑SK262出土遺物 (Fig.200‐ 1～ 3)

土器片が出土している。 1は胴部破片。条線を地文に蛇行隆帯が垂下する。 2・ 3は縄文が地文の深鉢胴部

破片。阿玉台式。

土坑SK263出土遺物 (Fig.200_1～ 17)

土器片と土器片錘 3点が出土している。 1～ 5。 7はキャリパー形の深鉢の口縁部破片。沈線が沿う隆帯に

よる渦巻文と枠状区画文を施文する。 6は単口縁の深鉢。縄文を地文に口縁直下に貼付波状隆帯が巡り、貼付

隆帯による蛇行懸垂文と磨消懸垂文が垂下する。 7は 口唇部が肥厚するキャリパー形深鉢。背害Iり 隆帯が区画

内に施文される。 8・ 9は縄文を地文に2も しくは3本一組の沈線による懸垂文を垂下させる。10は縄文を地

文に隆帯区画文。11～ 13は懸垂文の間を磨消したもので、2も しくは3本一組の磨消懸垂文を垂下する。加曽

不UE2ゴ t。

15～ 17は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

上坑SK264出土遺物 (Fig。201‐ 1～ 5)

土器片が出土している。 1は縦位の隆帯文を施文した口縁部破片。 3は キャリパー形深鉢の回縁部破片。隆

帝による枠状区画文。 5は縄文を地文に2本一組の沈線による懸垂文を垂下させる。加曽利El式。

土坑SK265出土遺物 (Fig。201■ ～8)

土器片が出土している。 1は波状口縁の深鉢。波頂部に突出する渦巻文から連繋する背割り隆帯区画文。 2

は背割り隆帯区画文。頸部は無文帯となる。 3は撚糸Lを地文に磨消沈線による意匠文。 4～ 6は縄文を地文

に単線もしくは2本一組の沈線による懸垂文を垂下させる。加曽利El式。

土坑SK266出土遺物 (Fig.201_1～ 8・ Fig。202-9～ 37・ Fig。203-38～ 51)

土器片と土器片錘 2点が出土している。 1は 4単位の波状口縁を有する深鉢。胴部は直線的に立ち上がり、

頸部で屈曲して口縁部は直立して立ち上がる。日唇部は凹帝が巡り、複合口縁で、狭小な口縁部は縦位の刻目

を施し、頸部は無文帯となる。胴部は単節阻 4亀文を維位施文する。 2は 4単位の波状口縁深鉢。口縁部は内湾

気味に大きく開く。日縁上端は狭小な無文帯となり、日縁部は縄文を地文に貼付隆帯による方形区画文に3列

の隆帯を垂下させ区画する。この区画文に連携して渦巻文を施文する。胴部は単節RL縄文を地文とする。 3は

体部が外傾して開く深鉢。 3単位の波状回縁を有し、日唇部は肥厚して凹帯が巡る。日縁部は無文帝となり、

胴部は単節RL4亀文を地文に2列の蛇行する懸垂文。 4は口縁部が内湾し、僅かに外傾して開く深鉢。口縁上端

は無文帯をなし、口縁部は縦列の沈線を地文に、背割り隆帯によるクランク文を配する。頸部は無文帯である。

5は 山形把手。中央に円孔を穿ち、縁辺に沿つて刻目の施された背割り隆帯が巡り、隆帯間に沈線が施文され

る。口縁部は縄文を地文とする。 6は波状口縁の深鉢。波頂部に背割り隆帯による渦巻文が施文され、日縁部

は隆帯による区画文。 7は 口縁部が無文帯で、交互刺突文に連繋する沈線文が区画文となり、斜行する沈線が

充填される。 8は波状口縁を呈する深鉢。波頂部に沈線による渦巻文を配し、口縁直下は交互刺突文によって

区画され、縄文を地文に沈線による蛇行懸垂文が垂下する。 9～ 11は キャリパー形の深鉢の口縁部破片。 9は

口縁直下が交互刺突文により区画され、下都区画は断面三角形の隆帯により区画される。区画内は蛇行文が横

走する。10は波状口縁で、沈線の沿う隆帯による渦巻文と枠状区画文を施文する。11は口縁上端が狭小な無文

帯となり、背割り隆帯によるクランク文と枠状区画文を施文する。12は波状口縁で、狭小な口縁上端は無文帯

となり、交互刺突文によって区画される。13は波状口縁で、日縁上端は無文帯となり、波頂部に隆帯による渦

巻文が施文される。14は 回唇部が肥厚する深鉢。口縁部には狭小な無文帯を有する。16は筒状の深鉢でほぼ完

形品である。胴部は直線的に立ち上がり、日縁部が僅かに外反する。口縁部は複合口縁となり、幅広い無文帯

となる。胴部は単節RL縄文を縦位施文する。17も 口縁部の一部を欠損するもののほぼ完形品である。単口縁の

深鉢で、胴部はほぼ直線的に立ち上がり、日縁上部で僅かに外傾する。日縁直下から単節阻糸亀文を縦位施文す
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る。18は単口縁の深鉢。口縁直下で狭小な縄文帯を有し、羽状縄文となる。19は日唇部が肥厚する筒状深鉢。

口縁部には狭小な無文帯を持つ。201よ波状口縁の深鉢。口縁に沿う隆帯区画文。21は 口縁部が内湾する深鉢。

隆帯区画文。22は沈線方形区画内に沈線による渦巻文を配する。23は日縁部が内湾し、幅広い背割り隆帯によ

る区画文。241よ縦列の太隆帯施文。251よ深鉢の胴部破片。縄文を地文に背割り隆帯による渦巻文。26は縄文を

地文に沈線区画文。27～ 29は縄文を地文に2も しくは3本一組の沈線による懸垂文を垂下させる。30・ 32～ 38

は縄文を地文とした深鉢胴部破片。32は縄文原体を変えて施文している。31は深鉢の胴下半部の破片。交互刺

突文を区画文とし、縄文を地文に沈線による蛇行懸垂文と中間でU字状に連結する直行懸垂文が垂下する。39

～42は深鉢の底部破片。39～ 421よ網代痕。44・ 46～ 491ま浅鉢。44は 口縁部が内湾する。日縁直下に凹帯がめぐ

り、内外面とも赤彩が施されている。46は 口縁部が外傾し、内面に稜を有する。外面に赤彩が残存している。

47は体部が内湾し、日縁部が僅かに外傾する。日縁部は肥厚し、凹帯によって区画される。内外面に赤彩が施

されている。48は 口縁部が外反し、内面に稜を有する。内外面に赤彩が施されている。491よ胴下半部の破片。

外面に赤彩が認められる。45は単口縁の深鉢。口縁部が僅かに外傾し、沈線区画される。加曽利El式。

50・ 51は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

土坑SK267出土遺物 (Fig 203-1～ 9)

土器片が出土している。 1は日縁部が直立する深鉢。口縁上端には狭小な無文帯をなし、日縁部文様帯は交

互刺突文による区画文と単沈線が施文された隆帯による渦巻文と重畳帯によって構成される。 2は背割り隆帯

による円形区画文に沈線が充填され、交互刺突文と沈線区画内に条線が充填される。 3は波状口縁の深鉢。条

線が施文された隆帯に沿って交互刺突文が区画され、沈線区画内に縦列の沈線が充填される。 4は顎状の突起

に連繋する背割り隆帯が区画区文となる。 5は縄文を地文に沈線による意匠文。 7は深鉢の底部破片。 8・ 9

は浅鉢の日縁部破片。 8は口唇部が肥厚する。 9は 口縁部が内湾気味に立ち上がる。加曽利El式。

上坑SK268出土遺物 (Fig.203‐ 1～ 7)

土器片と土器片錘 1点が出土している。 1・ 2は深鉢の口縁部破片。隆帯による渦巻文と区画文を配し、区

画内に斜行する条線を充填させ、胴部も縦位の条線を地文とする。 3は沈線が沿う隆帯区画内に斜行沈線を充

填させる。 4は深鉢の底部破片。縄文を地文に3本一組の沈線による懸垂文を垂下させる。 5は 日縁部が外反

する単口縁の深鉢。口縁内面に凹帯が巡り、外面は櫛歯状工具による斜行条線を施文する。6は浅鉢底部破片。

力日曽不UE2式。

7は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

上坑SK269出土遺物 (Fig.204_1～ 3)

土器片が出土している。 1は小形のキャリパー形深鉢。隆帝区画文内に縦列の沈線を充填する。 2は深鉢の

口縁部破片。格子目状の沈線文を施文する。 3は 口縁部が内湾する無文土器。内面にスス状の炭化物が付着し

ている。加曽利El式。

土坑SK270出土遺物 (Fig.204-1・ 2)

土器片が出土している。 1はキャリパー形の深鉢の日縁部破片。沈線が沿う隆帯による枠状区画文を施文す

る。 2は縄文を地文に2本一組の沈線による懸垂文を垂下させる。加曽利El式。
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土坑SK271出土遺物 (Fig.204‐ 1～ 6)

土器片と土器片錘 2点が出上している。 1は深鉢の口縁部破片。内面に突帯が付く。 2は指頭圧痕の施され

た隆帯が垂下する。 3・ 4は縄文を施文した胴部破片。加曽利El式。

5。 6は土器片錘。いずれも縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

上坑SK272出土遺物 (Fig.204-1～ 7)

土器片が出土している。 1は橋状把手を有する深鉢。無文地である。 2は波状口縁の深鉢で、狭小な口縁部

上端は無文帝となり、背割り隆帯による区画文と渦巻文を配する。 3は条線を地文に隆帯区画文に沿って沈線

が施文されている。 4は条線を地文とし、隆帯区画文内に沈線を重畳させる。 5は沈線区画文により無文帯を

なす。 7は波状口縁で波頂部に渦巻文を施文する。加曽利El式。

土坑SK273出土遺物 (Fig.204‐ 1)

土器片が出土している。 1は口縁部がわずかに外反する深鉢。口唇部に角押文が施文される。加曽利Ett。

土坑SK274出土遺物 (Fig。 204‐ 1)

土器片が出上している。 1は日縁部がわずかに外反する浅鉢。加曽利Ett。

土坑SK275出土遺物 (Fig.204-1～ 3)

土器片が出土している。いずれも小破片である。 1は縦位の条線を地文に隆帯による懸垂文。 2は条線文に

沈線区画文が施文される。 3は単節LR糸電文。加曽利E式。

土坑SK277出上遺物 (F奪204-1～ 6)

土器片と土器片錘 1点が出土している。 1は波状口縁の深鉢。縄文を施文した肥厚する日唇部に沿って角押

文が施文され、多条沈線が施されている。 2は縄文を施文した隆帯に沈線が沿う。 3は断面三角形隆帯による

区画内に沈線による意匠文。 4・ 5は縄文を施文した深鉢。加曽利El式。

6は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

上坑SK278出土遺物 (Fig.204-1)

土器片が出土している。 1は浅鉢の胴部破片。無文地。加曽利Ett。

土坑SK280出土遺物 (Fig.204-1～ 4)

土器片が出土している。 1は縄文を施文し、平行沈線による意匠文。 2は単節嚇 電文を施文した深鉢胴部破

片。 3は縦位の条線。 4は日縁部が短く外反する深鉢。加曽利E式。

上坑SK281出土遺物 (Fig.205-1・ 2)

土器片が出土している。1は縄文を地文に沈線区画文。2は縄文を地文に沈線による蛇行懸垂文を垂下する。

力日曽利Ett。

土坑SK282出土遺物 (Fig.205-1～ 8)

土器片が出土している。 1は波状口縁の深鉢、波頂部は背割り隆帯による渦巻文。2はキャリパー形の深鉢。

縄文を地文に隆帯区画文。3は口縁部が外反する深鉢。沈線が沿う隆帯区画文。4は縄文を地文に沈線意匠文。

7は 口縁部が内湾する浅鉢。内外面に赤彩が施されている。 6は深鉢の胴下半部の上器。単節醐 文を地文と

する。 8は小形の鉢形を呈する手捏土器である。内面の底部付近に赤彩が認められる。加曽利El式。
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土坑SK283出土遺物 (F尊205-1～ 6)

土器片と土器片錘 2点が出土している。 1は条線を施文した深鉢。 2・ 3は縄文を施文した深鉢。 4は深鉢

の底部破片。加曽利Ett。

5'6は土器片錘。いずれも縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

上坑SK284出土遺物 (Fig。 205‐ 1～ 7)

土器片と土器片錘 1点、磨製石斧 1点が出土している。 1は口縁部上端に角押文が巡り、指頭圧痕が加わる

隆帯は波状を呈する。 2は背割り隆帯による区画文。波状沈線が巡る。 3は単口縁の深鉢。口縁直下から縄文

が施文される。 5は縄文を地文に3本一組の沈線による懸垂文を垂下させる。加曽利El式。

6は土器片錘の欠損品。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。 7は蛇紋岩製の磨製石斧である。基

部を欠損しているものの、優品である。

上坑SK285出土遺物 (Fig.206‐ 1～ 16)

土器片と土器片錘 1点、磨製石斧 1点、石鏃 1点が出土している。 1は日縁部が外傾し、上端で短く外反す

る深鉢。口縁は縄文帯をなし、頸部は無文帯となる。 2はキャリパー形の深鉢の口縁部破片。沈線が沿う隆帝

による枠状区画文を施文する。 3は口縁部上端が狭小な縄文帯を持ち、角押文によって区画される。 4は口縁

部上端の隆帝が剥離している。 5は 口縁部上端が狭小な無文帯をなす。 6は背割り隆帯による渦巻文。 7は背

割り隆帯区画内に縦列の条線文を充填する。 8は沈線が沿う隆帯区画。顕部は無文帝となる。 9～ 11は縄文が

地文の深鉢胴部破片。12は条線が地文の深鉢破片。13は深鉢胴部破片。加曽利El式。

14は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。15は粘板岩製の磨製石斧欠損品。表裏面とも

研磨痕が明瞭に残存している。16は メノウ製石鏃。表裏面とも丁寧な調整剥離が施されている。

上坑SK286出土遺物 (Fig.205‐ 1～ 3)

土器片が出土している。 1は連弧文土器の口縁部破片。口縁部上端に交互刺突文を施し、撚糸Lを地文とす

る。 2は縄文を地文に磨消沈線による懸垂文を垂下させる。 3は浅鉢の胴部破片。加曽利E2式。

上坑SK287出土遺物 (Fig 206-1～ 14)

土器片と土器片錘 2点、磨石 1点が出土している。 1は波状口縁の深鉢。山形把手の破片で、顎状に迫り出

した口縁部は隆帯区画され、区画内には波状沈線を施文する。 2は円孔を伴う円形把手を有する。隆帯区画内

に2列の角押文が縦位に施文される。 3は平縁の深鉢。口縁部は狭小な縄文帯をもつ隆帯区画文。 4は隆帯区

画文に沈線と波状沈線が沿う。5は隆帯に沿って角押文が施文されている。6～ 8は縦位の条線を地文とする。

9。 10は深鉢底部破片。11は 日縁部が外反し、内面に稜を有する浅鉢。阿玉台Ⅳ式。

12・ 13は土器片錘。12は縦長破片の長軸方向に 1対 と短軸にlヶ所の切れ目を有する。13は長軸方向に 1対

の切れ目を施す。14は安山岩製の磨石。完存品で全面に使用痕がみられ、表裏面の中央付近に2ヶ 所ずつと側

面に lヶ 所の凹子し部が施されている。

土坑SK238出土遺物 (Fig.206‐ 1～ 6)

土器片が出土している。 1はキャリパー形の深鉢の口縁部破片。

る。 2は縦列沈線を地文に刻自を施した隆帯を横位に貼り付ける。

深鉢の底部破片。加曽利E2式。

沈線の沿う隆帯による枠状区画文を施文す

4は縄文を地文に沈線に,よ る弧線文。 6は
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土坑SK289出土遺物 (Fig.207-1～ 12)

土器片が出土している。 1は波状口縁となる深鉢。口縁直下から縄文が施されている。 2は隆帯区画内に条

線を充填する。 3は日縁部が無文帯で、刺突文が区画文となり、胴部には縄文を施文した深鉢。 4は縄文を地

文に平行沈線による意匠文。 5。 6は深鉢の頸部破片。隆帯区画文。 7～ 9・ 11は縄文を地文に2も しくは 3

本一組の沈線による懸垂文を垂下させる。加曽利El式。

土坑SK290出土遺物 (Fig。207‐ 1～ 14)

土器片と土器片錘 2点、磨製石斧 1点が出土している。 1は小突起を有する筒状の深鉢。体部は内湾し、日

縁部は僅かにタト傾して立ち上がる。口縁上端は狭小な隆帯による無文帯となり、隆帯による楕円形区画文内は

2列の角押文が沿い、縦位の平行する蛇行沈線を充填する。胴部は縦位の条線。 2は胴部が内湾気味に立ち上

がり、日縁部も内湾する深鉢。口縁直下に沈線が巡り、隆帯による楕円形区画文を配し、区画内は無文地と条

線が充填される部分が見られる。頸部も隆帯区画され、条線を地文とする。さらに胴部は蛇行条線文が垂下す

る。 3は山形把手の破片。隆帯に沿って沈線が施文される。 4は隆帯に沿って 2列の角押文が施され、胴部は

条線が垂下する。 5・ 6は同一個体。縄文を施文した隆帯に角押文が施される。 7は波状口縁の深鉢。口唇部

は肥厚し、日縁直下から櫛歯状工具による蛇行条線を垂下させる。 9は体部が内湾気味に立ち上がる浅鉢。口

縁部は肥厚し、隆帯による波状文を施す。11は脚付深鉢の底部破片。阿玉台Ⅱ式。

12・ 13は土器片錘。いずれも縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。14は蛇紋岩製の小形局部磨製石

斧。端部のみ研磨を加え刃部としている。

土坑SK291出土遺物 (Fig.207-1～ 5)

土器片と土器片錘 1点が出土している。 1は山形把手の波頂部破片。多角状を呈し、口縁部に沿って角押文

が施文されている。 2はキャリパー形の深鉢の回縁部破片。沈線が沿う隆帯による枠状区画文を施文する。 3

は縄文を地文に単沈線による懸垂文を垂下させる。加曽利Ett。

5は土器片錘。縦長破片の短軸方向に 1対の切れ目を有する。

上坑SK292出土遺物 (Fig.207-1～ 3)

土器片が出土している。 1はキャリパー形の深鉢の口縁部破片。沈線が沿う隆帯による渦巻文を施文する。

2は単節醜 文を地文とする深鉢胴部破片。 3は無文地の深鉢胴部破片。加曽利E2式。

土坑SK293出土遺物 (Fig。208‐ 1～ 15)

土器片が出土している。 1は日縁部が内湾して、僅かに外反する浅鉢。口縁部は狭小な無文帯となり、交互

刺突文により区画され半円状の隆帯に沿って沈線が施文される。内外面に赤彩が認められる。 2は円形把手の

破片。ヘラ状工具により縁辺に沿って幅広の沈線が巡る。 3は曽利系の深鉢。日縁部の無文地に縦列の貼付隆

帯が施文される。 4は口唇部が肥厚し、縄文が施文される。 2条沈線による区画文。 5。 9は同一個体。口縁

部が内湾気味に立ち上がり、日縁端部で直立する。日縁部上端は狭小な無文帯で、交互刺突文で区画される。

沈線による枠状区画文が施文され、下端部で刻目隆帯によつて区画される。 6はキャリパー形の深鉢の回縁部

破片。口唇部は凹帯が巡り、背割り隆帯による区画文を施文する。7は回唇部が内面に迫り出し、凹帝が巡り、

日縁部は縄文を地文に沈線による意匠文が施文される。 8は 3条の沈線によって区画される。10～ 12は縄文を

地文に沈線による蛇行懸垂文を垂下させる。13は縄文を地文に2本一組の沈線による懸垂文を垂下させる。

14・ 15は浅鉢の底部破片。加曽利El式。

土坑SK294出土遺物 (Fig。208-1～ 4)

土器片が出土している。 1はキャリパー形の深鉢、沈線が沿う隆帯による枠状区画文を施文する。 2・ 3は

深鉢の胴部破片。 4は日縁部が肥厚する浅鉢。加曽利Ett。
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土坑SK295出土遺物 (Fig.208‐ 1～ 10)

土器片が出土している。 1～ 4はキャリパー形の深鉢の口縁部破片。沈線が沿う隆帯による渦巻文と枠状区

画文を施文する。 5は貼付隆帝による波状文。 6は縄文を地文に2本一組の沈線による磨消懸垂文を垂下させ

る。 8は撚糸Lを地文とする。10は 日唇部が肥厚し、凹帯が巡る。加曽利E2式。

土坑SK296出土遺物 (Fig.208‐ 1～ 6)

土器片と土器片錘 1点が出土している。 1は深鉢の口縁部破片。交互刺突文の区画に、背割り隆帯による渦

巻文と区画文が施される。2は刻目が施された隆帯による渦巻文。3・ 4はキャリパー形の深鉢の口縁部破片。

沈線が沿う隆帯による区画文。 5は日唇部が肥厚し、交互刺突文による区画間は無文帯となる。加曽利El式。

6は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

上坑SK297出土遺物 (Fig。209-1～ 12)

土器片と土器片錘 2点が出土している。 1は口縁部が内湾する深鉢。縄文を地文に沈線が施文される。 2の

狭小な口縁部は隆帯によって区画され、条線を地文とする。 3は短口縁の深鉢で、狭小な口縁部上端は無帯文

となる。 4は口唇部が外削状となる深鉢。沈線区画された日縁部は無文帯となる。 5は背割り隆帯区画。 6は

縄文を地文に交互刺突文が区画文となり、波状沈線が横走する。 7～ 9は縄文を地文に2も しくは3本一組の

沈線による磨消懸垂文を垂下させる。10は 口縁部が外傾する浅鉢。外面に赤彩が認められる。加曽利E2式。

11,12は土器片錘である。いずれも縦長剥片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。

土坑SK298出土遺物 (Fig.209-1～ 6)

土器片と土器片錘 1点、磨製石斧 1点が出土している。 1は無文地に隆帯によるY字状懸垂文が垂下する。

2～ 4は縄文を地文に2も しくは3本一組の沈線による懸垂文を垂下させる。加曽利El式。

5は土器片錘。縦長破片の長軸方向に 1対の切れ目を有する。 6は砂岩製の磨製石斧である。刃部を欠損し

ているが、定角式の優品である。

上坑SK299出土遺物 (Fig.209-1～ 7)

土器片と石皿 1点が出土している。 1・ 2はキャリパー形の深鉢の口縁部破片。沈線が沿う隆帯による渦巻

文と枠状区画文を施文する。 3は波状口縁の深鉢。口縁部に沿って隆帯が施文される。 4は胴部破片。縄文を

地文に3本一組の懸垂文が垂下し、懸垂文から弧状文が接続している。 6は深鉢の胴下半部の破片。内湾気味

に立ち上がる。地文は撚糸文。加曽利El式。

7は安山岩製の石皿の破片。凹み部が残存している。

上坑SK300出土遺物 (Fig.209-1～ 13・ Fig.210-14～ 17)

土器片が出上している。 1～ 5'7は キャリパー形の深鉢の口縁部破片。沈線が沿う隆帝による渦巻文と枠
状区画文を施文する。 1は縄文を地文に3本一組の沈線による懸垂文を垂下させる。 6は単口縁の深鉢、口縁

直下から撚糸Rを施文する。 8は頸部付近の破片。沈線が沿う隆帯区画文。 9は回縁に沿つて 2列の角押文を

巡らし、縄文を地文に沈線による磨消渦巻文を施文する。10～ 12・ 14は縄文を地文に2も しくは3本一組の沈

線による懸垂文を垂下させる。13は連弧文土器の胴部破片。撚糸を地文に平行沈線による弧状文を施文する。

14は単節RLを 地文に単沈線による蛇行懸垂文と直行懸垂文を垂下させる。16は深鉢底部付近の破片。縄文を地

文に平行沈線の懸垂文を垂下させる。17は浅鉢の胴部破片。沈線による弧状文を描出する。赤彩が施されてい

る。加曽利E2式。

|
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Fig.210 土坑SK300(2)・ 301・ 302・ 303出土遺物

土坑SK301出土遺物 (Fig.210‐ 1)

土器片が出土している。 1は深鉢の顕部付近の破片。貼付隆帝による区画文。加曽利El式。

土坑SK302出土遺物 (Fig.210‐ 1)

土器片が出土 している。 1は浅鉢の口縁部破片。口縁部は内湾気味に立ち上がる。口唇部に凹帯が巡る。

曽利Ett。

土坑SK303出土遺物 (Fig。210-1～ 3)

土器片が出土している。 1は深鉢の頸部破片。貼付隆帯による区画文。 2は縄文を地文に沈線による意匠文

が施文される。加曽利El式。

(小川和博 )
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1.土器片錘・土製円盤計測一覧表

番号
構
号
遺
番 図版番号

計 測 値 (cln)(質 )
部位 加工状態 形態 切込等の状態

長 さ 幅 厚 さ 重 量

1 Fi無 29‐8 355 074 1250 繕 円形 辱 gHIに 一 対

2 Ы07 Fi蹂 299 2454 胴 部 打割調整 円形 円盤

3 Fi鰈 30■5 34C 打割調整 方形 長軸に一対

Ы Pi昇 3016 292 273 l 960 打割調整 楕円形 長軸に一対
5 SI Fi壁 3017 423 3012 打割調整 長方形 長軸に一対

SI Fi露 30‐ 18 53〔 3076 打割調整 長方形 長軸に一対
7 創 ri気 3019 (326) 打割調 整 楕 円形 長瓢 に一 対 '欠積

Ы Fi無 30‐ 10 口縁 部 楕 円形 長軸 に一対

Ы20 �無30-7 (380) (1456) 打割調整 不整円形 長軸 に一対  欠損
S122 「と手31‐23 26[ 打割調整 方形 長軸 一対

ll W2 Xα 31 24 265 口縁部 一部研磨 長方形 長軸 一対

S122 Fi堅 31-25 (1428) 研磨 楕円形 長軸 一対 欠損

S123 「i露 3252 32モ 276 952 打割調整 楕円形 長軸 一対

S123 �Я 32-53 35[ 07〔 打割 調 整 楕円形 長軸 一対

■露32‐ [逆 32[ 350 不率 円形 長軸 に一対

S123 ]控 32-55 1 月同言| 一部研磨 台形 長軸 一対

17 S123 「H32‐ 56 334 256 1234 研磨 楕円形 長軸 一対

S123 ]穂 32-57 279 1296 研磨 楕円形 長軸 一対

S123 「i壁 32‐ 58 日縁部 打割調整 方形 長軸 一対

SB6 �Fr 33-18 325 口縁部 打割調整 長方形 長軸 一対

S136 「iЯ 33‐ 19 094 打割 調 率 精円形 長軸 一対

S137 「iЯ 33■2 238 896 研 磨 精 円形 長軸 に一対

S138 デ憶 34-8 打割調整 長方 形 長軸 一対

「櫨 34‐9 OM 打割調整 長方形 長軸 一対

S140 「iα 34 23 32〔 3 1510 一部研磨 方形 長軸 一対

「iq 34‐ 24 2102 胴部 一言Б研磨 長方形 短軸 一対

S140 ri露 3425 3型 2222 胴部 一部研磨 長方形 長軸 一対

S140 11気 3426 228 866 阿部 精 円形 長 釉 一 対

S140 「i舞 34‐ 27 1442 口縁 部 打割 調 整 方 形 民軸 に一 対

S140 li魚 3428 52C 胴 部 打害」調整 円形 円盤

S141 「i無 35‐31 52( 胴部 一部研磨 長方形 長軸に一対
S141 ri室 3532 3576 底部付近 一部研磨 楕円形 長軸に一対
S141 ri釘 3533 2802 胴部 打害」調整 方形 長軸に一対
S141 「i難 35‐ 34 36[ 155C 胴部 打割調整 不整円形 長軸に一対
艶 1 「重 35‐35 3質 354 08E 胴 部 略 円形 長瓢 に一 対

S141 ri無 35‐ 36 1794 I同部 楕 円形 民軸 に一対

S141 ri無 3537 367 333 11 胴 部 打割調整 楕円形 長軸 一対

S141 ri無 3538 345 08C 胴部 打割調整 楕円形 長軸 一 対

S141 「i霊 35‐ 39 353 23C 909 胴部 打割調整 長方形 長軸 一対

S141 ri盛 3540 1067 胴部 打割調整 長方形 長軸 一対

S141 「i露 354ユ 282 27C 093 阿部 打割調整 楕円形 長軸に一対
S141 「i無 3542 073 阿部 打割調 整 台 形 長軸 に一 )

S141 ri無 3543 (259) I同部 打 割調 整 台 形 民軸 に一対 ・久損

S142 「i算 36‐ 24 548 367 (1862) 打割調整 民方形 長 軸 一対・久損

S142 riFr 36 25 297 092 1248 打割調整 楕円形 長軸 一対

SM2 「i⊆ 36‐ 26 877 092 1298 打害」調整 長方形 長軸 一対

S143 ri露 36■ 1 54C 3174 口縁部 打割調整 長方形 長軸 一対

S143 ri無 36■2 35C 打割調 整 楕円形 長軸に一対
S143 ri無 36■3 長 方形 長軸 に一 )

S143 �無36■4 打 割調 整 長方形 昆軸 一 対

51 W3 ri無 36‐ 15 29C 267 打割調整 台形 長 軸 一 対

S144 riα  37-10 322 283 1148 打割調整 長方形 長軸 一対

S146 �億37-5 257 708 打割調整 方形 長軸 一対

54 SK08 ri廷 132-M 42C 384 2142 口縁部 打割調整 方形 長軸に一対
M08 「i無 13255 233 1320 口縁 部 打割調 整 長方形 辰と軍8に ―一ヌ寸

M08 ri肇 132‐ 56 2302 打 割調 整 方 形 長 軸 に一対

訴 08 ■露 32-57 456 392 打割調整 民方形 民軸 一 対

ЫK08 ■路 42[ 255 一部研磨 長方形 長軸 一対

SK08 「iq 144 (4530) 打割調整 楕円形 長軸 一対 欠損
艶 Э8 32-60 3「D2 1892 一部研磨 円形 短軸 一対

凶Э8 327 103 17招Э 研磨 楕円形 円盤

SK08 「i無 13262 473 2342 研 ) 円形 羽辮

艶 Э8 ■Я 32-63 122 研 ) 円形 羽盤

64 SK09 ■算 32‐8 (302) (1028) 打割調整 台形 長 軸 一対・欠損

貶 3 比⊆ 326 1478 打割調整 長方形 長軸 一対

SK25 (磁 86) 打割調整 長方形 長軸 一対・欠損
地 5 「iq 2 561 292 2698 打割調整 長方形 長軸 一対

遭 5 ,1算 3 327 155 2120 打 割調 整 長方形 長軸に一対
飽 5 !輩手 4 2320 研 磨 長 方形 長 軸 に一泳
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引(25 椒ヽ 34‐ 15 研磨 楕円形 長軸に一対

弱(25 ,環 34-16 394 280 1556 研磨 楕円形 長軸に一対

距 5 11無 34-17 299 157( 研磨 長方形 長軸に一対

】(25 34-18 (206) (404) 打割調整 長方形 長軸に一対 す欠損

密 胡(28 1ユ (1630) 打割調整 長方形 長 t
――ダ寸 民 積

引(29 「i釘 35-7 339 11 228( 打割調 整 辱 す 形 長 に一対

貶 9 1 lFF 379 一 害隠 慶 楕円形 長軸に一対

引(29 収 242 772 打割調整 楕円形 長軸に一対

引(30 1互 135-23 58[ 436 打割調整 楕円形 長軸に一対

】(30 丸蹂135‐24 2072 一部研磨 楕円形 長軸に一対

』(30 Piα 135 25 277 276 972 打割調整 円形 長軸に一対

引(30 �⊆135‐26 263 270 82( 一 罰鮒 磨 楕 円形 短 に一対

引(31 「i釘 136■ 5 394 一部研 磨 楕 円形 長 に一対

』(31 ri釘 13616 364 打割調整 長方形 長軸 に一対

』(31 Fi無 136■ 7 32〔 一部研磨 長方形 短軸に一対

】(31 ri無 136-18 38( 329 一部研磨 楕円形 長軸に一対

』(31 「i無 136■ 9 243 081 77` 打割調整 長方形 長軸に一対

引(31 Piα 186-20 一部研磨 長方形 長軸に一対 欠損
胡(31 Fi霊 136‐ 21 (255) (658) ,同音る 研 磨 円 形 円盤

引(32 FiFF 136-24 378 09モ 桐部 研 磨 楕 円形 員軸 に一対

』(32 Fi気 13625 ]音 b 研 磨 楕円形 長軸に一対

引(32 Fi無 13626 225 桐部 一部研磨 方形 短軸に一対

縄 2 Pi舞 136-27 (3盈 ) 368 ll (1638) 桐部 打割調整 楕円形 長軸に一対・欠損

3K33 ]i魚 137■ 7 316 09涯 153て 桐部 打割調整 長方形 長軸に一対

3K33 Fiα 137■ 8 220( 研磨 楕円形 長軸に一対

』(33 ]i霊 13719 4M 309 2202 桐部 打割 詞 啓 長方 形 長軸 に一対

SK33 デi寃 13720 09( 研 磨 長方形 短軸 に一対

鵜 4 Fi質 137‐ 17 129[ ]言Б 打割調整 長方 形 長軸に一対

3K34 Fi無 137■ 8 257 〕同言I 打割調整 長方形 長軸に一対

鴻 4 ]i算 137■ 9 (403) 343 (1400) 一部研磨 長方形 長軸に一対 欠損
SK34 Fi路 137‐20 287 1684 一部研磨 長方形 長軸に一対

SK34 Fi霊 13721 32[ 11 (1142) 一部研磨 長方形 長軸に一対 欠損
SK34 ]iFf 137 22 (295) 一部研 磨 精 円形 長動 に一対  欠損
3配4 Pi露 137‐23 259 (992) 方形 長軸 に一対 す久損

3鴎4 Fi算 13724 253 l 打割調整 楕円形 長軸に一対 欠損
3K35 Fi算 13832 398 352 一部研磨 長方形 長軸に一対

凱(35 Pi舞 13833 309 ] 打割調整 長方形 長軸に一対

税(35 FiFf 138 34 277 098 127( 一部研磨 長方形 長軸に一対

】(35 ]iq 138‐ 35 324 1692 口縁部 一部研磨 方形 長軸に一対

】(35 Fi露 13836 355 打 割調 整 楕 円形

】(35 Fi露 138‐37 286 105〔 研 磨 長方形 辱 gHlに 一 対

】(35 FiЯ 138 38 332 一部研磨 長方形 長軸に一対

12 】(35 Fと手138-39 373 358 研磨 円形 長軸に一対

13 】(35 Fi蹂 138‐40 366 292 126( 一部研磨 方形 長軸に一対
14 】(35 Fiα 138-41 099 106乏 研磨 長方形 長軸に一対

』(35 Fi蜃 138-42 353 082 117を 一部研磨 長方形 長軸に一対

引K40 Pi露 39-10 269 185 096 長方形 長軸 に一対

17 迎 �釘14220 555 424 422こ 顕部 打割調整 長方形 罠軸に一対

迎 Fi無 142‐ 2〕 587 打割調整 楕円形 長軸に一対

理 Fi無 14222 522 529 頸部 打割調整 不整方形 豆軸に一女↓

駕 Fi蹂 14223 打割調整 長方形 長軸に一対

迎 Fiq 142-24 3634 口縁部 打割調整 長方形 長軸に一対

廻 Fiq 142-25 桐部 打 割 調 整 楕 円形 民軸 に一女寸

S印 Fi廷 142‐26 365 1954 桐部 打 割 調 整 長 方形 罠軸 に一対

SK4 FiЯ 142 27 胴部 打割調整 長方形 長軸に一対

SK4 Fi興 142-28 202E 一部研磨 方形 長軸に一対

SK4 Fi窯 14229 349 369 一部研磨 不整円形 長軸に一対
SK4 FiFF 142 30 397 230( 口縁部 打害」調整 方形 長軸に一対

SK4 Fi霊 142‐31 265〔 打割調整 方形 長軸に一対

SK4 FiFr 142 32 286 085 長方形 罠軸 に一対

SK4 F投 142-33 117 65乏 打 割調 整 方 形 民軸 に一対

SK4 Fと4142-34 研磨 楕円形 長軸に一対

SK4 Fと手142-35 367 094 42乏 一部研磨 長方形 長軸に一対

理 『 i昇 142‐36 083 一部研磨 楕円形 長軸に一対
勲 Fi⊆ 142-37 (131か 一部研磨 楕円形 短軸に一対

迎 Fi室 14238 282 076 研磨 楕円形 長軸に一対
y弘

『 iFF 142-39 打 割調 整 楕 円形 罠軸 に一方↓

迎 『 i算 142-40 171 打 割調 整 楕円形 長軸に一対

3艇 Fi疑 14241 (293) (1044) 打割調整 方 形 長軸に一対 す欠損

迎 Fi算 142‐42 ●19 (1034) 一部研磨 方形 長軸に一対 欠損
劇K42 Fi路 1399 285 打割調整 長方形 長軸に一対
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部位 加工状態 形態 切込等の状態
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引K43 FIЯ 142‐ 17 36〔 打割調整 方形 長軸に一対
ЫK43 Fi露 142■ 8 28C 2M 楕 円形 ξと軍Bに―一ヌ寸

引K44 Fと手143-8 2氏 研 磨 長 方形 長軸 に一対

引K44 『 i算 143‐9 624 (3 月同言Б 打割調整 長方形 長軸 に一対  久損
SK47 Fiα 144-22 58( 108 一部研磨 円形 長軸に一対
剖(47 FIq 144‐ 23 082 71 打割調整 楕円形 長軸に一対
SK47 FIFr 144 24 38モ 研磨 楕円形 長軸に一対
引(47 FiЯ 144 25 28遷 57号 一音1節オ磨 楕円形 長軸に一対
SK47 Fと手144‐26 研 楕 円形 長軸 に一対

SK47 Fと、144-27 608 研 長 方形 長軸 に一対

』(47 Flg 144‐ 28 (251) ( 月同言Ь 一部 研 医 方形 長軸 に一対  欠損
引K48 Fと手144-10 481 坐 口縁部 一部研磨 長楕円形 長軸に一対
引(48 『 iq 144‐ 11 一部研磨 長方形 長軸に一対
Ы(48 FIFr 144■ 2 09C 2122 打割調整 楕円形 長軸に一対
ЫK48 FI寛 144‐ 13 28: 25( 打割調整 円形 長軸に一対
Ы(50 FI無 144■ 0 2982 楕 円形 長軸 に一対

X5 F五 145■ 3 ]同吾Б 長 方形 長軸 に一対

Ж 5 FI算 14514 33〔 9M 月同言Б 打割調整 楕円形 長軸 に一対

X5 Fを手145-15 1 660 打割調整 楕円形 長軸に一対
Ж 5 Fl⊆ 145‐ 16 738 打割調整 楕円形 長軸に一対
X5 酎主14517 27( 打割調整 不整円形 長軸に一対
引K55 Fl露 145■ 0 33( 26〔 打割調整 楕円形 長軸に一対
Ы(56 Fi年 145■ 0 ■ (3746) 打 割 調 整 長 方形 長軸に一対・欠損
引K56 FIR 145‐ 11 楕 円形 長軸 に一対

Ы(56 Flg 145-12 294 14 口縁部 研 磨 不 整 円形 長軸 に一対

ЫK62 FIg 147‐ 10 36( 34( 088 打割調整 方形 長軸に一対
Ы【63 Fl⊆ 14711 344 097 打割調整 長方形 長軸に一対
剖(63 働露 147‐ 12 26互 2κ (836) 研磨 不■X円形 長軸に一対 す欠損
引(67 FIIr 148 13 08C 一部研磨 楕円形 長軸に一対
Ы(67 FIFf 148-14 2κ 080 打 割調 整 円形 長軸に一対
Ы(67 Fとと148‐ 15 271 104 研 磨 円形 長軸 に一対

ЫK69 Fと手149-25 月同言Ь 打割調整 長方形 長軸 に一対

SK69 FI無 149‐26 371 22て 126 1354 打害」調整 長方形 長軸に一対
密 SK71 Fi⊆ 150-22 068 145〔 打割調整 楕円形 長軸に一対
SK71 Fi宜 15023 3014 一部研磨 楕円形 長軸に一対
SK71 『 i露 150‐24 148[ 打割調整 楕円形 長軸に一対
ЫK72 Fと手150-20 38( 085 17隻 研 磨 楕円形 長軸に一対
SK72 Fi無 150‐21 1634 楕 円形 長軸 に一対

』K72 Fi痒 15022 301 月同言Ь 一 言KhJF磨 長方形 長軸 に一対

X74 Fi算 32乏 打割調整 不整円形 長軸に一対

SK74 093 研磨 楕円形 短軸に一対
SK列 50‐ 12 打割調整 台形 長軸に一対
引(75 『 iЯ 38C 桐部 一部研磨 円形 長軸に一対

84 引(75 Fi彙 15123 研 円形 長軸に一対
SK75 F鷲 151-24 784 研 円形 円幣

SK76 『 i算 5}5 57( 月同言Ь 打割調整 楕円形 長軸 に一対

SK76 FIFf 34〔 一部研磨 楕円形 長軸に一対
SK76 089 422 胴部 一部研磨 長方形 長軸に一対
SK76 094 一部研磨 長方形 長軸に一対
引(77 26( 02を 一剖

`njr燐

長方形 長軸に一対
引(77 Fと4151‐ 15 (385) 3M (1418) 長 方形 長軸 に一対  夫損
SK77 F憶 151-16 口縁部 打割調整 長 方形 長軸 に一対

引(79 『れキ152‐7 371 35C 2068 打割調整 円形 長軸 に一対

銘 引(79 FIFf l磁 8 421 34乏 1820 打割調整 楕円形 長軸に一対
ЫK80 Fiq 152‐ 10 一部研磨 長方形 長軸に一対
】邸831 Fi露 152■ 0 39〔 29C 099 1284 月同著卜 打割調整 長方形 長軸に一対
� 2 FiFf 153望 28( 楕円形 長軸に一対
縄 3 FH l弱4 082 1548 打 割 調 整 楕 円形 長軸 に一対

麗 3 『憶 1弼 5 274 口縁部 打割調整 長方形 長軸 に一対

引K88 『苗 lM‐ 5 一部研磨 長方形 長軸に一対

ЫK92 Fl⊆ 1558 35〔 083 一部研磨 楕円形 長軸に一対
202 SK92 FIFr 155 9 2質 研磨 楕円形 長軸に一対
引(92 Fi露 155‐ 10 33[ 研磨 楕円形 長軸に一対

204 引(92 Fとと155‐ 11 33[ 099 272 研 磨 円形 長軸に一対
205 X94 FIFf 156‐ 18 1128 楕 円形 長軸 に一対

X94 『 憶 56‐ 19 344 522 研 磨 方 形 長軸 に一対

SK95 624 一部研磨 楕円形 長軸に一対
剖(95 『 iFF 56‐6 60[ 7750 一部研磨 長方形 長軸に一対
引(95 66ウ 58C 6350 月同言Ь 一部研磨 楕円形 長軸に一対
Ы(95 FiЯ 156-8 50乏 6250 一晉1節升磨 楕円形 長軸に一対
引(97 Fと手157‐ 5 円 形 昆軸 に一文十
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SK97 FiFf 157 6 354 267 08( 楕 円形 長軸 に一 対

3K99 FiЯ 157■ 1 桐部 一部研磨 長方 形 長軸に一対

3K99 li質 157‐ 12 394 228 l14 一部研磨 長方形 長軸に一対

3K99 Fi宮 157‐ 13 26( 196 57て 桐部 一部研磨 楕円形 長軸に一対

SK101 Fi肇 1585 336 104 桐部 一部研磨 楕円形 長軸に一対
3K101 Fiq 158‐ 6 ll 桐部 一部研磨 楕円形 長軸に一対

SK102 Pi露 158■ 3 桐部 打割調整 三角形 短軸に一対 ,再整形
SK102 Fi寛 15814 25( 248 56[ 桐部 楕 円形 長軸 に一対

SK103 Fi蕪 15920 383 3354 ]音ヽ 打割調整 長方 形 長軸 に一対

SK103 Fi無 15921 220て 打割調整 長方形 長軸に一対

222 3K103 デi算 15922 口縁部 打割調整 楕円形 長軸に一対

SK103 デi魚 15923 207 08て 109[ 桐部 一部研磨 不整円形 長軸に一対
224 3K103 デi霊 15924 294 294 桐部 打割調整 長方形 長軸に一対
225 SK103 FiFr 159 25 294 337 一部研磨 円形 短軸に一対
SK103 Fi露 15926 打割 詞 率 三角形 長軸 に一対

SK103 FiЯ 159 27 216 92乏 ]音Б 研 磨 楕 円形 長軸 に一対

228 SK105 Fi魚 159‐8 打割詞整 楕円形 長軸に一対

229 3K105 Fi算 1599 233 l 113乏 一部研磨 長方形 長軸に一対

SK107 Fi蹂 16014 402 0 202( 桐部 一部研磨 円形 長軸に一対
3K107 デi⊆ 160■ 5 打割調整 不整円形 長軸に一対

232 SK108 ]i⊆ 160-7 一部研磨 方形 長軸に一対
3K 13 Piq 161 7 38, 084 楕 円形 長軸 に一対  久損
SK Fi年 16225 11 57彊 研 磨 円 形 短軸 に一対

235 3K FiЯ 162‐ 26 一部研磨 長方形 長軸に一対

236 X Pi算 16227 34〔 131 研磨 長方形 長軸に一対
X ]と手162-28 (368) 07〔 ( 打割調整 長方形 長軸に一対 欠損
X 17 デiq 162-5 12[ 212て 打害1調整 不整円形 長軸に一対

239 X デi釘 163-6 26ユ 一部研磨 楕円形 長軸に一対
X ]i露 1637 36〔 259 l■ 2廷 長方形

=と

學81こ ―一え寸

X Fi年 1638 328 打 割調 整 楕 円形 長軸 に一対

242 X Fi露 164■ 1 69〔 428 打割調整 長方形 長軸に一対

243 X FiЯ 164-12 42ユ 223( 打割調整 楕円形 長軸に一対
244 X Fと手164-13 308 095 165乏 一部研磨 楕円形 長軸に一対
X Fi壁 164-6 308 研磨 長方形 長軸に一対

246 X PiFr 165 3 (256) 273 (1002) 打割調整 円形 長軸に一対 す欠損
X ]i蕪 165‐ 5 (397) (2044) 口縁 部 研 磨 方形 長軸 に一対  代損
X FiЯ 165 6 一 部 石干膠 円形 長軸 に一対

249 X Fi露 166-22 一部研磨 方形 長軸に一対

X ]i無 1687 555 409 283〔 口縁部 打割調整 楕円形 長軸に一対
X �Fr 168-8 418 260Z 打割調整 方形 長軸に一対

252 SK ]i霊 168‐ 9 076 一部研磨 長方形 長軸に一対
253 X Pi廷 16810 口縁部 打割調整 円形 長軸に一対
X ]iЯ 169‐ 13 259 128[ 研 磨 長方形 長軸 に一対

X ri窯 16914 一 害K稀 磨 円 形 短軸 に一対

256 X Pi算 16915 324 研 磨 台形 長軸に一対

SK ]i無 170,12 344 研磨 楕円形 長軸に一対
X Piα 170 13 356 328 089 研磨 方形 長軸に一対
SK Pi⊆ 17015 1514 研磨 楕円形 長軸に一対

X Pi寃 17016 (318) 095 (1074) 一 謁 伯オ磨 円形 長軸に一対 欠損
X Fi無 1705 (2褐 ) 円 形 民軸 に一対  久損
X 舅 Fi無 171‐8 092 一部研磨 方形 豆軸に一文↓

263 X 望 Pi無 1719 459 338 打割調整 長方形 長軸に一対

SK ]i無 172‐5 522 677 072 327て 打割調整 台形 唖軸に一文寸
265 X Piα 173 7 369 590 077 197〔 一部研磨 長方形 豆軸に一対

X 「 i釘 173-6 263 研磨 楕円形 長軸に一対
SK Fi露 17428 329 不 啓 円形 昆軸に一対

SK Fi質 175‐ 14 楕 円形 民軸 に一対

269 3K Fi無 175‐ 15 322 277 127 129て 桐部 研 磨 楕円形 長軸に一対

270 X Fi質 175‐ 16 324 312 078 一部研磨 不整円形 長軸に一対
3K Fig 175‐ 17 36〔 092 胴部 一部研磨 楕円形 長軸に一対

272 SK Fi宣 175‐ 18 (375) 075 (1304) 胴部 一部研磨 楕円形 長軸に一対 欠損
273 SK Fi宣 175‐ 8 口縁部 一部研磨 長方形 長軸に一対
274 SK Fi露 光75■ 5 216〔 伊 磨 楕 円形 昆軸 に一対

SK Fi質 175‐ 16 骨円形 罠軸 に一対

276 SK 密 Fi質 176-15 2774 胴部 一部研磨 長方形 長軸 に一対

SK 雅 Fi算 176■ 6 365 151を 打割調整 長方形 長軸に一刑
SK 馳 Fi⊆ 176-17 29〔 一部研磨 精円形 長軸に一対

279 SK 盈 76‐ 18 一部研磨 円形 長軸に一対
280 SK 382 222て 研磨 長方形 罠軸に一対

SK 166( 円形 罠軸 に一対

282 X 卜1魚 78‐ 17 一部 石干磨 楕円形 長軸 に一対
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番号
構
号
遺
番 図版呑号

計 測  値  (cln)(質 )
部位 加工状態 形態 切込等の状態

長 さ 幅 厚 さ 重量

ЫK186 FiЯ 180‐ 10 長 方形 忌凱 に一 村

引K188 FiЯ 181 17 56〔 104 536J ]縁部 研 磨 長方形 語帥 に一 す十

引K188 Fi無 181‐ 18 57: 575乏 一祁 研 慶 長方形 長軸に一対

286 剖K188 Fi露 18119 1792 桐部 一部研磨 楕円形 長軸に一対

287 3K188 Fi無 18120 363 32( 135乏 胴部 一部研磨 楕円形 長軸に一対
288 SK188 FiFF 181‐ 21 276 8割 一部研磨 楕円形 長軸に一対

3K188 Fiq 181-22 (3621 (1582 一剖鮒 磨 長方形 罠 1に一対 欠損
ЫK190 FiЯ 182‐ 16 27〔 104 長 方形 罠 れしこ―対

剖K190 FiЯ 182 17 09( 1692 研 磨 円形 れιこ――支十

3K190 Fi無 182‐ 18 (209) (1080 研磨 長方形 長軸に一対 す欠損

293 ЫK195 Fi算 183■ 2 379 197乏 打割調整 不整円形 豆軸に一対

罰K195 Fi無 183‐ 13 27: 93C 胴部 研磨 三角形 長軸に一対
SK197 Fiα 184 12 708 573C 胴部 打割調整 長方形 長軸に一対

3K197 Fi露 18413 32( 139C 一剖鮒 磨 不整円形 臣 白に一対
297 遭 01 FiЯ 185‐ 18 34, 飼部 研 磨 精 円形 罠 也に――夕寸

引K201 Fi無 18519 323 司吉Б 研 磨 楕 円形 白|こ―一文寸

劇K204 Fi無 187‐M 2592に]雅飛音Б 研 磨 長方形 長軸に一対

300 ЫK204 Fi魚 187-55 423 35ウ 11 191 ]縁吉Б 研磨 精円形 長軸に一対

301 SK204 Fi露 187‐ 56 337 08C 10骸 胴部 研磨 精円形 長軸に一対

SK204 Fiα 187-57 186こ 胴部 一部研磨 長方形 長軸に一対

3貶04 Fi露 187-58 243 636 胴部 一部研磨 長方形 長軸に一対

3曖04 FiFF 187‐ 59 桐部 長方 形 昆軸 に一文↓

3K204 Fi舞 187-60 07〔 392 司音b 丁割調 整 楕 円形 ⊂軸に―夕寸

SK205 Fi蕪 187‐8 胴部 打割調整 楕円形 長軸に一対

3K205 FiFf 187-9 349 27( 07写 研磨 長方形 長軸に一対

SK205 Fi算 187‐ 10 293 08〔 胴部 研磨 精円形 長軸に一対
SK205 Fi⊆ 187-11 282 83C 胴部 一部研磨 長方形 長軸に一対

K205 Fi霊 187‐ 12 220 1 一副鮒 燐 円形 臣軸 に一女寸

ЫK208 Fi露 188■ 6 打割調 整 方 形 昆軸 に一対

2 引K208 FIFf 188‐ 17 2284 楕 円形 罠軸 に一対

3 理 0 Fと手188‐8 月同言Б 打割調整 楕円形 長軸に一対

4 SK2 7 FIFf 190-27 470 2922 研磨 楕円形 匝軸に一対

5 SK2 7 Fと手190‐28 373 37〔 09写 122( ヨ縁部 打割調整 長方形 長軸に一対
6 SK2 7 Flg 190-29 ll 一部研磨 楕円形 長軸に一対

7 SK221 FI霊 19211 08写 1204 研 磨 長方形 震瓢に―一え寸

8 M226 Fi寛 192‐ 16 2群 一部研 磨 円形 罠軸 に一対

9 ЫK230 FIЯ 193 3 35C 研 磨 楕 円形 罠軸 に―夕寸

SK233 Fi罠 193‐4 l 打割調整 長方形 長軸に一対

翻 1 F擁 194■ 1 37[ 一部研磨 長方形 長軸に一対

駅 242 FI爵 95-22 328( 一部研磨 不整楕円形 長軸に一対
SK242 Fiq 2, l 打割詞整 長方形 長軸に一対

324 能 42 Fl釘 95-24 27ち 07を 長方形 罠軸 に一文十

貶 42 Fl寛 95‐25 (444 (2986 長 方形 民軸 に一対 す欠損

能 43 Fl質 研 磨 不 整楕 円形 昆軸 に一文寸

327 S貶43 Fi罠 コ縁 言Б 研磨 長方形 長軸に一対

SK244 Fi算 95-11 32C 0駐 一部研磨 長方形 長軸に一対

SK245 Fi露 96-6 34[ 296 1202 打割調整 精円形 長軸に一対
Sp46 Fiq 223 胴部 一部研磨 楕円形 長軸に一対

能 47 Fi露 257雉 桐部 打割 調 整 方 形 罠軸 に一女十

能 47 Fiq 35写 297 桐部 打割 調 整 方 形 民軸 に一文寸

能 47 FiЯ 胴 部 打割調整 楕円形 長軸に一対

SK248 Fi窯 34ラ 324 胴 部 一部研磨 不整円形 長軸に一対

335 SK248 Fi真 97‐ 19 297 胴部 打割調整 長方形 長軸に一対

SI鬱 48 Fi算 326 ]縁吉Б 研磨 楕円形 長軸に一対

337 SK248 Fi霊 277 226 胴部 一部研磨 方形 長軸に一対

3躍48 FiFt 32, 胴部 打割調 整 方 形 罠軸 に一対

SK249 FIFf 181( 阿部 研 磨 楕 円形 長軸 に一対

貶 49 F憤 98‐27 11 打割調整 長方形 長軸に一対

貶 49 F憶 98‐28 278 一部研磨 楕円形 長軸に一対

混 49 FIFf 98‐29 328 2224 研磨 楕円形 長軸に一対
罷 49 Fiq 201と 一部研磨 長方形 長軸に一対
iK249 423 (24M hJF磨 楕 円形 民瓢 に一 対  欠 拒

345 観(250 �廷 374 153を 一部研 磨 楕 円形 証軸 に一対

】(259 348[ 打割調整 台形 長軸に一泳

引(259 1 lFf 99-8 研磨 楕円形 長軸に一 寸

348 】(26よ ■R200‐ 7 681 568 M7( 打害I調整 長方形 長軸に一 寸
胡(261 Pi肇 2008 258〔 打割調整 長方形 長軸に一 寸

』(263 苅霊 200‐ 15 打害J調整 精円形 長軸に一 寸

351 凱(263 Fi露 200■ 6 305乏 楕 円形 長軸 に一

』(263 FiЯ 200■ 7 78( ]縁言Ь 楕 円形 長軸 に一 難

』(266 ]i無 203‐ 50 32; 323 1同吉る 研 磨 方形 圧軸 に一対

―-334-一



番号
構
号
遺
番 図版呑号

計  測  値 (clla)(g)
部 位 加工状態 形態 切込等の状態

長 さ 幅 厚 さ 重 量

354 ЫK266 Fi無 203‐ 5〕 32〔 桐部 研 暦 円形 長軸に一対

355 』(268 Fi舞 2037 35' 2M 桐部 打割調整 長方形 長軸に一対

356 胡(271 Fi無 2045 404 295( 打割調整 楕円形 長軸に一対
y鬱 71 FiFr 204-6 132と 桐部 研磨 方形 長軸 一対

引K277 Fi⊆ 204-6 52〔 3204 一部研磨 長方形 長軸 一対

引K283 Fi露 205‐ 5 3解 25〔 10M 研 磨 楕 円形 長 軸 ――え寸

引K283 Fi無 205-6 27: 25ユ 75〔 楕 円形 長軸 一対

引K284 Fi無 205‐ 6 一部研磨 長方形 長軸 一対 欠損

362 】(285 Fi舞 206-14 一部研磨 長方形 長軸 一対

】(287 Fig 206‐ 12 4段 一部研磨 長方形
長「 IIに
一対・埋硼に

とヶ所

】(287 FiЯ 206‐ 13 36乏 2354 打 割 調 整 長方形 長 期 ――テ寸

説(290 FiЯ 207 12 1884 FJf磨 楕円形 長軸 一対

366 努鬱90 F,Я 207-13 研 磨 楕円形 長軸 一対

367 引(291 Fi算 207-5 73を 打割調整 長方形 短軸 一対

努諺96 「 i蹂 208-6 30〔 123 32( 一部研磨 方形 長軸 一対

369 】(297 「 iα 209-11 l ll 研磨 楕円形 長軸 一対

譴(297 il釘 209■ 2 打割調整 長方形 長軸 一対

説(298 「 i露 209‐ 5 27( 長方形 長 軸 ―一え寸

土器片錘 。土製円盤計測一覧表 (遺構外)

番号 遺構番号 図版番号
計  測  値 (cm)(宜 )

部位 加工状態 形態 切込等の状態
長 さ 幅  1厚 さ 重量

l ,i蘇 21 l 36ィ 3521    171 一部研磨 不整円形 長軸 一対

2 】06 「■ 21 334 2331    117 1054 ]縁著[ 一部研磨 長方形 長軸 一対

3 ■09 Piα 21 3 3261    092 研磨 楕円形 長軸 一対

4 蒟⊆21 -4 ]縁言[ 一部研磨 方形 長軸 一対

5 ■10 「 i寛 2ユ 5 三角形 長軸 一対

6 ■12 �算21 153( 打 割調 整 楕 円形 ldI 一対

7 】12 i露 21 ,7 3071    102 研 磨 長方形 長軸 一対

8 ■16 Pi算 21 252( 一部研磨 長方形 長軸 一対

9 X16 報ヽ 9 3471    12E 260( 打割調整 楕円形 長軸 一対

凱16 Piα 21 55〔 4081    133 383〔 打割調整 楕円形 長軸 一対

]i釘 21 4631    10t 294〔 打割調整 楕円形 長軸 一対

�寛21 ]縁部 打 割 調 整 楕円形 長軸 一対

■16 PiЯ 21 3741    09C 9421月同言Б 楕 円形 民軸 に一対

14 116 注 21 3301    126 一部研磨 三角形 長軸 一対

「鷲 21 44( ]縁者[ 打割調整 楕円形 長軸 一対

16 XFf 21 2691    098 63( 研磨 楕円形 長軸 一対

17 312 丸q21 2301    133 78を 一部研磨 長方形 長軸 一対

翌 �露21 3髄 1  102 研磨 楕円形 長軸 一対

貶 �露21 2931    097 打 割 調 整 不率 形 長軸 一対

「 i露 21 3341    111 打 割調 整 長方形 長軸 一対

3ワ P五 21 37〔 2851    125 一部研磨 楕円形 長軸 ―夕↓

■2 報ヽ 3631    083 研磨 円形 短軸に一対
3彦 Piα 21 3041 09〔 88( 打割調整 長方形 長軸に一対
S12 Fi⊆ 21 39て 3081 112 654 打割調整 長方形 長軸に一対

�寛21 27: 2751    114 打割調整 楕円形 長軸に一対
W5 �算21 3551    115 227( 打 割詞 著 長方形 艮瓢 に一 対

S126貼床下 ]五 21 6871    103 一 害K絣 膠 楕 円形 長軸 に一対

S127 �算21 28〔 研 磨 円形 円盤

悦28 �蹂21 08C 158ラ 打割調整 長方形 長軸 一対

]i⊆ 21 52〔 5301    11毛 421( 打割調整 円形 長軸 一対

�釘21 4281 109 3094 一部研磨 楕円形 長軸 一対

130 「 i露 2] 53( 3731    092 打 割調 整 楕円形 長軸 一対

S略0 Pi露 21 楕 円形 民 軸 ―一え寸

鴻 i蹂 21 222( 一部研磨 長方形 長軸 に一対

】3 ]鷲 2 3921    11[ 226( 一部研磨 円形 長軸に一対

謡 �算21 3691    062 124〔 研磨 楕円形 長軸に一対
]i⊆ 21 099 1104 一部研磨 円形 円盤

3烙 「 i露 21 121 一部研磨 楕円形 長軸に一対
粥 2 �Ff 21 354 打 割 調 整 長方形 長軸に一対

鴻 2 「 i罠 21 2671    135 1474 打 割調 整 楕 円形 長軸 に一対

粥 2 �Fr 2ユ 26モ 2321    135 ]縁言Б 研 磨 楕円形 長軸に一対

鴻 3 「 i蹂 2 6461    102 553( 一部研磨 長方形 長軸に一対
蠅 3 「 i⊆ 21 3461    09( 185( 一部研磨 楕円形 長軸に一対
M33 PiFr 21 3681   09[ 一部研磨 楕円形 長軸に一対

�露21 3751    105 一 吾1鮒磨 楕円形 長軸に一対
X33 「 i露 2ユ 3781    095 1904 打 割 調 整 楕円形 長期 に一 対

悦33 「 i算 2ユ 一 害K締 膠 円形 長動 に一対
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番号 遺構番号 図版番号
計 測 値 (cln)徹 )

部位 加工状態 形態 切込等の状態
長 さ 幅 厚 さ 重量

粥 3 FiЯ 21 円 形 罠軸 に一対

粥 3 酎蹂 21 102Z 一駅え汗 円 形 民軸 に一

粥 3 『革 21 口縁部 研 磨 長方形 長軸に一対

粥 3 Fi無 21 (189) 30F 2 (660) 一部研磨 楕円形 長軸に一対・欠損
粥 5 『 i壁 21 305' 胴部 研磨 楕円形 長軸に一対
望 5 『 i露 21 324 207( 研磨 楕円形 長軸に一対
M45 『 i野 21 283 楕円形 長軸に一対

M P130 FIR 21 -54 研 雪円形 罠軸 に一対

Pit80 『櫨 21 一 部 雪円形 民軸 に一

試掘 『雛 21 494 112 口縁部 一 言蹄 屋 長方形 長軸に一対

試掘 FIFr 21 412 31C 115 72Z 一部研磨 長方形 長軸に一対

『 i⊆ 21 453 103 3074 胴部 一部研磨 楕円形 長軸に一対

『 i宜 21 097 1302 胴部 一部研磨 楕円形 長軸に一対

試掘 『 i露 21 459 37〔 127 2804 胴部 一部研磨 楕円形 長軸に一対

試掘 FIFr 21 153 336( 口縁 部 打 割 調 長方 形 罠 ねに―一文寸

試掘 『と手21 ]Π ttБ 長方形 民軸 に一

試掘 『H21 393 128乏 口縁部 一 部 研 胚 長方形 罠軸に一対

試掘 『櫨 21 357 27遷 ■21 胴部 研磨 楕円形 長軸に一対
2工区 Fiα 21 667 5質 585( 口縁部 一部研磨 長方形 長軸に一対
2工区 Fiョ 21 4_3も 267 胴部 一部研磨 長方形 長軸に一対
を工区 『 i露 21 093 一部研磨 楕円形 長軸に一対
2工区 Fも冬21 974 桐部 長方 形 毘軸 に一対

2工区 『 i無 21 口縁 部 打 割 調 雪円形 昆軸 に一

2工区 FiFr 21 桐部 一 剤 研 屡 楕円形 長軸 に一対

3工区 F穂 21 354 088 桐部 打割調整 楕円形 長軸に一対
2工区 『 i霊 21 376 089 25( 胴部 一部研磨 不整円形 長軸に一対

褐 2工区 Fi露 21 32C 078 胴部 打割調整 方形 長軸に一対
74 2工区 Fi露 21 密 桐部 一 罰鮒 燐 楕円形 長軸に一対
2工区 FII1 21 桐部 打 割調 整 毘軸 に一対

2工区 『 i無 2〕 289 103 祠部 打 割調 整 長方形 豆軸 に一

2工区 Fi痒 21 77 (209) 271 (572) 一 部 4TF膠 楕円形 民軸 に一対

2工区 『 i無 21 309 103乏 胴部 一部研磨 楕円形 長軸に一対
〕工 区 Fi霊 21 392 1584 一部研磨 楕円形 長軸に一対
3工区 Fi宜 21 369 149〔 打割調整 楕円形 長軸に一対
〕工区 Fi露 21 6狗 103 ―ヨ鮒 燐 円形 長軸に一対
〕工区 FiЯ 21 122 587[ 口縁 部 打 割調 長方 形 罠軸 に一

〕工区 i無 21 677 部 雪円列 罠 打に一

84 〕工区 Fi露 2ユ -34 529 453 口縁部 一 部 研 慶 長方形 長軸に一対

〕工 区 Fi肇 21 45t 1 桐部 一部研磨 長方形 長軸に一対
〕工 区 Pi偲 21 207( 胴部 打割調整 長方形 長軸に一対
〕工 区 Fi露 2ユ 464 35℃ 232て 胴部 一部研磨 楕円形 長軸に一対
〕工区 Fi気 2〕 200こ 口縁 著Ь 打割調整 長方形 長軸に一対
〕工区 i無 2ユ 石牙サ 長方形 長 コに―一文十

3工区 Fi舞 21 研 楕 円】 長 打に一

〕工区 Fi無 2 33[ 一部研磨 長方形 長軸に一対

〕工 区 FiFr 21 322 一部研磨 長方形 長軸に一対
3工区 Fi亀 2〕 (356) 099 (1368) 研磨 楕円形 長軸に一対・欠損
〕工区 Fi露 21 94 打割調整 不整円形 長軸に一対
3工区 Fi気 21 353 335 093 不整円形 長軸に一対
〕工区 i無 2ユ 355 不 整 円形 長軸 に一対

3工区 Fi無 21 372 打割調整 ξ三ラ 長 ヨに一

〕工区 Fi無 2 27こ 一部研磨 楕円形 長軸に一対

〕工 区 FiFF 21 24〔 研磨 長方形 長軸に一対
〕工 区 Fi霊 21 42を 打割調整 長方形 長軸に一対
〕工区 Fi露 2ユ 246 03 78〔 一部研磨 楕円形 長軸に一対
〕工区 FiЯ 21 1 82て 不整円形 長軸 に一対

〕工区 Fi無 212‐ 103 325 150( 打 割調 整 長方 形 長 屯|こ―一文寸

104 〕工区 FiЯ 212 104 203〔 打割調整 長方】 長 コに一

〕工 区 Fi路 212■ 05 353 277 一部研磨 長方形 長軸に一対
〕工 区 Fi霊 212106 862 342 150盪 一部研磨 楕円形 長軸に一対
〕工 区 Fi露 212107 272 23[ 75F 研磨 楕円形 長軸に一対
〕工区 『 i気 212‐ 108 488 327 203( 打割調整 楕円形 長軸に一対
〕工区 i無 212 084 129[ 顕部 打 割調 整 長方 形 毘軸 に一対

10 〕工区 Fi舞 212 一 言K紆 磨 雪円】 昆軸 に一

11 生工区 『 i無 212‐ l 口縁部 打割調整 楕円形 長軸に一対

生工 区 Fitr 212 392 321 152盪 胴部 一部研磨 楕円形 長軸に一対
生工 区 Fi宜 212 胴部 一部研磨 不整円形 長軸に一対
生工区 Fi露 212- 275 胴部 打割調整 楕円形 長軸に一対
生工区 Fi算 212- 238 098 62( 桐部 円 形 長軸に一対
生工区 F上手212‐ 可部 雪円形 豆軸 に一対

17 生工区 『と手212- 7 343 桐部 打割調整 楕円形 民軸 に一文寸

―-336-下



番号 遺構番号 図版番号
計 瀕」 /●L (Cm)(g)

部位 加工状態 形態 切込等の状態
長 さ 幅 厚 さ 重量

4工区 ,1露 2 252 一部研磨 長方形 長軸 一対

4工区 「i⊆ 2‐ 2弘 1182 研磨 楕円形 長軸 一対

5工 区 露Ｎ，１ 2 4442 打割調整 精円形 長軸 一対

5工区 研 磨 長方形 長 期 ――ズ奪

122 5工区 鷲 2 2 (438) 473 09乏 (2234) 打割調 整 方 形 長軸 一対 欠損

5工区 蚊ヽ 2 0 打割調整 長方形 長軸 ―夕i

5工区 強 2 374 2524 打害じ調整 楕円形 長軸 一 対

5工区 報ヽ 398 l 1462 一部研磨 長方形 長軸 一文寸
5工区 「i⊆ 1968 口縁部 一部研磨 長方形 長軸 一対

5工区 Ｎ■ 頸部 一部研磨 長方形 長軸 一対

5工区 373 277 1266 打割調 率 長方形 長軸 一文↓

5工区 lFr 2 2 (271) (1036) 打割調 整 長方形 民軸 一 対 ・久損

5工区 「狡 2 222 打割調整 楕円形 長軸 一文寸

5工区 2 30て 一部研磨 円形 長軸 一 対

5工区 11質 2 141 966 一部研磨 楕円形 長軸 一対

5工区 ,曖 胴部 打割調整 不整円形 長軸 一対

5工区 2 272 胴部 打割調整 不整円形 長軸 一対

5工区 月同言【 打割 調 整 長方形 長軸 一対

5工区 2 282 長方形 民軸 一 対

5工区 2‐ 2018 一部研磨 台形 長軸 一対

5工区 ,r牟 2 (289) 3 (1700) 胴部 一部研磨 長方形 長 軸 一 対 欠損

5工区 「iЯ 2‐ 一部研磨 不整円形 長軸 一対

5工区 30〔 880 胴都 一部研磨 長方形 長軸 一対

5工区 26g 988 胴部 一部研磨 長方形 長軸 一対

5工区 2 756 胴部 打割 調 整 円形 円板

表採 胴 部 打割詞 率 楕 円形 長 軸 一対

表採 ,1質 2 662 5432 底部 打割調整 不 整形 長朝 一 対

表採
'IFt

2 52〔 3434 打割調整 長方形 長 軸 一 対

表採 ,1露 2 57[ 392 5 3260 胴部 打割調整 長方形 長軸 一対

採 !2 3944 胴部 打割調整 長方形 長軸 一対

:採 42E 2816 打割調整 楕円形 長軸 一対

ミ採 (3692) 骨同き【 打割 調 整 長方形 長軸 一対・欠損

表採 「重 2 2 395 月同言L 打割詞 率 楕 円形 民軸 一対

表採 ,1真 2 (467) ∝ (2004) 胴部 打割調整 長方形 長軸 一文寸 欠損

152 表採
'F手

2 448 2 3524 一部研磨 楕円形 短軸 一対

表採
'こ

よ真i 2 45E 胴部 研磨 楕円形 長軸 ―夕↓
154 κ [2 54 徽53) (2022) 口縁部 一部研磨 楕円形 長軸 一対・欠損

2 454 胴部 一部研磨 長方形 長軸 一対

表採 393 11 2348 胴部 打割調 整 精 円形 長軸 一対

表採 「iЯ 2 2 092 1596 打割 調 整 楕 円形 民軸 一対

表採 ,1真 2 37写 口縁部 打割調整 長方形 長軸 ―夕す

159 表採 ■Я 2 443 131 2356 胴部 一部研磨 長方形 長軸 一対

表採 ,1蕪 2142 胴部 一部研磨 方形 長軸 一対

「iョ 1992 胴部 打割調整 五角形 長軸 一対

亀採 2 胴部 打割調整 長方形 長軸 一対

表採 376 月同言【 打割調 整 方 形 長 期 一 対

表採 ,1興 2‐ 2122 一 著K糾 座 楕 円形 長軸 一対

165 表採 ユiFt 2 一部研磨 楕円形 長軸 一対

表採 ,IЯ 2 1928 胴 部 研磨 長方形 長軸 一対

表採 36( l 1524 打割調整 楕円形 長軸 一対

表採 (399) 286 (1408) 打割調整 長方形 長軸 一対 欠損
表採 「iЯ 2 08[ 1302 打割調整 楕円形 長軸 一対

表採
'1丁

貿| 楕 円形 長軸 一対

表採 ,1真 2 1232 打割調整 楕円形 長軸 一対

172 表採
'V手

2 378 打割調整 楕円形 長軸 一対

表採
'lFf

11 研磨 楕円形 長軸 一対

174 :採 12 翻 325 1214 胴部 打割調整 楕円形 長軸 一対

175 ミ採 2 35〔 1360 一部研磨 長方形 長軸 一対

表採 9舅 口縁 部 長方形 長軸 一対

表採 「i彙 2 2 4 1450 口縁 部 三角形 長軸 一対

178 表採 ,1獄 2 328 一部研磨 楕円形 長軸 一対

表採 「iЯ 2 344 286 一部研磨 楕円形 長軸 一対

表採 (289) 09写 ⑬72) 打割調整 長方形 長軸 一対 欠損

採 27[ 打割調整 円形 長軸 一対

ミ,R 2 (301) 282 09〔 (782) 一部研磨 楕円形 長軸 一対 欠損

表採 976 打割調 整 方 形 軸 ―一天寸

表採 2 84 (251) (744) 一部研磨 長方形 長軸 に一対 ・久損

表採 2 282 12土 一部研磨 長方形 長軸 一対

表採 11肇 257 249 07写 610 打割調整 円形 長軸に一対

十~337-―



2.石器一覧表

番号
構
号
遺
番 図版番号 器  種

計 測 値 (cm)(冨 )
石  質 備  考

長 さ 厚 さ 重 量

l S123 F技 3259 打製石斧 557 安山岩

2 FiFf 32‐ 60 磨 石 砂 岩

3 S123 Fiα  32-61 敲石 731 459 307 133( 安山岩

4 SB8 F憶 34-10 石鏃 265 1 チャー ト

5 S141 Fi露 35‐44 石鏃 221 11 石英

6 S141 Fi⊆ 35-45 石鏃 (15の 039 (13) 黒曜石

7 SK9 F悛 磨石 (810) (503) (148) (680) 砂 岩

3K31 Fi露 36-22 石鏃 246 チャー ト

9 S畷 5 Fi壁 磨石 (1270) ⑬8① (7180) 安山岩

3配5 F慎 敲石 857 2390 砂 岩

lユ SK40 磨製石斧 鬱92) (230) 砂 岩

SK4 Fi⊆ 42望3 礫石斧 222 緑色凝仄岩

SIC4 F故 42‐44 礫器 228 安山岩

SK 42望5 磨 石 (7弘 ) (570) (2310) 安山岩

5 SK4 Fi盛 42‐46 石 皿 (881) (664) (334) (1940) 閃緑岩

S腱2
'1営

39-10 石鏃 チャー ト

SK43 FiFf 42-19 暦 石 (994) (504) (2370) 安山岩

SK47 「i盛 44-29 磨石 (811) ●70 67り (1320) 安山岩

SK58 46-15 磨製石斧 曾01) 283 (1650) 砂岩

SK7] 50-25 暦 石 (449) (729) (601) (1穆 0) 安山岩

SK75 「i⊆ 51-25 磨石 501 603 安山岩

SK77
'1宜

5117 磨石 (855) (828) 石英斑岩

3K77 51-18 暦 石 (604) (340 280 (630) 砂岩

SK81 「i⊆ 52‐ 11 石 皿 (808) (9盈 ) 804 (9590) 絹雲母片岩

SK84
'V阜

磨石 4270 安山岩

SK87 M-11 打製石斧 (595) (625) 199 (1090) 粗面安山岩

SK94 「iq 56‐20 石 皿 2226 6,0200 花尚岩

縣 94 1挙手 56-21 凹 石 822 絹雲母片岩

SK95 打製石斧 (620) 135 (510) 緑色凝灰岩

SK98 57‐8 磨製石斧 (1880) 砂岩

SK104 「i露 59‐9 磨製石斧 (406) 572 (1210) 砂岩

Xl14 ,1質 62-29 暦 石 1280 663 5490 安山岩

Kl14 62-30 凹 石 396 絹雲母片岩

縣 l14 「IR 62‐31 磨石 (505) 489 ①2① 安山岩

K120 礫 器 572 710 安山岩

縣 122 4 磨製石斧 (431) (391) 25C (590) 安山岩

縣 143 れ露 石皿 (876) (424) (204) (510 安山岩

M153 磨石 (1246) (607) 398 (3120) 安山岩

K163 剥片石器 087 288 黒曜石

縣 169 11露 9 石鏃 (180) 0「92 (X00 黒曜石

縣 183 磨製石斧 (206) 蛇紋岩

M183 石鏃 黒曜石

Ⅸ 186 1lЯ 磨石 (560 528 似29① 安山岩

SK190 Fi髯 182‐ 磨石 (596) (2810) 安山者

M190 「i露 82-20 凹 石 (742) (545) 鬱210) 絹雲母片岩

SK211 ,1肇 89-12 石皿 (2415) (1883) (1930 (4,2500) 安山岩

W44 95‐ 12 局部磨製石斧 384 ホルンフェルス

貶 44 95-13 石鏃 黒曜石

記 47 97-10 磨石

“

8の 693) 379 (1890) 安山岩

盟 48 Pi年 19723 小形礫石斧 頁 岩

縣 258 Fi蕪 1998 磨 石 (407) (679) 骸91) (1010) 安山岩

SK284 ]ia 205-7 磨製石斧 (507) 89C 蛇紋岩

盟 85 Fi無 206-15 磨製石斧 (899) (1280) 粘板岩

貶 85 ]i無 206-16 石鏃 205 メノウ

SK287 Fi霊 206-14 磨石 431 741C 安山岩

SK290 Fig.207■ 4
小形局部磨製
石斧

21C 蛇紋岩

SK298 Fi亀 2096 磨製石斧 (672) 291 (1430) 砂岩

SK299 Pi宮 209-7 石皿 (789) ●比0 65つ (3950) 安山岩
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3.竪穴住居跡出土遺物観察表

住居跡S101出土遺物観察表 (単位 :cm、 g)

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 備考

1 土師器 器台 石英 長石 浅黄橙色 llllTR8P4 良好
外面日縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ。内面日縁部ヨヨナデ、

体部ヘラナデ。

即部3Z欠損
米面赤彩

2 土師器 小形甕 71111
石英 長石
黒色粒子

橙色7 5YR6/6

黒色 10邪91
良好
外面郭都口縁ヨヨナデ、体部ヘラケズリ。内面口縁部ヨヨナデ、

休部ヘラナデ。
日縁3/4欠損

3 土師器 一璽 (1770) 石英 長石 黒色 75Ч宅〃1

赤掲色5VTW6
農好
外面ハケロ調整の後、ヘラミガキ。内面ヘラナデ。 日縁部欠損

外面赤彩

4 土師器 甕 2000 (1560)
石英 長石
黒色粒子

灰黄掲色10YR4/2

浅黄橙色 XOYR814
良好
外面日縁部ヨコナデ、ヘラナデ。体部ハケロ調整。ヘラナデ。

内面回縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ。

口縁1お欠頼

底部欠損

番号 種房J 長 さ 高 さ 重量 色 調 特 徴 備考

5 土玉 にぶい橙色 5ЧR7/4 罠球形 完形

住居跡S102出 土遺物観察表

番号 種別 器種 口径 器 高 底 径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 備考

1 土師器 小形塊 880
石英 長石
スコリア

明黄褐色 lllYRη 6

褐灰色 10YR4/ユ
良好

'卜

面ナデ。内面ヘラナデ。 日縁1お残存

底都完存

2 土師器 一臣 1360 石英 長石 栓色 7 roYRη6 良好
外面日縁部ヘラケズリ。体部ハケロ調整。ヘラナデ。内面回

縁部ハケロ調整。体部ヘラナデ。
口縁部残存

3 土師器 箋 1800 (7m) 石英 長石 浅黄橙色Юttp6
灰黄掲色 lCYR5 2

良好
外面回縁部ヨヨナデ。体部ハケロ調整、ヘラナデ。内面口縁

部ハケロ調整。
ヨ縁部破片

住居跡S103出土遺物観察表

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 備考

1 土師器 高郭 (900)
石英 長石
チヤート

浅黄橙色7醜R873 良好
外面ヘラケズリ。内面ヘラナデ。 卿部12残存

・I面ホ彩

2 土RT器 塊 860 550 360
石英 長石 黒
色粒子 スコリ
ア

明黄褐色1∝Rη 6 良好

外面ヘラケズリ。内面ヘラナデ。
ヨ縁ユ″残存

氏部残存

3 土師器 坑 630 380
石英 長石
スコリア

橙色7税R66 良好
外面ハケロ調整、ヘラケズリ。内面日縁部ハケロ調整。体部
ハケロ調整。

ほぼ完存

赤彩

4 土師器 甕 (570) 石英 長石
にぶい褐色

75W“壁ア4
良好
外面回縁部 ヨコナデ。体部ハケロ調整、ヘラナデ。内面口縁

部ハケロ調整、ヨヨナデ。体部ヘラナデ。
日縁部破片

5 土師器 甕 (580)
石英 長石
黒色粒子

こがい褐色

'5WIR「o14

ミ褐色7開Ryl
罠好

外面回縁部 ヨコナデ。体部ヘラケズリ。内面口縁部ヨヨナデ。

体部ヘラナデ。 回縁 1/4残存

6 土師器 菱 1400 (3Ю ) 石英 長石
にぶい黄褐色

10YR5/4
良好
外面ハケロ調整。内面回縁部ハケロ調整。

口縁部破片

土師器 Itl (310) 石英 長石 i完黄橙色 lllYR82 良好
外面ハケロ調整、ヘラケズリ。内面ヘラナデ。 底部残存

赤彩

8 土師器 球 (180) 340 石英 長石 刀赤褐色働R開 良好
外面ヘラケズリ。内面ヘラナデ。 底部残存

赤彩

9 土師器 霊 1500 (300) 石英 長石 黒掲色 10hTR3rl

明黄褐色1鋭R76
良好
外面回縁部 ヨコナデ。体部ハケロ調整、ヘラナデ。内面回縁

都ヨコナデ。T4N部 ヘラナデ。
日縁部破片

土師器 甕 1500 (270) 石英 長石
にぶい黄橙色

10WR黎
良好
外面口縁部 ヨコナデ。体部ハケロ調整。内面口縁部ヨコナデ。

体部ハケロ調整、ヘラナデ。
回縁 1お残存

番号 種別 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材質 特 徴 備考

11 砥石 171111 190 610営 疑灰培

番号 種別 長さ 高さ 重量 色調 特 徴 備考

土玉 (138) (261) (498) 黒褐色Ы釈

"1
Iれ残存

住居跡S104出 土遺物観察表

番号 種別 器種 口径 器 高 底径 胎 土 色調 焼 成 手法の特徴 備考

1 土師器 lH 1180 (390)
石英 長石
スコリア

赤褐色2 5VR4お 良好
71面 口縁都ハケロ調整の後、ヘラミガキ。内面ヘラミガキ。 日縁 l14残存

赤彩

2 土師器 襲
石英 長石
スコリア

黒色7開R21
にぶい黄橙色

lllYR68

良好

外面ハケロ調整。内面ヘラナデ。

胴部破片

住居跡S106出土遺物観察表

番号 種別 器種 口径 器 高 底 径 胎 土 色調 焼成 手法の特徴 備考

1 土師器 高郭 (980)
石英 長石
白色針状物質

橙色2昴気98 良好
外面杯部ヘラナデ。脚部ヘラナデ。内面不都 ヨコナデ。脚部
ヘラナデ。輸積み痕。

1お残存

赤彩

2 土師器 高郭 1640 (450)
石英 長石
自色針状物質

明赤褐色2 5YR5/8 良好
外面郭部ヨコナデ、ヘラケズリ。内面杯部ヘラナデ。 日縁 1お残存

赤彩

3 土師器 高郭 (260) 石英 長石 褐色75Ⅵ謹β 良好
外面lTN部 ヘラケズリ。内面杯部ヘラミガキ。 イ底部残存

未 彰

4 土師器 高郭 (270) 石英 長石
明赤褐色25YRy8
黒褐色10Ⅵ謝/1

良好
外面郭部ヘラナデ、ヘラケズリ。内面杯部ヘラナデ。 邪底都残存

赤彩

5 土師器 高杯 (350) 石英 長石 澄色2 roYR6/8 良好
外面杯都ヘラナデ、ヘラケズリ。内面杯部ヘラミガキ。 lTN底部残存

赤彩

6 土師器 高不 (720)
石英 長石
白色針状物質

橙色税R6お 良好
外面脚部ヘラナデ。ハケロ調整、ヘラケズリ。内面脚部ヘラ

ナデ、シボリ。

脚部残存

赤彩

7 土師器 高不 (770)
石英 長石
自色針状物質

橙色7引t6/6 良好
外面脚部ヘラナデ。内面脚部ヘラナデ、シボリe 脚部残存

赤彩
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呑島 種別 器種 口径 器高 底径 月台土 色調 焼 成 手法の特徴 備考

8 土師器 高杯 石英 長石 橙色昴像98 良好
外面脚都ヘラケズリ。内面脚部ヘラナデ、シボリ。 脚都12残存

赤彩

9 土師器 鷲 760 860 300 石英 長石
黒褐色 10瑯む/1

良好
外面杯部回縁 ヨコナデ、ヘラミガキ。体部ヘラミガキ。内面

口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ。

口縁 1お残存
依 菩Rl′夕蒋 海

10 土師器 lt 1060 石 英 長石 天黄掲色 10YR4/2 良好 外面杯部口縁 ヨヨナデ、ヘラナデ。内面口縁部ヨヨナデ。 口縁 1れ残存

11 土師器 イ 1460 550 360 石英 長石 赤褐色25郵と/8 良好
外面邦部日縁 ヨコナデ。体部ヘラケズリ。内面日縁都 ヨコナデ。

体部ヘラナデ。

国縁 2お欠損

赤彩

12 土師器 婉 1180 590
石英 長石 黒
れ対平

橙色7引t″6
褐灰色75YRVl 良好

外面杯部口縁 ヨコナデ。体部ヘラケズリ。内面日縁部 ヨコナデ。

休部ヘラナデ。
1お欠損

13 土師器 婉 1300 (430) 石英 長石 橙色説R68 良好
外面郭部口縁 ヨコナデ。体部ヘラケズリ。内面口縁部 ヨコナデ。

体部ヘラナデ。
口縁 1/8残存

土師器 莞 2300 (300) 石英 長石 黒褐色10M91
橙色1鋭R6お

良好
外面口縁部ヨヨナデ。ハケロ調整。内面日縁部ハケロ調整。

体部ヘラナデ。
回縁部破片

土師器 発
石英 長石 黒
色粒子

明赤褐色2鋭R,6
浅黄橙色 10YR8 3

良好
外面ヘラケズリ。内面ヘラナデ。

底部2お残存

番号 種別 長 さ 幅 厚 さ 重量 材質 特  徴 備考

双孔円板 215 (028) (1「98) 滑石 約 12欠損

住居跡S110出土遺物観察表

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎 土 色調 焼 成 手法の時徴 備考

土師器 器台 (71) 石英 長石 灰黄褐色 10YR,2 良好
外面郭部ヨコナデ、ヘラケズリ。脚部ヘラケズリ。内面杯部
ヘラナデ。脚部ヘラナデ。透孔

体部 1/2欠損

2 土師器 鷲 1400 石英 長石
にぶい橙色 51TR5た

黒掲色 7 5YR3/ユ
良好 クト面杯部日縁 ヨコナデ、ヘラナデ。内面日縁部ヘラケズリ。

体部 底部
欠損 口縁部

175久損

3 土師器 斐 1900 (1530) 石英 長石
淡黄色2開R8�
黒褐色 10邪3,1

良好
外面回縁部ハケロ調整。体部ハケロ調整。内面回縁部ハケロ

調整。体部ヘラナデ。
底部欠損

4 土師器 菱 1600 (870) 石英 長石
黄橙色10YRy5
灰黄褐色10Ⅵ望/2

ミ好
外面日縁部ハケロ調整。体部ハケロ調整。内面口縁部ヨコナデ。

体部ヘラナデ。
日縁 1/8残存

5 土師器 一堕 (27) 石英 長石 黄橙色 7 5ЧR″8 良好 外面ハケロ調整。内面ハケロ調整。 底部のみ

6 土師器 甕 620 石英 長石
明赤褐色税R5お

黒褐色75Ⅵ謝/1
良好 外面ヘラナデ。内面ヘラナデ。 底部 1た残存

住居跡SI司 2出土遺物観察表

番号 種 別 器種 口径 器高 底径 月台土 色調 焼 成 手法の特徴 備考

1 土師器 不 1360 (290) 石英 長石
にぶい黄橙色
10YRη4

良好
外面不部日縁 ヨコナデ。体部ヘラケズリ。内面回縁部ヨヨナデ。

体部ヘラナデ。

回縁都破片

2 土師器 郭 1460 450 200
石英 長石
自色針状物質

にぶい黄橙色

10YR‐ 4

黒色 10YRユ ″1

良好

外面杯部日縁 ヨコナデ。体部ヘラケズリ。内面回縁部ヨコナデ e

体都ヘラナデ。
ほlF完存品

黒色処理

3 土師器 杯 1500 石英 長石
にがい橙色

75マ寂62 良好
外面不都回縁 ヨコナデ。体部ヘラケズリ。内面日縁部ヨコナデ。

体部ヘラナデ。
1洛残存

4 土師器 イ 1600 (350, 石英 長石
にぶい黄橙色
10Ч R″3

良好
外面杯部回縁 ヨコナデ。体部ヘラケズリ。内面日縁部ヨコナデ。

体部ヘラナデ。

回縁 l14残存

黒色処理

番号 種別 長 さ 高 さ 重量 色調 特  徴 備考
5 土玉 200 199 702 にぶい橙色7開R″4 扁球形 完形品

6 土王 (290) 278 (1098) 黒褐色75YRVl 球形 14残存

番号 種別 長 さ 幅 厚 さ 重量 材質 特   徴 備考
7 双孔円板 215 234 234 滑石 完形

8 双孔円板 185 199 182 滑石 え形

9 双孔円板 223 040 滑 石

双孔円板 (267) (207) (378) 滑石 欠頼

双子と円板 (189) (151) (080) 滑石 欠損

双子と円板 (224) (113) (l l14) 滑石 欠額

3 未製品 083 1162 滑石 91磨痕あ り

未製品 393 143 085 4M 滑石 友形痕あ り

5 最J片 208 069 滑石

16 剥片 131 088 滑石

住居跡S116出土遺物観察表

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎 土 色調 焼 成 手法の特徴 備考

I 土師器 r4N 石英 長石 黒色1鋭R17/1 良好
外面郭部回縁 ヨコナデ。体部ヘラケズリ。内面口縁部ヨヨナデ。

体部ヘラナデ。

ほぼ完存品

黒色処理

2 土師器 杯 石英 長石 登色開R96 良好
外面 14N部 回縁 ヨコナデ。体部ヘラケズリ。内面日縁部ヨヨナデ。

体都ヘラナデ。
12欠損

3 土師器 林 石英 長石 灰褐色7開R4/2 良好
外面
j4N部 回縁 ヨコナデ。体部ヘラケズリ。内面口縁部ヨコナデ

体部ヘラナデ。
日縁 1/2欠損

4 土師器 杯 1200 石英 長石
白色針状物質

登色5YRη8 良好
外面杯部回縁 ヨコナデ。体部ヘラケズリ。内面口縁部ヨヨナデ

体部ヘラナデ。

日縁 1/3欠損

赤彩

5 土師器 郭 石英 長石 登色7 5YR6お 良好
外面杯部口縁 ヨコナデ。体都ヘラケズリ。内面回縁部ヨヨナデ。

体部ヘラナデ。
回縁 1/8残存

6 土師器 杯 石英 長石
尺貢色2,r6/2

曳黄橙色10YR8 4
ミ好
外面lTN部 口縁 ヨコナデ。体部ヘラケズリ。内面口縁部ヨヨナデ。

体部ヘラナデ。

1穆残存

黒色処理

7 土師器 不 石英 長石
金色5YR08
ミ色7税R17/1

El好
外面郭部日縁 ヨコナデ。体部ヘラケズリ。内面口縁部ヨコナデ

体部ヘラナデ。

ほぼ完存品

黒色処理
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎 土 色詞 焼成 手法の特徴 備考

8 土師器 莞 多400 (1l m) 石英 長石 橙色75政R06 良好
外面回縁 ヨコナデ。体部ヘラナデ。内面日縁部ヨコナデ。体

部ヘラナデ。
日縁2洛残存

9 土師器 甑 2800 29011 12 C ll 石英 長石
にぶい栓色

7 5WR″ 4
良好

外面杯部口縁ヨコナデ。体部ヘラケズリ。内面日縁部ヨコナデ。

体部ヘラナデ。

底都12 体
部 1お  口縁
部 lβ残存

土師器 甕 (300) 91111 石英 長石

にぶい褐色

7 5Wτ(ソ1

黒褐色75YRyl
(内 )褐灰色1帆R6/1

良好

米面ヘラナデ。内面ヘラナデ。

底部1姥残存

土師器 憂 (260) 800 石英 長石
にぶい黄橙色
lllYR6/4

良好
外面ヘラナデ。内面ヘラナデ。

嘆部破片

番号 種別 長 さ 高 さ 重量 色調 特 徴 備考

土製支脚 (2071) (99200) 0色 7 5YR6/6 手捏ね 基都欠損

土玉 貞黄橙色7限R'3 求形 完形品

住居跡S117出 土遺物観察表

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼 成 手法の特徴 備 考

1 土師器 高 lTN (230) 石英 長石 登色7 5YR“
丙Ⅲ未瑠身任あW,4/FI

良好
外面杯部ヘラナデ、ヘラケズリ。内面杯部ヘラミガキ。 郭部破片

赤彩

2 土師器 高JTN (380) 石英 長石 月赤褐色2引R516 良好
外面脚部ヘラナデ。ハケロ調整、ヘラケズリ。内面脚部ヘラ

ナデ、シボリ。

脚部12残存
赤彩

3 土師器 小形養 (380)
石英 長石
スコリア

i完黄橙色 10YR814 良好
外面回縁 ヨコナデ。体部ヘラナデ。内面口縁都ヨヨナデ。体

部ヘラナデ。
口縁 1/4残存

土師器 小形襲 (330) 41111 石英 長石 全色7開R6T6 良好 外面ヘラナデ。内面ヘラナデ。 底部残存

5 土師器 奏 1700 (350)
石英 長石
チャート

浅黄橙色 101TR8/4 良好
外面日縁都 ヨヨナデ。体部ハケロ調整。内面口縁部ハケロ調整。

体部ヘラナデ。
口縁 1/5残存

住居跡S121出土遺物観察表

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎 土 色 調 焼成 手法の特徴 備考

1 土師器 高杯 1900 1800 1380 石英 長石 赤褐色2 5YR4/6 良好
外面郭部ヘラナデ。脚部ヘラナデ。内面不部ヘラナデ。脚部
ヘラナデ。ヘラケズリ。

杯部12欠損
赤彩

2 土師器 鷲 (630) 320 石英 長石
橙色75YR76
黒褐色75YR3 1

駐好
外面杯都口縁ヘラナデ。体部ヘラケズリ。内面日縁部ヨヨナデ

体部ヘラナデ。

回縁部欠損

赤彩

3 土師器 小形養 (940)
石英 長石
チャー ト

刀赤褐色2 5YR,8
月褐色■5YRFjr6

良好
外面口縁部ヨコナデ。体部ハケロ調整。内面口縁部ハケロ調整。

体部ヘラナデ。

体部 1/2欠損

底部欠損

番号 種別 長さ 高さ 重量 色調 特 徴 偏 考

4 土玉 288 2810 明赤褐色 5WЪ96 球形 完形品

5 土 玉 3224 にぶい橙色7税R物 長球形 完形品

番号 種別 長 さ 幅 厚 さ 重量 材質 特 徴 備 考

6 剣形品 408 滑石

住居跡S125出 土遺物観察表

番号 種別 器種 口径 器高 底 径 胎 土 色調 焼成 手法 の特 徴 備考

1 土師器 不 1200 石英 長石 橙色75YR76 良好
外面イ部口縁ヨヨナデ。体部ヘラケズリ。内面口縁部ヨコナデ。

体部ヘラナデ。

日縁部破片

2 土師器 奏 (180) 石英 長石 橙色5YR676 良好 外面ヘラナデ。内面ヘラナデ。 蜃部 lμ残存

番号 種別 長 さ 高さ 童量 色調 特 徴 備考

3 土 玉 195 橙色2 5YR″ 6 球形 完形品

4 土 王 終 750 浅黄橙色7開R86 扁球形 第形品

5 土玉 71 灰白色 7 FDYR812 扁球形 完形品

6 土玉 25 200 にぶい褐色75Wky3 扁球形 完形品

住居跡S126出 土遺物観察表

番号 種 別 器種 口径 器 高 底 径 胎 土 色調 焼 成 手法の特徴 備考

1 土師器 郭 1360 石英 長石
橙色5璃96
明掲色7闘R5/6

良好
外面郭部日縁ヨコナデ。体部ヘラケズリ。内面回縁部ヨコナデ。

体部ヘラナデ。

日縁 1/8残存

黒色処理

2 土師器 琢 161111 (379) 石英 長石 橙色75YRη6 良好
外面杯部日縁 ヨコナデ。体部ヘラケズリ。内面回縁部 ヨコナデ。

体部ヘラナデ。

口縁部破片

黒色処理

3 土師器 雰 1200
石英 長石
白色針状物質

黒褐色1鋭R3/1

(内 )に ぶい褐色

75YR5 4
良好

外面lTN部 日縁ヨコナデ。体部ヘラケズリ。内面回縁部ヨコナデ。

体部ヘラナデ。
回縁ユ/4残存

黒色処理

4 上師器 耳 1200 (260)
石英 長石
白色針状物質

にぶい褐色
7 FJYRFD14

良好
外面辱部口縁ヨコナデ。体部ヘラケズリ。内面日縁部ヨヨナデ。

体部ヘラナデ。

日縁 1/5残存

黒色処理

5 土師器 杯 1300 (360)
石英 長石
白色針状物質

明赤褐色5YR,6 良好
外面不部口縁ヨコナデ。体部ヘラケズリ。内面口縁部ヨヨナデ。

体部ヘラナデ。

口縁 1お残存

塁色処理

6 土師器 妹 1500 (350)
石英 長石
スコリア

にぶい褐色

7 5Ч R6浴
良好
外面郭部口縁ヨヨナデ。体部ヘラケズリ。内面口縁部ヨヨナデ。

体部ヘラナデ。

口縁 1/6残存

黒色処理

土師器 杯 1400 (320) 石英 長石 浅黄橙色10WR,4 良好
外面杯部口縁ヨヨナデ。体部ヘラケズリ。内面日縁都ヨコナデ。

体都ヘラナデ。

口縁 1/5残存

黒色処理

8 土師器 不 1260 (330) 石英 長石 橙色 FDvR6/8 良好
外面杯都回縁ヨコナデ。体部ヘラケズリ。内面日縁部 ヨコナデ。

体部ヘラナデ。

口縁 174残存

黒色処理

9 土師器 不 1240 (290) 石英 長石 橙色7引R″6 良好
外面郭部回縁 ヨヨナデ。体都ヘラケズリ。内面口縁部 ヨコナデ。

体部ヘラナデ。
lT I残存
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎 土 色調 焼成 手法の特徴 備考

10 土師器 甕 (880)
石英 長石
雲母

黄橙色10瑯む/6

黒褐色 illYR3/1
良好
外面日縁 ヨコナデ。体部ヘラナデ。内面日縁部ヨコナデ。体

部ヘラナデ。
回縁 1/3残存

11 土師器 霙 (1230)
石英 長石
雲母

にぶい黄橙色

lllYR72

暗灰黄色25Y4/2
良好

外面口縁 ヨコナデ。体部ヘラナデ。内面回縁部ヨコナデ。体

部ヘラナデ。 日縁 12残存

12 土師器 菱 2220 石英 長石 雲母
チャー ト

にぶい黄橙色
10WR7お

良好
外面口縁ヨコナデ。体部ヘラナデ。内面口縁部ヨコナデ。体

部ヘラナデ。
回縁 1/5残存

番号 種別 長 さ 高 さ 重 量 色 調 特 徴 備考

土王 230 275 1695 i完橙色5YR8 4 罵球形 定形品

土 I 2「D4 13M 浅黄橙色7税ty3 球形 完形品

土王 228 橙色2 5YR6/8 球形 完形品

土王 223 791 1完黄橙色7税ty6 扁球形 完形品

土王 612 灰白色7 5YR,2 扁球形 完形品

土玉 27) 212 (439) にぶい黄橙色10WR7溜 扁球形 12残存

住居跡S127出 土遺物観察表

番号 種別 器種 口径 器 高 底 径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 備考

1 土師器 郭 1320 460 400 石英 長石 橙色51R616 良好
外面日縁 ヨヨナデ。体部ヘラケズリ。内面日縁部ヨコナデ。

体部ヘラナデ。

日縁 12残存
黒色処理

2 土師器 イ 1440 石英 長石 灰黄褐色I働R4/2 良好
外面日縁 ヨコナデ。体部ヘラケズリ。内面日縁部ヨヨナデ。

体部ヘラナデ。

日縁1れ残存
黒色処理

3 土師器 lTN 1420 (320) 石英 長石 褐色7 5YR4お 良好
外面日縁 ヨコナデ。体部ヘラケズリ。内面国縁部ヨコナデ。

体都ヘラナデ。

口縁 1れ残存

黒色処理

土師器 妹 1300 (230) 石英 長石
にぶいttl色
7 5YR5 4

良好
外面日縁 ヨコナデ。体部ヘラケズリ。内面回縁部ヨコナデ。

体部ヘラナデ。
ユお残存

5 土師器 tlN 1360 (350) 石英 長石 浅黄橙色10Ⅵ導胸 良好
外面口縁 ヨコナデ。体郡ヘラケズリ。内面日縁部ヨコナデ。

体部ヘラナデ。
1お残存

6 土師器 鉢 ? 1700 (380)
石英 長石
白色針状物質

にぶい赤掲色
5YR6 3

良好
外面回縁 ヨコナデ。体部ヘラケズリ。内面口縁部ヨヨナデ。

体部ヘラナデ。

口縁部破片

黒色処理

7 土師器 羹 1680 1810
石英 長石 にぶい褐色

75ЧRy4 良好
外面口縁 ヨコナデ。体部ヘラナデ。内面日縁部 ヨコナデ。体

部ヘラナデ。
本部一部欠帳

8 土師器 斐 (720)
石英 長石
スコリア

橙色7曲Rα 6
良好
外面ヘラケズリ。内面ヘラナデ。

氏部 1/2残存

9 土師器 斐 (220) 760 石英 長石

褐灰色 10璃秘/1

(内 )に ぶい橙色
7 5WR6Z

良好

外面ヘラケズリ。内面ヘラナデ。

氏部12残存

土師器 奏 (430) 900 石英 長石
にぶい黄橙色

10WR″4

黒褐色10YR3/1

良好

外面ヘラナデ。内面ヘラナデ。

氏部 1/3残存

住居跡S128出土遺物観察表

番号 種 別 器種 口径 器高 底 径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 備考

1 土師器 不 n80 (380) 石英 長石 i完黄橙色7開釈y3 罠好
外面日縁 ヨコナデ。体部ヘラケズリ。内面日縁部 ヨコナデ。

体部ヘラナデ。

回縁 lr8残存

黒色処理

2 土師器 郭 1300 (310) 石英 長石 橙色5YR6お 罠好
外面日縁ヨコナデ。体部ヘラケズリ。内面日縁部 ヨコナデ。

体部ヘラナデ。
日縁 1る残存

3 土師器 発 1400 1630
石英 長石
雲母

明赤褐色2 5YR「38 ミ好
外面日縁 ヨコナデ。体部ヘラケズリ。内面国縁部 ヨコナデ。

体き【ヘラナデ。
底部欠損

上師器 甕 (320) 石英 長石
にぶい赤褐色
5YR52 負好

外面ヘラナデ。内面ヘラナデ。
底部ユ泡残存

番号 種別 長 さ 高 さ 重量 色調 特 徴 備考

5 土玉 175 206 こぶい黄橙色1鋭R714 球形 完形品

住居跡S129出 土遺物観察表

番号 種 別 器種 口径 器高 底径 胎 土 色 調 焼 成 手法の特徴 備考

〕 土師器 坑 (400) 石英 長る
にぶい黄橙色

10ЧR64 罠好
外面口縁 ヨコナデ。体部ヘラケズリ。内面回縁部ヨヨナデ。

体部ヘラナデ。

口縁部破片

黒色処理

2 土師器 餐 (770) 石英 長石 月黄褐色 lllYR7/6 良好
外面日縁 ヨコナデ。体部ヘラナデ。内面口縁部ヨコナデ。体

部ヘラナデ。
回縁ユ之残存

3 土師器 発 石英 長石 ほ灰黄色25Y4/2

登色7 5YR″ 6
良好
外面曰縁 ヨ]ナ デ。体部ヘラナデ。内面口縁部ヨヨナデ。体
部ヘラナデ。

日縁 1/4残存

土師器 甕 石英 長石 黒掲色25Y3/1

(内 )灰白色10Yy2
度好
外面ヘラナデ。内面ヘラナデ。

底部残存

5 土師器 甑 (1970) 石英 長石 浅黄橙色 lllYR8/3

黒褐色1鋭R3/1
良奸
外面ヘラナデ、ヘラケズリ。内商ヘラナデ。

日縁部破片

住居跡S131出 土遺物観察表

番号 種 別 器種 口径 器高 底径 胎 土 色 調 焼成 手法の特徴 備考

1 土師器 高不 1780 1200
石英 長石
黒色粒子

月赤褐色2引R5/8 良好
外面不部ヨコナデ、ヘラケズリ。脚部ヘラナデ。内面郭部ヘ

ラナデ。脚部ヘラナデ。

lTN部 1,残存
赤彩

2 土師器 高不 石英 長石 登色開R7/8 良好
外面堺部ヘラナデ、ヘラミガキ。脚部ヘラナデ。内面杯部ヘ

ラナデ。脚部ヘラナデ。透了し。

体部のみ

赤彩

3 土師器 奏 1700 (38Э ) 石英 長石 天褐色7 5YR42 良好
外面回縁部ヨヨナデ。ハケロ調整。内面口縁部ハケロ調整 c

体都ヘラナデ。
回縁12残有

上師器 整 2180 (2100)
石英 長石 黒
色粒子

黒褐色 lllYR3/1 良好
外両日縁部ヨヨナデ、ハケロ調整。体部ハケロ調整。内面日

縁部ハケロ調整。体部ヘラナデ。
体部ユれ残存

5 土師器 小形菱 12 1370 石 英 長石 浅黄栓色75YR8 4 良好
外面日縁部ハケロ調整。体部ハケロ調整。ヘラケズリ。内面

日縁部ハケロ調整。体部ヘラナデ。
体部一部欠損
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番号 種 別 長 さ 高 さ 重量 色 調 特 徴 備考

6 土玉 359 386 5002 lB灰色10YR4/] 欧形 完形品

7 土王 272 26蓼 浅黄橙色7 5Ч tty6 扁球形 完形品

8 土 王 309 242 1288 にぶい橙色7 5YR614 長球形 完形品

住居跡Si32出 土遺物観察表

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 備考

ユ 土師器 重 2680 (10511)
雲母 石英
長石

赤色7訴W8 良好

口縁部は粘土帯を貼りあわせた複合曰縁で、日縁端部ナデ。

日縁外面に6本単位の押圧棒状浮文を貼付。頸部はヘラミガキ。

頸部下部に円形浮文を貼付。肩部は網目状撚糸を施す。内面
ヘラミガキ。内外面に赤彩を施す。

日縁部12残
存

赤彩

2 土師器 一璽 18 Clll (460) 石英 長石 淡栓色5YR874 良好

日縁部は粘土帯を貼 りあわせた複合日縁で、日縁端部ナデ。

日縁外面ヘラナデ。頸部はハケロ調整。内面 3列 の刺突文に
刻目を巡らす。ヘラミガキ。内外面に赤彩を施す。

日縁部 lZ残
存

赤彩

3 土師器 器台 1560 122Э 1580 砂油 灰自色75!翻 2 良好
外面lTN都 ヨコナデ、ハケロ調整。脚都ハケロ調整。内面杯部
ハケロ調整、ヘラミガキ。脚都ハケロ調整、ヘラナデ。

日縁 1/3欠損

土師器 壷
石英 長石
スコリア

赤色10R4/8 良好

回縁部は粘土帯を貼 りあわせた複合日縁で、日縁端部ナデ。

日縁外面に 3本単位の押圧棒状浮文を貼付。頸部はハケロ調
整。内面ヘラミガキ。内外面に赤彩を施す。

口縁部破片

赤彩

番号 種別 長 さ 高 さ 重量 色調 特 徴 備 考

5 土玉 465 7250 にぶい褐色7 5YR6β 大形 球形 乏形品

6 土玉 2537 にぶい栓色7税R62 扁球形 乏形品

住居跡Si33出土遺物観察表

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎 土 色調 焼 成 手法の特徴 備考

1 土師器 高杯 1360
石英 長石 黒
色粒子 チヤー
ト

赤色10R4/8 良好

ホ面脚部ヘラナデ。内面脚部ヘラナデ。
脚部破片

赤彩

2 土師器 高郭 (1370)

石英 長石 白
色針状物質 黒
色粒子

浅黄橙色7 bYR8/6 良好

卜面脚部ヘラナデ。内面脚部ヘラナデ。シボリ。
脚都破片

赤彩

3 土師器 小形甕 1780 (870) 石英 長石 又褐色75YR5 2 良好
rl面 回縁都ハケロ調整。ヨコナデ。体部ハケロ調整。ヘラナデ。

付面日縁都ヨヨナデ。体都ヘラナデ。
体部1/8残存

番号 種 別 長 さ 高 さ 重畳 色調 特 徴 備考

土玉 5680 霊橙色7 5YR8お 球形 完形品

5 土 王 334 2886 灰黄褐色 lllYR6諺 扁球形 完形品

番号 種別 長 さ 幅 厚 さ 重量 材質 特 徴 備考

6 棒状土製品 108 (322) 土製 k損品

7 銅鏃 422(163) 145 (043) 046 (038) 505 青銅 意は完存品

住居跡S145出土遺物観察表

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎 土 色調 焼成 手法の特徴 備考

ユ 土師器 箋 190Э (2210)
石英 長石
黒色粒子

黒色75Ⅵψ/1
良好
外面日縁部ヨコナデ。体部ハケロ調整。ヘラナデ。内面日縁

都ヨコナデ。体部ヘラナデ。

本部12残存
蕉書К謗片

2 土師器 甕 (180) 580
石英 長石
スコリア

橙色2醜R閉 良好
外面ヘラナデ。内面ヘラナデ。

貞都破片
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第Ⅲ章 まとめ

lB は じめに

龍善寺遺跡は霞ケ浦に注ぐ桜川の右岸にあたり、東西を支谷に挟まれた南北に伸びる台地上に立地している。

遺跡は台地中央から東側および北東側にかけて広がるものと推定されるが、今回の調査範囲は限定されてはい

るものの、まさに遺跡の中心にあたったと思われる。本来の遺跡規模は南北200m、 東西150m以上に広がり、

縄文時代と古墳時代の集落跡としては市内でも有数の大規模遺跡のひとつとなった。しかし、調査自体は広大

な遺跡の縁辺部と中央部にトレンチ調査を入れたような段階に過ぎず、調査面積が3,500♂ にも満たないため未

調査部分に相当数の竪穴住居跡や土坑が存在するものと考えられる。それでも今回検出された遺構は、縄文時

代の竪穴住居跡25軒、土坑302基、古墳時代の竪穴住居跡21軒にものばり、最終的な遺跡全体の遺構総数はは

かりしれない。少なくとも土坑の総基数は一千単位をはるかに超えることだけは確実である。

しかし、住居跡および土坑の大半は、遺構同士の複雑な切り合いによって保存状態が不良であったり、 トレ
ンチ調査のため全掘できない遺構も多数あり、明確な時期や性格が特定できないものも多いこともまた事実で

ある。ここで、縄文時代にしろ古墳時代にしろ現段階では集落全体を把握することは不可能な状況であり、今

回の調査で得られた成果のみについてまとめておくことにしたい。

2.縄 文時代
a)竪穴住居跡と土坑について

縄文時代の遺構の中心となるものは中期の竪穴住居跡と土坑であるが、その他に前期の竪穴住居跡と土坑が

確認されている。前期は中葉・黒浜式期の住居跡 1軒が検出された。S105と した住居跡で径3.6mの小形円形で

ある。わずかに黒浜式上器が出土したため、当該期の住居跡と判断した。また前期の土坑として 3基 (SK04・

78・ 230)を確認している。

次の中期の住居跡と土坑は本遺跡の中心である。確認される時期は阿玉台 Ib式期から加曽利E3式期である

が、出土遺物から所属時期決定すると住居跡も土坑も加曽利El式および2式期に大半が含まれる。しかし、前

述したとおり多くの遺構が切り合い関係を第一要因とし、 トレンチ調査を第二要因として保存状況あるいは検
出状況は不良である。とくに24軒検出された住居跡については完掘したものが皆無であつた。幸うじて炉跡の

痕跡から住居跡として判断したものが多い。まず炉跡を中心に柱穴を検出し、さらに僅かに残る床面から住居

跡の範囲を確認するといった状態であり、しかも出土した土器も破片が大半で資料的には恵まれていない。こ

うした状況は本遺跡だけではなく、中期における大規模遺跡のもつ宿命でもある。市内で調査した中期の大規

模遺跡はいずれも同様で、木田余地区の東台遺跡や御具遺跡、桜ヶ丘町の六十原遺跡、六十原A遺跡等は有段

竪穴住居跡のように深掘された床面以外、切り合いなしで完全な状態で検出するのは困難である。ここで壁面

が残存し、平面プランの判別できる住居跡は僅か 3軒のみで、部分検出のS107・ 13・ 41に限定される。その形

状は円形、楕円形、隅九方形と一定していない。また壁面の確認できない住居跡をみても円形もしくは楕円形

が通有タイプと判断できよう。また炉跡についてはS111が炉跡脇に埋甕として深鉢が埋設していた以外はすべ

て地床炉である。

なお、こうした多くの住居跡は壁面がないため住居範囲が明確ではなく、覆土が薄く、しかも覆土中の遺物

が混在し一型式以上のタイムラグが存在していることからその帰属時期を判断するのは困難である。しかし報

文中で図示したように敢えて床面近くに出土した土器を当該期に所属するものと推定すると24軒の住居跡の時

期は下記のとおりとなろう。

一
　

―
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阿玉台Ⅲ～Ⅳ式期 S143

加曽利El式期   Ы07・ 08・
加曽利E2式期   S113・ 14・

時期不明 (加曽利E式期)S119

11 ・41 ,42・ 44・ 46

15。 18。 20。 22・ 23・ 35。 36・ 37・ 38・ 40

・24・ 34。 39

こうした住居跡に対して深掘を行う土坑は、規模も小さいこともあり、複雑な切り合いで全掘不可能であっ

ても形態の見極めはそれほど困難を要しないで捉えることができる。そこで土坑の判明している構造の特徴に

ついて整理しておきたい。

土坑の構造については、すでに多くの論考がありここで改めて触れる必然性はないが、基本的には平面形態

と横断面形の 2属性から導かれる諸形態から底面に設置された付帯施設のあり方によって分類する (小川

1991)。 平面形態が明確に判明できるものは少ないとはいえ、大半は円形系統を基本とし、角あるいは一辺直

線のある方形系統は皆無である。完掘した形態を見る限りではやや不整形にみえるものも、その坑底形はいず

れも円形もしくは楕円形である。また横断面形については坂口隆氏による分類が有効であろう。つまリフラス

コ状は「頸部が細くくびれ、断面は底径が回径よりもはるかに大きくなるもの」、袋状は「底径が口径をやや

上回るもの」、さらに円筒状は「口径と底径がほぼ同じおおきさのもの」 (坂口2003)と した。筆者はそこで底

径係数 (口径■底径×100)を求め、底径が口径よりも大きくなる係数90以下を「フラスコ状」、係数91～ 99を

「袋状」、100以上を「円筒状」と分類したことがある (小川2005)。 しかし、本来の原形態が、天丼部や入口部

等の崩落あるいは土坑同士の切り合いによる壁等の崩れ、さらに調査時における掘り過ぎという失態などの原

因で原状を保つていることが困難な場合が多いし、すでに縄文時代における構築立地や季節あるいは使用用途

の相違においてもその形態の変化は多種多様であることは十分に想定できる。したがってこれらの設定基準に

ついてはまだ検討が必要とされる理由がここにある。なお、因みに検出された縄文中期土坑292基の横断面形

態の割合については、フラスコ状 6基 (20/0)、 袋状101基 (350/0)、 円筒状182基 (62%)、 不明3基 (1%)
となる。

また坑底施設についてもバラエテイーに富んでおリー様ではない。基本型は坑底中央部に穿たれている「セ

ンターピット」、壁側に配される壁柱穴状の「サイドピット」、壁際に位置しいわゆる子ピットあるいは貯蔵穴

状ピットと称される「サイドポケット」、壁中に土器等を埋設する小ピットである「ソケットピット」等がみ

られ、これら付帯施設が何種類かの組み合わせによって一土坑が成立するが、逆に全く施設を設けないか、あ

るいは一種類のみの付帯施設を有するものも実に多くを占めている。無施設土坑55基やセンタービットあるい

はサイドポケットのみの上坑53基も多数みられるが、2ヶ所以上の付帯施設を具備している土坑も日立つ。と

くにサイドピットなど多数の付帯施設を有する土坑が多いことも本遺跡の特徴であろう。

次に土坑内の遺物出土状況について触れておきたい。多くは不完全な検出状態のために土器破片が中心で完

形品もしくは接合資料が極端に限定されている。遺物編で図示したように復元実測を含めても遺構数からみれ

ば資料は少ないといえよう。その中にあってFig.213に示した遺物出土状況図は数少ない完形土器が検出された

土坑を集成したものである。かつて土坑内の遺物の出土状況から二態の形態があることを触れたことがある

(小チl12005)。 それは「土器の遺棄行為が行われた土坑 (a類 )」 と「土器の廃棄行為が行われた土坑 (b類 )」

である。この区分は土坑底面近くに埋没した “第一次埋没土 (堆積土)"の層中 (a類 )あ るいは層上 (b類 )

で検出された完形遺物の出土状況において分類したものである。とくに自然堆積と推定される第一次堆積土が

確実に把握され、人為的にしろ自然堆積にしろ第二次堆積土との相違が明瞭な土坑のみ適用されるものである。

これによって今だ十分解明されていない本来の土坑用途、さらには後処理等がこの出土土器の状況によって、

少しでも問題解決に近づければと思っている。
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1 暗掲色± 10YR3/4 多量の日―ム粒を合む
2 掲色±  10YR4/6 多量のローム粒を合む
3 暗掲色± 10YR3/3 少量のローム粒を合む
4 混貝土層 暗褐色± 10YR3/3
5 掲色±  10YR4/6 多量のローム粒・ブロックを含む
6 黄褐色± 10YR5/6 多量のローム粒 。ブロックを含む

0                 2m

(1//50)

日g.214 土坑SK183出土遺物状況図

b)縄文土器について

今回の調査では、検出された住居跡および土坑から多量の縄文土器が出土している。古くは前期黒浜式や浮

島式が僅かであるが確認されているものの、主体となるものは中期中葉・阿玉台式から加曽利E3式期までで、

とくに加曽利El式および加曽利E2式土器については検出された大半の遺構から好資料が提供されている。

ここ霞ケ浦を臨む常総台地南側は、縄文中期の大規模集落が数多く存立することでもよく知られている地域

である。報告されている土浦市内においても、本田余地区の東台遺跡、御臭遺跡や桜ケ丘町六十原遺跡、六十

原A遺跡等があり、本遺跡と同様阿玉台式期から加曽利E2式期の集落跡でとくに加曽利El式期前後に集中して

いるが、ここでは周辺地域の検討は改めて触れることとし、あくまでも今回検出された調査区内の出土土器群

の様相についての素描を試みることにしたい。

1段階 (Fig.215‐ 1～4)土 坑駅盟1・ 71出土土器群を表示した。隆帝に沿って二列の角押文を施したもので、
隆帯による楕円形区画文を構成し、 1の ように区画内に波状文を施文し、胴部にY字状隆帯を垂下させる。 3

は胴部に三角形状区画文を配する。 4は口縁部直下にV字状文を貼付け、蛇行隆帯を垂下させる。阿玉台Ⅱ式

期に比定される。

2段階 (Fig.215‐ 5～9)土 坑SK47・ 169。 195出土土器を表示した。本遺跡では土坑内に完形土器が纏まっ
て出土することを特徴とする。5～ 7は 日縁部に交互刺突文を巡らすもので、理 7出土の5お よび伴出する土

器群 (Fig。 143-2・ 5)|まいずれも交互刺突文を区画文する。また5の波状口縁でキャリパー形に近い器形を呈

するものや6の平縁で日縁部が短く外反する深鉢が当該段階の指標となろう。阿玉台Ⅳ式直後、加曽利El式直

前のいわゆる中峠式期に相当する。

3段階 (日g.215‐10～20)本遺跡で主体を占める土器群である。キャリパー形の深鉢を特徴とするものの、
口縁部文様帯において、縄文もしくは撚糸施文を地文とし、「員占付隆帯」による横位連携文を意識した渦巻文

系の区画文や単位文を描出する。また隆帯も2条平行する背割り隆帯もしくは断面カマボコ状の単線隆帯の二
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者がある。胴部文様帯は単縄文のみのほか、沈線による大木式系渦巻文を基調とする装飾懸垂文を垂下させる

(10。 15)。 加曽利El式期であるが、ここでは区分していないものの、少なくとも2段階に分離することが可能

であろう。

4段階 (Fig.215‐ 21～23) 前段階からスムーズに移行するものの、文様帝の斉一性と単純化傾向に入る段

階。キヤリパー形の深鉢を基調に、日縁部文様帯は沈線の沿う隆帝による区画文および区画文に連携する渦巻

文系単位文を配する。胴部文様帯は縄文地文に 1本 (蛇行懸垂文を主とする)お よび 2・ 3本一組 (直行懸垂

文を主とする)の懸垂文を垂下させる。加曽利El式直後に相当する。

5段階 (Fig.215… 24～27) やはり前段階からの変遷は継続的でありながら、文様帯のより斉一性と単純性

が強くなる段階。キヤリパー形の深鉢を特徴とし、日縁部文様帯において、縄文を地文に横位連携の枠状区画

文と渦巻単位文を描出する。また隆帝は単隆帯で両脇に沈線を沿わせる。胴部文様帯は縄文地文に沈線による

磨消懸垂文を垂下させる。また27の連弧文土器と条線地文の曽利系土器と伴に土器組成の一要素として確実に

成立する。加曽利E2式前半期に相当する。

6段階 (Fig,215-28～ 30) 口縁部文様帯はさらに単純化され、さらに胴部文様帯の施文工程に磨消懸垂文
が主文様となる文様変換が行われる。281ま その典型文である。また文様そのものも29でみるように形骸化され

た枠状区画文が施文される。加曽利E2式後半期に比定される。

以上が本遺跡で検出された土坑を中心に出土した縄文中期中葉から後半にかけての様相を槻観した。とくに

加曽利El式期からE2式期にかけて最も充実した土器群を提供しているが、決して十分説明可能な土器組成が

説明されていない。今後の課題としたい。

c)土器片錘

土器片を一定の大きさに打ち欠き、一対の両端部中央に袂状の刻みを施した遺物を土器片錘として分類する。

当該跡ではその出土総数は547点である。調査面積から判断すれば、土器片錘の多量保有遺跡と理解して誤り

ないであろう。本来は石器などと異なり直接生業に拘る道具ではなく、紐類に結縛されて用いる生業用具の一

部品であることから、移動が激しく遺跡内の遺留率が低い遺物のひとつと考えられる。したがって製作途中の

欠陥品あるいは使用放棄されたものが残存したものであり、その遺存数は限定されたものと推定される。さら

に未調査区域が広いことでその保有総数は計り知れないであろう。

さて、土器片錘のすべては、廃棄処分の土器を転用したものである。その素材としては、深鉢が多いが、浅

鉢もあり、しかも製作が容易な胴部破片が圧倒的にも拘らず、肥厚差や屈曲があり、製作に多少の難があるよ

うな底部や口縁部も存在することから、素材の選択にその規則性は見当たらない。ただ口縁部位は口唇部上に

溝を刻むものは極端に少なく、日縁部と平行する軸に刻むものが多いこと、さらに胴部破片の利用においても

横長土器片を縦方向に軸を設けるものが大半を占めていることなど、形状においてすべてが同じという共通性

はないものの、傾向としての共通属性を窺い知るものは存在する。

ここで法量および重量についてみてみると、法量では基本形状が長方形もしくは楕円形を呈することから明

瞭な長軸と短軸の判断を容易にするものが圧倒的である。したがって、長軸と短軸の係数を求めることが有効

と考えるが、ここでは長軸のみをみてみると、長さが9,8cm大 をピークとして 3～ 4 cna大に集中し、逆に2 cm大

の小形の存在も見逃せない。また重量についてもその用途から「おもり」という機能を鑑みると最も製作段階

で重視したはずであるが、かなりのバラつきがあることは周知の事実である。10～ 20g前後に集中し、70gを

最大とすることはFig 216の とおりであるが、俗に大は小を兼ねるという範疇では理解できないほど薄く軽量小

形製作の存在意味を再考する必要があろう。とくに土器片錘の用途を考える場合無視できない存在である。

なお、土器片錘として認識できる紐掛け溝の刻み方法にもいくつかのバリエーションがあることはいうまで
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醒

もないがヽ数点であるが、一対にさらに付け加えられているものがある。SK102出上の13 1Figi158・ 13)は1中心

軸に斜めに1-ケ所刻みが施されている.。 その反対の対の方向をみると欠損品であるこ
―と―が判る。これは製作途

―
中で破損したため、再度打ち1欠いて盛形し直して再生したものである。また、SK287出上の12(FigⅢ 206‐ 12)

のように直交する方向に刻みが施されたヽ のである。

Fig‐ 216主器片錘重量分布ブラフ

d)動物遭存体について (巨o214、 PL18,42)
土舞X183の東壁際の覆土上層から貝ブロッタが検出されたも大きくニブロックに分かれていたものの、状

況からみてほぼ同時|イこ廃棗さ|れたも|のと理解し―ている.。 検出されたすべての貝を1採凛すべく、サンプルグリッ

ドを設けて取り上
`デ

たが、第Iデロンタは径∞文60cm、 層厚12cm、 第2ブ●ックは径知―X45cm、 層厚10Cmと画

ブロツタともに薄層であつたた|め、総サンプル取り上げとなり、整理段階で試験フルイによっ|て1本流分離し、

その後に員種の選

"J、

集計等を行った。まず重量は第1ブロックBttlg、 第2ブロック魯313gを瀕Iり 、総重

昌い14gと なった。なおⅢ只種以外のほかには魚骨、1獣骨類はまつたく検出できなかつた。

出―上した貝種の|なかで圧倒的に1占めたのが、ゥミーニナである。殻高の平均穂謝Omm前後であり、カウント可能

なほぼ完存するウミニチの個体数と重量は第1ブロックで3お60個体、3,185g。 第2ブロックで1ま 3ゃ00個代

3,2∞ gと ほぼ向量数を数える。そのほかに両ブロックともに総量25g(0.8%)前後の少量の貝種が確認.され

ている。いずれもカワ■ナ・タガイ・マツカサガイ・ヤマトシジミといった淡水産貝類とオキシジミ・イボエ

シであ―る力ヽ その価体数は10個体以下である。主体となるウミニチは十潟生物を代表する極めて普通の巻貝で

ある.。 震ヶ浦における湾奥千渇の地形環境がそのまま貝蓬生J息地―とす致するならぼヽ これがかつて遺跡の立地

する.台地の限下の環境を物語つていることとなる.。

(小川和博)
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第Ⅳ章 付編

翔
縄
城県土浦市龍善寺遺跡における
文時代黒耀石遺物の産地推定

明治大学文化財研究施設運営委員 杉原重夫
明治大学文化財研究施設実験助手補 鈴木尚史

中部測地研究所 藤森靖枝

1.は じめに
考古学研究においては、遺物が遺跡へと至るまでの来歴を辿ることによつて、個々の時代における人々の行

動様式や流通関係に迫ることが可能となる。特に狩猟・採集によって生計を立てていたと考えられている石器

時代において、石器に使用する石材の産地分析は、空間的な人の動きに迫るための有効な分析方法である。な

かでも、火山の噴出物として生成された黒耀石は、結晶構造をもたず、斑晶の含有量が少ないことから元素組

成が安定している。このような黒耀石の岩石学的特質に着目して、今日まで様々な理化学的分析方法を用いた

産地推定が行われてきた。特に蛍光X線装置を用いた分析は、装置の操作や測定の前処理が容易である点や、

特に資料を非破壊で測定できるなど、考古資料を扱うのに適している。また、比較的短い時間で浪1定できると

いう点で、分析対象が出土遺物全般におよぶ石器研究においては非常に有効な測定手段といえよう。今回も、

蛍光X線装置を用いた産地推定を行った。

2.測 定方法
蛍光X線法を用いて黒耀石の正確な元素分析値を得るには、内部が均質で表面形態が一様な試料を作成し、

検量線法などによって定量的に分析を行うのが一般的である。そのためには試料を粉砕してプレスしたブリケ

ットを作成するか、もしくは溶融してガラスビートを作成する必要がある。しかし、遺跡から出土した石器は、

通常、非破壊での測定が要求されるため、上記の方法をとるのは困難である。そのため、石器に直接X線を照

射する半定量分析が行われている。このような直接照射によって発生する蛍光X線の強度そのものは、試料の

状態や装置の経年変化によつて変動する可能性が高いが、特定元素の強度同士の比を採った場合はその影響は

小さいと考えられている。今回は測定強度比をパラメータとして産地推定をおこなうこととした儲
1)。

3口 試料の前処理

比較用の産地採取原石については必要に応じて新鮮な破断面または研磨面を作成し、超音波洗浄器によるク

リーニングを行つた。遺跡出土石器については、多くの場合新鮮で平滑な剥離面があるため、測定前に超音波

洗浄器によるクリーニングのみを行った。表面に風化皮膜が発達し超音波洗浄器で除去できないものに関して

は測定対象から除外した。

4日 装置 。測定条件

蛍光X線の測定にはエネルギー分散型蛍光X線分析装薗 SX-3201(日 本電子データム製)を用いた。X線管球

はターゲットがRh(ロ ジウム)のエンドウインドウ型を使用した。管電圧は30KV、 電流は抵抗が一定となる

よう自動設定とした。X線検出器はSi(ケイ素)/Li(リ チウム)半導体検出器を使用した。試料室内の状態

は真空雰囲気下とし、X線照射面径は32mmと した。測定時間は、産地採取原石が600sec、 遺跡出土試料が

300secである。測定元素は、主成分元素はケイ素 (Si)、 チタン (Ti)、 アルミニウム (Al)、 鉄 (Fe)、 マンガ

ン (Mn)、 マグネシウム (N監 )、 カルシウム (Ca)、 ナトリウム (Na)、 カリウム (K)の計 9元素、微量元素

はルビジウム (Rb)ス トロンチウム (Sr)、 イットリウム (Y)、 ジルコニウム (Zr)の計 4元素の合計13元素
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とした。

5日 石器の産地推定

黒耀石はケイ酸、アルミナ等を主成分とするガラス質火山岩であるが、その構成成分は産出地による差異が

認められる。とりわけ微量元素のRb、 Sr、 Y、 Zrでは産出地ごとの組成差がより顕者となる (望月ほか,1994)。

望月 (1997)は 、この産地間の組成差から黒耀石の産地推定が可能であると考え、上記の 4元素にK、 Fe、 Mn

の 3元素を加えた計 7元素の強度比を組み合わせることで産地分析を行っている。これら7元素による産地推

定の有効性は、ガラスビートを用いた定量分析によつても裏付けられている (嶋野ほか,2004)。 ここでも、

上記した望月の判別方法に準拠する形をとることとし、産地同定のパラメータにRb分率 (Rb強度×100/Rb強

度+Sr強度+Y強度十Zr強度)、 Sr分率 (Sr強度×100/Rb強度+Sr強度十Y強度十幼)、 Mn強度×100/Fe強度、

log(Fe強度/K強度)を用い、判別図の作成、および判別分析を行った。これらの元素比の繰り返し測定 (13

回)における再現性 (lσ )は霧ケ峰地区星ケ塔産黒耀石試料 (KRG7-27)においてRb分率=4.1、 Sr分率=29、

Mn強度×100/Fe強度=0,25、 log(Fe強度/K強度)=0.0053であった。

黒耀石原産地の判別

1. 半暢町図

判別図は、視覚的に分類基準が捉えられる点、および判定基準が分かりやすいというメリットがある。また、

測定結果の提示に際し、読者に理解しやすいという点もまた有効であろう。まず、各産地採取試料 (基準試料 )

の測定データを基に二種類の散布図グラフ (Rb分率vsMn× 100/Feと Sr分率vslog(Fe/K))を 作成し、各産地を

同定するための判別域を決定した。次に遺跡出土資料の測定結果を重ね合わせて大まかな判別を行った。個々

の遺物の判別に際しては、基準試料の沢I定値 (上記の 4パ ラメータ)と対比することによって産地推定を行っ

た。基準試料の測定強度比の平均値を表 3に示す。

6-2.判 別分析
判別図や測定値の比較による産地の推定は、測定者ごとの恣意的な判断を完全に排除することは難しい。そ

こで、多変量解析の一つである判別分析を行った。判別分析では、判別図作成に用いたパラメータを基にマハ

ラノビス距離を割り出し、各産地に帰属する確率を求めた。距離と確率とは反比例の関係にあり、資料と各産

地の重点間の距離が最も短い産地 (群 )が第一の候補となる。なお、分析用ソフトにはstatisica2000(stattO

soft社製)を使用した。また、判別結果の参考資料として、各産地群 (重点)間のマハラノビス距離を提示し

た (表 4)。

7日 黒耀石原産地の名称 と地理的な位置づけ

今回の黒耀石の原産地推定にあたっては、日本の黒耀石産出地データベース (杉原・小林,2004)を使用し、

この中から、既存の文献・資料を参考にして現地調査を行い、石器石材に利用可能と思われる黒耀石の産地を

選択した。ただし、ここでは黒耀石の原産地候補を関東・中部地方に限定して考察しており、北海道、東北、

北陸、九州地方の各産出地については、検討していない。

黒耀石原産地の判別にあたっては、各産地を火山体、島嶼、河川流域、岩石区等の地形 。地質的条件によっ

て枠組みを行い、これを「地区」と名づけ、現在、黒耀石を産出する地点 (露頭・散布地など)を 「産地」と

した。今回の原産地分析に使用した「系」は、「地区」内の「産地」のうち、蛍光X線分析によって判別された

地理的に隣接する「産地J群で、岩石化学的原産地を指す。それぞれの「系」内の黒耀石産地については、火

道や貫入岩の位置、噴出物の産状や分布状態、黒耀石の岩石学的特徴 (合有する斑晶鉱物、球顆の有無、色調、

透明度など)についても検討を行い、この原産地設定が火山地質学的に有意義であることを確認している。た

だし、同一の「系」内の産地でも、複数の判別域が存在する場合や、異なる「系」どうしで判別が困難な例も

存在する。また、黒耀石産出地には、噴出源に近い 1次産地のほか、河川や海流によつて遠方に運ばれた2次

産地があり、ここでの判別域は、必ずしも考古学的原産地 (石器時代における採取地)を示すのではないこと
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地区 (a� a) 系   (series) 産地 (dねt� ct)

霧ヶ峰地区 西霧ヶ峰系 星ヶ塔,星ヶ台
男女倉系 ブドウ沢1牧ヶ沢]高松沢

和田峠系 小深沢,東餅屋,東俣採掘場,丁字御領l土屋沢

鷹山系 星糞峠]鷹山川河床

北八ヶ岳地区 冷山系 冷山

麦草峠系 麦草峠

箱根地区 芦之湯系 芦之湯

畑宿系 畑宿

鍛冶屋系 鍛冶屋

上多賀系 上多賀

天城地区 柏峠系 柏峠

高原山地区 高原山系 八方ヶ原 (桜沢)Ⅲ 甘湯沢

神津島地区 恩馳島系 恩馳島 〔長浜海岸,沢尻湾〕
砂糠崎系 砂糠崎 〔長浜海岸l沢尻湾〕

表 1 関東・中部地方における黒耀石原産地の区分

は言うまでもない。

「霧ケ峰地区」 :霧ケ峰火山からは複数火日からの黒耀石が岩脈、溶岩、火砕流など多様性ある産状を示す。

これらの黒耀石は噴出源や噴出年代によって元素組成に地域性が認められる (杉原・小林,2004)。 ここでは

西霧ケ峰系、和田峠系、男女倉系、鷹山系に分類したが、和田峠系と鷹山系は産出地域が離れているにも拘ら

ず、判別図では明瞭な識別が不可能である。ここでは、この2つの原産地を和田峠・鷹山系として一括した扱

いをする。

「北八ケ岳地区」 :人ヶ岳火山列では、比較的活動年代が新しい北入ヶ岳において黒耀石が産出する。この

うち冷山系と麦草峠系が代表的な原産地であるが、山頂部の双子池や横岳周辺、滝ノ湯川上流などでも黒耀石

礫が採取でき、転石として山麓斜面や河床でも散見できる。ただし冷山系と麦草峠系以外の黒耀石は分布が局

地的で、石器石材として不向きと考えられることから、ここでは原産地に含めていない。なお、冷山系と麦草

峠系の黒耀石は判別図による確実な産地推定が不可能である場合が多いことから、ここでは一括して冷山・麦

草峠系として扱つた偏と
2)。

「箱根地区」 :箱根火山では芦之湯、畑宿、鍛冶屋、上多賀で溶岩や火砕流堆積物に由来する原産地が知ら

れている。これらは、判別図によって、それぞれの産地推定が可能である。

「天城地区」 :天城火山に近い柏峠から産出する黒耀石である。柏峠では黒耀石が岩脈または転石として認

められる。判別図では、他の原産地と明確に識別が可能である。

「高原山地区J :高原山火山では人方ケ原、甘湯沢に黒耀石の産出地がある。とくに入方ヶ原を形成した溶

岩流を刻む桜沢などの各河川沿いには黒耀石の転石が多く認められる。これらは、すべて同じ判別域に入る。

このほか南麓斜面の湯沢、枝持沢、七尋沢の河床にも黒耀石の産出が認められているが、石器石材としては不

向きであると考えられることから、ここでは人方ケ原産、甘湯沢産の黒耀石に限り高原山系とする。

「神津島産」 :神津島は複数の流紋岩質単成火山から構成されていて、黒耀石の産出が各地で認められる。

このうち神津島の沖約6kmにある恩馳島の周囲海底と多幸湾に臨む砂糠崎からは、黒耀石が豊富に産出する。

産地判別図では、両産地の黒耀石を区別することが可能であることから、それぞれ恩馳島系と砂糠崎系として

扱う。なお、神津島西狽J岸の長浜海岸や沢尻湾でも黒耀石の海浜礫が多産する。これらは恩馳島や砂糠崎から

産出する黒耀石の判別域に入るが、海浜礫のすべてがこれらの産出地からの二次的産地とするには、地理的な

位置関係や沿岸流 (と くに海浜流)に よる漂砂の状況からみて無理がある。海底に露出している火砕流や泥流

中の黒耀石が海浜に打ち上げられた可能性もあり今後は未知の産出地に関する海底地質の調査も必要になる。
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8B石器の産地推定結果
今回測定を行つたのは、茨城県土浦市龍善寺遺跡出上の黒耀石遺物65点である。うち、58点が判別可能であ

った。

今回の測定対象である龍善寺遺跡の時期は、ほぼ縄文時代中期、加曾利El式期に比定できる。判別可能試料

の 9割以上は恩馳島系 (神津島地区)が占め、当該遺跡から距離的に最も近い高原山系の黒耀石はわずか 3点

のみであった。その他では、和田峠・鷹山系が 1点含まれていた (表 2)。

縄文時代中期の黒耀石利用が恩馳島系に偏るという傾向は、隣接地域の下総台地においても確認されている

(堀越ほか,2005)。 縄文時代中期の遺跡における恩馳島系黒耀石の主体的利用の北限がどこまで広がるのか、

今後、より北部地域の遺跡試料を分析することで検討していきたい。

註釈

1.強度には各スペクトルの積分強度を用いた。装置の都合上,Na～ Feの 9つの主要元素はKα 線の強度比を,Rb～ Zr

の微量元素はKβ 線以下も参照しつつ強度比をもとめた。

2,定量分析 (全岩化分析)では、Si02の含有量が冷山系77.31%、 麦草峠系69,89%で あることから分別が可能である。

したがって、冷山系が流紋岩質、麦草峠系がデイサイト質の黒耀石となる。
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表 2 産地推定の集計結果

3  1

表 3 関東 。中部地方における黒耀石の推定値 (強度比)

表 4 判別分析における群間距離 (マハラノビス距離の 2乗 )

遺跡名 測定点数 判別点数 恩馳島系 高原山系 和田峠・鷹山系

龍善寺遺跡 54 3 l

硼鱒
西霧ヶ峰
系 男女倉系 冷山

・
麦草峠系

恩馳島系 砂糠崎系 畑宿系 芦ノ湯系 上多賀系 鍛冶屋系 柏峠系 高原山系

Rb分率

平均値 6344(

+892〔

47140

+5464
42587

」
=1676ラ

27613

+6354
2646(

+622(
3159(

+548て

531〔

+307て

2657

+2687
7866

+3186
6417
+2963

10793

+2783
25122

+3867

標準偏差 337( 2254 730C 277Z 2651 253C 1521 1358 1 1266 1270 1690

Sr分率

平均値 312ラ

+573を

1387C

+3747
1675C

+1229[
3528覆

+779〔

31872

+8593
26606

+8384
40571

+3757
64657

44216
34771

+7887
39118

+4226
28811

+5652
27896

」=4316
標準偏差 232を 1697 557[ 2737 386C 2847 2133 2237 2917 2021 2591 2087

Mn・ 100

/Fe

平均値 1254〔

+275[
10603

+0685
710こ

+186C
485〔

+097(
8223

+0863
9200

+0752
3384

+0208
3119

+0248
3026

+o561
3338
+0332

2415

+0371
2715

+0335

標準偏差 1 17Z 0353 071C 030ラ 0383 0395 009C 0113 0157 0180 0172

Log

(Fe/K)

平均値 -018〔

+008〔

-0222
+0044 十

一

―-001C

+005〔

0017

+o o5Z

-0054
+O o30

0904
+0046

1356

+0051
0581

+0045 十o o33

0523

+0094
0394

+0054

標準偏差 0019 0041 002〔 0021 0012 0023 0028 0019 0018 0040 0031

榔鵬
西霧ヶ峰
系
男女倉系 冷

山・
麦草峠系

恩馳島系 砂糠崎系 畑宿系 芦ノ湯系 上多賀系 鍛冶屋系 柏峠系 高原山系

榊田峠・
竜山系 3687( 66220 16671〔 125355 8598ラ 1388542 2814669 71506〔 102094E 632121 407915

西霧ヶ峰系 36879 31735 8955( 79881 4249〔 1521487 3053281 75955Z 1110221 667579 440898

男女倉系 66220 3173〔 3557ラ 59292 41367 1282796 2737441 57624〔 90088C 482838 275841

冷山・
麦草峠系

166715 8955( 35577 42585 4700ラ 1200974 2566198 52002〔 82736C 446318 249145

恩馳島系 125355 79881 59292 4258〔 641〔 992360 2270959 40164〔 66141C 354083 213588

砂糠崎系 85987 4249( 41367 4700巧 6418 1124345 2475793 48737( 77166C 428767 268998

lH宿系 1388542 152148ラ 1282795 1200974 992360 112434〔 336944 157681 36371 233393 407341

芦ノ湯系 2814669 3053281 2737441 256619〔 2270959 247579C 336944 92158〔 570553 1102698 1370539

上多賀系 715068 75955覆 576245 52002〔 401643 48737C 157681 921588 43312 10980 77178

鍛冶屋系 1020948 1110221 900888 82736( 661419 77166C 36371 570553 4331を 90343 209846

陶峠系 632121 66757( 482838 44631〔 354083 428767 233393 1102698 1098( 46477

葛原山系 407915 44089〔 275841 24914〔 213588 26899[ 407341 1370539 7717〔 20984C 46477
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表 5 龍善寺遺跡の判別結果
試料 Nα 測定伯 判別分析

測定 Nα 注記 Nα 測定 Rb分率 Sr分率 Mn判 00/Fe Log(Fe/K) 判別 候補 1 確率 距離 候補2 確率 距離

RZJl-001 S卜25 26211て 29652〔 7948〔 可 恩馳島系 53627 ひ糠崎糸 0001 17797拒

RZ」 1‐002 ユ1‐25 31476こ 35564ラ 7956〔 可 系 99861 ひ糠崎糸 0005イ 19350て

RZ」 1-003 3卜25 可 23806〔 33957〔 76961 00363 可 0996ラ お耀膝率 112361

RZ」 1-004 3卜26‐ЮD 可 292907 33207( 82502 -01475 不可
RZ」 1-005 可 22058t 31902( 84258 00335 可 恩馳島系 0993〔 37498 沙糠崎系 0006と 128491

RZ」 1-006 3卜27 可 29053ラ 29910〔 31572 0060C 可 恩馳島系 09974 409991i沙糠崎系 0002そ 149121

RZ」 1‐ 007 】卜29 可 23191 28171 可 恩馳島系 09874 701461'ひ糠崎系 0012そ 146844

RZ」 1‐ 008 3卜31 27192Z 32640( 80421 0054〔 J島系 0998( 21340トひ糠崎糸 13881(
-009 3卜31‐ () 28417( 31767〔 76692 00571 可 09981 33333トひ糠崎系 148424

RZ」 1‐ 010 3卜31-② 可 24744Z 30378〔 79300 0014C 可 0965( 1399ラ 6981こ

RZ」 3卜32 可 287861 27780Z 72757 0052C 可 恩馳島系 0992〔 6726911 0007を 155211

RZU ‐012 3卜33 可 446011 17181 118783 -02394 不可
lZ」 1‐013 3卜34 可 27494Z 79771 0087( 可 恩馳島系 0998〔 19415C 沙糠崎系 00017 31082t
lZJ -014 3卜36 可 28619t 29847イ 73352 0077〔 可 恩馳島系 0999ι 7547ラ 砂糠崎系 00008 20849〔
lZ」 1‐015 3卜41 司 280271 261831 79891 0043( 可 恩馳島系 6892〔 砂糠崎系 00135 14424〔
RZ」 1-016 3K-8 可 23572( 32595' 82677 0045Z 可 昂 系 0997Z 2039イ 砂糠崎系 00026 12911
載Z」 3K‐ 67 可 24280( 33603Z 80406 0056Z 可 恩馳島系 0999( 1973` 00001 14742〔

RZ」 1-01[ 3K-71 可 27434Z 29580( 89459 0042を 可 恩馳島系 09911 391961 秒糠崎系 0008C 12285,

RZ」 3K-74 可 62942て 1593( 127664 -0204〔 可 和田峠・鷹山系 1 000( 1 2681 西霧ヶ峰系 00000 32328〔
RZ」 3K-76 可 24742( 31409〔 81192 0049Z 可 訳馳島系 0997を 1 9823ト砂糠崎系 00028 12666ラ
lZJ ‐021 SK-112 27545〔 80515 可 訳馳島系 09767 56363ト砂糠崎系 00233 12052ラ
RZ」 ‐022 SK-132 22620( 31333を 7994[ 0028〔 可 09901 24962ト 砂糠崎系

RZ」 ‐023 SK」 46 可 23642( 27416と 85834 0001を 可 鳳触 昌 08422 736041 砂糠 崎系 01578
RZ」 1‐024 3K‐149 可 20532を 331861 81691 -0107t 不可
RZ」 3K‐169 可 24523を 250951 29227 0430〔 可 言原山系 10000 4598〔 旧峠系 0000C 26429(

RZ」 -02〔 SK 175 可 27640t 270626 77160 -01789 不可
RZ」 SK‐175 可 25143( 250507 2723[ 03992 可 喜原山系 10000 14971 柏峠系 00000
RZJ 270741 8504t 可 思馳島系 09901 1 120〔 砂糠崎系 00099 9276(

SK‐ 188 287712 8066Z 00349 可 恩馳 昂系 09812 砂糠崎系 00188 9200〔
RZ」 1‐03( SK‐ 188 可 256043 333050 7628C 01071 可 打昌系 1 000( υυ/5/1 系 29268(

RZ」 1-031 SK-188 可 205988 292779 81001 00559 可 恩馳島系 09975 J鯉53生砂糠 崎系 0002こ 21895(

RZ」 SK-189 可 288663 290167 7339ラ 0033判 可 恩馳島系 09819 4劉 151 砂糠崎系 00181 11 144と

RZ」 SK 190 可 214609 276406 7908〔 可 恩馳島系 09954 1227941 砂糠崎系 0004〔 21967こ

lZ」 ‐03Z SK引 97 可 273466 347253 7938〔 0032こ 可 恩馳島系 09957 220801 砂糠崎系 0004C 120524

RZUl‐ 03t SK-204 255127 00673 可 恩馳島系 09986 589491 砂糠崎系 00014 180260
RZUl-03て SK‐204 21 067C 7135Z 0076C 可 し昌系 09999 48381 砂糠崎系 00001 220083

SK‐204 可 260206 270203 7 0060C 可 ,昌系 0995ラ υ44/ZI 系 0004【 192928

RZ」 1-038 SK-204 可 282955 248517 7446〔 00428 可 恩馳島系 09729 19:3雪 [ 00271 16448C

RZ」 1‐039 SK‐217 可 233157 357199 78991 00493 可 恩馳島系 09991 20413 砂禄崎系 0000〔 151131

RZ」 1‐040 SK-218 可 254576 8014〔 00424 可 恩馳島系 09962 07818 砂糠崎系 0003[ 108619

RZ」 1-041 SK‐239 可 280033 359924 00315 可 恩馳島系 09964 47849 砂糠崎系 0003て 149968

RZ」 1-042 SK-249(1) 25092〔 30255迄 78307 0023C 可 恩馳島系 13884 砂糠崎系 00204 80336
RZ」 1-043 SK‐249-② 29821〔 29049C 77790 00501 J昌系 0993t 41662 砂糠崎系 131786

RZ」 1‐ 044 SK-257 可 240095 288329 76189 00519 可 慇馳島系 0995ラ 564991 154958

RZ」 1-045 SK-269 可 196753 316417 78042 00223 可 恩馳島系 09884 65305 砂糠崎 0011 14362ラ

RZ」 1‐ 046 2工区 可 276080 27640Z 82935 0050( 司 恩馳島系 0991 49037 砂糠崎系 00085 133721

RZ」 1-047 2工区 可 28642C 78634 0061( 可 恩馳島系 0997t 66176 砂糠崎系 00025 175051

RZ」 1‐048 2工 可 238625 76283 0083覆 司 恩馳島系 0999〔 50638 砂糠崎系 00002 213894
RZ」 1‐049 2EE 可 31 930C 30890ラ 7855C 0038〔 可 恩馳島系 砂糠崎系 00010 135788

RZ」 -050 2工区 可 28879C 7816日 0043C り昌系 22555 帳 崎系 117055

RZ」 2工区 可 30118t 247301 82889 可 縁馳島系 77144 〉綴崎系 00441 12814イ
-052 2工区 可 264122 27617て 79666 0072( 可 恩馳島系 0998〔 86255 砂糠 除系 00017 20314C

2工区 不可

RZ」 1-054 〕工区―① 可 263151 26592ラ 79618 -0278G 不可
RZ」 1‐ 05E 〕工 区‐② 32793( 77036 0054t 可 恩馳島系 09989 55680 ひ糠崎系 00011 18224(

RZ」 1‐ 05C 3工 区 210361 33783て 78864 09977 28181 ひ鞭崎系 13943〔

RZ」 〕工区 23145( 29292( 74211 0066t 可 恩馳 昌 09974 643701 系 17248(

RZ」 1‐058 争工区 可 29009〔 32333〔 76480 -02847 不可
RZ」 -059 うIT1 8 可 247341 328921 77484 0036Z 可 訳馳島系 09955 ‐０

・

0004C 10325〔

RZ」 ‐060 )IT82 可 19875( 293213 82802 0045〔 可 き馳島系 09954 1209881 砂糠崎系 0004C 21804を

RZ」 〕IT83 可 23381( 272374 2933E 可 葛原山系 1 000C 116821 柏峠系 00000 34419(
RZ」 -062 可 22192〔 334879 72391 00561 可 諷馳島系 09991 29921 砂糠崎系 0000C 16028(

RZJ 268180 351651 8187コ 0041 可 馳島系 0998C 258551 砂糠崎系 0002( 13910(

RZ」 =064 表採 233089 303836 7798〔 0017を 可 1恩馳昌 09725 ク7代 Aラ I 砂糠崎系 00275 88437
RZ」 -065 表採 司 239880 298018 7969て 0077〔 可 1恩馳島 09994 774881 砂穎 崎系 214890
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(】ヒ西から)
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土巧毛SK30・ 34・ 39。 46・ 53・ 126

竪穴住居跡S136
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縄文時代

土JttSK234

土坑 SK288・ 289

土坑SK290
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縄文時代

ヽ

土坑SK299

土坑SK300

土坑SK301



PL.26

古墳時代

竪穴住居跡S101

堅穴住居跡S104

竪穴住居跡S106



PL.27

古墳時代

堅穴住居跡S110

竪穴住居跡S116カ マ ド

竪穴住居跡S125カ マ ド
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古墳時代

竪穴住居跡S126

竪穴住居跡S126カ マ ド

竪穴住居跡S127
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古墳時代

竪穴住居跡S127カ マ ド

竪穴住居跡S128

竪穴住居跡S128カ マ ド
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古墳時代
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7

(1)   1 ;S136縄文時代 住居跡・土坑出土土器 2-6 ;SK4刊   7 ・ 8 ,SK86
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7

1 ・ 2 ;SK86縄文時代 土坑出土土器 (2) 3 ;SK138  4 ;SK153  5 ,SK168  6-8 ;SK169
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1 ,SK175  2 i SK183縄文時代 土坑出土土器 (3)
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1.  Si38

2.  S141

3.  S141

4.  SK31

5.  SK42

6.  SK163

7.  SK169

8.  SK183

9.  SK244

10. SK285

A.石鏃類

司. SK40

2. SK58

3. SK98

4. SK122

5. SK183

6. SK209

7. SK244

8. SK284

9. SK298

B.石斧類 (1)

1. SK司 04

2. SK241
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4. SK41

5, SK87

6. SK95

7. SK司 20

8. SK248

9. SK285

C.石斧類 (2)
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1～ 3. S123

A.住居跡出土 S123

1. SK77

2. SK84

3. SK‖ 86

4. SKl司 4

5. SK190

6. SK287

B.磨石類

1, SK35

2. SK35

3. SK240

4. SK242

C.磨石類

に

国

蔭

２

縄文時代 住居跡・土坑出土石器 (2)
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1. SK81

2. SK94

3. SKl司 4

4. SK241

A.凹 石類

SK94

B.石皿

SK211

C.石皿

縄文時代 土坑出土石器 (3)
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1 ,S101  2 ・ 3 ,S102  4古墳時代 住居跡出土土器 (1) ;S106
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7

古墳時代 住居跡出土土器 (2) 1-3 iSЮ 6 4～ 8 iSI司 6
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3 i S1271 ,SH6 4 ;S128  5-7 ,S132  8-9 ,S133古墳時代 住居跡出土土器 (3)・ 銅鏃
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A.石製模造品
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3.産地分析黒曜石
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